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序章 
 

1.1 研究主題 

1.1.1 五遍行と瑜伽行派のアビダルマ 
本論文では「五遍行」という概念を取り上げる．「五遍行」とは，インド大乗仏教の一学派

である瑜伽行派による，精神的・物質的構成要素（dharma，法）に関する一つの分類概念で
ある．	

瑜伽行派（yogācāra）とは，その名が示すとおり，ヨーガ（yoga，瑜伽）という修行法の
実践を重んじる人々の総称である．同派は，認識における主観と客観の構造はすべて識のは

たらきの中で起こる現象であると主張し，眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識・マナス（末

那識）・アーラヤ識（阿頼耶識）という八つの識を設定し，それら八識の転変（pariṇāma）に
よって現象界の成立を説明する．このようにあらゆる現象や存在を認識に還元することから，

唯識派とも呼ばれる．この学派の最古の文献である『瑜伽師地論』（以下『瑜伽論』）の成立

は 4世紀頃とされている．瑜伽行派の成立時期は，一般には 4−5世紀と考えられている． 

瑜伽行派は，その認識論に基づいて，精緻な法（dharma）の体系を構築した．それは説一
切有部のアビダルマにも匹敵するものであり，大乗のアビダルマとも称される． 

初期仏教以来，個体存在のあり方を分析し観察することが煩悩からの解脱につながる重要

な教理とされている．部派仏教に至ると，仏の教説（法）を整理・解釈し，さらに体系化す

ることが盛んになり，数多くの論書が作られた．このように法を分析・体系化するものはア

ビダルマ（abhidharma，阿毘達磨）と呼ばれる．最初期のアビダルマ論書としては，主とし
て南方のパーリ上座部（以下「上座部」）のものと北インドの説一切有部（以下「有部」）の

ものが現代まで伝わっている1．その後，各部派では論書に対する注釈書や概説書などが作成

され，それぞれの理論がさらに整備された．そのうち，世親（Vasubandhu，5世紀頃）によって
著された『倶舎論』は有部カシュミール毘婆沙師の教説を批判しつつ体系的にまとめたもの

である2．上座部のアビダルマ思想はブッダゴーサ（Buddhaghosa，5世紀頃）の『清浄道論』
（Visuddhimagga）によって集大成された． 

瑜伽行派のアビダルマ理論を組織的に述べる代表的な文献は，無著（Asaṅga，4−5世紀頃）
による『阿毘達磨集論』，世親による『五蘊論』などである．一般に，瑜伽行派の法体系は有

部の影響を受けていると言われている．概念の名称や分類の方法なども，瑜伽行派と有部に

は共通しているところが多い．そのため，瑜伽行派のアビダルマは有部のアビダルマを継承

しながら，瑜伽行派独自の教理に基づいてこれに調整と改変を施したものと見做されてきた3． 

                                                   
1 上座部には『法集論』などの七つの論書（紀元前 3世紀頃〜紀元前後）がある．説一切有部も，『発
智論』，および『集異門足論』・『法蘊足論』・『識身足論』・『界身足論』・『施設足論』・『品類足論』（こ

れら六つの論書は六足論とも総称される）の七つの論書（紀元前 2世紀頃〜紀元前後）を有する．平
川［1974：177−179］参照．  
2 説一切有部では『発智論』に対する注釈として 2−3世紀頃に『毘婆沙論』が編纂された．『毘婆沙論』
は有部内外の諸異説を批判し，カシュミール毘婆沙師説を正統説として位置付ける．世親はその教説

を経量部の立場から批判しつつ体系的にまとめて『倶舎論』（Abhidharmakośa）を著述した．一方，衆
賢は説一切有部の伝統的立場から『倶舎論』中の世親説を批判し『順正理論』を著した．  
3 例えば，水野［1964：318］では，「瑜伽行派は順逆に拘らず，有部からの影響がきわめて多い．心
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瑜伽行派のアビダルマは，瑜伽行派の教理研究においても，アビダルマ研究においても，

考察の中心とされていなかった．瑜伽行派の教理を研究する際は，アーラヤ識説や三性説な

ど，瑜伽行派に特有の説が多くの注目を集めてきたことがその主な理由である．加えて，ア

ビダルマ研究においては，瑜伽行派のアビダルマは有部のアビダルマという土台から派生し

たものにすぎないと考えられていたことも理由として挙げられる． 

その結果，瑜伽行派のアビダルマについて考察する際には，有部アビダルマを基準とし，

有部のものと相似するものは有部の説を継承したものとされ，有部の教理に見られない，あ

るいは有部の理解と異なるものは瑜伽行派による変更と帰結されることが多かった． 

しかしながら，こうした考え方で瑜伽行派のアビダルマを研究してきたことにより，問題

が単純化されてしまったきらいもある．本研究が取り上げる五遍行という概念は，それを端

的に示す一例である． 

1.1.2 アビダルマの心所 
一切法は精神的・物質的要素に大きく分かれる．例えば，個体存在を五蘊として説明する

場合，色蘊は物質的な要素であり，受蘊・想蘊・行蘊・識蘊の四つは精神的な要素である．

アビダルマでは，精神的要素をさらに詳しく分析する場合，心（citta）には，様々な心所
（caitasika／caitta, 心作用）4が同時に存在し，働いているという見解がある．これは心と心

所との「相応思想」（水野［1964：221］）とも呼ばれる．有部，瑜伽行派，および上座部はと
もにこの心・心所の相応関係を主張する5．現存する文献の大多数は，心・心所の相応関係を
主張している．心・心所相応思想は仏教の主流であると言ってもよい．  

論書成立の先後順序からみると，一般には，有部の心所説の成立が先行しており，瑜伽行

派の説はその影響の下に独自に発展したものである．一方，上座部では，水野［1964：258−
259］によれば，初期のアビダルマ論書（『法集論』）においてすでに数多くの心所をあげてい
るものの，未だ組織化されたものではない．上座部の心所説の体系化は比較的遅く，有部と

瑜伽行派から何らかの影響を受けて形成されたものである，と考えられている6． 

有部と瑜伽行派の代表的な体系として，一切法を有為（作られたもの）と無為（作られた

のでないもの）に大別し，さらに有為を色（物質）・心・心所・心不相応行（心に相応しない

もの）の四つに区別し，計五つのカテゴリーに分類する有部の「五位七十五法」と，瑜伽行

                                                                                                                                                              
所法説においてもやはり瑜伽行派は有部説を継承している部分が多い．けだし，瑜伽行派が発生した

ころには，すでに有部の心所法説は相当に発達していたからである．従って，有部説をうけてこれを

改善した瑜伽行派の心所法説は，その最初からほとんど完成したものであるために，有部のような幾

度とない著しい変化発達をへることがなかった」と述べている（旧字体を新字体に改め，「、」を「，」

に，「。」を「．」に改めた．以下同じ）． 
4 心所（caitasika／caitta）とは，心に属するもの，すなわち，心（citta）が働くとき，その作用・様態・
性質などが付属するものとして，必ず心に伴って存在する（相応する）とされている．水野［1997：
255−256，257］では，心所説は初期経典にその萌芽的なものがあり，アビダルマ仏教時代にいたって
発達を遂げたとしている． 
5 その反対の見解，つまり心所を認めない部派もある．経部はその代表例である． 
6 水野［1964：372］では，「故に有部等とパーリ仏教との間には心所法分類の完成には七八百年とい
う年代的相違があり，従ってその分類組織も有部のものは独創的であり，瑜伽行派はこれを継承して

改善し，パーリ佛教は直接には有部等の影響を受けなかったかも知れないが，その心所説は間接的に

は有部や瑜伽行派からのなんらかの影響を受けて発達したものと見ることができるであろう」と総括

している． 
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派の「五位百法」を挙げることができる7．この二つの分類体系においては，心所法に分類さ

れる法が最も多く，有部では 46法，瑜伽行派では 51法を数えており，それぞれ全体の半数
以上を占めている．瑜伽行派の心所分類の冒頭に位置するのが，五遍行という分類概念である． 

1.1.3 五遍行と他の学派の心所分類における関連概念 
遍行とは，教理的には複雑な解釈がなされるが，一言で言えば，遍在する心作用を意味す

る．瑜伽行派は，作意
さ い

（manaskāra）・触
そく

（sparśa）・受（vedanā）・想（saṃjñā）・思（cetanā）
の五つを遍在する心作用とし，五つの「遍行」（sarvatraga）と称した． 

この分類概念は瑜伽行派に特有のものではあるが，関連する分類概念が有部・上座部によ

っても説かれている．有部・上座部の心所説は区分方法に多少の相違はあるが，「遍在する」

という性質をもつ心所のグループとして，説一切有部には「十大地法」が，上座部には「共

一切心心所」がある． 

有部は，受・思・想・欲・触・慧・念・作意・勝解・三摩地を十の「大地法」（mahābhūmika）
と総称する． 

有部の説く「大地」は，隠喩を用いて心と心所との関係を表したものである．すなわち，

心は大地（mahābhūmi）のようであり，心所はその大地のような心に属し，その上に生じ，
働くものである8．このように，有部における心所法の分類は，基本的に「地」という隠喩を

共通に用いる特徴が見られる9．その中で，十大地法は「何の限定もないいかなる心において

も遍く倶生するところの心所の群（原文そのまま）」10とされており，心所法の分類概念の冒

頭に位置している（第 1.2.2.1節の表参照）． 

                                                   
7 「七十五法」という呼称は，『阿毘達磨倶舎論』に対して玄奘の弟子普光が著した注釈書『倶舎論記』
に初出する．「五位百法」は，世親作と伝えられる『大乗百法明門論』の分類法に従った呼称である． 
	 斎藤ほか［2014：iii］によれば，五位百法と五位七十五法との間には，各々の法の定義以外に，配
置や分類に関して以下のような相違点がある．第一に，五つのカテゴリーの配列順序をみると，有部

の体系では，色（rūpa，もの）は心・心所に先行して最初に配置されているのに対して，瑜伽行派の
体系では，心が冒頭に置かれ，色は心・心所の後に配置されている．第二に，「心」の分類に関しては，

有部が心作用（心所）の基礎という観点からただ一つの心として扱うのに対して，瑜伽行派では，心

を「識」の観点から八識に開いて詳説する．第三に，有部の体系では，「あらゆる心に遍在する心作用」

として，心所法に「十大地法」という分類が設けられている．これに対して，瑜伽行派は，この十の

心所法を五遍行と五別境という二種類の心所法に区分して説明する．第四に，瑜伽行派では，随煩悩

（根本煩悩に付随する煩悩）や心不相応行（心に相応しない形成作用）などの法は実在する存在では

なく，ただ「言語表示としての存在」（仮有）であるとしている．  
8 『倶舎論』では次のように説明している．AKBh 54, 14−15: bhūmir nāma gativiśayaḥ/ yo hi yasya 
gativiśayaḥ sa tasya bhūmir ity ucyate/ tatra mahatī bhūmir eśām iti mahābhūmikāḥ ye sarvatra cetasi bhavanti/
（【訳】地とは行く領域（生起する範囲）である．なぜなら，ある〔法〕はある〔法〕の行く領域であ

るとき，かの〔法〕がその〔法〕にとって〔比喩的に〕地と言われる．）gativiśayaに関しては櫻部［1979：
281］参照． 
9 有部の心所法の分類は，不定法（aniyata，善，煩悩のいずれの心にも限定されない心所）以外に，「十
大地法」（mahābhūmika，大地〔のような心〕に属する十法），「十大善地法」（kuśalamahābhūmika，善
の大地〔のような心〕に属する十法），「六大煩悩地法」（kleśamahābhūmika，煩悩の大地〔のような心〕
に属する六法），「二大不善地法」（akuśalamahābhūmika，不善の大地〔のような心〕に属する二法），「十
小煩悩地法」（parīttakleśabhūmika，小煩悩の地〔のような心〕に属する十法）に分類されている．  
10 吉元［1982：208］は，次に示す『倶舎論』の説明などに基づいて，十大地法を上記のとおり解釈
した．AKBh 54, 15−16: tatra mahatī bhūmir eśām iti mahābhūmikāḥ ye sarvatra cetasi bhavanti/（【訳】その
〔大地，大善地，大煩悩地などの五種類〕の中で，あらゆる場合の心に存在するこれら〔の心所法〕

にとって，地（行く領域）は大きいので，〔これらの心所法は〕大地〔法〕である．） 
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この十の心所は，初期の有部論書『界身足論』にすでに登場する11．それ以降の論書では，

順序の相違はあるものの，内容的にはそのまま継承されている12． 

上座部の分類体系では，触・受・想・思・心一境性13・命根14・作意の七つを「共一切心心

所」（sabbacittasādhāraṇa，八十九心すべてに共通する心所）15とし，心所の分類の冒頭に置い

ている16． 

このように，有部の十大地法，瑜伽行派の五遍行，上座部の共一切心心所では，触・受・

想・思・作意の五項目が共通している．	

1.2 先行研究 

1.2.1 心所に関する研究における一般的考察方法 
アビダルマの体系では，心所法は数が多いうえ，各論書における分類や説明は必ずしも一

致しない．心所説に関する研究は次の 4つの側面に注目してなされたものに大別される． 

（1）特定の文献における心所法の体系，ないし特定の学派の心所法の体系を整理するもの．
具体的には，分類法と分類概念，法の数，法の配列順，法の名称と定義などについて

確認し考察するものである． 

（2）学派の思想史を考察するもの．すなわち各論書における心所説を比較し，その発達史
を考察するものである．とくに有部を中心とするものが多い17． 

（3）学派の間，とくに有部・瑜伽行派の間の心所説を比較し，その発達や変遷を考察する
もの．瑜伽行派の心所説に関する研究に多く見られる．瑜伽行派と有部の心所説は共

                                                   
11 一色［2015：28］は，「これら諸学者の研究の中から共通する見解を集めるならば，〈大地〉説につ
いて以下のような発達史を抽出することができる．すなわち，〈大地〉説は『界身足論』に始まり，『衆

事分論』，『品類足論』，『甘露味論』，『旧婆沙』，『新婆沙』，『心論』，『心論経』，『雑心論』，『倶舎論』

と継承された」と総括している． 
12 勝又［1961：423］によれば，「（前略）後世の論書になるといずれも十大地法説をそのまま継承し
ている．しかし十大地法の配列順序は一定していないのであって（後略）」としている． 
13 心一境性（cittass’ ekaggatā／cittekaggatā）は，大まかに言えば，精神集中を意味する．定（samādhi），
止（samatha），心住（cittaṭṭhiti）ともいう．水野［1964：414］参照． 
14 命根（jīvitindriya）が心に遍在する心所に配置されていることは，パーリ仏教の心・心所説に特有の
説である．パーリ仏教では，命根を色命根と非色命根との二つに区別し，前者は色身の活動と存続，

後者は心・心所の活動と存続を維持するために不可欠な要素であるとしている．共一切心心所におけ

る命根は，非色命根に相当する．水野［1964：424−425］参照．	
15 水野［1964：57］は，「ところがパーリ仏教では阿毘達磨時代に心識分類の標準が確定し，その注
釈時代以後は一切心は常に必ず八十九種または百二十一種として分類され，八十九心説は心識分類の

定説となったのである」としている．八十九心の分類の標準は，七識界門・三性門・界繋門・五受門・

有因無因門の五つである．水野［1964：57］参照． 
16 上座部の分類体系の成立は比較的遅い．その発端となったのがブッダゴーサ（5世紀頃）とほぼ同
時代と言われるブッダダッタ（Buddhadatta, 仏授）の Abhidhammāvatāra（『入阿毘達磨論』）や
Rūpārūpavibhāga（『色非色分別論』）であり，それらを最終的に体系化したのは，12世紀頃のアヌルッ
ダ（Anuruddha, 阿那律）が著した Abhidhammatthasaṅgaha（『摂阿毘達磨義論』）であったとされてい
る．ブッダダッタは，一切法を心・心所・色・涅槃の四つに分類した．また，心所として五十二法を

列挙し，それらをさらに共一切心心所・善心所・不善心所の三つに分類した．アヌルッダはそれを継

承しながらも，五十二心所を共一切心心所・雑心所・不善心所・共善浄心所・離心所・無量心所・慧

根の七つに分類した．水野［1964：262−264］，吉元［1982：197］参照． 
17 例えば，有部の心所論については，木村泰賢［1925］「佛教心理論に於ける心作用分類の発達」以
来，数多くの研究がなされた．一色［2015：28, 43］参照． 
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通点が多く，密接に関連している．そのため，瑜伽行派の心所説を論じるとき，有部

の心所説から瑜伽行派の心所説への発展と変遷に大きな関心が寄せられた． 

（4）阿含・ニカーヤに遡って，関連する概念を考察し，心所説の由来や発達過程を探究す
るもの18．有部，上座部の心所説に関する研究に多く見られる．瑜伽行派の心所説研

究に関しては，（3）に述べたように有部の心所説との比較に尽き，阿含・ニカーヤに
遡って考察するものは殆どない． 

（1）から（4）のいずれにおいても，文献における定義を収集し，文献成立の前後関係に
基づいて比較・検討するかたちで研究が行われている． 

1.2.2 先行研究における五遍行に対する考察 
五遍行は，瑜伽行派の文献において，心・心所説に関する議論の中でしばしば言及される．

五遍行を扱う従来の研究では，以下のような考察が行われている． 

1.2.2.1 五遍行と十大地法の関係 
有部と瑜伽行派の心・心所説は，両派の代表的な分類法である五位七十五法と五位百法に

従って示せば，次のようになる19． 

 

有部の心・心所説  瑜伽行派の心・心所説 

心

(1) 
心（＝識，意） 

 心

(8) 
眼識，耳識，鼻識，舌識，身識，意識，末

那識，阿賴耶識 

心

所

(46) 

大地法

(10) 
受，想，思，欲，觸，慧，念，

作意，勝解，三摩地 

 

心

所

(51) 

遍行(5) 作意，觸，受，想，思 

別境(5) 欲，勝解，念，定，慧 

大善地

法(10) 
信，勤，捨，慚，愧，無貪，無

瞋，不害，輕安，不放逸 
 

善(11)  
信，精進，慚，愧，無貪，無瞋，

無癡，輕安，不放逸，捨，不害 

大煩悩

地法(6) 
無明，放逸，懈怠，不信，惛沈，

掉舉 
 

煩悩(6)  貪，瞋，慢，無明，疑，不正見 

大不善

地法(2) 
無慚，無愧 

 
  

小煩悩

地法(10) 
忿，覆，慳，嫉，惱，害，誑，

諂，憍，恨 

 
随煩悩

(20) 

忿，恨，惱，覆，誑，諂，憍，害，

嫉，慳，無慚，無愧，不信，懈怠，

放逸，惛沈，掉舉，失念，不正知，

散亂 

不定地

法(8) 
悪作，眠，尋，伺，貪，瞋，慢，

猶豫 
 

不定(4) 睡眠，悪作，尋，伺 

 

                                                   
18 例えば，水野［1964］『パーリ仏教を中心とした仏教の心識論』はその代表的な研究例である．水
野［1942］「心心所思想の発生過程に就て」（水野［1997］収録），勝又［1956］「十大地法説の成立過
程について」（勝又［1961］収録），西村［2002］『アビダルマ教学』などにおいても心所説の由来や発
達過程について詳細な議論が行われている． 
19 斎藤ほか［2011：xi］，斎藤ほか［2014：x］参照． 
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第 1.1.3節で述べたように，遍行に配当される五つの心所（作意・触・受・想・思）は，有
部では十大地法に分類される．さらに，瑜伽行派の心所説では，五遍行の次に，欲（chanda）・
勝解（adhimokṣa）・念（smṛti）・定／三摩地（samādhi）・慧（prajñā）の五つの「別境」
（pratiniyataviṣaya）が説かれる．別境とは，それぞれ特殊な対象をもつ心所である．この五
遍行と五別境をあわせると，説一切有部の説く十大地法（受，想，思，欲，觸，慧，念，作

意，勝解，三摩地）になる． 

つまり，瑜伽行派の五遍行と五別境は，有部の十大地法と密接な関係を有することが分か

る．十大地法は『界身足論』以来の数多くの有部論書において説明されている（注 11参照）．
そのうち，『界身足論』『品類足論』『毘婆沙論』などは 2−3世紀以前にすでに成立している20．

つまり，瑜伽行派の文献に先んじて成立していることになる．このため，五遍行と五別境は，

瑜伽行派独自の考察によって十大地法を二分したものである，と従来から指摘されている21．	

さらに，瑜伽行派が十大地法を五遍行と五別境に二分した理由について，次のような議論

が行われた．まず，水野［1964：331−332］と吉元［1982：202］は，識の設定が有部と異な
ることを主たる理由として挙げている．すなわち，瑜伽行派は有部や上座部とは異なり，心

を八識と捉えており，心に属する心所をアーラヤ識や末那識との対応とも併せて考察し，解

釈する．それゆえ，欲・勝解・念・定・慧の五つは，アーラヤ識には相応しないため，「別境」

として別立てすることになった．一方，作意・触・受・想・思の五つが八識に共通して存在

することを認め，この五法を遍在する心所とし，有部の十大地法と同様に，すべての心所法

の筆頭に置いている．	

また，前に述べたように，有部の大地法はいかなる心にも遍在する心所を意味している．

瑜伽行派では，遍在するという性質をより厳密に分析しており，その理解は有部と異なって

いることが指摘されている．勝又［1961：378］，吉元［1985：157］によれば，『瑜伽論』で
は，遍在の性質として，有部の文献には見られない一切性・一切地・一切時・一切倶の四つ

が説明されており，作意などの五心所はこの四つをすべて備えているのに対して，欲などの

五心所は一切時・一切倶の二つを備えていないとされている．さらに勝又［1961：379］は，
『瑜伽論』においては，欲などの五心所は「それぞれの各別の境を縁ずる」とされているた

め，「別境の心所という思想が確立したのである」と指摘している． 

先行研究の説をまとめると，欲などの五心所は遍在するという性質にあてはまらないが故

に別境として分けられた，ということになる．		

1.2.2.2 五遍行に属する心所の考察 

先行研究では，遍行・別境と十大地法との比較検討が行われた．その結果，別境五法の定

義は有部のものと大きな相違が認められるのに対して22，遍行五法の定義は，有部の説とほ

                                                   
20 『界身足論』『品類足論』については注 1参照．『毘婆沙論』の成立年代は，一般には 2−3世紀頃と
推定されている．平川［1974：185−186］参照． 
21 例えば，水野［1964：331］は，「有部の十大地法は瑜伽行派では五遍行・五別境の二類とされた」
と述べる．また，勝又［1961：437］は，「瑜伽論では四種一切の原理を立てて十大地法説を批判し，
十大地法を遍行と別境とに区分したのであるが，ついで成唯識論では特に欲・勝解・念・定・慧が遍

行ではない理由を明確にしている」と述べる． 
22 吉元［1985］は別境心所の定義について詳しく考察し，「別境心所に当る五心所の定義では，瑜伽
唯識学派と説一切有部の論書の間では，はっきりとその定義の仕方が異なっている」と指摘している

（［1985：163］）． 
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ぼ同様であることが指摘されている23． 

また，配列順序についても詳細な考察がなされている．すなわち，有部の諸論書における

十大地法の配列順序は一定ではない．これに対して，瑜伽行派の諸論書においては，五別境

は常に「欲・勝解・念・定・慧」の順序になっている．五遍行については，「受，想，思」の

三法の順序が固定されており，多くの場合，それらは触と作意の後に置かれる．これは，心

所の生起順序に対する瑜伽行派の理解を反映したものである，という24． 

1.2.2.3 まとめ 

このように，先行研究では，瑜伽行派の五遍行と五別境は，有部の十大地法を同派独自の

教理に基づいて二分したものであるとされている．五遍行に関する研究は，有部の心所説と

の比較研究に基づき，十大地法から五遍行と五別境への変遷を論じるものが主要なものであ

る25． 

その変遷の背景について，従来の研究は総じて次のように説明している．すなわち，欲な

どの五つの心所は，1）アーラヤ識と相応しない；2）一切時・一切倶という二つの性質を備
えていないため遍在するものではない；3）この五心所に対する瑜伽行派の定義はそもそも有
部のものとは異なる点がある，という理由により，遍在心所から分立されたのである，とい

う．つまり，瑜伽行派は欲などの五心所を独自に理解し，別境として別立てしたと考えられ

ている． 

一方，遍行の五心所については，ほとんどの研究によれば，瑜伽行派の理解は有部のもの

と定義上大差がない．言い換えれば，十大地法の中の作意などの五心所は，遍在する心所の

枠内に留まり，「遍行」と名付けられたのである． 

1.2.3 先行研究が提示する五遍行に関する疑問 
しかしながら，五遍行説のこのような捉え方には疑問が残る．Schmithausen［1987］は，『瑜
伽論』におけるアーラヤ識の説明を考察し，次に引用するように，潜在的識であるアーラヤ

識が作意などの五心所と相応すると言えるかどうかには疑問の余地がある，と指摘している． 
 

                                                   
23 水野［1964：384］は，触について，「その定義も大体有部説をうけており，觸は有部と同様に実有
の法である」としている．受については，「瑜伽行派でも領納ということを苦楽等の領納にかぎるとし

た」と述べて，『成唯識論』や『唯識三十頌釈』における説明を紹介している（［1964：394−396］）．想
については，「大体はパーリ仏教や有部の定義説明と同様であるが，（中略）顕揚聖教論の定義のみは

瑜伽行派独特の種子説をもって説明されている．しかしその内実はいずれも同一である」としている

（［1964：404］）．思については，「大体有部説と同様な定義説明がなされている」としている（［1964：
410］）．作意については，「有部や瑜伽行派の定義説明は大体同一であって（後略）」と述べている
（［1964：430］）． 
	 吉元［1985：162］は，「各論書におけるこれら十心所の定義を見ると，遍行心所に当る作意等の五
心所には，さほど相違のないことがわかる」と述べ，五別境を別立することをめぐっては［1985：164, 
166−167］，瑜伽行派説の作意と有部説の欲との関係，瑜伽行派説の想の作用と有部説の念の作用の関
係などについて論じている． 
24 以上は勝又［1961：423−427］の要約である． 
『集論』のみは受・想・思を先に置いている．勝又［1961：426］は「これは五蘊説によって心所を
分類した場合であるからである」と指摘している． 
25 そのほか，特定の文献における心所説を考察するものもあるが，数は少ない．例えば，Sharf［2016］ 
“Is Yogacara Phenomenology Some Evidence? Some Evidence from the Cheng weishi lun” は，『成唯識論』
における五遍行説を取り上げて，現象学との比較研究を行っている． 
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【訳】もしアーラヤ識の認識機能，すなわち「認識させること」，例えば対象を把握する

ことや知覚することを真に受け取るならば，これら心作用の説は不合理なものでもないよ

うだが，少なくともそれら（心作用）の中の一部はそれ（アーラヤ識）の潜在意識の性質

とはそう簡単に適合するものでもない．（中略）想，思，作意のような本来活動的なもので

ある心作用の場合，問題があるかもしれない26． 
 

また，Schmithausen［1987：86］は，アーラヤ識が五心所と相応すると説く場合，ほかの
教説との齟齬が生じてしまうことを指摘している（本論第 3章第 3.1節参照）． 

このアーラヤ識が五心所と相応するという説について，Schmithausen［1987：85−87］では，
それはアビダルマ的教理に説かれる識が必ず備える性質（所縁の認識や心所との相応関係な

ど）をアーラヤ識の概念に追加したものである，と指摘されている．勝又［1961］にも同様
の見解が見られる27． 

ここで，問題点を改めて整理してみる．まず， 

A．心を一集合体として心所説を説明する説一切有部と異なって，瑜伽行派は，八識説を
展開してその心所説を説く学派である． 

B．瑜伽行派の心所説では，遍在する心所として，五遍行という特有の分類概念を立てて
いる． 

ということが議論の出発点である．そこで，先行研究は，十大地法という分類概念に遡り，

その分類概念に基づいて五遍行説の成立の背景と過程を解釈し，次のことを指摘する． 

C．瑜伽行派は十大地法を五遍行・五別境に二分した．欲などの五心所は，アーラヤ識と
相応せず，また，すべての状態に遍在するものでもないため，別境として別立てした．

一方，作意などの五心所は，アーラヤ識を含め，すべての心（識）と相応し，かつ，

すべての状態に遍在するものとして，遍行と称した． 

D．瑜伽行派と有部の文献において，五遍行とされる各心所の定義はほぼ同様である．つ
まり，瑜伽行派における遍行の五心所の定義は，基本的に有部の定義を継承している． 

しかし，ここにひとつの疑問が生じる．すなわち，遍行の各心所の定義が有部とほぼ同様

であるならば，五心所に対する瑜伽行派の理解もまた有部と類似していると考えられる．と

ころが，瑜伽行派は有部とはまったく異なる心・心所説を有し，その独特な心・心所説に基

づいて，あらゆる心に遍在するものとして五遍行というカテゴリーを立てている．そうする

と，五遍行という概念の外延である作意・触・受・想・思の五心所と，そこに内包される，

遍在するという性質を有するものとは性格が一致せず，概念自体の整合性が取れていない． 

Schmithausen［1987］は，このことについて疑義を呈しつつも，深くは追究していない．
Schmithausen［1987］は，アーラヤ識が五心所と相応するという説は，アビダルマに説かれ
る識の性質をアーラヤ識の概念に追加したものである，と結論している． 

このように，先行研究では，五遍行説は，五心所が遍在するという性質を八識に敷衍適用

                                                   
26 Schmithausen［1987：97−98］：“Though the assumption of these factors does not seem unreasonable if the 
cognitive function of ālayavijñāna – viz. "making known" (vijñapti), i. e. cognizing or perceiving, an object – is 
taken seriously, at least some of them do not easily fit its subliminal character. ... it may seem problematic in the 
case of essentially actualistic factors like ideation (saṃjñā), volitional impulse (cetanā) or (focussing of) 
attention (manaskāra). ” 
27 勝又［1961：416−417］は，十大地法と五遍行を論じる中で，瑜伽行派の五遍行説について批判を
呈している．すなわち，アーラヤ識にも五遍行が相応するという説は，単に六識の心所概念をアーラ

ヤ識に機械的に移した形式的な理論にすぎず，不可解な学説となった，という． 
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した，形式的な理論にすぎない，と見做されている． 

1.3 問題の所在 
以上，五遍行説に関する先行研究を総括した．これらの研究には議論の余地があるが，そ

れについて論じる前に，まず，アビダルマ論書に関する過去の研究について，再検討すべき

点を述べる． 

1.3.1 アビダルマ論書研究の再検討 
アビダルマは数多くの法を扱っている．その上，各学派はそれぞれの理論的背景に基づい

て法の組織化を行っている．様々な文献の中のアビダルマ体系は微妙に異なっており，時に

は整合性を欠いた状態を呈している．したがって，従来の研究では，アビダルマの理論，あ

るいは，少なくともその一部は，単に教条的，形式的なものにすぎないと捉える傾向がしば

しば見られる． 

アビダルマはこのように捉えられていたため，従来の研究では，第 1.2.1節に述べたように，
文献間・学派間の理解の相違や，理論の発達史に主眼が置かれていた．その際に，文献成立

の順序は関連する理論の相互関係を判定するための重要な基準となっている．しかし，この

ような研究手法は問題を単純化してしまう可能性がある． 

まず，学派教理の研究，特に学派間の理論の比較研究に際し，文献成立の順序を前提とし

て議論を進めることは妥当であり，これは思想研究の基本的な手法でもある．しかし，イン

ド仏教の場合，史料が甚だしく不足しており，各学派の実態は未だ十分に把握されていない．

文献の成立順序は，必ずしもそこに説かれている教理の発展順序と一致するわけではない．

この状況では，相似する理論，あるいは部分的に異なる理論が文献に見られる場合，それら

の文献の成立順序が確定されたとしても，それだけで学派間の理論伝承の経路を積極的に証

明することはできない．言い換えれば，文献の成立順序は補助的なものに過ぎず，決定的な

方向を示すものではない． 

また，アビダルマに形式的，教条主義的な一面があることは事実である．しかし，各学派

の理論では，分類や解釈の仕方に多少の違いはあっても，法の名称は基本的に共有されてい

る．これは，法の名称が共通の源，すなわち経典に由来することを反映している．第 1.1.1
節に述べたように，アビダルマは，各学派が，それぞれの学派の内部で継承してきた経典・

教法に基づいて，教説を整理・解釈したものである．このようなアビダルマは，本来，修行

の実践における観察や，学習・教授などの利便のために作られたものである．したがって，

アビダルマは堅い法則を作るのではなく，法の整理と解釈に際して，学派の間，あるいは同

じ学派に属する論書の間で異なる説明をする余地がある．	

各派のアビダルマ体系は，法の選別・分類・配列や，法の定義・解説などの点でそれぞれ

の特徴を示しているが，このような明確な差異が生じるまでには，各派における仏説（経典）

の伝承状況，教説の伝承状況，自派の理念，実践体験など，様々な要素に影響され，複雑な

過程を経てきたものと推測される． 

それゆえ，アビダルマの中の一見整合性を欠いたように見える説には，その形成過程を明

らかにしうる手がかりが潜んでいる可能性もある．そのような矛盾を孕んだ説を単に不合理

な教説として切り捨てず，そこから何を読み取ることができるかをより慎重に検討する必要

があると言えよう． 
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1.3.2 五遍行説に関する先行研究の問題点 
第 1.2.3節に述べたように，先行研究では，遍行の五心所の定義と，この五心所が八識に共
通して存在するということの間には整合性がない，という疑義が呈されている．ここで，従

来の研究における議論の流れや方法を改めて検討してみたい． 

1.3.2.1 五遍行に対する先行研究の考察の方法について 

文献成立の順序から見ると，五遍行には十大地法という先行する分類概念がある．このた

め，従来の研究では，瑜伽行派の五遍行と五別境は，有部の十大地法を継承し，さらに二分

したものであるとされている．この仮説を前提として，第 1.2.2.1節に述べたように，瑜伽行
派の遍在心所についての考察（勝又［1961：378−379］，水野［1964：331−332］，吉元［1985：
153−166］など）は，十大地法を二分した理由に着目し，とくに別境の五心所は遍在心所では
ないという側面に焦点を合わせたものとなっている28．一方，遍行の五心所は遍在心所であ

るという側面に関しては，文献の内容に沿って紹介・説明するにとどまり，詳しい議論が殆

どなされていない．  

五遍行説と十大地法説は確かに一見すると類似する点が多い．しかし，前節で論じたよう

に，この類似は，まず十大地法が存在し，それを二分することによって五遍行が生じたとい

う継承の経路を積極的かつ決定的に証明しているとは言い難い．五遍行を考察する際に，十

大地法という外部の概念を出発点として議論を進めると，問題の焦点がずれてしまう可能性

がある．それゆえ，瑜伽行派内部の説に焦点を合わせ，その教説を解明することから考察を

行うのが妥当と考えられる． 

これまでの研究では，欲などの五心所を五別境として別立てしたという問題だけが殊更に

取り上げられ，五遍行は顕著な特徴が見られないため議論の中心となっていなかった．しか

し，五遍行は瑜伽行派の論書において八識の関連概念としてしばしば議論されており，同派

の思想体系では五別境より重要視されている．五遍行についてより深く考察する必要がある

と考える所以である． 

1.3.2.2 瑜伽行派文献の扱い方について 
1.3.2.2.1 五遍行に言及する瑜伽行派の文献 
瑜伽行派の文献の中で，五遍行について論じているのは，『瑜伽論』，『顕揚聖教論』，『阿毘

達磨集論』，『五蘊論』，『唯識三十頌』，『成唯識論』，およびこれらの文献の注釈書である29． 

そのうち，第 1.1.1節に述べたように，『瑜伽論』は瑜伽行派が拠り所とする最初期の文献
である．五遍行という分類概念は『瑜伽論』に初めて登場する．『瑜伽論』に関しては第 1.3.2.3
節に論じる． 

『瑜伽論』以降，五遍行は無著や世親の著作においてしばしば議論されている．『顕揚聖教

論』（以下『顕揚論』）は無著が『瑜伽論』を組織的に整理したものと伝えられる．ときに『瑜

伽論』の説明を発展させた記述が見られるが，五遍行についての説明は基本的に『瑜伽論』

の内容に従っている． 

また，無著に帰される『阿毘達磨集論』（Abhidharmasamuccaya，以下『集論』）は，その題
                                                   
28 このうち，吉元［1985：153−166］は『阿毘達磨集論』を中心として，五遍行・五別境を取り上げ
て論じ，特に五別境について詳細な考察を行っている． 
29 『百法明門論』は，五遍行について議論せず，単に列挙しているにとどまるため，ここでは省略す
る． 
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名の通り，瑜伽行派のアビダルマを詳細に整理・集成した論書である．一方，世親の『五蘊

論』（Pañcaskandhaka）は，五蘊を中心に，関連する概念を簡潔にまとめたものである．いず
れの論書においても，五遍行は五蘊の枠組みの中で簡潔に説明されている． 

また，唯識思想を集大成した世親の代表作である『唯識三十頌』（以下『三十頌』）では，

五遍行は八識いずれにも相応する心所として数回言及されている． 

さらに，これらの論書に対する注釈書も五遍行について論じている．主なものとして，『集

論』の釈論『阿毘達磨雑集論』（以下『雑集論』）30，『五蘊論』に対する安慧（Sthiramati，6
世紀）の注釈『五蘊論釈』，『三十頌』に対する安慧の注釈『三十頌釈』，『成唯識論』31など

が挙げられる． 

1.3.2.2.2 先行研究における瑜伽行派文献の扱い方 
従来の研究では，五遍行の定義について検討する場合，『集論』『五蘊論』『成唯識論』など，

五遍行を集中的に論じるテキストを用いる傾向がある．また，『瑜伽論』の記述に言及する際

でも，五遍行の定義を文脈から抽出し，『集論』など瑜伽行派の論書における定義文を併記の

うえ，十大地法など他派の遍在心所の定義と比較することが多い． 

しかしながら，先に示したように，『瑜伽論』『集論』『五蘊論』『成唯識論』など瑜伽行派

の諸文献は，基本的に，異なる著者（編纂者）の作品であり，成立の歴史的な段階も確認で

きる．したがって，瑜伽行派の各論書の間には理解の相違が存する可能性を考慮する必要が

ある． 

1.3.2.3 『瑜伽論』の記述に対する先行研究の考察について 

第 1.3.2.2.1節に述べたように，五遍行説は，瑜伽行派の最古の文献である『瑜伽論』に初
出する．その後の瑜伽行派の論書は，法の数に些かの違いを見せるが，法の配置に関しては

『瑜伽論』の説を基本的に継承している．したがって，五遍行に対する理解，とくに作意な

どの五心所が遍在する心所とされた経緯について検証する場合，『瑜伽論』における記述は，

同派の論書の中でも非常に重要な考察対象であると言える．  

1.3.2.3.1 『瑜伽論』の概略 
『瑜伽師地論』（Yogācārabhūmi）は，瑜伽行派が拠り所とする最初期の文献であり，仏教
教理を網羅的に論じる，漢訳で百巻にも及ぶ大部の論書である．著者は，中国伝では弥勒

（Maitreya），チベット伝では無著とされている32．同書の成立は遅くとも 4 世紀頃とされて

                                                   
30 『阿毘達磨雑集論』の著者について，漢伝では，釈論を著したのは獅子覚（あるいは覚獅子，
Buddhasiṃha）であり，本論を含めて一つの作品として編纂したのは安慧であるとされる．一方，チベ
ット伝では，本論と釈論を合体して編纂したのは最勝子（Jinaputra）であるとされる．塚本・松長・
磯田［1990：349］参照． 
31 『三十頌』には世親による自注がなく，十大論師によって注釈されたと言われるが，今日に伝わる
のは安慧の釈論のみである．『成唯識論』は，玄奘（および窺基）がそれら諸論師の注釈を，護法の説

を中心に合糅して漢訳したものである．塚本・松長・磯田［1990：362］参照． 
32 『瑜伽論』は，中国伝においても，チベット伝においても，無著が禅定状態において兜率天に昇っ
て弥勒から教えを聴き，それを記録したものとされている．瑜伽行派では初祖とされている弥勒とい

う人物に関しては，意見が分かれている（佐久間［2012：25］参照）．高橋［2012：74］は，「「弥勒」
と称した人物が歴史的に実在したかどうかは定かではない．今日の学界では，歴史上の人物として確

認できる最初の瑜伽行派の思想家は無着（Asaṅgaアサンガ）であり，「弥勒」は無着に先立つ瑜伽行
派創成期の論師達の総称，あるいは無着の瞑想体験中に現れたイメージと解釈されている」と総括し

ている．  
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いるが，その成立事情に関しては不明な点が多く，未だ定説がない．一般には，『瑜伽論』の

内部には思想的な発展段階が見られるが，全体として，後代の瑜伽行派の思想的な基盤を提

供したと認められている33． 

『瑜伽論』は，「本地分」「摂決択分」「摂事分」「摂異門分」「摂釈分」という五つの部分か

らなる．このうち，「本地分」がまず成立し，それを整理してさらに解明するものとして，「摂

決択分」が成立したと考えられている．「本地分」は，玄奘訳によれば，十七の部分からなり
34，「摂決択分」もそれに応じて構成される．今日では，『瑜伽論』は思想的な発展段階の視

点から，三つに分けることができると考えられている35． 

五遍行は主に「本地分」の「五識身相応地」と「意地」，及び「摂決択分」の関連箇所にお

いて説明されている． 

1.3.2.3.2 『瑜伽論』の特徴 
『瑜伽論』は，アビダルマ的要素が随所に備えているものの，いわゆるアビダルマ論書で

はない．まず，同書は，各部分の成立の順序や，部分間の関係などに関して不明な点が多く，

全体の構造は組織的に整っていない．この点において，『瑜伽論』は『集論』『五蘊論』など

の論書とはかなり異なっている．次に，『瑜伽論』は，経典解釈，とくに初期経典を解釈する

性格が強い．「摂事分」全体が阿含経典に対する注釈であるほか，「本地分」などにも，様々

な形で経典解説を行っている部分がある36．さらに，明確な文章で物事を定義して議論する

アビダルマ論書とは異なり，『瑜伽論』では，複雑な理論を説明しているにもかかわらず，表

現は必ずしも綿密ではなく，問題の本質を明言しないことも稀ではない． 

また，『瑜伽論』では多様な内容が取り扱われており，教理を組織的に整然とまとめた部分

が多い．しかしながら，心・心所の理論に関する記述は簡潔で，趣旨を理解することは必ず

しも容易ではない．また，文脈と関係なく散発的に何らかの概念が説明されることがあり，

時として，そうした箇所に重要な内容が含まれている．組織的にまとまった部分だけに着目

すると，関連する繊細な議論を見落としてしまう恐れもある．それゆえ，『瑜伽論』を扱う際

には，研究対象を関連する文脈に置いて考察する必要がある． 

『瑜伽論』の五つの部分のうち，「本地分」の大多数はサンスクリットテキストが校訂出版

されつつあるが，それ以外の部分は断片的に報告されているにすぎず，全体は漢訳とチベッ

                                                   
33 高橋［2012：77］，高橋［2005：3−5］参照．	
	 『瑜伽論』は，全体的構成や各部分の関係に関して不明な点が多い．学者の中には，百巻にも及ぶ

この論書は，複数の作者により，長期間にわたって編纂・増広され続けて現在伝わる形になったと考

える傾向がある．一方，この増広説に対して，勝呂［1989：249］は，「この予想は実際に『瑜伽論』
を読めばただちに裏切られる．（中略）各部分が相互に引用し合っていて，現形が一時期において成立

したものであることを示しているからである」と反論している． 
34 十七とは，（1）五識身相応地，（2）意地，（3）有尋有伺地，（4）無尋唯伺地，（5）無尋無伺地，（6）
三摩呬多地，（7）非三摩呬多地，（8，9）有心無心地二地，（10）聞所成地，（11）思所成地，（12）修
所成地，（13）声聞地，（14）独覚地，（15）菩薩地，（16）有余依地，（17）無余依地である．高橋［2012：
78−81］参照． 
35 高橋［2012：82］によれば，Schmithausen［1987：14］は，アーラヤ識という概念に着目して，『瑜
伽論』を，「①アーラヤ識への言及を含まない部分（『声聞地』『菩薩地』および「摂事分」），②アーラ

ヤ識が散見されるが，『解深密経』に言及しない部分（「本地分」のうち，『声聞地』『菩薩地』を除い

た部分），③アーラヤ識を詳細に扱い，『解深密経』を引用する部分（「摂決択分」）の三段階」に区分

している． 
36 宇井［1958：315−342］，勝呂［1989：272］，高橋［2012：83］参照． 
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ト語訳でのみ伝わる37．また，「本地分」のサンスクリットテキストを漢訳およびチベット語

訳と対照すると，しばしば内容の相違が見られ，中には原文が異なっていたと思われる部分

もある．サンスクリット写本の作成年代は古くても 10世紀ごろと言われており38，漢訳とチ

ベット語訳はそれぞれ 7世紀と 9世紀に訳出したものである．この場合，サンスクリット原
典に加えて，漢訳とチベット語訳を参照する必要もある． 

1.3.2.3.3 先行研究における『瑜伽論』の扱い方 
『瑜伽論』を研究資料として扱う場合は，上記の様々な問題を解決しなければならない．

しかし，先行研究では，『瑜伽論』における五遍行の定義を扱う際に，これらの問題にはあま

り関心が払われていない．ほとんどの研究は，五遍行の定義を文脈から抽出し，他の論書に

おける定義文と比較しながら考察している．吉元［1985：160−161］は，「本地分」の記述だ
けを取り上げ，「摂決択分」には言及していない．水野［1964：384−429］は，「本地分」と「摂
決択分」の双方に言及しているものの，両者を併記するに留まる． 

このように，『瑜伽論』における五遍行の理解は十分に研究されているとは言えない． 

1.3.3 まとめ 
五遍行に対する先行研究の上記の見解を総括すると，次のとおりである． 

1．瑜伽行派の五遍行と五別境は，有部の十大地法と密接な関係を有する． 

2．瑜伽行派における作意などの五心所の定義は有部の説とほぼ同様である．つまり，瑜伽
行派における遍行の五心所の定義は，基本的に有部の定義を継承している． 

3．五遍行と五別境は，瑜伽行派独自の考察によって十大地法を二分したものである．十大
地法を五遍行と五別境に二分した主要な理由の一つとして，作意などの五心所は，アーラヤ

識を含め，すべての識に相応する一方，欲などの五心所はアーラヤ識には相応しないという

ことが挙げられる．	

4．アーラヤ識が作意などの五心所と相応するということは『瑜伽論』に説かれている．こ
の説は，有部アビダルマに説かれる識の性質（心所との相応関係など）をアーラヤ識の概念

に追加したものである． 

5．以上のことから，五遍行説は，有部の五心所の定義を継承しつつ，五心所の遍在する性
質を八識に敷衍適用した，形式的な理論にすぎない，と考えられている． 

しかしながら，先行研究における『瑜伽論』の扱い方には議論の余地があり，『瑜伽論』が

五遍行を如何に理解しているかは十分に研究されていない． 

1.4 本研究の課題，構成および予想される成果 
本論では次のような手順で考察を進める． 

第 1章では，「本地分」と「摂決択分」の説明に基づいて，初期経典，有部の論書，および
瑜伽行派のその他論書と対照しながら，作意などの五心所に関する『瑜伽論』の説明を考察

する．五心所の中の作意と思についての『瑜伽論』の説明には特に問題となる点があり，紙

                                                   
37 「摂決択分」のサンスクリット語写本は，ごく一部を除き未報告である． 
38 「本地分」については，声聞地，菩薩地，およびそれ以外の部分に各々対応する写本が存在する．
写本の状態は部分によって異なるが，一般には，10世紀〜12世紀頃のものとされている．塚本・松長・
磯田［1990：322−326］，Delhey［2009：78−80］参照． 
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幅の都合で第 1章において扱うことは難しい．それらの問題に関しては，第 4章と第 5章に
おいて詳しく考察する． 

第 1章，第 4章および第 5章の考察により，五心所に対する『瑜伽論』，および瑜伽行派の
定義は必ずしも有部の説を継承していないことを指摘する． 

第 2章では，『瑜伽論』を中心として，「遍行」という概念に対する理解について検討する．
この章の考察により，「遍行」という概念に関する『瑜伽論』の解釈が明らかになる．		

第 3章では，アーラヤ識の五心所に関する『瑜伽論』の記述を考察する．アーラヤ識が作
意などの五心所と相応することは『瑜伽論』「摂決択分」において説明されている．それゆえ

Schmithausen［1987］は，「摂決択分」の記述に基づいてこの問題を論じ，「本地分」ではア
ーラヤ識と心所の相応関係は殊更問題とされていなかったが，「摂決択分」に至って初めて両

者の相応関係が示された，と指摘している．第 3 章では Schmithausen［1987］のこの見解を
再検討し，「本地分」にはアーラヤ識と心所の相応関係を暗示する記述があることを指摘する．

「本地分」のこの記述を分析することにより，『瑜伽論』のアーラヤ識が作意などの五心所と

相応するという説は，必ずしも有部アビダルマの教理を踏襲しているわけではないことを指

摘する．また，第 3章ではアーラヤ識の五心所の特徴に関する『瑜伽論』の解釈を考察する．
この考察により，アーラヤ識の五心所と六識の五心所は異なる性質を有することが明らかに

なる．	

結論では，以上の考察を総括する．	

また，付録 I では，資料として，『瑜伽論』「本地分」と「摂決択分」における該当内容の
テキストを抜粋して，校訂と和訳を施す．	

付録 II「『瑜伽論』「有尋有伺地」の縁起説に見られる説明文について」では，本論第 3章
の議論で用いる『瑜伽論』「本地分中有尋有伺地」の説明の一文について考察する．この一文

は従来の研究では難解であると指摘されているが，本論ではこの問題に立ち入っていない．

付録 IIの考察により，この一文が初期経典の表現を解説している可能性を指摘することがで
きる． 

付録 III「アーラヤ識の所縁としての器世間の説明における *aparicchinna 再考」では，付
録 I に示した「摂決択分」の抜粋の中の，アーラヤ識の所縁についての説明文に見られる 
*aparicchinnaという語について，先行研究の諸解釈を検討しつつ，「本地分」に関連する記述
があることを指摘して解釈を試みる． 

なお，本研究において『瑜伽論』「本地分」の「意地」「有尋有伺地」を引用する際は，基

本的に Bhattacharya校訂 The Yogācārabhūmi of Ācarya Asaṅgaを底本としたが，必要に応じて
写本に基づき改訂を行った（校訂の方針，略号などについては「付録 I 資料編 Text A」の説
明を参照）． 
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第 1章	 五遍行についての『瑜伽論』の説明の概略 
 

『瑜伽論』では，五遍行については「本地分中意地」，及び「摂決択分中五識身相応地・意

地」（「本地分」の「五識身相応地」と「意地」に対する「摂決択分」の解説）において説明

されている．「本地分中意地」と「摂決択分」の関連箇所では，作意・触・受・想・思（いわ

ゆる五遍行）と欲・勝解・念・定・慧（いわゆる五別境）の十心所に関して，それぞれの本

質とはたらきが説明されている．「本地分」と「摂決択分」の説明の構造は同様である．従来

の研究は，基本的に「本地分」と「摂決択分」に見られるこれらの説明に基づいて，五心所

に関する『瑜伽論』の理解を考察している．	

しかし，『瑜伽論』の該当記述は簡潔で，趣旨を理解することは必ずしも容易ではない．「本

地分中意地」の該当記述以外の箇所，および「本地分中五識身相応地」においても，関連す

る説明が散見される．また，「本地分」と「摂決択分」の説明の内容は基本的に一致している

が，必ずしも同様ではない．序章の第 1.3.2.3.3節に述べたように，従来の研究のほとんどは，
五遍行の定義をこれらの文中から抽出し，他の論書における定義文と比較しながら考察して

いる．吉元［1985：160−161］は，「本地分」の記述だけを取り上げ，「摂決択分」には言及し
ていない．水野［1964：384−429］は，「本地分」と「摂決択分」の双方に言及しているもの
の，両者を併記するに留まる． 

本章では，「本地分」と「摂決択分」の説明に基づいて，初期経典，有部の論書，および瑜

伽行派のその他論書と対照しながら，作意などの五心所に関する『瑜伽論』の理解を考察す

る．五心所の中の作意と思についての『瑜伽論』の説明には特に問題となる点があり，それ

らの問題に関しては，第 4章と第 5章において詳しく考察する． 

1.1 	
 

＊第 1章第 1.1節〜第 1.6節（ページ 15−39）は，学位授与日である令和 3年 3月 19日か
ら 5年以内に雑誌掲載等の形で掲載予定であるため，公表することができません． 
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第 2章	 「遍行」という概念	
 

序章で述べたように，従来の研究では，作意などの五心所が遍在する心所とされた経緯，

つまり五遍行という概念の形成について，十分な考察がなされていない．本章では，「遍行」

という概念について，『瑜伽論』を中心として，瑜伽行派の論書における関連する記述を検討

する． 

遍在するという性質に関して，瑜伽行派の論書の記述には，概ね二種の解釈が見られる．

ひとつは，すべての状態の心に，すべての地に，常に，心所が倶起するという解釈であり，

いまひとつは，八識に共通して存在するという解釈である．前者は『瑜伽論』にのみ見られ

る． 

2.1 すべての状態の心に，すべての地に，常に，心所が倶起すると
いう遍在	

2.1.1 「遍行」（sarvatraga）という語について 
「遍行」は，すべての場所に行き渡っていることを意味する．それに「五」を付けて「五

遍行」というのは古来中国法相宗の伝統的な呼称である．これがサンスクリット語から直接

訳出した術語であるかどうかは資料不足のため断定できない．「遍行」の原語である sarvatraga
（すべてのところにある）という語は，しばしば形容詞として名詞を修飾する．心所法にか

かる場合は，遍在する心所法を意味し，作意・触・受・想・思の五法を指すが，それ以外の

場合は必ずしもこの五心所を表すわけではない1．この点を意識したのか，sarvatraga が心所
法にかかる場合，漢文文献ではよく「遍行」に「五」を加えて，「五遍行」とし，作意などの

五法を指すことを明示する．チベット語文献では，sarvatragaの訳語として，thams cad du 'gro 
ba（すべてのところにあるもの）と，kun tu 'gro ba（遍在するもの）との二つがあるが，五心
所を表示する際は，基本的に kun tu 'gro ba（遍在するもの），または kun 'gro lnga（五つの遍
在するもの）を用いる．本研究においても便宜上，「五遍行」という呼称で五心所を総称する． 

2.1.2 『瑜伽論』における「遍行」の理解 
2.1.2.1 「本地分」における心所の区別方法 
遍在する心所法を表す「遍行」（sarvatraga）という語は，後に述べるように，『瑜伽論』「摂
決択分」の中に用例があるが，「本地分」にはその用例が見られない．	

「本地分」では，数多くの心所法について，その特徴や性質によって整理と分類がすでに

行われている．その記述の中で，分類の基準が示される．「本地分」では「遍行」の語を用い

ないが，その分類に関する説明から作意・触・受・想・思の五心所の共通点，すなわち遍在

                                                   
1 例えば，『瑜伽論』「本地分中声聞地」では，「充満している所縁たる事物」（vyāpyālambanavastu）と
いうものを説明する時，以下のような表現が見られる．ŚrBh-T2 48, 13−14：tāny etāni bhavanti catvāry 
ālambanavastūni sarvatragāni sarveṣv ālambaneṣv anugatāni /（【訳】ほかならぬこれらのものである．四
つの所縁たるものはすべてのところに行き渡っているものであり，すべての所縁にしたがうものであ

る）．漢訳（427c19−20）では，「如是四種所緣境事，遍行一切，隨入一切所緣境中」，チベット語訳（D 
dzi 76b4; P wi 92a7−8）では dmigs pa'i dngos po bzhi po de dag ni thams cad du 'gro zhing/ dmigs pa thams 
cad kyi rjes su song ba dangと訳されている． 
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することに対する『瑜伽論』の理解が窺われる． 
 

Text A 4.1.1, 4.1.2: 
また，心と心所の束の中に，心が認識される．また，五十三の心所が認識される．すな

わち，〔随行するものの場合に〕述べられた通りの，作
さ

意
い

を始めとし，尋（思考）と伺（考

察）を終わりとするものである． 
これら心所法の中で，すべての状態（善，染汚など）の心において生じ（sarvatra citta 

utpadyante），すべての地にいるものにおいて（sarvabhūmike）〔生じ〕，すべての時に（sarvadā）
〔生じ〕，すべてが（sarve）〔生じる〕ものとはどれか．答える．五つ，すなわち作意を始
めとして，思を終わりとするものである． 
すべての状態〔の心〕において生じ，すべての地にいるものにおいて〔生じるが〕，しか

し，すべての時に〔生じる〕ではなく，すべてが〔生じる〕で〔も〕ないものとはどれか．

同じく五つ，すなわち，欲を始めとして，慧を終わりとするものである． 
すべての状態〔の心において生じる〕ではなく，善〔心〕のみに〔生じる〕（kuśala eva na 

sarvatra），しかし，すべての地にいるものにおいて〔生じるが〕，すべての時に〔生じる〕
ではなく，すべてが〔生じる〕で〔も〕ないものとはどれか．信を始めとして，不害を終

わりとするものである． 
すべての状態〔の心において生じる〕ではなく，染汚〔心〕のみに〔生じる〕（kliṣṭa eva na 

sarvatra），すべての地にいるものにおいて〔生じる〕で〔も〕なく，すべての時に〔生じる〕
で〔も〕なく，すべてが〔生じる〕で〔も〕ないものとはどれか．貪を始めとして，不正

知を終わりとするものである． 
すべての状態〔の心において生じる〕が，しかし，すべての地にいるものにおいて〔生

じる〕ではなく，すべての時に〔生じる〕で〔も〕なく，すべてが〔生じる〕で〔も〕な

いものとはどれか．悪
お

作
さ

（後悔）を始めとして，伺（考察）を終わりとするものである2． 
 

「本地分中意地」のこの記述では，意地に随行するものについての説明（Text A 2.4および
本章第 2.2.1.1節参照）に挙げられている心所を，sarvatra citte，sarvabhūmike，sarvadā，sarve
という四つの側面から考察し，五種類に区分している．この四つの sarva については説明が
なされていないので，意味は明瞭ではない．後述のとおり，水野［1964］，吉元［1985］では
「遍行」の意味を論じる中で，この記述に言及するが，両者の解釈には異なる点もある．以

下では，まずこの四つの sarvaの意味について水野［1964］，吉元［1985］両説に再検討を加
えて考察する． 

（1）sarvatra citteに関しては，直後の説明に照らせば，その意味が明確になる．信などの
心所については，「sarvatraではなく，善〔心〕のみに〔生じる〕」（kuṣala eva na sarvatra）と
あり，また貪などの心所については，「sarvatraではなく，染汚〔心〕のみに〔生じる〕」（kliṣṭa 
eva na sarvatra）と説明する．『瑜伽論』の注釈書である『瑜伽論釈』（*Yogācārabhūmivyākhyā）

                                                   
2 Text A 4.1.1, 4.1.2: tatra cittacaitasikakalāpe cittaṃ copalabhyate | caitasāś ca tripañcāśad upalabhyante | 
tadyathā manaskārādayo vitarkavicāraparyavasānā yathā nirdiṣṭāḥ ||  
	 eṣāṃ caitasānāṃ dharmāṇāṃ kati sarvatra citta utpadyante sarvabhūmike sarvadā sarve ca | āha | pañca 
manaskārādayaś cetanāparyavasānāḥ |  
	 kati sarvatrotpadyante sarvabhūmike na ca sarvadā na sarve | pañcaiva chandādayaḥ prajñāparyavasānāḥ | 
	 kati kuśala eva na sarvatra | api tu sarvabhūmike na sarvadā na sarve | śraddhādayo ’hiṃsāparyavasānāḥ |  
	 kati kliṣṭa eva na sarvatra na sarvabhūmike na sarvadā na sarve | rāgādayo ’samprajanyaparyavasānāḥ |  
	 kati sarvatra no tu sarvabhūmike na sarvadā na sarve | kaukr̥tyādayo vicāraparyavasānāḥ || 
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においては，「すべての心にとは，善・不善・無記の〔心〕ということである」と解説してい

る3．	

善・不善・無記は心の状態である．したがって，sarvatra citteとは，善・雑染に関わらず，
すべての状態の心において，ということを意味していることが分かる．この部分に関して，

水野［1964：319］では「善・不善・無記の一切三性にわたり」，吉元［1985：156］では「善，
悪等三性の心に共通して」とし，近似した理解を示している． 

（2）sarvabhūmike に関しては，先行研究においては確定的な解釈が見られない．水野
［1964：319］では，「欲，色，無色の三界一切地に生じ」とするが，吉元［1985：156］では
「あらゆる心理状態において」とする4． 

『瑜伽論』の用例から見ると，bhūmi は多くの場合，修行の階梯，もしくは禅定の段階を
指し，場合によっては禅定の段階によって区分される領域（欲界，色界の諸禅天など）を指

す．「本地分」の「有尋有伺地」では，有情の楽の区別について詳論する箇所がある．ここで

は，楽を七聖財というものに関連付けて，その七聖財から生じる楽と，そうではない楽の二

種類に分類している．そして，後者について，「欲界を範囲とするものであるからこそ，すべ

ての地にあるもの（sārvabhūmika）ではない」5と説明する．また，「摂決択分中有尋有伺等三

地」では，一部の随煩悩について，「初静慮の地に属するものである．残りのものはすべての

地に属するものである」と説明する6．このことから，sārvabhūmikaは三界，すなわち禅定に
かかわっていることを表す修飾語であることが分かる． 

『瑜伽論釈』では，「すべての地に属するものでありというのは，欲〔界〕・色〔界〕・無色

〔界〕・無漏〔界〕の地に属するものであるから．（中略）すべての地に属するものでもない

とは，貪などが無漏地には存在しないので，すべての地に属するものではない」と解説して

いる7．また，玄奘はこの sarvabhūmikaを「一切地」と訳す．この「一切地」について，『瑜
                                                   
3 YBhVy (D 'i 105b6; P yi 129a7−8): sems thams cad du zhes bya ba ni dge ba dang/ mi dge ba dang/ lung du 
ma bstan pa'i'o (pa'i'o D; pa'o P) // 
4 吉元［1985：157］では，有部の『アビダルマディーパ』と『倶舎論』における bhūmikaの説明に基
づき（吉元［1982：207−208］参照），「本地分中意地」におけるこの sarvabhūmikaについて，「地 (bhūmika) 
とは，心の趣くところ (gati)，すなわち行境 (gati-viṣaya) ということであり，心の生起する領域とい
う意味である．従って，一切地とは，遍く心所が活動し生起するところのあらゆる領域ということに

なる」と述べている． 
5 YBh 96, 16−17：punar anāryadhanajaṃ na sārvabhūmikaṃ kāmāvacaratvād eva |（【訳】また，聖財から生
じるのではない〔楽〕は，欲界を範囲とするものであるからこそ，すべての地にあるものではない．） 
6 チベット語訳（D zhi 112a1−2; P zi 117a1−3）：de la mnyam par gzhag pa'i sa pa'i nye ba'i nyon mongs pa 
rnams ni 'di lta ste/ rtog pa dang dpyod pa dang sgyu dang/ g.yo dang/ rmugs pa dang rgod pa dang rgyags pa 
dang bag med pa dang (dang D; dang/ P) le lo rnams te/ de la dang po bzhi ni bsam gtan dang po'i sa pa dag yin 
no// lhag ma rnams ni sa thams cad pa (pa P; dang dus thams cad pa D) dag yin par rig par bya'o//（【訳】また，
〔禅〕定を有する地の諸々の随煩悩は，例えば尋・伺・誑・諂・惛沈・掉挙・憍・放逸・懈怠であり，

その中で，最初の四つのは初静慮の地に属するものである．残りのものはすべての地に属するもので

あると知られるべきである．） 
漢訳（622c8−11）：「又有定地諸隨煩惱，謂尋・伺・誑・諂・惛沈・掉舉・憍・放逸・懈怠等，初靜
慮地有初四種，餘通一切地．」（【訳】また，〔禅〕定を有する地の諸々の随煩悩，例えば尋・伺・誑・

諂・惛沈・掉挙・憍・放逸・懈怠など〔の中で〕，初静慮には最初の四つが存在し，残りのものは一切

地に共通して存在する．） 
「摂決択分」では，心所の分類は上記の「本地分」の分類と少し異なる．水野［1964：321］は，「貪
以下のものを煩悩・随煩悩に二分し，前半で区分された悪作・睡眠・尋・伺の一類は別に立てずして，

これを随煩悩中におさめている」と指摘している． 
7 YBhVy (D 105b7−106a2; P 129b1−3): sa thams cad pa yin te zhes bya ba ni 'dod pa dang/ gzugs dang/ gzugs 
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伽師地論略纂』（以下『略纂』）の著者である基は二通りの解釈を示している．ひとつは「有

尋などの三地」，すなわち有尋有伺，無尋有伺，無尋無伺という三つの地を指すとする解釈で

あり，いまひとつは色界の四禅天，無色界の四天，および欲界の合せて九つの段階を指すと

する解釈である8．いずれの解釈においても，基は禅定との関連で「一切地」を捉えている． 

したがって，この文脈における sarvabhūmikeは，基本的に，水野［1964］のように，禅定
に関連する概念として三界と理解するのが妥当と考えられる．また，『瑜伽論釈』に示されて

いる，無漏〔界〕という修行論的視点を含む解釈も合理的と考えられる． 

（3）sarvadāは，文字通りに解釈すれば「すべての時に」である．『瑜伽論釈』では，この
語が何を意味するかについて解説がなされていない．『略纂』では「一切時とは，心が生じる

場合，必ず存在する」と解説する9．水野［1964：319］では「一切時に」とし，特に説明し
ていない．吉元［1985：156］では「心ある限り，無始以来いつの時にも」とする．いずれの
解釈も，sarvadāとは，識が働いている限り常にある，という意味であるという共通の理解を
示している．本研究もこのような理解をとる． 

（4）sarve は，文脈から見ると，「〔五心所〕すべて」と理解できる．この語について，吉
元［1985：156］には「（これら五心所が）互いに倶起し合って同時に」という説明が見られ，
水野［1964：319］では「一切心に相応倶起する」とされている． 

玄奘はこの sarveを「一切」と訳す．『略纂』では，この「一切」について，「〔それら心所
は〕自体の状態にしたがって，一つが起きると必ず共に〔起きる〕」と解説する10．また，『瑜

伽論釈』では，欲から慧までの五つ，すなわち五別境に対して，「すべてが〔生じる〕で〔も〕

ないもの（na sarve 〔utpadyante〕）という場合，ここで，その意味は，望まれたものに対し
てのみ生じる，その場合，ほかのものが生じないのであって，ある時には二つ，ある時には

三つが生じるが，〔欲などの五心所〕すべてが必ず生じるのではないと観察されるべきである」

と説明する11．		

したがって，sarveは，それらの「遍行」とされるべき心所がすべて共に存在する，すなわ
ち，倶起することを意味している．つまり，すべての心ではなく，五心所すべて，を表して

いることが分かる．したがって，水野［1964］の「一切心に相応倶起する」という理解には
難点がある． 

以上の考察に基づいて，「本地分」のこの記述を一表に纏めれば，次のとおりになる． 
  

                                                                                                                                                              
med pa dang/ zag pa med pa'i sa pa yin pa'i phyir ro// ... sa thams cad pa yang ma yin zhes bya ba ni 'dod chags 
la sogs pa ni zag (zag P; gang zag D) pa med pa'i sa la med pa'i phyir sa thams cad pa ma yin no// 
8 『略纂』（T43, 20c2−3）：「一切地者有二義．一云有尋等三地．二云色四，無色四，并欲界一，合為九
地．」（【訳】一切地とは二つの意味がある．一つは，有尋などの三地という．二つは，色〔界〕の四つ，

無色〔界〕の四つ，並びに欲界の一つ，合せて九つの地となるという．） 
9 『略纂』（20c3−4）：「一切時者，心生必有．」 
10 『略纂』（20c4−5）：「一切耶者，隨其自位，起一必俱．」 
11 YBhVy (D 105b6−b7; P 129a8−b1): thams cad ma yin pa zhes bya ba la/ 'dir de'i don ni gang gi tshe 'dod pa 
tsam la 'byung ba de'i tshe gzhan dag mi 'byung la/ (la/ D; gi (ill.) P) res 'ga' ni gnyis/ res 'ga' ni gsum 'byung gi/ 
(gi/ D; gi P) thams cad nges par 'byung ba ni ma yin par blta bar bya'o// 
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心所（分類名称12）	

sarvatra citte 
（善・不善・無記の	

状態の心すべてに） 

sarvabhūmike 
（三界・無漏界 

すべてに） 

sarvadā 
（常に） 

 

sarve 
（心所すべて 

が〔同時に〕） 
作意〜思（遍行）	 ○	 ○	 ○	 ○	

欲〜慧（別境）	 ○	 ○	 ×	 ×	

信〜不害（善）	 × ○ × × 
貪〜不正知（煩悩，随煩悩）	 × × × × 

悪作〜伺（不定）	 ○ × × × 
 

2.1.2.2 作意等の五心所と欲等の五心所の区別に関する「本地分」の理解 
四つの sarva に関する「本地分」の上記の記述から，作意などの五心所と異なり，欲など
の五心所は sarvadā（常に生じる）と sarve（五心所すべてが〔同時に〕生じる）という二つ
の特徴を備えていないことが分かる．つまり，作意などの五心所と欲などの五心所の区別は，

主として，sarvadāと sarveの要件を満たしているか否かにあると言える．「本地分」では，こ
の記述の少し後に説明があり，sarvadāと sarveについての具体的な理解が窺える． 

まず，物事を認識するとき，作意などの五心所がそれぞれの役割を果たし，同じ物事の異

なる特徴を認識させるということが説明される． 
 

Text A 4.4.1:   
そこで，識によって，物事（vastu）の特徴を全体的に認識させる（vijñāpayati）．同じそ
の〔物事の特徴〕は，〔まだ〕認識させられていないものが認識されるべき特徴と言われ，

それを作意によって認識させる．同じその〔物事の特徴の〕中に，好ましい〔特徴〕と，

好ましくない〔特徴〕と，その両者のいずれでもない特徴があり，それを触によって受容

する．同じその〔物事の特徴の〕中に，有益の〔特徴〕と，有害の〔特徴〕と，その両者

のいずれでもない特徴があり，それを受によって受容する．同じその〔物事の特徴の〕中

に，言語表現の発動因（nimitta）たる特徴があり，それを想によって受容する．同じその〔物
事の特徴の〕中に，正しい〔行為〕と，誤った〔行為〕と，その両者のいずれでもない行

為（pratipatti）の発動因たる特徴があり，それを思によって受容する． 
したがって，これらの作意を始めとして，思を終わりとする心所は，すべての状態〔の

心〕において〔生じ〕，すべての地にいるものにおいて〔生じ〕，すべての時に〔生じ〕，す

べてが生じる13．	
 

この記述は，一つの vastu（物事）を認識するとき，その vastuの，全体的な特徴を認識さ
せるのは識であり，特定の特徴を認識させるのは作意などの五心所であると説明している．

ここで，tad eva（同じその〔vastuの特徴〕）や tatraiva（同じその〔vastuの特徴の〕中に）と
いう言葉によって，五心所は同一の vastu の中の特定の特徴に対して各々働くことが強調さ
れている．五心所が同一の vastu を認識対象としていることは，心・心所の活動時間の設定

                                                   
12 （ ）内は五位百法による分類名称．吉元［1985：157］参照． 
13 Text A 4.4.1: tatra sakalaṃ vastulakṣaṇaṃ vijñānena vijñāpayati | tad evāvijñaptaṃ vijñeyalakṣaṇam ity 
ucyate | yan manaskāreṇa vijñāpayati | tatraiva śubhāśubhobhayaviparītalakṣaṇaṃ yat sparśena pratipadyate | 
tatraivānugrahopaghātobhayaviparītalakṣaṇaṃ yad vedanayā pratipadyate | tatraiva vyavahāranimittalakṣaṇaṃ 
yat saṃjñayā pratipadyate | tatraiva samyaṅmithyobhayaviparītapratipattinimittalakṣaṇaṃ yac cetanayā 
pratipadyate | 
	 tasmād ete manaskārādayaś cetanāparyavasānāś caitasāḥ sarvatra sarvabhūmike sarvadā sarve cotpadyante || 
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に関わっている．文脈が前後するが，「本地分」では，上記引用箇所の少し前で次のように述

べている． 
 

Text A 4.3.3:  
如何にして一つの心を設定することがあるのか．言語習慣に従うもの（vyāvahārika）と
しての心の刹那によって〔一つの心を設定するのであり〕，〔実際の〕活動の刹那によって

ではない．	

言語習慣に従うもの〔としての心の刹那〕によって〔設定される〕「一つの心」とは何か．

ことばの同一の拠り所として，同一の物事に対して（ekasmin vastuni），ある〔一定の〕時
間をかけて認識結果が生じる場合，その間，「一つの心」〔と設定される〕．そしてまた，あ

る〔心の刹那〕はその〔「一つの心」〕と同じ相続に属する（tatsamānapravāha）場合，その
〔心の刹那〕も同じく「一つの〔心〕」と呼ばれる14．	

 

ここでは，「一つの心刹那」（心の一瞬間）を言語習慣の側面から分析している．この説明

に従えば，心や心所は同一の vastu に対して一定の時間をかけて働き，認識結果が生じるな
らば，言語習慣にしたがって，その経過した時間が「一つの心刹那」と設定される．つまり，

心や心所の実際の活動の刹那が異なる場合であっても，同一の vastu に対して活動している
のであれば，一つの心刹那に同時に働いているものとされる．したがって，作意などの五心

所は，厳密に言えば実際の働きに時間差があるかもしれないが，同一の vastu に対して活動
しているのであれば，心（＝識）が働いている限り，常に（sarvadā）あり，かつ五心所すべ
て（sarve）が同時に生じるとされている． 

一方，欲などの五心所は次にように定義されている． 
 

Text A 4.4.3: 
欲とは何か．〔それはすなわち，〕望まれた物事それぞれに対して，その〔物事〕に相当

する（tadanugā），しようと欲することである． 
勝解とは何か．〔それはすなわち，〕確定された物事それぞれに対して，その〔物事〕に

相当する，確認することによる信念である． 
念とは何か．〔それはすなわち，〕習熟された物事それぞれに対して，その〔物事〕に相

当する，言い及ぶこと（abhilapanā）である． 
三摩地とは何か．〔それはすなわち，〕観察されるべき物事それぞれに対して，その〔物

事〕に相当する，詳しく考察すること（upanidhyāna）に依存している，心の専一である． 
慧とは何か．〔それはすなわち，〕同じ観察されるべき物事それぞれに対して，あるいは

道理によって生じたものとして，あるいは道理でないものによって生じたものとして，あ

るいは道理によって生じたものでもなく道理でないものによって生じたものでもないもの

として，その〔物事〕に相当する，諸法の分析（pravicaya）である15． 
                                                   
14 Text A 4.3.3: katham ekasya cittasya vyavasthānaṃ bhavati | vyāvahārikeṇa cittakṣaṇena no tu 
pravr̥ttikṣaṇena | 
	 vyāvahārikenaikacittaṃ katamat | ekena padasaṃniśrayeṇaikasmin vastuni yāvatā kālena vijñaptir utpadyate 
tāvad ekaṃ cittaṃ | yac cāpi tatsamānapravāhaṃ tad apy ekam evocyate | 
15 Text A 4.4.3: chandaḥ katamaḥ | yad īpsite vastuni tatra tatra tadanugā kartukāmatā ||  

adhimokṣaḥ katamaḥ | yan niścite vastuni tatra tatra tadanugāvadhāraṇabhaktiḥ || 
smr̥tiḥ katamā | yat saṃstute vastuni tatra tatra tadanugābhilapanā ||  
samādhiḥ katamaḥ | yat parīkṣye vastuni tatra tatra tadanugam upanidhyānasaṃniśritaṃ cittaikāgryaṃ ||  
prajñā katamā | yat parīkṣya eva vastuni tatra tatra tadanugo dharmāṇāṃ pravicayaḥ | yogavihitato 

vāyogavihitato vā naiva yogavihitato nāyogavihitataḥ || 
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欲・勝解・念・三摩地・慧の五つは，同一の vastu に対してではなく，それぞれ，望まれ
た vastu，確定された vastu，習熟された vastu，および観察されるべき vastu に対して働く．
言い換えれば，この五心所は特定の場合にのみ生じるものであり，常に（sarvadā）あるもの
ではない．また，同一の vastu に対して活動するものではないから，「一つの心」，すなわち
一つの心刹那に同時に働くものとされない．したがって，欲などの五心所すべて（sarve）が
同時に生じるのではない． 

2.1.2.3 「摂決択分」における「遍行」心所の用例 

遍在する心所法を表す「遍行」（sarvatraga）という語の用例は「本地分」には見られない．
「摂決択分」における用例を見ると，漢訳では「遍行」，チベット語訳では kun tu 'gro baとな
っている． 
 

（漢訳 Text B 4.0.1, 4.0.2）： 
問う：諸識が生じるとき，幾つの遍行する心〔所〕法と倶起するのか．答える：五つ．

一に作意，二に触，三に受，四に想，五に思である． 
問う：また，幾つの遍行しない心〔所〕法と倶起するのか．答える：遍行しない〔心所〕

法には多種あるが，優れたものはただ五つである．一に欲，二に勝解，三に念，四に三摩

地，五に慧である16． 
 

（チベット語訳 Text C 4.0.1, 4.0.2）： 
識が生じる時，遍在する心所法がいくつ生じるのかと言うならば，答える．五つ．すな

わち，作意と，触と，受と，想と，思とである． 
非遍在の〔心所法〕がいくつ生じるのかと言うならば，答える．非遍在の〔心所法〕は

多いであるけれども，優れたものは五つ．すなわち，次のようである．欲と，勝解と，念

と，三摩地と，慧とである17． 
 

この引用文おける「遍行」と kun tu 'gro baは，sarvatraga対する訳語であると考えられる．
また，第 2.2.1.2節で論じるように，同じ「摂決択分」においてアーラヤ識が五遍行に相応す
ることを説明する箇所において，「五遍行心相應法」（五つの遍行する心相応法），sems dang 
mtshungs par ldan pa kun tu 'gro ba lnga po（五つの遍在する心相応〔法〕）という表現も確認
される． 

上記引用文では，欲などの五心所は，非遍在の心所の中の特に優れたものとして挙げられ

ている．第 2.1.2.1節の表において示したように，欲などの五心所は，すべての状態の心にお
いて（sarvatra citte），すべての地にいるものにおいて（sarvabhūmike）起こるものである．す
なわち，四つの sarva の中の二つを満たす．そのほかの非遍在の心所は，一つを満たすか，
全く満たさない．この意味で欲などの五心所は優れたものとされていると考えられる． 

                                                   
16 Text B 4.0.1, 4.0.2：「問：諸識生時，與幾遍行心法倶起？答：五。一作意，二觸，三受，四想，五思。 
	 問：復與幾不遍行心法倶起？答：不遍行法乃有多種，勝者唯五。一欲，二勝解，三念，四三摩地，

五慧。」 
17 Text C 4.0.1, 4.0.2: rnam par shes pa 'byung ba na sems las byung ba'i chos kun tu 'gro ba du 'byung zhe 
na/ smras pa lnga ste/ (smras pa lnga ste/ PNG; smras pa/ lnga ste DC) yid la byed pa dang/ reg (reg DCNG; rig 
P) pa dang/ tshor ba dang/ 'du shes dang/ sems pa'o//  
	 kun tu 'gro ba ma yin pa du 'byung zhe na/ smras pa/ kun tu 'gro ba (ba DCPG; ill. N) ma yin pa ni mang mod 
kyi gtso bo ni lnga ste/ 'di lta (lnga ste/ 'di lta DCNG; ill. P) ste/ 'dun pa dang/ mos pa dang/ dran pa dang/ ting 
nge 'dzin dang/ shes rab bo// 
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また，「摂決択分」では，欲などの五心所について，「本地分」における欲・勝解・念・三

摩地・慧の上記定義に類似した説明を行っている18． 
 

（漢訳 Text B 4.5）： 
問う：これら五種の遍行しない心〔所〕法はどのような個別の対象としての物事に対し

て生じるのか．答える：その順番に応じて，愛着しているもの，確定したもの，習熟した

もの，観察されるべきものという四つの対象としての物事に対して生じる．三摩地と慧は

最後の対象に対して，残りのもの（欲，勝解，念）は順次に前の三つの対象に対して〔生

じる〕19． 
 

（チベット語訳 Text C 4.5）： 
それらの非遍在の〔心所法〕は，如何なる別々に限定された物事に対して生起するのか

と言うならば，答える．四つの種類，〔すなわち，〕望まれたもの，確定されたもの，習熟

されたもの，詳しく観察されたものに対して順次に〔生起する〕．その中で，三摩地と慧は

最後のもの（詳しく観察されたもの）に対して〔生起する〕．残りのもの（欲，勝解，念）

は順次に，前の三つに対して〔生起する〕20． 

2.1.3 まとめ 
以上のように，作意などの五心所のみが，（1）善・雑染に限らず，すべての状態の心にお
いて，（2）すべての地（欲・色・無色の三界と無漏界）にいるものにおいて，（3）識が働い
ている限り，常に，（4）すべてが倶起する，という四つの要件を満たしている．これは五心
所が共有する性質である．一方，欲などの五心所は各々特定の物事に対して働くものであり，

常にすべてが倶起するものではない，ということが『瑜伽論』「本地分」において明示されて

いる． 

「摂決択分」では，このような作意などの五心所と欲などの五心所をそれぞれ，遍在する

心所と，非遍在の心所の中の優れたもの，と称しており，これは「本地分」の記述の趣旨と

一致している．漢訳の「遍行」とチベット語訳の kun tu 'gro baはサンスクリット語の sarvatraga
に対応していると考えられる．おそらく『瑜伽論』では初めから「遍在するもの」（sarvatraga）
によって作意などの五つの心所を総称したわけではなく，「摂決択分」に至り，「本地分」の

この四つの sarvaを総称する際に sarvatragaという語を用いるようになり，後に『顕揚論』『五
蘊論』『三十頌』などの論書において術語として継承され，用いられたと考えられる． 

以上の考察から，『瑜伽論』では，「遍行」（sarvatraga）とは，すべての地にいるもののあ
らゆる状態の心において常に倶起することである，と理解されていることが分かる．それに

                                                   
18 この節に示している「摂決択分」の二つの記述に基づいて，勝又［1961：379］では，欲などの五
心所は「それぞれの各別の境を縁ずる」とされているから，「ここで初めて別境の心所という思想が確

立したのである」と指摘されている．しかし，直前の第 2.1.2.2節で示した「本地分」の説明に照らし
て見ると，「摂決択分」のこの記述はその内容を纏めるものに過ぎず，新しい思想を述べるものではな

いことが分かる． 
19 Text B 4.5：「問：此不遍行五種心法於何各別境事生耶？答：如其次第，於所愛，決定，串習，觀察
四境事生。三摩地、慧於最後境，餘隨次第於前三境。」 
20 Text C 4.5: kun tu 'gro ('gro DPNG; ill. C) ba ma yin pa gang dag yin pa de (de DCNG; om. P) dag dngos po 
so sor nges pa gang la skye bar 'gyur zhe (zhe DPNG; zha C) na/ smras pa/ rnam pa bzhi po (po DPNG; ill. C) 
'dod pa dang/ nges pa dang/ 'dris pa dang/ nye bar brtags pa la go rims bzhin du (du DPNG; de C) ste/ de la ting 
(ting DPNG; teng C) nge 'dzin dang shes rab ni tha ma la'o// lhag ma rnams ni go rims bzhin (bzhin DPNG; ill. 
C) du gong ma gsum la'o// 
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対して，先行研究（水野［1964：331−332］，吉元［1982：202］など）に示されている，八識
すべてに遍在すること，という点について明確な記述は『瑜伽論』には見られない． 

2.2 識と五心所との具有関係 

2.2.1 『瑜伽論』の理解 
2.2.1.1 六識身に随行するものとしての五心所に関する「本地分」の説明 
「本地分」では，この五心所は識に「随行するもの」（sahāya，助伴）と位置づけられてい
る．まず「本地分中五識身相応地」は，眼識を例にとって，この「随行するもの」について，

次のように述べる． 
 

Text A 1.1.1.4: 
随行するものとは何か．それ（眼識）と同時に存在し相応する（tatsahabhūsamprayuktāś）
心所法である．すなわち，作意，触，受，想，思という．眼識と同時に存在し，〔それと〕

相応する心所法はほかにもある．また，それら〔心所法〕は〔眼識と〕同一の所縁を有し，

異なる様相（ākāra）を有し，〔すなわち眼識と〕「同時に存在するもの」（sahabhū）であり，
そして，それぞれに活動（vr̥tti）を有し，すべてが固有の種子から生じ，〔すなわち眼識と〕
「相応するもの」（samprayukta）である．様相を有し，所縁を有し，拠り所を有するもので
ある21．	

 

耳識，鼻識，舌識，身識も眼識と同様であるとされている22．作意など五心所は，眼・耳・

鼻・舌・身識と同時に存在し，相応する心所法の代表的なものとして挙げられている．  

次に，「本地分五識身相応地」に続く「意地」においては，作意などの五心所を始めとする

五十一23の心所法が「随行するもの」とされる．	
 

Text A 2.4: 
随行するものとは何か．すなわち，作意・触・受・想・思，欲・勝解・念・三摩地・

慧，信・慚・愧・無貪・無瞋・無痴・精進・軽安・不放逸・捨・不害，貪・瞋・無明・

慢・見・疑と，忿・恨・覆・悩・嫉・慳・誑・諂・憍・害・無慚・無愧・惛沈・掉挙・

不信・懈怠・放逸・忘念・散乱・不正知，悪作・睡眠・尋・伺という．以上のような類

に属するものは〔意地と〕同時に存在し相応する心所法であり，随行するものと呼ばれ

る．〔意地と〕同一の所縁を有し，異なる様相を有し，〔すなわち〕「同時に存在するもの」

であり，それぞれに活動を有し，固有の種子から生じ，〔すなわち〕「相応するもの」で

                                                   
21 Text A 1.1.1.4: sahāyaḥ katamaḥ | tatsahabhūsamprayuktāś caitasā dharmāḥ | tadyathā manaskāraḥ sparśo 
vedanā saṃjñā cetaneti | ye ’py anye cakṣurvijñānena sahabhūsamprayuktāś caitasā dharmās te punar 
ekālambanā anekākārāḥ sahabhuvaś caikaikavr̥ttayaś ca sarve ca svabījān nirjātāḥ samprayuktāḥ sākārāḥ 
sālambanāḥ sāśrayāḥ || 
22 Text A 1.1.2.4: sahāyaḥ karma ca cakṣurvijñānavad veditavyaṃ ||（【訳】〔耳識にとって〕随行するものと
はたらきは眼識の〔場合の〕ように知られるべきである．） 

Text A 1.1.3.4: sahāyaḥ karma ca pūrvavad veditavyaṃ ||（【訳】〔鼻識にとって〕随行するものとはたら
きは前（眼識の場合）のように知られるべきである．） 
舌識と身識に関しても，鼻識と同様の記述が見られる（Text A 1.1.4.4, 1.1.5.4参照）． 

23 「意地」は五十一の心所を挙げているが，水野［1964：319−322］によれば，「本地分」では元来，
五十三の心所が「随行するもの」とみなされていたという．Text A-tr注 19，注 27参照． 
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ある．様相を有し，所縁を有し，拠り所を有するものである24．	
 

この作意・触・受・想・思の五心所は，六識身すべてに随行する．すなわち，それぞれの

識と同時に存在し，その識と同じ所縁に対してそれぞれの作用を果たしつつ活動すると考え

られている． 

2.2.1.2 アーラヤ識が五心所に相応することに関する「摂決択分」の説明 

「摂決択分」では，冒頭においてアーラヤ識について詳しい論証と説明が行われている．

この説明において，アーラヤ識はこの五心所に相応して活動するということが次のように明

示されている．	
 

（漢訳 Text B 1.2.1, 1.2.2）： 
アーラヤ識は五つの遍行する心相応法，すなわち作意・触・受・想・思と常にともに相

応しているということである． 
この五つの法もまた，ただ異熟のみに包摂される．世間の有智者でさえ了知し難いから，

最も極めて微細なものである．また，常に〔アーラヤ識と〕同一の類の所縁を対象として

活動する25． 
 

（チベット語訳 Text C 1.2.1, 1.2.2）： 
ここで，アーラヤ識が相応することについて，五つの遍在する心相応〔法〕である作意・

触・受・想・思と相応する． 
それらの〔五つの〕法もまた，異熟に包摂されており，世間の有智者たちでさえ了知し

難いから，微細なものであり，常に同一の所縁に対して共に活動するものである26． 
 

アーラヤ識と相応するこの五心所は，六識のそれと同様に，常にアーラヤ識と同じ所縁に

対して活動すると考えられている． 

このように，『瑜伽論』では，作意などの五心所は，「本地分」においては眼識などの五識

身と同時に存在し相応するものとされ，かつ意地と同時に存在し相応するものであるとされ

ている．一方，「摂決択分」においては，アーラヤ識と常に共に存在し相応するものとして説

明されている．ただし，この五心所とマナスとの具有関係については，『瑜伽論』，およびそ

の後の『顕揚論』『集論』には言及が見られない．		

                                                   
24 Text A 2.4: sahāyaḥ katamaḥ | tadyathā manaskāraḥ sparśo vedanā saṃjñā cetanā chando ’dhimokṣaḥ 
smr̥tiḥ samādhiḥ prajñā śraddhā hrīr apatrāpyam alobho ’dveṣo ’moho vīryaṃ prasrabdhir apramāda 
upekṣāhiṃsā rāgaḥ pratigho ’vidyāmāno dr̥ṣṭir vicikitsā krodha upanāho mrakṣaḥ pradāśa īrṣyā mātsaryaṃ māyā 
śāṭhyaṃ mado vihiṃsāhrīkyam anapatrāpyaṃ styānam auddhatyam āśraddhyaṃ kausīdyaṃ pramādo 
muṣitasmr̥titā vikṣepo ’samprajanyaṃ kaukr̥tyaṃ middhaṃ vitarko vicāraś cety evaṃbhāgīyāḥ 
sahabhūsamprayuktāś caitasā dharmāḥ sahāya ity ucyante || ekālambanā anekākārāḥ sahabhuva ekaikavr̥ttayaḥ 
svabījanirjātāḥ samprayuktāḥ sākārāḥ sālambanāḥ sāśrayāḥ || 
25 Text B 1.2.1, 1.2.2：「阿賴耶識與五遍行心相應法恒共相應，謂作意、觸、受、想、思。 
	 如是五法亦唯異熟所攝。最極微細，世聰慧者亦難了故。亦常一類緣境而轉。」 
26 Text C 1.2.1, 1.2.2: 'di la kun gzhi rnam par shes pa mtshungs (mtshungs DCN; tshungs PG) par ldan pa (pa 
PNG; pas DC) na sems dang mtshungs par ldan pa kun tu 'gro ba lnga po yid la byed pa dang/ reg pa dang/ tshor 
ba dang/ 'du shes dang/ sems pa rnams dang mtshungs par ldan no//  
	 chos de dag kyang rnam par smin par bsdus pa dang/ 'jig rten gyi mkhas pa rnams kyis kyang rtogs par dka' 
ba'i phyir phra ba dang/ gtan du (du DCN; tu PG) dmigs pa gcig la mtshungs par (par DCN; pa PG) 'jug pa yin 
no// 
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2.2.2 『唯識三十頌』が説く遍在：八識に遍く存在すること 
八識については，世親の『唯識三十頌』に至って，初めて組織的に議論されるようになっ

た．そのうち，アーラヤ識については，「常に触・作意・受・想・思を伴っている」と明言し
27，六識についても，触などの遍行心所と相応することを示している28．これは『瑜伽論』と

ほぼ同様である．マナスについては，まず「常に我見・我痴・我慢・我愛と名づける四つの

有覆無記の煩悩を伴っている」29と述べ，続いて「触などのほかのものを〔伴っている〕」30と

する．すなわち，マナスも触などの遍行心所と相応することが明確にされている．	

このように『三十頌』は，八識すべてが五遍行と相応することを示している．心所側から

見れば，この五心所のみが八識に共通して相応する．この意味で，遍在するとは，八識すべ

てに遍く存在することであると理解しうる．	

安慧による『三十頌』の釈論では，触などの五法が末那識と相応する理由について，「この

五法はすべての識と相応する．遍行であるから」31と説明する．『成唯識論』においても，ア

ーラヤ識が触などに相応することについて，護法は「この五〔法〕は遍行に包摂されるもの

である以上，故に必ず蔵識と相応する」32と解説する．ここでも，「遍行」とは八識に遍在す

ることであるという理解が示されている33．	

2.3 本章の結論 
『瑜伽論』「本地分」では，心所法を整理して，四つの sarva，すなわち，善・雑染に関わ
らずすべての状態の心において，すべての地にいるものにおいて，常に，心所すべてが倶起

する，という四つの特性により心所を類別する．作意などの五心所のみがこの四つの特性の

すべてを有している．言い換えれば，すべての状態の心において，すべての地にいるものに

おいて，常に，心所すべてが倶起することは，作意・触・受・想・思の五心所の特徴であり，

そのため「摂決択分」ではそれらを「遍行」（*sarvatraga）という語によって総称する．一方，
                                                   
27 Triṃśikākārikā 13: tatrālayākhyaṃ vijñānaṃ vipākaḥ sarvabījakam || 2 (cd) || ... sadā 
sparśamanaskāravitsaṃjñācetanānvitam || 3 (cd) || 
（【訳】その〔三つの転変の〕中で，アーラヤという識は異熟であり，すべての種子を有するものであ

る．（中略）常に触・作意・受・想・思を伴っている．） 
28 Triṃśikākārikā 13: tṛtīyaḥ ṣaḍvidhasya yā | viṣayasyopalabdhiḥ sā kuśalākuśalādvayā || 8 (bcd) || 
sarvatragair viniyataiḥ kuśalaiś caitasair asau | saṃprayuktā tathā kleśair upakleśais trivedanā || 9 || ādyāḥ 
sparśādayaś chandādhimokṣasmṛtayaḥ saha | samādhidhībhyāṃ niyatāḥ (10abc) 
（【訳】第三〔の転変〕は，六種の対象を知覚することであり，その〔知覚すること〕は善なるものと，

不善なるものと，どちらでもないものである．それ（知覚すること）は，三つの受を有し，遍在する

〔心所〕・限定されている〔心所〕・善なる〔心所〕・煩悩たる〔心所〕・随煩悩たる〔心所〕と相応し

ている．最初のもの（遍在する心所）には，触などがある．欲・勝解・念は，三摩地と慧とともに，

限定されている〔心所〕である．） 
29 Triṃśikākārikā 13: tadālambaṃ manonāma vijñānaṃ mananātmakam || 5(cd) || 
 kleśaiś caturbhiḥ sahitaṃ nivṛtāvyākṛtaiḥ sadā | ātmadṛṣṭyātmamohātmamānātmasnehasaṃjñitaiḥ || 6 || 
（【訳】それ（アーラヤ識）を所縁とし，思考を本質とするマナスという識がある．常に我見・我痴・

我慢・我愛と名づける四つの有覆無記の煩悩を伴っている．） 
30 Triṃśikākārikā 13: anyaiḥ sparśādyaiś (7ab)  
31 TrBh 66, 16−17: ete hi pañca dharmāḥ sarvatragatvāt sarvavijñānaiḥ saṃprayujyante |  
32 『成唯識論』（T31, 11c26−27）：「此五既是遍行所攝，故與藏識決定相應．」 
33 勝又［1961：385］は，遍行に対する安慧の理解について考察する中で，「八識のすべてに起るから
遍行であると説くのは，八識説を中心とする唯識三十頌の思想に基づいて理解するからである」と指

摘している． 
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この五心所以外の心所は，四つの特性の一部を有するか，あるいはそのいずれも有さない．

「摂決択分」ではそれらの心所を「非遍行」と総称する．欲などの五心所はその代表的なも

のとして説明されている． 

遍行心所と別境心所についての上記議論においては，「本地分」でも「摂決択分」でも，ア

ーラヤ識との相応については全く言及が見られない． 

『三十頌』は，五識，意識，アーラヤ識は五心所と相応するという『瑜伽論』の教説を踏

襲したうえで，さらにマナスと五心所との相応関係を論じ，初めて八識すべてが遍行心所と

相応することを明示する．『三十頌』の影響により，「遍行」とは八識に遍在することである

という理解が後代の瑜伽行派文献に見られるようになる．	

序章第 1.2.2.1節に述べたように，先行研究では，瑜伽行派が十大地法を五遍行と五別境に
二分した理由について，欲などの五心所はアーラヤ識には相応しないため，「別境」として別

立てすることになった，という解釈が示されている（水野［1964：331−332］，吉元［1982：
202］など）．しかしながら，『瑜伽論』における心所の説明にはこのような理解は見られない．
瑜伽行派は，少なくとも同派の最古の文献である『瑜伽論』の段階では，八識との相応関係

という発想から五遍行と五別境を区別して立てたのではない．	

以上の考察から，『瑜伽論』における遍行心所と別境心所についての議論は，心・心所の相

応関係というより，むしろ，心（＝識）が物事（vastu）を認識する過程における心所の状態
と働きに着目して遍行心所と別境心所を区別していると言えよう．	
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第 3章	 アーラヤ識と五心所	
 

＊第 3章（ページ 52−68）は，学位授与日である令和 3年 3月 19日から 5年以内に雑誌掲
載等の形で掲載予定であるため，公表することができません． 
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第 4章	 tajja- manaskāra- について	
 

第 1章で述べたように，五遍行の中の作
さ

意
い

（manaskāra）は心を対象に向かわせる心作用で
ある．『瑜伽論』「本地分」では，眼識などの五識や意識が生起するためには，感官と認識対

象と tajja- manaskāra- という三つの要因が必要とされている．これによれば，tajja- manaskāra- 
は識の生起に関わる概念であると思われる．	

しかし，この tajja- manaskāra- は解釈が困難である．『瑜伽論』「本地分」では，眼識を例
に識の生起を説明する中で，作意と眼識という二つの語の前には tajja という語が付され，
“tajjo manaskāraḥ” “tajjasya cakṣurvijñānasya”という形で示されている．複合語 tajjaは多くの場
合「それから生じる」と理解される．しかし，この一文に対する漢訳とチベット語訳は必ず

しもそのように訳してはいない．また，世親はその著作『縁起経釈』の中で *tajja- manaskāra- 
に相当する語に注釈を施しているが，その解釈は単純ではない． 

本章では，『瑜伽論』に見られる tajja- manaskāra- に関する記述を中心として，tajja- 
manaskāra- という用語について考察する．	

4.1 tajjaに関する様々な解釈	

4.1.1 「本地分中五識身相応地」における tajjo manaskāraḥと識の生起 
「本地分中五識身相応地」では，眼識の生起について，次のように述べられている（説明

の便宜上，記号ⓐⓑにより段落を区別する）1．	
 

Text A 1.2.1: 
ⓐ tatra cakṣuḥ paribhinnaṃ bhavati | rūpam anābhāsagataṃ bhavati | na ca tajjo manaskāraḥ 

pratyupasthito bhavati | na tajjasya cakṣurvijñānasyotpādo bhavati || 
ⓑ yataś ca cakṣur aparibhinnaṃ bhavati | rūpam ābhāsagataṃ bhavati | tajjaś ca manaskāraḥ 

pratyupasthito bhavati | tatas tajjasya cakṣurvijñānasyotpādo bhavati ||  
 

tajjaという語は，一般には tad+jaの複合語と理解され，「それ（ら）から生じる」または「そ
れ（ら）によって生じる」を意味する．したがって，tadを通常の指示代名詞として，既述の
語を指すものと考えれば，上記の文は次のように訳されることになる（pratyupasthito bhavati
を「起ころうとしている」と解釈する理由については第 4.3.2節に述べる）． 
 

ⓐ さて，眼が壊れており，色が顕現しておらず，そして（ca），それ（眼と色）から生
じる作意は起ころうとしていない．それ（眼，色，作意の三つ）から生じる眼識の生起は

ない． 
ⓑ 一方，眼が壊れておらず，色が顕現しており，そして，それ（眼と色）から生じる作
意が起ころうとしている．それゆえ，それ（眼，色，作意の三つ）から生じる眼識の生起

がある． 
 

                                                   
1 筆者は，楊［2017］において，tajja- manaskāra- の tajja- に関する様々な解釈を提示した上，『瑜伽論』
「摂決択分」の解釈について考察した．本章第 4.1節は上記拙論にもとづく．ただし，上記拙論では，
一部の解釈に関して紙幅の都合で扱えなかった．そのため，再録にあたり，論述を修正・補訂した． 
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4.1.2 パーリ文献の tajja 
また，上記の文脈における tajja を「それに属する」「それに相応する」と解釈する可能性
も考慮すべきかもしれない．パーリ文献では，tajjaは上述の tad+jaのほか，サンスクリット
語の tadīyaに対応する場合があることが知られている2．そもそも識の生起に三要因が必要と

されるという記述は『瑜伽論』に特有のものではない．識の生起の三要因に関して，室寺

［2010：216−219］では，初期経典の『象跡喩経』の経句伝承を有部や瑜伽行派の論書が共有
していたものであると指摘している． 

マッジマ・ニカーヤのMahāhatthipadopamasutta（『大象跡喩経』，中阿含『象跡喩経』に対
応）では，感官，対象，tajja- samannāhāra-（= tajja- manaskāra-）が備わっている場合に tajja- 
viññāṇabhāga-（認識の一部，例えば眼識）の顕現があると述べている（注 19，20 参照）．有
部の論書『大毘婆沙論』は，『象跡喩契経』という経名を明示しつつ，tajja- manaskāra- に相
当すると考えられる「能生作意」を含む一文を引用している3．『大毘婆沙論』に引用されて

いる一節は意識の生起について述べているが，感官（「意処」），対象（「法処」），tajja- manaskāra-
（「能生作意」）があるときに識（意識）が生じるという構造は，「本地分」の内容と一致して

いる． 

こうしたことから，「本地分」の tajja- manaskāra- などの表現は経典に由来するものであっ
たことが推定される．仮にパーリ語のように，tajjaを tadīyaと解釈することが許されれば， 
tajja- manaskāra- を「それ（眼と色）に相応する作意」と訳すことができるかもしれない． 

ブッダゴーサの注釈では，マッジマ・ニカーヤ『大象跡喩経』の tajja- samannāhāra- と tajja- 
viññāṇabhāga- に対してそれぞれ，「眼と色によって…生起しつつある作意」，「それに相応す
る識の部分」と解説されている4．すなわち，前の tajja- samannāhāra- の tajja を tad+ja（それ
（既述のもの）によって生じる）とし，後の tajja- viññāṇabhāga- の tajjaを tadīya（それに相
応する）として，二通りに解釈している．	

4.1.3 「本地分」の tajjaに対する漢訳とチベット語訳の解釈 
tajjaという語は，「本地分」では manaskāraと cakṣurvijñānaに付されているが，漢訳とチベ
ット語訳はいずれも，それぞれの tajjaに対して異なる訳を与えている．例えばⓑの訳は次の
ようになっている（ⓐの漢訳とチベット語訳には，上記のサンスクリット語テキストとの相

違が見られる．この問題については後述する）． 
  

（チベット語訳） 
このように，眼も壊れておらず，色も顕現しており，それと共に生じる作意（de dang 'byung 

ba yid la byed pa）もまた起ころうとしているとき，それゆえ，それから生じる眼識（de las 
                                                   
2 Cone p. 274: “tajja, mfn, [ta(d)+ja; cf S. tajja(tat+ja), tadīya], coming from or belonging to or relating to 
him/her/that; of the same kind; appropriate to that”. 
3 『大毘婆沙論』（T27, 58c19−21）：「如象跡喻契經中説舍利子言．若内意處不壞，外法處現前，及能生
作意正起，爾時意識生．」類似した内容は『阿毘曇毘婆沙論』（T28, 43c13−15）にも見られる．「如經説．
尊者舍利弗作如是言．諸長老．若不壞意内入，照了外入法，能生正觀現在前，則意識生．」室寺［2010：
218−219］参照． 
4 MN-a, Vol. 2, p. 229, 28−33: tajjo samannāhāro ti cakkhuñ ca rūpe ca paṭicca bhavaṅgaṃ āvaṭṭetvā 
uppajjamānamanasikāro. ... tajjassā ti *tadanurūpassa. viññāṇabhāgassā ti viññāṇakoṭṭhāsassa.（*原文は
tandanurūpassaとなっているが，おそらく誤植）	
（【訳】「tajjo samannāhāro」，すなわち眼と色に縁って，潜在的な心を転向させて，生起しつつある作
意．（中略）「tajjassa」，すなわちそれに相応する．「viññāṇabhāgassa」，すなわち識の部分．） 
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skyes pa'i mig gi rnam par shes pa）が生起することになる5．		
 

（漢訳） 
必ず，眼が壊れておらず，色が〔目の〕前に顕現しており，生じさせる作意（「能生作意」）

がまた起ころうとしているときにはじめて，生じさせられる眼識（「所生眼識」）は生じ得

る6．	
 

ここで，後の tajja- cakṣurvijñāna- に対して，漢訳とチベット語訳は一致して，「それから生
じる眼識」，すなわち既述のものから生じるものと理解しているが，前の tajja- manaskāra- に
対しては，「それから生じる作意」と訳出してはいない．	

チベット語訳の de dang 'byung ba yid la byed paは，'byung baと yid la byed paの間に格関係
が明示されず，解釈がやや難しいが，これを同格ととれば，「それと共に生じる作意」と理解

できる．一方，漢訳の場合，玄奘は「能」と「所」の対応関係において，作意を「能生」，識

を「所生」とする．言い換えれば，漢訳では，manaskāra に付く tajja は，前の眼と色ではな
く，後の識を指す代名詞であり，tajja- manaskāra- は，その識を能動的に生起させる作意であ
ると捉えている． 

このように，漢訳とチベット語訳はいずれも，一文において前後に二回出てくる tajjaをそ
れぞれ異なる意味で捉えており，tajja- manaskāra- を「それ（眼と色）から生じる作意」とは
理解していない． 

4.1.4 tajjaに対する世親の解釈 
『縁起経』に対する世親の釈論である『縁起経釈』（*Pratītyasamutpādavyākhyā, PSVy）は，
識を解説する際に，やはりこの三要因に言及する．	

tajja- manaskāra- に対する世親の解釈はすでに室寺［2010］で詳細に考察されている．室寺
［2010：221−222］によれば，『縁起経釈』は，tajja- manaskāra- の tajjaに対して，「それを引
き起こすもの」（de skyed par byed pa），あるいは「その目的のために生じること」（de'i ched du 
skyes pa）という語義解釈を示している．さらに tajja- manaskāra- を「〔vijñānaの生起と〕相
反することのなきもの（mi mthun pa med pa）」とし，熟睡などの時に，感官と対象があって
も，識は生起しないという例を挙げ，tajja- manaskāra- を「識別を引き起こす注意力」と理解
している，という7．その場合，複合語 tajjaの前分の tadは，既出の感官と対象ではなく，直
後に言及される識を指すと見なされている8．	

室寺［2010］の関心は世親の解釈に向けられており，「本地分」の記述にも言及するものの，

                                                   
5 Text A-tib 1.2.1: 'di ltar mig kyang yongs su ma nyams la/ gzugs kyang snang bar gyur cing/ de dang 'byung 
ba yid la byed pa yang nye bar gnas par gyur na/ de'i phyir de las skyes pa'i mig gi rnam par shes pa 'byung 
bar 'gyur ro// 
6 Text A-chi 1.2.1：「要眼不壞，色現在前，能生作意正復現起，所生眼識方乃得生。」 
7	チベット語の訳語はMuroji［1993：15−16］参照． 
8 世親は，『倶舎論』「業品」において，次に示すように，tajjaを「それ（既述のもの）から生じる」
という意味で用いる． 
	 AKBh 192, 15−18: cetanā mānasaṃ karma (1c) cetanā manaskarmeti veditavyam/ tajjaṃ vākkāyakarmaṇī // 
(1d) yat tac cetanā janitaṃ cetayitvā karmety uktaṃ kāyavākkarmaṇī te veditavye/（【訳】思は意に属する業で
ある」〔と偈頌 1cは説く〕．思は意業であると知られるべきである．「それから生じる，口〔業〕と身
業とがある」〔と偈頌 1dは説く〕．思は何であれ，思がなされた後に，業が生じると説かれる．それら
はすなわち，身口の二業であると知られるべきである．） 
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詳しい考察はなされていない9．また，tajja- manaskāra- に関する「摂決択分」の解釈は取り
上げられていない．いずれにしても室寺［2010］の意義は，世親の解釈が「本地分」の一文
に対する玄奘訳，チベット語訳のいずれの解釈とも異なっていることを指摘した点にあった

が，「本地分」の tajja- manaskāra- の解釈が深められたわけではなかった．	

4.1.5 tajja- manaskāra- に対する「摂決択分」の解説 
「摂決択分」では，「本地分中五識身相応地・意地」を解説する際に，tajja- manaskāra- に
ついて，次のように述べている．  
 

（チベット語訳 Text C 3.3）： 
「それと共に生じる作意」とは何かと言うならば，それは，その壊れていない拠り所（感

官）と，その顕現と結合した対象と，それによって，「心を向けること」（＝作意）が引き

起こされることである10． 
 

（漢訳 Text B 3.3）： 
如何なるものを生じさせる作意（「能生作意」）と名付けるのか．拠り所が壊れていない

から，対象が現前するから，起こされるものであり，心所を引き起こすことができる11． 
 

ここではチベット語訳・漢訳とも，「本地分」の場合と同様に，それぞれ，de dang 'byung ba 
yid la byed pa，「能生作意」という訳語を用いており，原語は tajja- manaskāra- であったと推
定できる．この説明文では，前半は *tajja，後半は	*manaskāraについて解説していると考え
られる．後半では，「本地分」における manaskāraの定義文（*cetasa ābhogaḥ）を提示するこ
とにより説明が行われている12．前半は，チベット語訳の「それによって…引き起こされる」

（des...mngon par grub pa）と，漢訳の「…から起こされる」（「…故所起」）によって，tajjaの
意味を説明していると考えられる．この解説に従えば，複合語 tajjaの tadを「感官」および
「対象」と理解し，「それ(tad)によって生じる」あるいは「それ(tad)から生じる」と解釈し
ていることが分かる．	

以上のように，識の生起の三要因に関する説明文の中の tajja- manaskāra- に関して，「本地
分」の漢訳とチベット語訳，さらに世親の解釈は区々であるが，「摂決択分」では，tajjaを「そ
れから生じる」あるいは「それによって生じる」という基本的な意味合いで捉えていること

                                                   
9 室寺［2010：218］では，第 4.1.1節で示した『瑜伽論』「本地分」の前後二つの tajjaに対して，漢訳
もチベット語訳も異なる訳語を与えて訳し分けていることが指摘されている．この指摘は妥当と言え

る．この箇所の tajja- manaskāra- に対して，室寺［2010：218］は「それ〔ら「眼」と「色」とにもと
づいて，それら〕と生じた（tajja, 能生／de daṅ ’byuṅ ba）注意力」という折衷的な訳を提示している．
しかし，玄奘訳の「能生」，すなわち「（それを）生じる」と，チベット語訳の de dang 'byung ba，すな
わち「それと共に生じる」では，意味がそもそも異なっている．この点について室寺［2010］は深く
探究していない． 
10 Text C 3.3: de dang 'byung ba yid la byed pa gang yin zhe na/ gnas yongs su ma nyams pa de dang yul snang 
ba dang phrad pa de dang/ des sems kyi (kyi DC; can gyi PNG) 'jug pa mngon par grub pa gang yin pa ste/ 
11 Text B 3.3：「云何名為能生作意？謂由所依不壞故，境界現前故所起，能引發心所。」 
12 manaskāraについての説明は，チベット語訳 sems kyi 'jug paでは「本地分」における作意の定義文
（manaskāraḥ katamaḥ | cetasa ābhogaḥ || YBh 60, 1;	yid la byed pa gang zhe na/ sems kyi 'jug pa'o/ D 30a7−
30b1; P 34a2）と一致しているため，サンスクリット語原語は cetasa ābhogaḥであると推測される．一
方，漢訳の「能引發心所」（「心所を引き起こすことができる」）は「本地分」の漢訳（291c8）におけ
る「引心為業」（「心を引くことをはたらきとする」）という説明とやや異なる．いずれにせよ，この後

半の説明文は，「本地分」の説に沿って，manaskāraとは，心，あるいは心所を引き起こすはたらきを
もつものであると解説する． 
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が確認できる．「摂決択分」が示すこの tajja解釈は，「本地分」本来のものであるとは断定は
できないが，「本地分」の対応箇所に対する理解の一例を示すものであると言える． 

4.2 	
 

＊第 4章第 4.2節〜第 4.4節（ページ 73−85）は，学位授与日である令和 3年 3月 19日か
ら 5年以内に雑誌掲載等の形で掲載予定であるため，公表することができません． 
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第 5章	 認識対象に対する思（cetanā）の働き		
	 	 ―「随与」（*anupradāna）を中心として― 

 

五遍行の思（cetanā）は，『瑜伽論』「本地分」の「五識身相応地」と「意地」，及び「摂決
択分」の関連箇所において説明されている．第 1章第 1.5.3節においてすでに示したように，
「本地分」の思に対する説明は極めて簡潔である．『集論』『五蘊論』などは，その内容を継

承しながら，若干，内容を補足している．先行研究はそれらをさほど相違がないものと見な

してきた． 

しかしながら，後に述べるように，「本地分」中に散見される，思のはたらきと思の五遍行

としての性質に関する記述には，整合性を欠いているかの印象を与える箇所がある． 

また，「摂決択分」の思に対する説明を見ると独特の解説をしているが，意味が不明瞭な点

がある．特に，漢訳にのみ見られる「随与」という語は難解である．「随与」は「摂決択分」

の思に関する説明を理解するうえで重要な単語であると思われるが，チベット語訳に対応が

見られないこともあり，これまでまったく関心が払われてこなかった． 

そこで，本章では，『瑜伽論』における五遍行の思に関する記述を取り上げて考察し，特に

「摂決択分」の定義文に見られる「随与」という語について検討する． 

5.1 思に対する『瑜伽論』「本地分」の説明 

5.1.1 「本地分」における思の定義文 
「本地分中意地」では，五遍行の思を次のように簡潔に定義している1． 

 

Text A 4.4.2.5: 
思とは何か．心を作動させることである2． 

 

また，五遍行のはたらきについて説明する箇所で，思のはたらきを次のように解説する． 
  

Text A 4.4.4.5: 
思は何のはたらきを有するのか．尋（vitarka，思考）と，身〔業〕・語業などを発動する
ことをはたらきとする3．	

 

この説明によると，思は心を作動させ，尋と，身業・語業などを発動するものであり，行

為の形成作用に関連する概念であるという印象を受ける． 

5.1.2 業に関連する概念としての思 
第 1章第 1.5.1節に述べたように，思は，業すなわち行為に関連する概念として初期経典か
ら説かれてきた． 

                                                   
1 筆者は，楊［2018］において，思に関する『瑜伽論』「摂決択分」の説明文に見られる「随与」とい
う語について考察した．本章第 5.1，5.2，5.3節は，上記拙論にもとづく．再録にあたり，内容を一部
修正・補訂した． 
2 Text A 4.4.2.5: cetanā katamā | cittābhisaṃskāraḥ || 
3 Text A 4.4.4.5: cetanā kiṃkarmikā | vitarkakāyavākkarmādisamutthānakarmikā || 
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また『倶舍論』では，「思とは，心を作動させることであり，すなわち，意業である」4と

述べ，思を cittābhisaṃskāra と定義し，それを意業と同一視している．同様の例は，『品類足
論』にも見られる5．すなわち，この意業としての思がなされた後に，身・語の行為（「思已

業」）が発動されるという解釈である（第 1章第 1.5.2節参照）． 

思を意業とする解釈は，次に示すように，瑜伽行派の文献である『集論』と『五蘊論』に

も見られる．『集論』や『五蘊論』においても，思は cittābhisaṃskāra によって定義されてい
る． 
 

（『集論』） 
思とは何か．心を作動させることであり，意業である．善，不善，無記に対して心を動

かすはたらきがある6． 
 

（『五蘊論』）  
思とは何か．功徳，過失，その両者のどちらでもないものという点から心を作動させる

ことであり，意業である7． 
 

これらの論書の内容と上記の『瑜伽論』の説明文を比較すると，『瑜伽論』の記述には意業

への言及がない8．また，尋（vitarka）9との関連付けは，『瑜伽論』のほか，『集論』『五蘊論』

にも見られるが，『倶舍論』はこれに言及しない．この二点に相違が見られるものの，思は心

を作動させるものであるという基本的な定義は，各文献で一致している．したがって，思に

関する定義は，瑜伽行派と，『倶舍論』に代表される有部の間で大差がないと考えられてきた
10． 

5.1.3 「本地分」の説明の問題点 
しかしながら，五遍行の文脈から見ると，思が尋や身・語の行為を発動するという，『瑜伽

論』の説明にはいささか違和感を禁じ得ない．第 2 章第 2.1.2.1 節で論じたように，「本地分

                                                   
4 AKBh 54, 20: cetanā cittābhisaṃskāro manaskarma | 
5 『品類足論』（693a12−13）：「思云何．謂心造作性．即是意業．此有三種．謂善思，不善思，無記思．」
（【訳】思とは何か．心の造作性であり，すなわち意業である．これには三種があり，すなわち，善思，

不善思，無記思である．） 
6 AS 15, 37: cetanā katamā/ cittābhisaṃskāro manaskarma/ kuśalākuśalāvyākṛteṣu cittapreraṇakarmikā// 
7 PS 5, 6−7: cetanā katamā/ guṇato doṣato anubhayataś cittābhisaṃskāro manaskarma/ 
8 上記のとおり，『瑜伽論』の思の定義文には意業への言及がないが，その理由は明らかでない．ただ
し，次に示すように，『瑜伽論』「本地分中有尋有伺地」には，心を作動させることを意業に関係づけ

て説明する箇所が見られる．『瑜伽論』でも，心を作動させることと意業の関係性を完全に否定してい

るわけではないと考えられる． 
	 YBh 207, 2−3: saṃskāraskandhaḥ(1) katamaḥ | (2cittābhisaṃskāramanaskarmajātiḥ sarvā |2) 

(1) ˚skandhaḥ MS; ˚kandhaḥ Bh-ed.  (2) ˚tiḥ | sarvaḥ MS; ˚tiḥ | Bh-ed; ˚tiḥ sarvā | em. 
（【訳】行蘊とは何か．すべての類の，心を作動させることとしての意業である．） 
9 尋（vitarka思考）は，伺（vicāra考察）という概念とともに，有部や瑜伽行派の法の分類体系におい
て，不定なる心所法に数えられている．尋と伺は，初期経典以来，語行の発動の先導とされてきた．

有部では，尋は心の粗大な思索，伺は心の微細な思索と区別されるが，思との関連は説明されていな

い．一方，『瑜伽論』など瑜伽行派の論書では，尋を粗大な「意言」（manojalpa，「発話的思考」（斎藤
ほか［2014：177］）），伺を微細な「意言」とする． 
10 水野［1964：410］は，思について，「大体有部説と同様な定義説明がなされている」と述べ，また
吉元［1985：162］は，「各論書におけるこれら十心所の定義を見ると，遍行心所に当る作意等の五心
所には，さほど相違のないことがわかる」と纏めている． 
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中意地」では，五遍行の四つの特徴を説明する際に，一切地（欲界，色界などの領域）にい

る者に五遍行があると述べている．一方，次に示すように，『瑜伽論』では基本的に，二禅以

上の禅定や，二禅天以上では尋も伺も存在せず，また四禅以上の禅定では語行も身行も存

在しないとされる． 
 

（「本地分中有尋有伺地」） 
その〔三界の〕中に，欲界全体と色界のうちの初禅天に，中間の禅に入っているものや

〔その中間の禅に対応する領域に〕生まれるものを除いて，尋・伺を伴う地である．中間

の禅に入っているものや〔その中間の禅に対応する領域に〕生まれるものは，尋を伴わず，

ただ伺を伴う地である．（中略）二禅を含む残りの色界と無色界全体は，尋・伺を伴わない

地である11． 
 

（「本地分中三摩呬多地」） 
滅尽〔定〕に入ろうとしている人には，三つの行がどのように順次に滅するのか．これ

は二つである．動作と静止とである．その中に，動作を起こす人は語ることをもなす．そ

のうち，初禅には作用がある．語行が存在するから．一方，静止に到達する時，それら（三

つの行）の順次の滅は，二禅より始まって，順次の定に入っている人にある12． 
 

この前提に立つと，四禅以上の状態では，思があるにも関わらず，そのはたらき，すなわ

ち尋や身・語の行為の発動がないということになる． 

言い換えれば，「本地分」が示す，五遍行としての思の性質，すなわち禅定の諸段階に遍在

することと，思の具体的なはたらき，すなわち尋などの発動との間には整合性が欠けている

ということになる．これは『瑜伽論』「本地分」が説く思の問題点であると言えよう．この問

題は「摂決択分」において再考されることになる． 

5.2 思に対する『瑜伽論』「摂決択分」の説明 

5.2.1 思の定義文に見られる「随与」 
「摂決択分」は，上記の「本地分中五識身相応地意地」を解説する際に，思を次のように

定義している．なお，思のはたらきについては，「本地分」とほぼ同様の説明を行っている13． 

                                                   
11 YBh 74, 1−5: tatra sakale kāmadhatau rūpadhātau ca prathamadhyāne dhyānāntarikaṃ samāpattyupapattikaṃ 
sthāpayitvā savitarkā savicārā bhūmiḥ samāpattyupapattikaṃ dhyānāntarikam *avitarkā vicāramātrā bhūmiḥ | ... 
dvitīyaṃ dhyānam upādāyāvaśiṣṭo rūpadhātuḥ sakalaś cārūpyadhātur avitarkāvicārā bhūmiḥ | 
(*avitarkāvicāramātrāを avitarkā vicāramātrāに改めた) 
12 SamāhitāBh 207, 1−5: nirodhaṃ samāpadyamānasya katham anupūrveṇa trayaḥ saṃskārā nirudhyante? 
dvayam idam: cāro vihāraś ca. tatra cāre vartamānaḥ kathām api karoti. tatra prathamasya dhyānasya vyāpāro 
vāksaṃskārasadbhāvāt. yadā tu vihāram ārabhate, tadā teṣāṃ dvitīyād dhyānāt prabhṛty anupūrvasamāpatter 
anupūrvanirodhaḥ. 
	 「三摩呬多地」のこの箇所に対して，『略纂』（84b20−21）は「二禅は語行を滅する．四禅は身行を
滅する．滅〔尽〕定は心行を滅する」と解説する（「二定滅語行．四定滅身行．滅定滅心行．故言次第

滅三種行」）． 
	 また，語行と身行の滅に関しては，『大毘婆沙論』（780c26−29）にも類似する説明が見られる：「身・
語行云何．謂從初靜慮入第二靜慮時，語行已滅．從第三靜慮入第四靜慮時，身行已滅．」（【訳】身行と

語行とは何か．初静慮（初禅）から第二静慮（二禅）に入った時，語行は滅した．第三静慮（三禅）

から第四静慮（四禅）に入った時，身行は滅したということである．） 
13 思のはたらきに関する「本地分」と「摂決択分」の記述は，チベット語訳と漢訳ではそれぞれ次の
ようになっている． 
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（チベット語訳 Text C 4.1.5）： 
sems pa gang zhe na/ gsum 'dus pa las dmigs pa de la tshor ba dang/ phrad pa dang/ 'bral 

('bral DPNG; 'brul C) ba'i phyir (phyir DPNG; ill. C) sems mngon par 'du byed pa gang yin 
pa'o//  

 

（漢訳 Text B 4.1.5）： 
思云何？謂三和合故令心造作，於所緣境隨與領納和合乖離。 

 

チベット語訳の sems mngon par 'du byed paと漢訳の「令心造作」の原語は cittābhisaṃskāra
であると推定される14．「摂決択分」は，*cittābhisaṃskāra を，所縁，すなわち認識対象と関
連付けて解説している．これは「本地分」や『集論』『五蘊論』の記述には見られない説明で

ある．この説明文はチベット語訳・漢訳とも簡潔に過ぎて文意が確定し難い．以下では，こ

の一文の意味を考察する． 

5.2.1.1 チベット語訳における思の理解について 

チベット語訳の中では，dmigs pa de la tshor ba dang/ phrad pa dang/ 'bral baという部分が特に
問題となろう．室寺ほか［2017］では，この定義文を次のように翻訳する． 
 

意思とは如何なるものか．〔感覚能力ないし思考能力と，対象と，認識という〕三者の和

合に基づき，その認識対象に対する感受と結び付いたり離れたりするために，心を造り上

げることである．（室寺ほか［2017：21］） 
 

この訳では，問題の部分は「所縁に対する感受と結合すること，または分離すること」（以

下，【理解 1】とする）を意味していると考えられている．この場合，tshor baは名詞であり，
結合・分離の対象である．	

一方，tshor baを動詞として，また直後の dangを並列の助辞として理解すれば，次のよう
に訳すことも可能である．	
  

思は何かと言うならば，三つが結合すること（触）に基づいて，その所縁に対して，感

受すること，結合すること，または分離することによって，心を作動させることである．（【理

解 2】とする） 
 

この場合，感受すること，結合すること，分離することの三つの動作はともに「所縁」を

対象とする． 

                                                                                                                                                              
	「本地分」（Text A-tib 4.4.4.5）：sems pa las ci byed ce na/ rtog pa dang/ (/ DPNG; om. C) lus dang (dang PNG; 
dang/ DC) ngag gi las (las DC; om. PNG) la sogs pa slong ba'i las byed do//（【訳】思は何をなすのかと言う
ならば，尋と，身〔業〕・語業などを発動するはたらきをなす．） 
	 「摂決択分」（Text C 4.3.5）：sems pa las gang dang ldan zhe na/ rnam par rtog pa dang/ lus dang ngag gi las 
kun nas slong ba'i las can yin no//（【訳】思は何のはたらきをもつのかと言うならば，尋（思考）と，身
〔業〕・語業を発動するはたらきをもつものである．） 
	 「本地分」（Text A-chi 4.4.4.5）：「思作何業？謂發起尋伺、身語業等為業。」（【訳】思は何のはたらき
をなすのか．尋伺や身〔業〕・語業などを発起することをはたらきとする．） 
	 「摂決択分」（Text B 4.3.5）：「思為何業？謂發起尋伺、身語業為業。」（【訳】思は何のはたらきをな
すのか．尋伺や身〔業〕・語業を発起することをはたらきとする．） 
14 「本地分」の思の定義文は cetanā katamā | cittābhisaṃskāraḥ || であった（第 5.1.1節参照）．この箇所
の cittābhisaṃskāraはチベット語訳では sems mngon par 'du byed pa，漢訳では「心造作」となっている
（注 18参照）． 
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要するに，dmigs pa de la tshor ba dangの tshor baを名詞として読むか，動詞として読むかに
応じて，dangの役割が変わり，この文に対する理解も異なることになる．【理解 1】では，結
合や分離の対象は感受となっているが，【理解 2】では，感受すること，結合すること，分離
することは，いずれも所縁を対象としている． 

5.2.1.2 漢訳における思の理解について 

上述のチベット語訳に対応する漢訳は「於所緣境隨與領納和合乖離」となっている．この

一節は漢文として難解である．初めに「於所緣境」（所縁としての対象に対して）とあり，何

らかの動作の対象が示されている．この後に「随与領納和合乖離」と続く．「和合」と「乖離」

は，対象との結合と分離を表す動作として理解できる．しかし，「隨與領納」の意味は明瞭で

はない．そもそも，この訳文の中の「隨與」（以下では「随与」と表記）という語はチベット

語訳には対応する語が見られない．一方，「領納」という語は，五遍行の「受」（vedanā）の
定義文の anubhavanā（経験すること，感受すること）の訳語であるため（注 18参照），「受」
の同義語であると理解できる．チベット語訳にある tshor baは一般的には vedanāの訳語であ
るが，ここでは anubhavanāの訳語である可能性を否定できない．いずれにしても，感受する
という動作を表していることは間違いないであろう． 

これに対して，「随与」の意味は明確ではない．一般的に「与」という字は，「与する」「と

（共に）」「与える」などの意味をもつ．これを「随」と組み合わせて「随与」という熟語を

作る例は珍しい．第 5.2.2.1 節で詳しく論じるように，「摂決択分」では，いま問題としてい
る一節に先立つ箇所に「境随与」という表現が見られる．これについては，基と同時代の学

僧たちの間でも解釈が分かれていた模様であり，「対象を心に随って転じさせる」（「令境随心

轉」）と理解する者もいれば15，「思はこの対象に随って，識とともに転じる」（「思随此境与

識倶轉」）と理解する者もいる16．前者は「随与」を「随って」と解釈しており，後者は「随」

と「与」に分けてそれぞれ異なる目的語を想定している．当時の中国の学僧にとっても，「随

与」は容易に理解できることばではなかったことが窺われる． 

5.2.2 「随与」と結合・分離の関係について 
5.2.2.1 「摂決択分」における行蘊の解説に見られる「随与」の用例 
「摂決択分」は，上述の五遍行の説明に先立ち，蘊について説明する．それによれば，受・

想・行蘊はそれぞれ眼・耳・鼻・舌・身・意との接触から生じるものと定義されている．し

たがって，受・想・行はそれぞれ都合六種類になる．第 1章第 1.2.1.2節に述べたように，初
期仏教以来，受想行蘊はしばしば，六受身，六想身，六思身と言い換えられることがある．

同様の解釈は『瑜伽論』の「本地分中声聞地」にも見られる17．すなわち，眼などの六根と

                                                   
15 『略纂』（188c8−9）：「備師云．謂思能發心，令境隨心轉．為之言作．作境隨與心也．」（【訳】備師
が言う．〔それは〕思は心を発し，対象を心に随って転じさせることができるということである．為す

は作すという意味である．〔すなわち〕対象の心に随与することを作す〔ということである〕.） 
16 『略纂』（188c7−8）：「景師云．謂於和合乖違等境，思隨此境，與識倶轉．」（【訳】景師が言う．和
合や乖違などの対象に対して，思はこの対象に随って，識とともに転じるということである．） 
	 ただし，このように「随」と「与」がそれぞれ境と識を目的語としていると理解することは，漢文

の解釈としては難しい．このように理解するのは景師だけである． 
17 ŚrBh-T1 108, 11−17: tatra vedanāskandhaḥ katamaḥ / ... ṣaḍ vedanākāyāś cakṣuḥsaṃsparśajā vedanā 
śrotraghrāṇajihvākāyamanaḥsaṃsparśajā vedanā / tatra saṃjñāskandhaḥ katamaḥ / ... ṣaṭ saṃjñākāyāś 
cakṣuḥsaṃsparśajā saṃjñā śrotraghrāṇajihvākāyamanaḥsaṃsparśajā saṃjñā / saṃskāraskandhaḥ katamaḥ / ṣaṭ 
cetanākāyāḥ cakṣuḥsaṃsparśajā cetanā, śrotraghrāṇajihvākāyamanaḥ saṃsparśajā cetanā /（【訳】また，受蘊と
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の接触によって生じるものであるため，受などの蘊は六種になるとされる．「摂決択分」のこ

の箇所では六受身などの表現は用いられていないが，背景にはこうした考え方がある． 

この説明文のチベット語訳によれば，受想行蘊，すなわち六受身，六想身，六思身それぞ

れの特徴は「経験すること」（myong ba），「表象させること」（kun tu shes par byed pa），「作動
させること」（mngon par 'du byed pa）である．漢訳では，これらを「領納」「等了」「造作」
と訳す．これらの特徴は，「本地分中意地」の五遍行としての受，想，思の定義と一致してお

り18，五遍行との関連性を示している．蘊と五遍行は異なる概念であるが，このように定義

が一致しているため，蘊の解釈は遍行を理解するための助けとなると考えられる． 

三種の蘊のうち，行蘊，すなわち思に対する説明の中に，「随与」という語が見られる． 
 
（漢訳 Text B 2.1.2−2.1.4）： 
問う．受〔蘊〕の自性は如何なるものか．答える．略して六種がある．すなわち眼〔の

接触〕などの六触によって生じたものである．（中略）また，すべての受はみな領納の相〔を

もつ〕． 
問う．想〔蘊〕の自性は如何なるものか．答える．これも前のように六種があると知ら

れるべきである．（中略）また，すべての想はみな等了の相〔をもつ〕． 
問う．行〔蘊〕の自性は如何なるものか．答える．これも前のように六種があると知ら

れるべきである．また，この行〔蘊〕の相は，五種類によって心を造作させる．一は，対

象の随与をなすこと，二は，それ（対象）の合会をなすこと，三は，それ（対象）の別離

をなすこと，四は，雑染の行為を発することができること，五は，心を自在に転じさせる

ことである．また，この行〔蘊〕の相は略して三種がある．一は善行，二は不善行，三は

無記行である．また，すべての行はみな造作の相〔をもつ〕19． 
 

（チベット語訳 Text C 2.1.2−2.1.4）： 
受〔蘊〕は何かというならば，それは六種と観察されるべきである．すなわち，眼・耳・

鼻・舌・身・意の接触から生じたものである．（中略）〔受は〕すべてもまた経験すること

という特徴をもつものである． 
想〔蘊〕とは何かと言うならば，それも前と同様に，六種〔と観察されるべき〕であ

る．（中略）すべてもまた表象させることという特徴をもつものである． 
諸行とは何かと言うならば，それらもまたまさに前と同様に，六種〔と観察されるべき〕

                                                                                                                                                              
は何か．（中略）六受身，すなわち，眼との接触によって生じる受，耳・鼻・舌・身・意との接触によ

って生じる受である．また，想蘊とは何か．（中略）六想身，すなわち，眼との接触によって生じる想，

耳・鼻・舌・身・意との接触によって生じる想である．行蘊とは何か．六思身，すなわち，眼との接

触によって生じる思，耳・鼻・舌・身・意との接触によって生じる思である．） 
18 Text A 4.4.2.3−4.4.2.5: vedanā katamā | anubhavanā || saṃjñā katamā | saṃjānanā || cetanā katamā | 
cittābhisaṃskāraḥ ||（【訳】受とは何か．経験することである．想とは何か．表象することである．思と
は何か．心を作動させることである．） 
	 この箇所は漢訳では「受云何？謂領納。想云何？謂了像。思云何？謂心造作。」，チベット語訳では
tshor ba gang zhe na/ (/ PNG; om. DC) myong ba'o// 'du shes gang zhe na/ kun shes pa'o// sems pa gang zhe na/ 
sems mngon par 'du byed pa'o// (// DPNG; / C) となっている（Text A-chi, Text A-tib 4.4.2.3−4.4.2.5参照）． 
19 Text B 2.1.2−2.1.4：「問：何等是受自性？答：略有六種。謂依眼等六觸所生。（中略）又一切受皆領
納相。 
	 問：何等是想自性？答：此亦六種，如前應知。（中略）又一切想皆等了相。 
	 問：何等是行自性？答：此亦六種，如前應知。又此行相由五種類令心造作。一為境隨與，二為彼合

會，三為彼別離，四能發雜染業，五令心自在轉。又此行相略有三種。一者善行，二不善行，三無記行。

又一切行皆造作相。」 
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である．また，それは次のようにである．すなわち，対象に適応させることと，それ（対

象）と結合されるべきことと，それ（対象）から分離されるべきことと，雑染と業が執ら

れるべきことと，心によって支配されるべきこととによって，心を作動させることは五種

であると観察されるべきである．諸行は略して，善と不善と無記のものである．すべても

また作動させることという特徴をもつものである20． 
 

ここでは，心を作動させることの具体的内容として，五種を挙げて解説している．漢訳の

「随与」に対応するチベット語は，mthun par byed paであると考えられる．すなわち，この
「随与」は，結合・分離と共に，心を作動させることの一つと数えられており，この三つは

いずれも，認識対象に対するはたらきであることが明示されている． 

5.2.2.2 「摂決択分」における思の定義文の構造について 

第 5.2.1.2 節に述べたように，思の定義文の漢訳に見られる「於所緣境随与領納和合乖離」
という一節の中で，「所縁境」は動作の対象を意味し，「和合」と「乖離」はその対象との結

合と分離の動作を意味すると理解できる．「領納」も，感受するという動作を表していると考

えられる．しかし，「随与領納」の構造は明瞭ではない．すなわち，「随与」も動作を表す語

として理解できるが，その動作の対象は，直後の「領納」か，あるいは直前の「所縁境」か，

二通りの解釈が可能である．前者の場合，この一節は「所縁境に対して，領納することに随

与し，結合または分離する」と理解できる．しかし，前節で述べた行蘊の説明文に照らせば，

後者，すなわち「随与」は「所縁境」を対象とする動作を意味すると理解する方が妥当であ

ろうと思われる．この解釈に従えば，「領納」も「所縁境」を目的語として，「所縁としての

対象を感受する」という動作を意味すると考えられる．要するに，「随与」「領納」「和合」「乖

離」はいずれも動作を表す語であり，「所縁境」を目的語としている． 

玄奘訳『瑜伽論』に対する基の注釈『略纂』も同様の捉え方をしている．『略纂』は，行蘊

についての説明文の中の「為境随与」に対して，この思の定義文を援用して「随与および領

納〔させる〕」（「随与与領納」）と解説し，「領納」は「随与」とともに起るものであるとして

いる21．  

以上の議論に基づいて，「摂決択分」の思の定義文の漢訳は， 
 

思とは何か．三和合（触）の故に，心を造作させることであり，所縁としての対象に対

して，随与して領納すること，和合すること，または乖離することである．  
 

と理解できる． 

                                                   
20 Text C 2.1.2−2.1.4: tshor ba gang zhe na/ de ni rnam pa drug tu blta bar bya (bya PNG; bya ba DC) ste/ mig 
dang/ (/ DCN; om. PG) rna ba dang/ sna dang/ (/ DCPG; om. N) lce dang/ lus dang/ yid kyi 'dus te reg pa las 
byung ba'o// (// DCNG; / P) ... thams cad kyang myong ba'i mtshan nyid yin no/ 

'du shes gang zhe na/ de yang snga ma bzhin du rnam pa drug go//... thams cad kyang kun tu (tu PNG; du DC) 
shes par byed pa'i mtshan nyid yin no// 

'du byed rnams gang zhe na/ (/ DPNG; om. C) de dag kyang snga ma kho na bzhin du rnam pa drug go// de 
yang 'di lta ste (ste DCNG; ill. P) yul dang mthun par byed pa dang/ (/ DPNG; // C) de dang phrad (phrad 
DPNG; ill. C) par bya ba dang/ de dang bral (bral DC; 'bral PNG) bar bya ba dang/ kun nas nyon mongs 
pa dang/ las (las DCNG; lus P) kun tu (tu PNG; du DC) blang bar bya ba dang/ sems kyis dbang bsgyur bar (bar 
DCNG; ba P) bya ba'i phyir sems mngon par 'du byed pa rnam pa lngar (lngar DCN; sngar PG) blta bar bya'o// 
'du byed rnams ni mdor bsdu na dge ba dang mi dge ba dang lung du ma bstan pa dag ste/ (/ N; om. DCPG) 
thams cad kyang mngon par 'du byed pa'i mtshan nyid yin no// 
21 『略纂』（188c10−11）：「由思令心於所緣境隨與與領納，不須言和合等．」（【訳】思は心を所縁として
の対象に随与と領納させるので，和合などを説く必要がない．） 
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第 5.2.2.1 節の冒頭に述べたように，「摂決択分」では，行蘊の説明文が五遍行の思の定義
文に先立っている．両者とも心の作動の有り様に関する説明である．漢訳の場合，「随与」は

結合と分離とともに，対象に関する動作の一つとして示されている．これに対して，チベッ

ト語訳における行蘊の説明文では，「対象に適応させること」（yul dang mthun par byed pa）と
いう訳文が漢訳の「為境随与」に対応していると考えられる．しかし，チベット語訳では，

五遍行の思の定義文に，漢訳の「随与」に対応するものが見当たらず，訳文も二通りに解釈

し得るなど，安定していない．チベット語訳が原文の趣旨をどの程度正確に伝えているかに

は疑問が残り，資料としての信頼性に不足があると言わざるを得ない．この前提に立って，

以下は漢訳を重視しつつ「随与」について考察する． 

5.3 「随与」について 
「随与」という語を用いて五遍行の思を説明する例は，基本的には『瑜伽論』「摂決択分」

のこの箇所にしか見られない22．第 5.2.1.2 節で触れたように，「与」という字は，「与する」
「と（共に）」「与える」など様々な意味をもつため，「随与」という語の意味は確定し難い．

漢文として読むと，おそらく「随与」は「随って与する」，つまり「随う」と理解することに

なろう．この場合，「境随与」は，「対象に随うこと」を意味することになる． 

5.3.1 「本地分」に見られる「随与」の原語 
『瑜伽論』「本地分」のサンスクリット語原文と玄奘訳とを対照すると，「声聞地」と「菩

薩地」では，「随与」は anupradānaの訳語であることが認められる23．  

このうち，「菩薩地」では，菩薩の清浄なる戒の功徳について説明する際に，次のように述

べている． 
 

また，次のものは菩薩の，四つの功徳と結びついた自性戒である．（中略）無上の正等覚

の果報を理解し〔他に〕与えることと〔結びついた〕，大きな果報と利益を有する〔自性戒〕

と知られるべきである24． 
 

ここで，「随与」（anupradāna）は，基本的には「与えること」を意味していると考えられ
るが，接頭辞 anu と pra が付されることによって，どのようなニュアンスが加わっているの
かは不明である． 

                                                   
22 『瑜伽論』の内容を要約する『顕揚論』（T31, 481a29−b4）は，思についても「和合」「随与」など
の語を用いて説明している（「思者，謂令心造作得失倶非，意業為體．或為和合，或為別離，或為隨與，

或為貪愛，或為瞋恚，或為棄捨，或起尋伺，或復為起身語二業，或為染汚，或為清淨行，善・不善・

非二為業」）．ここでは，「随与」は挙げられているにとどまり，解説は行われていない． 
23 「本地分中意地」では，「隨與一煩惱隨煩惱相應所起分別」（280c13−14, 対応原文 YBh 12, 20−21：
anyatamenānyatamena vā kleśopakleśena yaḥ samprayuktaḥ saṅkalpaḥ）という一文の中に，「隨與一」と
いう訳語が見られるが，これは「某の一つの〔煩悩・随煩悩〕と〔相応する〕」（すなわち「與隨一〔煩

悩・随煩悩相応〕」）を意味しており，「摂決択分」の上記の箇所の「隨與」とは関係がない． 
24 BBh 138, 9−17: tat punar etac caturbhir guṇair yuktaṃ svabhāvaśīlaṃ bodhisattvānāṃ... 
mahāphalānuśaṃsaṃ veditavyaṃ anuttarasamyaksaṃbodhiphalaparigrahānupradānatayā. 
	 この箇所は，漢訳（511a9−10）では「如是菩薩具四功德自性尸羅．（中略）應知即是能獲大果勝利淨
戒，攝受隨與無上正等菩提果故．」，チベット語訳（D wi 74b2−5; P zhi 85b2−6）では byang chub sems dpa' 
rnams kyi tshul khrims kyi ngo bo nyid yon tan bzhi dang ldan pa ... bla na med pa yang dag par rdzogs pa'i 
byang chub kyi 'bras bu yongs (yongs D; yong P) su 'dzin cing sbyin par byed pas 'bras bu dang phan yon che 
bar rig par bya'o// となっている． 
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一方，「声聞地」では，止観の修行，つまり禅定の修行に関する説明の中に「随与」の用例

が見られる．「声聞地」は，止と観を解説した後，捨（upekṣā）について説明するが，その中
で「随与」（anupradāna）が用いられている．以下，捨に関する一節を引用する． 
 

捨とは何か．それは，止〔という側面〕と観という側面の所縁に対して，汚れのない心

をもっている者の心が平等であること（cittasamatā）である．〔また捨は〕等しく自然に活
動することである．また〔捨は〕活動に適している心をもっている者の活動にふさわしい

ことである．努力することなく活動するという〔活動にふさわしいこと〕は，心のanupradāna
である25． 

 

この「声聞地」の記述は，捨に関する説明である．禅定の初めの段階では，止，観などを

行うが，それらを適切に修した後，人は，心が平等であること（cittasamatā），等しく自然に
活動すること（prasaṭhasvarasavāhitā）26，活動にふさわしいこと（karmaṇyatā）という特徴を
もつ捨の状態に入る．このうち，活動にふさわしいこととは，努力することなく活動するこ

とであり，そのような状態の中に心の anupradānaというものがある，と説明される． 

「摂決択分」の思の定義文は，心と所縁との関係を説明しているため，「随与」の用法に，

「声聞地」の「随与」（anupradāna）との類似点が認められる．しかし，このような共通点が
ありながらも，両者の文脈は全く同様ではない．「声聞地」の記述は禅定の修行を背景として，

止観の所縁について説明している．一方，「摂決択分」は，禅定や止観などについては明言し

ていない．また，「摂決択分」は所縁に対する「随与」「和合」「乖離」の三つを並列して説い

ているが，「声聞地」の記述にはこれが見られない． 

5.3.2 「摂決択分中菩薩地」における「随与」の用例 
第 5.2.1 節と第 5.2.2.1 節に示した「摂決択分中意地」の二つの箇所，すなわち，五遍行の
思の定義文と行蘊の説明文においては，思についての解説に三つの共通点が見られる．まず，

思は触にもとづくものである．また，思は心を作動させるもの（abhisaṃskāra）である．最後
に，思の作動の具体的な有り様として，所縁に対する「随与」，結合，分離が挙げられる．こ

れらの三つの共通点は思の特徴であると考えられる． 

「摂決択分中菩薩地」には，この三つの特徴のうち，二番目と三番目が見られる箇所があ

る．そこでは，遍計所執性への執着に関する説明の中で，「随与」，結合，分離の三つの作動

が取り上げられている． 
 

（チベット語訳）：  
遍計所執性に対する執着は要約して言うと，二種類であると知られるべきである．すな

                                                   
25 ŚrBh-S 393, 6−9: tatropekṣā katamā | yā ālambane asaṃkliṣṭacetasaḥ cittasamatā śamathavipaśyanāpakṣe | 
*prasaṭhasvarasavāhitā | karmaṇyacittasya ca karmaṇyatā, cittasyānupradānam anābhogakriyā | 
（*prasaṭhasvarasaṃvāhitāを prasaṭhasvarasavāhitāに改めた） 
	 この箇所は漢訳（456b8−11）では「云何為捨．謂於所緣心無染汚心平等性，於止觀品調柔正直任運
轉性，及調柔心有堪能性．令心隨與，任運作用．」，チベット語訳（D dzi 144b1−2; P wi 174a4−6）では
de la btang snyoms gang zhe na/ zhi gnas dang/ lhag mthong gi phyogs kyi dmigs pa la sems kun nas nyon 
mongs pa med pa'i sems mnyam pa nyid dang/ rnal du bab pa (pa P; ba D) dang/ rang gi ngang gis 'jug ('jug D; 
'dzin P) pa dang/ sems nyams bde ba dang/ sems las su rung ba'i rjes su rtsol ba med pa'i bya bas gtod pa gang 
yin pa'o// となっている． 
26 prasaṭhaは，漢訳では「調柔正直」，チベット語訳では rnal du bab pa（落ち着く）と訳されている．
この語の意味は明瞭ではないが，『瑜伽論記』（465b11−12）は「調柔正直」について，「止觀均平」（止
と觀が平均していること）と解説している．文脈から見ても，等しさを意味していると考えられよう． 
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わち，作動させることによる執着と，名称の習慣による執着である．そのうち，作動させ

ることによる執着は五種類であると知られるべきである．すなわち，貪という作動させる

ことと，瞋という作動させることと，結合するという作動させることと，分離するという

作動させることと，捨に安定するという作動させることとである27． 
 

（漢訳）： 
さらに，遍計所執自性執は略して二種があると知られるべきである．一に，加行執，二

に，名施設執．加行執はまた五種あると知られるべきである．一に，貪愛の加行によるも

の，二に，瞋恚の加行によるもの，三に，合會の加行によるもの，四に，別離の加行によ

るもの，五に，捨随与の加行によるもの28． 
 

チベット語訳の mngon par 'du byed paは abhisaṃskāraの訳語であると推測される（注 14参
照）．これに対し，漢訳では「加行」となっているが，「加行」という語は abhisaṃskāraの訳
語としてしばしば用いられる．これは思の第二番目の特徴である．さらに，この一節の漢訳

は，結合，分離，「随与」の三つの作動について述べている．これは思の第三番目の特徴であ

る． 

ただし，漢訳では，「随与」が「捨随与」になっており，「随与」と共に「捨」が説かれて

いる点が異なっている．直前の節に示した「声聞地」の記述によれば，禅定の修行における

捨という状態には，「随与」（anupradāna）というはたらきがある．このことから，捨と「随
与」は関連する概念であることが窺われる． 

一方，チベット語訳では，「捨随与」に対応するのは btang snyoms su 'jog paである．この
中の btang snyomsは「捨」に対応すると考えられ，「随与」に対応するのは	'jog paである．
「声聞地」の記述の中の anupradānaは，チベット語訳では gtod paと訳されている（注 25参
照）．gtod paという語には，心の集中という意味があり，これを意味する場合は，'jog paと
言い換えられることがある29．したがって，ここの 'jog paは anupradānaの訳語と考えられる． 

この「摂決択分中菩薩地」の記述を「摂決択分中意地」の記述と比較すると，文脈上の違

いはあるものの，結合，分離，「随与」の三つの作動について説明しているという点では共通

している．したがって，両者は「随与」という作動に関して共通の理解を有していることが

予想される．「声聞地」は，「随与」と捨との関連性を示している一方，結合や分離には言及

していない．しかし，「摂決択分中菩薩地」では，「随与」とともに捨に言及し，「随与」と捨

の関連を示している． 

5.4 「本地分中有尋有伺地」の anupradānātについて 
以上の考察により，「随与」は捨の状態における心のはたらきであり，その原語は anupradāna
である可能性が高いことが分かった．anupradānaという語は，「菩薩地」では，基本的には「与
えること」を意味する．これに対して，「声聞地」では，捨について説明する際に anupradāna

                                                   
27 チベット語訳（D zi 20b3−5; P 'i 22a5−7）：kun brtags pa'i ngo bo nyid du 'dzin pa ni mdor bsdu na/ rnam pa 
gnyis (gnyis D; gnyas P) su rig par bya ste/ mngon par 'du byed pas 'dzin pa dang/ ming gi (gi D; gis P) brdas 
'dzin pa'o/ de la mngon par 'du byed pas 'dzin pa ni rnam pa lngar rig par bya ste/ rjes su chags pa'i mngon par 
'du byed pa dang/ khong khro ba'i mngon par 'du byed pa dang/ phrad pa'i mngon par 'du byed pa dang/ 
'bral ba'i mngon par 'du byed pa dang/ btang snyoms su 'jog pa'i mngon par 'du byed pa'o// 
28 漢訳（704a7−10）：「復次，遍計所執自性執當知略有二種．一加行執，二名施設執．加行執當知復有
五種．一貪愛加行故，二瞋恚加行故，三合會加行故，四別離加行故，五捨隨與加行故．」 
29 Negi p. 1728参照． 
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が用いられており，「菩薩地」における anupradāna とは異なることを意味しているかの印象
をうける．しかしながら，思，あるいは捨に関する記述はいずれも簡潔で，anupradāna の意
味は特定し難い30． 

『瑜伽論』「本地分中有尋有伺地」の Bhattacharya校訂本（以下 Bh-ed）では，離間語（「告
げ口」のこと）についての説明文に anupradānātという表現が見られる．捨とは文脈は異なる
が，この離間語に関わる一文も，anupradāna という術語を理解するための手掛かりとなると
考えられる． 

5.4.1 「有尋有伺地」の記述とその問題点 
離間語は，十悪業道の中の語（vāc）に関わる業道の一つで，「有尋有伺地」において解説
されている．Bh-edの該当箇所では，次に示すように，anupradānaが単数従格の形（anupradānāt）
で用いられる．（比較の便宜上，ダンダは，写本に基づくものは“|”，Bhattacharya が独自に
施したものは“/”によって示す．） 
 

Bh-ed 175, 8−176, 3:  
paiśunikaḥ khalu bhavatīty uddeśapadaṃ bhedābhiprāyatvād vibhedakaḥ / eṣāṃ śrutvā teṣām 

ārocayati | teṣāṃ vā śrutvaiṣām ārocayatīti / yathāśrutabhedānukūlaṃ vacanaṃ / samagrāṇāṃ bhettā 
bhavati viprītisaṃjananatayā / bhinnānāṃ cānupradānāt prītiḥ sambhavati | gopanatayā 
vyagrārāmo bhavati viprītisaṃjanane kliṣṭacittatayā | vyagrarataḥ prītisambhavavilopane 
kliṣṭacittatayā vyagrakaraṇīṃ vācaṃ bhāṣate ’śrutvā vā paraprayojanatayā vā / samāsārthaḥ punar 
bhedābhiprāyatā abhinnabhedaprayogatā bhinnabhedaprayogatā bhedakliṣṭacittatā paraprayojanatā 
ca paridīpitā bhavati //  

 

引用文の中ほどの，網かけした一文に，bhinnānāṃ cānupradānātという表記が見られる．し
かし，写本の該当箇所は，次に示すように，bhinnānāṃ cānupradānāṃという複数属格の形に
なっている． 
 

MS 48a1−3:  
paiśunikaḥ khalu bhavatīty uddeśapadaṃ | bhedābhiprāyatvād vibhedakaḥ eṣāṃ śrutvā teṣām 

ārocayati | teṣāṃ vā śrutvaiṣām ārocayatīti yathāśrutabhedānukūlaṃ vacanaṃ samagrāṇāṃ bhettā 
bhavati | viprītisaṃjanatayā bhinnānāṃ cānupradānāṃ prītisambhavati | lopanatayā vyagrārāmo 
bhavati viprītisaṃjanane kliṣṭacittatayā | vyagrarataḥ prītisambhavavilopane kliṣṭacittatayā 
vyagrakaraṇīṃ vācaṃ bhāṣate ’śrutvā vā paraprayojanatayā vā samāsārthaḥ punar bhedābhiprāyatā | 
abhinnabhedaprayogatā | bhinnabhedaprayogatā bhedakliṣṭacittatā paraprayojanatā ca paridīpitā 
bhavati |  

 

また，後に述べるように，漢訳，チベット語訳ともに従格への訂正を支持していない． 

根拠となる資料がないにもかかわらず，Bhattacharyaはあえて写本の読みを訂正している．
写本の読み方では意味が通じないと判断したのであろう．実際，この一箇所だけではなく，

校訂本 Bh-ed と写本を比較すると，Bh-ed ではダンダの位置が頻繁に修正されている．そも
そもこのテキストには，構文が不明確で，理解し難い箇所が多々ある．問題の一文（網かけ

                                                   
30 筆者は，楊［2019］において，「本地分中有尋有伺地」の anupradānātという表現について考察した．
本章第 5.4節は，上記拙論にもとづく．ただし，上記拙論では，紙幅の都合で一部の内容を省略した．
そのため，再録にあたり，内容を補訂した． 
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の箇所）の場合，写本では viprītisaṃjanatayā bhinnānāṃ cānupradānāṃ prītisambhavatiとなっ
ており，主語が明示されていない．これに対して，Bh-edでは三つの訂正が加えられている．
まずダンダの位置の修正により，文頭の viprītisaṃjanatayā を前の一文にかけている．次に
prītisambhavatiを prītiḥ sambhavatiに改め，prītiḥという主語を設けている．最後に，anupradānāṃ
を anupradānāt（anupradānaという動作名詞の単数従格）に改めている．しかし，この文の趣
旨は依然として明瞭でない． 

5.4.2 漢訳とチベット語訳が示す理解 
写本で bhinnānāṃ cānupradānāṃとなっている箇所は，漢訳では「別離を随印するとは」（隨
印別離者），チベット語訳では「分裂したものたちを不和にするとは」（bye ba rnams mi 'dum par 
byed ces bya ba ni）と訳されている．漢訳の「随印する」という訳語は意味が明確ではない31．

一方，チベット語訳の「不和にする」も，既に分裂したものたちを不和にするということに

なり，やや理解し難い． 

この一節において，漢訳とチベット語訳はともに不明瞭な点があるものの，次の点に関し

ては一致している．すなわち，漢訳は「者」，チベット語訳は ces bya ba niによって，この一
節を引用文であるかのように扱っている．これに対して，サンスクリット原文は引用である

ことを示していない．Bhattacharyaはこの箇所のチベット語訳に疑義を呈するものの，注記す
るに留まる． 

実は，同様の問題はこの一箇所だけではなく，周辺に数箇所，見られる（原文に対応する

itiがある箇所は細い下線で，対応がない箇所はボールド＋波線で表記する）． 
 

（漢訳） 
「復次，離間語者者，此是總句．若為破壞者，謂由破壞意樂故．聞彼語已向此宣說，聞

此語已向彼宣說者，謂隨所聞順乖離語．破壞和合者，謂能生起喜別離故．隨印別離者，謂

能乖違喜更生故．憙壞和合者，謂於已生喜別離中心染汚故．樂印別離者，謂於乖違喜更生

中心染汚故．説能離間語者，謂或不聞，或他方便故．此中略義者，謂略顯示離間意樂，離

間未壞方便，離間已壞方便，離間染汚心，及他方便應知．」（316a14−23）  
 

（チベット語訳） 
phra ma can yin zhes bya ba ni bstan pa'i tshig go// (// D; / P) rnam par 'byed par byed pa zhes 

bya ba ni dbye ba'i bsam pa dang ldan pa'i phyir ro// 'di dag las thos nas de dag la zlos pa dang/ de 
dag las thos nas 'di dag la (la D; las P) zlos pa zhes bya ba ni/ dbye ba dang mthun pa'i tshig ji skad 
thos pa'o// mthun pa rnams 'byed par byed ces bya ba ni (ni P; na D) mi dga' ba bskyed pas so// bye 
ba rnams mi 'dum par byed ces bya ba ni/ dga' bar 'gyur ba gcod pas so// mi 'dum par dga' ba yin 
zhes bya ba ni nyon mongs pa can gyi sems kyis mi dga' ba bskyed pa'o// mi 'dum par mos pa zhes 
bya ba ni nyon mongs pa can gyi sems kyis dga' bar 'gyur ba dang (dang D; dang/ P) mi mthun par 
byed pa'o// (// D; / P) mi mthun par bya ba'i tshig smra ba zhes bya ba ni/ ma thos pa 'am/ gzhan la 
'chol ('chol em.; 'tshol D; tshol P) ba ste/ don mdor bsdu na/ dbye ba'i bsam pa dang/ ma bye ba 
dbye ba'i sbyor ba dang/ bye ba mi mthun par bya ba'i sbyor ba dang/ bye ba la nyon mongs pa can 
gyi sems yod pa dang/ gzhan la 'chol ('chol D; tshol P) ba yang yongs su ba stan pa yin no// (D tshi 
88b4−89a1; P dzi 102a5−102b1) 

 

                                                   
31 ちなみに，『瑜伽論記』では，この箇所について二通りの短い解説を行っている（T42, 357b15−16, 
357b20−21参照）． 
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サンスクリット原文には itiが二箇所あり，漢訳・チベット語訳の対応箇所は，引用文を提
示する「者」と zhes bya ba niを用いて訳出している．しかし，問題の箇所を含め，原文に iti
がないにもかかわらず，両訳では共通して引用文として訳出している箇所が六箇所ある． 

以上の論点をまとめると，二つの問題点が明らかになる．まず，『瑜伽論』のこの離間語に

関する記述は，全体的に構文が不明確であり，内容が理解し難い．一方，漢訳とチベット語

訳は原文と構造上の相違を示している．また，写本における bhinnānāṃ cānupradānāṃの中の
anupradānāṃ という表現は意味が明らかでない．その表現について漢訳とチベット語訳では
それぞれ異なる理解をしている． 

5.4.3 初期経典における関連箇所 
漢訳とチベット語訳において引用文とされている箇所は，サンスクリット原文の以下の箇

所（ボールドで表記）に対応していると考えられる． 
 

“paiśunikaḥ khalu bhavatī”ty uddeśapadaṃ | bhedābhiprāyatvād “vibhedakaḥ” “eṣāṃ śrutvā 
teṣām ārocayati | teṣāṃ vā śrutvaiṣām ārocayatī”ti yathāśrutabhedānukūlaṃ vacanaṃ 
“samagrāṇāṃ bhettā bhavati” | viprītisaṃjananatayā(1) “bhinnānāṃ cānupradānāṃ(2)” 
prītisambhavati(3) | lopanatayā(4) “vyagrārāmo bhavati” viprītisaṃjanane kliṣṭacittatayā | 
“vyagrarataḥ” prītisambhavavilopane kliṣṭacittatayā “vyagrakaraṇīṃ vācaṃ bhāṣate” ’śrutvā vā 
paraprayojanatayā vā samāsārthaḥ punar bhedābhiprāyatā | abhinnabhedaprayogatā | 
bhinnabhedaprayogatā bhedakliṣṭacittatā paraprayojanatā ca paridīpitā bhavati | (MS 48a1−3; Bh-ed 
175, 8−176, 3) 

(1) ˚saṃjanatayā MS; ˚saṃjananatayā Bh-ed, em.  (2) cānupradānāṃ MS; cānupradānāt Bh-ed.  (3) 

prītisambhavati MS; prītiḥ sambhavati Bh-ed.  (4) lopanatayā MS; gopanatayā Bh-ed.  ※ダンダは便宜的に写

本通りに示し，Bh-edとの差異は表記しない． 
 

試みに，これら引用箇所と見なし得る部分を抽出し，つなげてみると，次のようになる． 
 

paiśunikaḥ khalu bhavati vibhedakaḥ, eṣāṃ śrutvā teṣām ārocayati teṣāṃ vā śrutvaiṣām ārocayati 
samagrāṇāṃ bhettā bhavati bhinnānāṃ cānupradānāṃ vyagrārāmo bhavati vyagrarato 
vyagrakaraṇīṃ vācaṃ bhāṣate. 

 

ところで，初期経典では，離間語に関する記述の中に，この一文と類似するものがしばし

ば見られる．例えば，マッジマ・ニカーヤでは次のように述べられている（両者における類

似する部分を下線で示す）． 
 

Sāleyyakasutta (MN 41. Vol. 1, p. 286, 31−35):  
pisuṇāvāco kho pana hoti, ito sutvā amutra akkhātā imesaṃ bhedāya amutra vā sutvā imesaṃ 

akkhātā amūsaṃ bhedāya, iti samaggānaṃ vā bhettā bhinnānaṃ vā anuppadātā, vaggārāmo 
vaggarato vagganandī vaggakaraṇiṃ vācaṃ bhāsitā hoti.  
【訳】しかるに，離間語を言う者がいる．こちらを分裂させるために，こちらから聞い

てそちらに告げる者である．あるいは，そちらを分裂させるために，そちらに聞いてこち

らへ告げる者である．というように，和合しているものたちを分裂させる者，あるいは，

すでに分裂したものたちを anuppadāする者である．不和を喜び，不和を楽しみ，不和を嬉
しがり，不和にさせる言葉を言う者である． 
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アングッタラ・ニカーヤにもほぼ同様の経文がある32．したがって，『瑜伽論』のこの説明

文は，漢訳とチベット語訳が示すように，関連する経典の引用を挟みながら解説を行ってい

ることが分かる． 

5.4.4 anupradānāṃの形について 
上の経典では，『瑜伽論』の問題箇所に対応する部分は samaggānaṃ vā bhettā bhinnānaṃ vā 

anuppadātāとなっている．また，経典では，上記の引用文に続いて，十善業道が述べられる．
その中の離間語を離れた者についての説明文では，bhinnānaṃ vā sandhātā sahitānaṃ vā 
anuppadātā（分裂しているものたちを和解させる者，あるいは，すでに和解したものたちを
anuppadā する者）と述べる33．この二つの文は，離間語を言う者と，離間語を離れた者につ

いて述べており，anuppadātā という行為者名詞を用いている．この表現は，初期経典におい
てほぼ定型句となっているが，後者，すなわち離間語を離れた者の場合の anuppadātāの事例
がより多く見られる．また対応する内容は漢訳『中阿含』でも確認することができる34． 

さらに，「離間語を離れた者」については，『根本説一切有部律』の「破僧事」（SbhV 232, 24）
に，bhinnānām sandhātā bhavati; samagrāṇām cānupradātā35というサンスクリットの平行文が見

られる36．『瑜伽論』の問題箇所 samagrāṇāṃ bhettā bhavati bhinnānāṃ cānupradānāṃとは正反
対の内容となっているが，形式上，anupradātā，anupradānāṃの語を除けば，全く同様である．
その他，『十地経』では，第二離垢地の菩薩は離間語から離れているということについて，次

のように述べている． 
 

また，〔その菩薩は〕離間語から離れたものであり，有情を分裂させず，悩乱せずに振る

舞うものである．その〔菩薩〕は，そちらを分裂させるために，こちらから聞いてそちら

に告げる者ではない．こちらを分裂させるために，そちらから聞いてこちらに告げる者で

はない．和合しているものたちを分裂させたりしない．すでに分裂したものたちに

anupradā することをしない．不和を喜ぶものではない．不和を楽しむもの〔ではない〕．
真実なものでも不実なものでも，不和にさせる言葉を言わない37． 

                                                   
32 AN 10.206. Vol. 5, p. 293, 8−12: pisunāvāco hoti ito sutvā amutra akkhātā imesaṃ bhedāya, amutra vā sutvā 
imesaṃ akkhātā amūsaṃ bhedāya, iti samaggānaṃ vā bhettā bhinnānaṃ vā anuppadātā vaggārāmo vaggarato 
vagganandī vaggakaraṇiṃ vācaṃ bhāsitā hoti.   
33 Sāleyyakasutta (MN 41. Vol. 1, p. 288, 10−14): pisuṇaṃ vacaṃ pahāya pisuṇāya vācāya paṭivirato hoti, ito 
sutvā na amutra akkhātā imesaṃ bhedāya amutra vā sutvā na imesaṃ akkhātā amūsaṃ bhedāya, iti bhinnānaṃ 
vā sandhātā sahitānaṃ vā anuppadātā samaggārāmo samaggarato samagganandī samaggakaraṇiṃ vācaṃ 
bhāsitā hoti.  
34 離間語を言う者について，『中阿含』15経「思経」（T1, 437c14−16）では次のように述べる：「二曰
兩舌，欲離別他．聞此語彼，欲破壞此．聞彼語此，欲破壞彼．合者欲離，離者復離．而作群黨，樂於

群黨，稱說群黨．」（AN 10.207に対応．語業に関する内容は AN 10.207では省略されている．AN 10.206. 
Vol. 5, p. 295, 26−p. 296, 2参照） 
	 離間語を離れた者について，『中阿含』80経「迦絺那経」（T1, 552c1−5）では次のように述べる：「諸
賢．我離兩舌，斷兩舌，行不兩舌，不破壞他．不聞此語彼，欲破壞此．不聞彼語此，欲破壞彼．離者

欲合，合者歡喜．不作群黨，不樂群黨，不稱説群黨，我於兩舌淨除其心．」（ニカーヤに対応なし）  
35 bhinnānām (sic), samagrāṇām (sic). 
36 Chung, Fukita［2011：92−94］参照．「破僧事」の平行文については，筆者が日本印度学仏教学会第
69回学術大会発表後，八尾史博士（当時早稲田大学高等研究所講師）のご指摘を受けた． 
37 DBh-K 38, 10−14: piśunavacanāt prativirataḥ khalu punar bhavati | *abhedāviheṭhāpratipannaḥ sattvānāṃ sa 
netaḥ śrutvāmutrākhyātā bhavaty amīṣāṃ bhedāya | nāmutaḥ śrutvehākhyātā bhavaty eṣāṃ bhedāya | na 
*saṃhitān bhinatti na bhinnānām anupradānaṃ karoti | na vyagrārāmo bhavati | na vyagrarato na 
vyagrakaraṇīṃ vācaṃ bhāṣate | sadbhūtām asadbhūtām vā | (*abhedāviheṭāpratipannaḥを
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以上のことから，離間語の文脈では動詞anu-pra-√dāの派生語であるanupradātāやanupradāna
が定型表現として用いられていることが分かる．『瑜伽論』の当該の箇所も離間語を扱ってお

り，類似した表現が用いられていたものと推測される．文章表現の相似性から見ると，初期

経典とより一致していることは一目瞭然であろう．したがって，『瑜伽論』のこの説明文は，

離間語を言う者について述べる初期経典の文章を引用して解説を加えたものと推定される． 

5.4.5 anuppadātāの意味について 
anupradātā という語については，漢訳の阿含や論書では意訳が多く，意味を確定し難い38．

一方，マッジマ・ニカーヤのアッタカターでは，離間語を離れた者が anuppadātāとなる場合
について，次のように解説する． 
 

anuppadātāとは，和解を anuppadātā，〔すなわち〕二人が和解したのを見て，「このような
良家に生まれ，このような諸々の功徳を備えたあなたたちには，これが相応しいのだ」な

どと言い，強化する者（daḷhīkammaṃ kattā）という意味である39． 
 

類似例はディーガ・ニカーヤのアッタカター（DN-a, Vol. 1, p. 74, 23−26）にも見られる．
これらを主な根拠として，anuppadātā を「さらに与える者，励ます者，強める者，扇動する
者」と解釈することが見られる40． 

ところで，離間語を言う者について，アッタカターでは anuppadātāを upatthambhetāに言い
換えて，次のように解説する． 
 

「というように，和合しているものたちを分裂させる者」とは，このように，和合のも

の，〔すなわち，〕二人の友達を分裂させる者である．「あるいは，すでに分裂したものたち

を anuppadāする者」とは，「あなたはよくやった．それを数日だけやめていることで，あな
たに多大な不利益がなされるであろう」と，このように，分裂したものたちが再び和解し

ないよう，anuppadātā，〔すなわち〕確実にする者（upatthambhetā）であり，理由を示す者
という意味である41． 

 

upatthambhetā（固める者）は，上記のマッジマ・ニカーヤのアッタカターの中の daḷhīkammaṃ 
kattā の同義語として，「強化する者」の意味で用いられている可能性もあるが，upatthambh
に対応するサンスクリット語の upa-√stambhには「持続する，維持する」という意味もある．
この注釈の内容に照らせば，anu-ppa-√dāには，現在の状態を元に戻らないように持続させる
という含意があると考えられる． 

                                                                                                                                                              
abhedāviheṭhāpratipannaḥ，*saṃhitāṃを saṃhitānに改めた．DBh-R 24, 2−7参照．) 
38 例えば，「思経」と「迦絺那経」（注 34参照）ではそれぞれ，「離者復離」（離れた者をさらに離れ
させる）と「合者歡喜」（和合した者を喜ばせる）となっている．また，『集異門足論』（T26, 408b24．
注 41参照）では，「已乖離者令永間隔」（すでに乖離した者を永く隔たらせる）となっている． 
39 MN-a, Vol. 2, p. 207, 14−17: anuppadātā ti sandhānānuppadātā. dve jane samagge disvā, tumhākaṃ evarūpe 
kule jātānaṃ, evarūpehi guṇehi samannāgatānaṃ anucchavikam etan ti ādīni vatvā daḷhīkammaṃ kattā ti attho.  
40 CPD p. 203: “one who gives in addition (freely), i.e. who encourages, confirms, or incites”. 
41 MN-a, Vol. 2, p. 330, 33−p. 331, 4: iti samaggānaṃ vā bhettā ti evaṃ samaggānaṃ vā dvinnaṃ sahāyakānaṃ 
bhedakaro. bhinnānaṃ vā anuppadātā ti, suṭṭhu kataṃ tayā taṃ pajahantena1 katipāhen’ eva te mahantaṃ 
anatthaṃ kareyyā ti evaṃ bhinnānaṃ puna asandhānāya anuppadātā2 upatthambhetā, kāraṇaṃ dassetā ti attho. 
（1, 2. の句読点を取った．）  
	 『集異門足論』（408b24−29）には部分的に類似した記述が見られる． 
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5.4.6 まとめ 
以上のことから，「有尋有伺地」のこの離間語の説明文は，初期経典の定型句を引用し，間

に解説を挟み込んだものと考えられる．その中で，写本では anupradānāṃ，Bh-ed では
anupradānāt となっている問題の箇所は，経典の記述に照らせば，anupradātā と校訂すべきで
あろう．この場合，anu-pra-√dā は「〔状態を〕維持する，持続させる；強化する」という意
味を有すると考えられる． 

また，「有尋有伺地」におけるこの説明文の構造と内容は，次のように解釈し得る（経典の

引用文であろうと想定される箇所をボールドで示す）． 
 

paiśunikaḥ khalu bhavatīty uddeśapadaṃ | bhedābhiprāyatvād vibhedakaḥ / eṣāṃ śrutvā 
teṣām ārocayati | teṣāṃ vā śrutvaiṣām ārocayatīti yathāśrutabhedānukūlaṃ vacanaṃ / 
samagrāṇāṃ bhettā bhavati viprītisaṃjananatayā(1) / bhinnānāṃ cānupradātā(2) 
prītisambhavati(3) lopanatayā(4) / vyagrārāmo bhavati viprītisaṃjanane kliṣṭacittatayā | 
vyagrarataḥ prītisambhavavilopane kliṣṭacittatayā / vyagrakaraṇīṃ vācaṃ bhāṣate ’śrutvā vā 
paraprayojanatayā vā / samāsārthaḥ punar bhedābhiprāyatā abhinnabhedaprayogatā 
bhinnabhedaprayogatā bhedakliṣṭacittatā paraprayojanatā ca paridīpitā bhavati //  

(1) ˚saṃjanatayā MS; ˚saṃjananatayā Bh-ed, em.  (2) cānupradānāṃ MS; cānupradānāt Bh-ed; cānupradātā em.  
(3) prītisambhavati MS; prītiḥ sambhavati Bh-ed.  (4) lopanatayā MS; gopanatayā Bh-ed.  ※ダンダについては，

写本に基づくものは“|”，筆者によるものは“/”により示す． 

【訳】「離間語〔者〕がいる」とは総括する語句である．分裂させようとするものである

から，「分裂させるもの」〔という〕．「こちらのことを聞いてそちらに告げる．あるいは，

そちらのことを聞いてこちらに告げる」，すなわち聞いた通りの分裂に適する言葉を〔告げ

る〕．「和合しているものたちを分裂させる者である」〔，すなわち〕敵意を生じさせるもの

として．「また，すでに分裂したものたちを〔分裂した状態で〕持続する者」〔，すなわち〕

好意が起こりそうな人に対して，妨害するものとして．「不和を喜ぶものである」〔，すな

わち〕敵意を生じさせることに汚れた心をもつものとして．「不和を楽しむもの」〔，すな

わち〕好意が起こりそうなことを破壊することに汚れた心をもつものとして．「不和にさせ

る言葉を言う」〔，すなわち〕あるいは〔相手から〕聞かず〔不和にさせる言葉を言う〕，

あるいは他者を利用して〔不和にさせる言葉を言う〕．そして，要約：分裂させようとする

ことと，分裂していないものたちに対して分裂を行うことと，すでに分裂したものたちに

対して分裂を行うことと，分裂させることに汚れた心をもつことと，他者を利用して〔告

げさせる〕こととが明らかにされたことになる． 

5.5 本章の結論 
以上の考察から，「摂決択分中意地」における思の定義文「三和合故令心造作，於所緣境隨

與領納和合乖離」に見られる「随与」は，捨（upekṣā）と関連する概念であり，anupradāna
が原語として想定される．「有尋有伺地」の用例についての考察により，『瑜伽論』の中の

anu-pra-√dā は「〔状態を〕維持する，持続させる；強化する」を意味することが分かる．こ
の解釈に照らせば，第 5.3.1 節に示した「声聞地」の捨の説明文における cittasyānupradānam 
anābhogakriyā という一文は，「努力することなく活動するという〔活動にふさわしいこと〕
は，心の，〔その捨の状態を元に戻らないように〕持続させることである」と理解することが

できる．つまり，捨の文脈の「随与」（anupradāna）は「〔捨（平静）の状態を〕持続させる
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こと」を意味していると考えられる． 

第 5.2.1.2節で示したように，「領納」の原語は anubhavanāであると認められる．したがっ
て，「随与領納」は anupradāna と anubhavanā によって構成される複合語であると想定され，
『略纂』が解釈するように，連動した動作を表すものであると考えられる． 

以上の議論に基づいて，この定義文は次のようにと理解できる． 
 

思云何？謂三和合故，令心造作，於所緣境，隨與領納、和合、乖離。 
【訳】思とは何か．三和合（触）に基づいて，心を作動させることである．すなわち，

所縁としての対象に対して，〔捨（平静）の状態を〕持続させながら領納すること，和合す

ること，または乖離することである． 
 

思に関する「摂決択分」のこの定義文は，心（識）と認識対象との関係に限定してその作

動の有り方を解説している．特に「随与領納」という作動は禅定における捨（upekṣā）との
関連性が高い．これは，ほかの瑜伽行派文献には見られない，『瑜伽論』独自の理解である．

従来の研究では，思に対する瑜伽行派の理解は有部の理解とほぼ同じであるとされてきた．

しかし，以上の考察から，『瑜伽論』の思の理解は有部とは異なり，禅定を背景としているこ

とが明らかになった． 

捨（upekṣā）は，四禅以上の禅定にある心のはたらきである42．第 5.1.3 節では，「本地分」
の五遍行に関する記述に対して疑問を提起した．すなわち，思はすべての地にある心所であ

るにも関わらず，思のはたらきについての説明は，四禅以上の地には適用されない，という．

一つの可能性として，「摂決択分」の思の解釈は，「本地分」の記述に対して合理的な解釈を

与えようとしていたと考えられる． 

 

                                                   
42 『瑜伽論』「本地分中三摩呬他地」（SamāhitāBh 196, 7）: upekṣāsahagataḥ samādhiḥ katamaḥ? caturthād 
dhyānāt prabhṛti.（【訳】捨を伴う三摩地とは何か．四禅以上のものである．） 
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結論 
 

本研究では，『瑜伽論』を中心として，瑜伽行派の五遍行説を考察した．	

第 1章では，作意などの五心所に関する『瑜伽論』の説明を考察した．また，第 4，5章で
は，五心所の中の作意と思について，『瑜伽論』の説明において特に問題となる点を考察した．

この考察によれば，作意に関しては，有部の論書，特に比較的古い有部の論書は修道論的な

観点から論じる傾向があるのに対して，『瑜伽論』は，識を対象に向かわせ認識させるという

作意の機能を重要視する．触に関しては，有部の論書では，触は感官，対象，識の三つの結

合であるのか，あるいは，それとは別のものであるのかが一大問題とされるが，『瑜伽論』で

は特にこれを問題としていない．『瑜伽論』などの瑜伽行派の論書の説明を見れば，瑜伽行派

の関心は，感官，対象，識の結合から受の生起に至る過程における触の作用にある．瑜伽行

派は，触が対象の特徴を捉え，楽などの受に対応させ確定させるという作用を重要視して解

説しようとしている．想に関しては，『瑜伽論』などの瑜伽行派の論書は，想と言語表現との

関係を重んじて説明している．思に関しては，有部では意業との関係を重要視して説明する

のに対して，『瑜伽論』ではそのことは殊更問題とされていない．『瑜伽論』，特に「摂決択分」

の説明は識と認識対象との関係に限定してその作動の有り方を解説しており，禅定を背景と

して論じていることを窺わせる． 

従来の研究では，作意などの五心所に関する瑜伽行派の理解は有部の理解とほぼ同様であ

るとされてきた．しかし，第 1章の考察で明らかにしたように，五心所に関する『瑜伽論』
の説明には，有部と同様の，あるいは近似する表現がしばしば見られる一方，有部の論書に

は見られない，独自の要素もいくつかある．これらは，瑜伽行派独自の問題意識を反映して

いる．このことから，五心所に対する『瑜伽論』，および瑜伽行派の理解は，必ずしも有部の

説を踏襲していないことが明らかになる． 

第 2章では，「遍行」という概念について，『瑜伽論』を中心として，瑜伽行派の論書にお
ける関連する記述を検討した．遍在するという性質に関して，瑜伽行派の論書には，概ね二

種の解釈が見られる．ひとつは，『瑜伽論』に見られる，すべての状態の心に，すべての地に，

常に，心所が倶起するという解釈である．『瑜伽論』は，この四つは作意・触・受・想・思の

五心所の特徴であると考え，「摂決択分」において作意などの五心所を「遍行」（*sarvatraga）
という語によって総称する．この五心所以外の心所は，四つの特性の一部を有するか，ある

いはそのいずれも有さない．「摂決択分」ではそれらの心所を「非遍行」と総称する．欲など

の五心所はその代表的なものとして説明されている．遍行心所と別境心所についての『瑜伽

論』の議論においては，「本地分」でも「摂決択分」でも，アーラヤ識との相応については全

く言及が見られない． 

一方，遍在するとは八識に共通して存在することである，という解釈もある．八識すべて

が遍行心所と相応するということを初めて明言したのは『三十頌』である．八識に共通して

存在するという解釈は，『三十頌』の影響によって生まれたものであろう．	

先行研究では，瑜伽行派が十大地法を五遍行と五別境に二分した主な理由の一つは，作意

などの五心所はアーラヤ識を含め，すべての識に相応する一方，欲などの五心所はアーラヤ

識には相応しないということにあるとされている．しかし，第 2章の考察により，瑜伽行派
の最古の文献である『瑜伽論』は，八識との相応関係に基づいて五遍行と五別境を別に立て

ているのではないことが分かる．『瑜伽論』における遍行心所と別境心所についての議論は，
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心・心所の相応関係というより，むしろ，物事（vastu）が認識される過程における心所の状
態と働きに着目して遍行心所と別境心所を区別していると言える． 

第 3章では，アーラヤ識の五心所に関する『瑜伽論』の記述を考察した．	

先行研究では，アーラヤ識と心所の相応関係は『瑜伽論』「本地分」においては特に問題と

されていなかったが，「摂決択分」に至って，アビダルマに説かれる識の性質（心所との相応

関係など）がアーラヤ識の概念に追加された，と考えている．しかし，第 3章で明らかにし
たように，『瑜伽論』「本地分」の記述は，アーラヤ識が心所を伴うこと，また，そのアーラ

ヤ識の心所は，縁起説の名色支の名（nāman），すなわち再生の最初の段階における名である
ことを暗示している．一方，「摂決択分」では，アーラヤ識の心所は作意・触・受・想・思で

あると解説する．これはニカーヤにおける縁起説の名色支の名の解説と一致している．	

また，第 3章の考察により，『瑜伽論』はアーラヤ識と五心所の相応関係を述べているが，
その五心所は転識の五心所と区別されている，ということも明らかになった．言い換えれば，

「本地分」と「摂決択分」に説かれている五遍行の定義は転識の心所を説明するものであり，

その記述にはアーラヤ識の五心所が反映されていない．五遍行の定義に基づいてアーラヤ識

の五遍行を理解することはできない． 

従来の研究では，五遍行説は，有部の五心所の定義を継承しながら，五心所の遍在する性

質を八識に敷衍適用した，形式的な理論にすぎない，と見做されている．五遍行と十大地法

の間に形式上の関連性があることは一目瞭然である．しかし，本研究が明らかにしたように，

五遍行に関する『瑜伽論』の説明は十大地法とは異なる関心を示している．また，『瑜伽論』

のアーラヤ識が作意などの五心所と相応するという説は，必ずしも有部の思想を踏襲してい

るわけではなく，ニカーヤの思想に類似性を見いだすことができる．その意味で，この説は

六識の性質を機械的にアーラヤ識に敷衍したものであるとは言えない．アーラヤ識と五心所

の相応関係は，一見したところ五遍行の定義と整合的でないという印象をうける．しかし，

同じ『瑜伽論』の「本地分」と「摂決択分」では，アーラヤ識の心所と五遍行の理解が一貫

しており，教説として成り立っている． 

瑜伽行派のアビダルマに関する先行研究は，有部アビダルマとの比較にとどまり，初期経

典に遡って検討することは殆ど行われていない．しかし，本研究で示したように，瑜伽行派

のアビダルマは，有部とは異なる関心に基づいて，初期経典の教説を同派の理論体系におい

て再整理および再解釈している．『瑜伽論』では，時には，初期経典の難解な教説に対して同

派独自の解釈が呈示されていることもある．したがって，瑜伽行派のアビダルマを研究する

ことは，同派の教理（例えばアーラヤ識）に対する理解を深める上で重要であるのみならず，

初期経典の教説を理解するための手がかりともなる．この意味で，研究者は瑜伽行派のアビ

ダルマに，より大きな関心を払うべきであると言えよう． 

本研究で示したように，五心所に関する『瑜伽論』の説明は禅定を背景としていることが

窺われる．作意が現れる四つの原因についての『瑜伽論』の説明は，禅定の修行との関連性

を漠然と示している．これを見れば，瑜伽行派において，五遍行の教説は修行，例えば法の

観察や禅定に応用されている可能性が浮上する．また，『瑜伽論』などの瑜伽行派の論書では，

思は尋伺を発動するものであるとされている．このような見解は有部の論書には見られない，

瑜伽行派独自の解説である．瑜伽行派のこうした考え方はより深く探究する必要があるが，

本研究ではそこまで考察が及んでいない．今後の課題としたい． 
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Text B���T_Q>	���[G>57wyhKG3OG	�H�%nu�
�%sJ

{>�����ar.(+/'\q��	�Fr'8��"���%� 

Text C��E�
�T_Q>	���[G>57wyhKG3OG	�H�%nu�
�

%sJ{>�����,0-/tr.(+/'\q��	�Fr'8��"���%� 

2. <d��.(+/�uZ�\q�Y|�editorial policy��
# eC�Sigla and 

Abbreviations���������D{>�=��Si�%�  

�
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Text A 
 


�Fh[§��}[Q	���% 
�B­¡	²¬®Q�r�2*.3U X¤ 

 

¦z 

Text A�»�}[Q	��B¨«�l[	��n[	���%�B­¡	²¬®Q��
�»
-;.+913¥��£2*.3¹Bhattacharya�£ The Yogācārabhūmi of Ācarya Asaṅga, 
Calcutta, 1957º'v£��"�»�# ��X¤¹Text A-trº��%¼ 
��»v£������»�¤�0613¥¤'T���¼d���!»@¤��£2*

.3'H��s��%¼�

 

� -;.+913¥v£2*.3��
� 
� I���2*.3 
v£2*.3�Go�´���»0613<-*8c³ Chhag-pe-lha-khangq�O}�
O�¹R. Sāṅkr̥tyāyana�#$ 1936i�uj�&�"�»Göttingen^_#$L±�&�5
(:7�,4=º'I���¼ 
� Editorial Policy 

1. The division into paragraphs and the subtitles in [] is editorial.  
2. Folio numbers of Sanskrit manuscript and Bhattacharya’s critical edition are given in the () in 

the nearest subtitles, e.g., ‘‘MS 1b3l; Bh-ed 4, 1’’ means the text starts at folio 1b, line 3, the left 
segment in the manuscript, and page 4, line 1 in the Bhattacharya’s edition. 

3. Variants of daṇḍas are recorded.  
4. Characters written in the margin of are recorded. 
5. The following types of variants are not reported: 

• gemination of consonants, e.g., chanda written as cchanda, varṇa written as varṇṇa 
• alternative use of nasal consonants (ṅ, ñ, n, m, ṃ) 
• irregular use of sibilants (ś, ṣ and s) 
• indistinguishable b and v 
• non-application of sandhi 
• application and non-application of avagraha 

� Sigla and Abbreviations 
om.   omitted in  
em.  emended 
cf.  confer 
MS  manuscript 
Bh-ed critical edition of Yogācārabhūmi by Bhattacharya 
YBh-c Chinese translation of Yogācārabhūmi 
YBh-t  Tibetan translation of Yogācārabhūmi 
l  the text starts at the left segment in the MS 
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r  the text starts at the right segment in the MS 
m  the text starts at the middle segment in the MS 

       
� Editorial Signs 

·    illegible part of an akṣara due to physical damage 
··     illegible akṣara due to physical damage 
ø    unreadable akṣara(s) due to severe damage 
()    uncertain reading 
<>    additional akṣara(s) in the margin 
Italic (in text)  emendation 
|    daṇḍa 
||    double-daṇḍa 
|     half-daṇḍa 

 

� �¤�£2*.3¹Text A-chi (YBh-c)º��
� 
� I���2*.3 
�£�´���»
^����»
^����V°�&�
�
ª\¯����Y���

}'I���¼�}�# �W'E?���¼ 
T½
^�x�^���� 30M 
 (T)©½©��¹T½�`	º 
 (T){½{b�¹T½�K	º 
 (T)k½kf�¹T½�z	º 
 (T)g½gb�¹T½�a	º 
 (T)J½�J³�¥�}¹T½��	º 
 (T)�½�m³}¹T½��	º 
¯½ª\¯�»
A�^���� 27M¹SC»A�|e 1984�1996iRº 
p½pf��»
pf���� 18M¹SC»�]P�� 2000iRº 
·½¶·�»
¶·Nµ�^���� 15M¹/):»~Z^_� 1957�1976iRº 
�½���»
��^���SC}� 46M¹SC»�¢|e 2005iRº 

 
� Editorial Policy 

1. Taisho edition is used as the basic text.  
2. The division into paragraphs is editorial. 
3. Line numbers of the editions are given at the beginning of each partition. e.g., ‘‘T 580a29’’ 

means the text starts at page 580, upper column, line 29 in the Taisho edition. 
4. Chinese character variants are not reported, e.g., � written as y»  written as �»� 

written as >»� written as t»� written as �. 
5. Modern Chinese punctuation marks as follows are used. ‘‘»’’(comma), ‘‘�’’(enumeration 

comma), ‘‘½’’(colon)»‘‘�’’(full stop), ‘‘¾’’(question mark), ‘‘¸’’(exclamation mark), ‘‘	
	’’(dash). 
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� 0613¥¤�£2*.3¹Text A-tib (YBh-t)º��
� 
� I���2*.3 
�£�´��I����}�# �W'E?���¼ 

D sDe dge edition, No. 4035, sems tsam, tshi. 
C Cone edition, No. 4002, sems tsam, zhi. 
P Peking edition, No. 5536, sems tsam, dzi. 
N sNar thang edition, No. 4304, sems tsam, dzi. 
G Golden edition, No. 3539, sems tsam, dzi. 

 
� Editorial Policy 

1. sDe dge edition is used as the basic text.  
2. The division into paragraphs is editorial. 
3. Folio numbers of the editions are given at the beginning of each partition and in the () 

embedded in texts with abbreviations of each edition. e.g., ‘‘D4b2’’ means the text starts at folio 4b, 
line 2 in the sDe dge edition. 

4. The bsdu yigs occurred in P edition, N edition and G edition are not recorded. 
5. The indistinct uses of p and b, d and ng are not recorded. 
6. The alternative use of -gs and -ḍ or -ṭ in N and G editions are recorded. 

 

� Sigla and Abbreviations 
em. emended 
om. omitted in 
ill. illegible 
 

� Editorial Signs 
/ shad 
// gnyis shad 

 
 

 



 

 110 

Text A 
 

 [Part 1, Pañcavijñānakāyasamprayuktā bhūmiḥ prathamā]�
1.0 (MS 1b3l; Bh-ed 4, 1) 

pañcavijñānakāyasamprayuktā bhūmiḥ katamā | pañca vijñānakāyāḥ svabhāvataḥ |1 teṣāṃ 
cāśrayaḥ |2 teṣāṃ cālambanaṃ |3 teṣāṃ ca sahāyaḥ |4 teṣāṃ ca karma samāsataḥ 
pañcavijñānakāyasamprayuktā5 bhūmiḥ ||6 

1.1 (MS 1b3r; Bh-ed 4, 4) 
pañca vijñānakāyāḥ katame |7 cakṣurvijñānaṃ śrotraghrāṇajihvākāyavijñānaṃ8 ||9 

1.1.1 
1.1.1.1 (MS 1b3r; Bh-ed 4, 5) 

cakṣurvijñānaṃ katamat |10 yā cakṣurāśrayā rūpaprativijñaptiḥ ||  
1.1.1.2 (MS 1b4l; Bh-ed 4, 6) 

cakṣurvijñānasyāśrayaḥ katamaḥ |11 cakṣuḥ sahabhūr āśrayaḥ |12 manaḥ samanantara āśrayaḥ |13 
sarvabījakam āśrayopādātr̥ vipākasaṃgr̥hītam ālayavijñānaṃ bījāśrayaḥ | tad etad abhisamasya 
dvividha āśrayo bhavati |14 rūpī cārūpī ca |15 tatra cakṣū rūpī | tadanyo ’rūpī ||16  

cakṣuḥ katamat | catvāri mahābhūtāny upādāya cakṣurvijñānasaṃniśrayo rūpaprasādo 
(17 ’nidarśanaṃ sapratigham ||17) 

manaḥ katamat | yac cakṣurvijñānasyānantarātītaṃ18 vijñānaṃ ||19  
sarvabījakaṃ vijñānaṃ katamat | pūrvakaṃ prapañcaratihetum upādāya yaḥ sarvabījako vipāko 

nirvr̥ttaḥ ||  
1.1.1.3 
1.1.1.3.1 (MS 1b5r; Bh-ed 4, 12) 

cakṣurvijñānasyālambanaṃ katamat |20 yad rūpaṃ sanidarśanaṃ sapratighaṃ ||21  

                                                   
1 ˚taḥ | MS; ˚tas Bh-ed. 
2 | MS; om. Bh-ed. 
3 | MS; om. Bh-ed. 
4 | MS; om. Bh-ed. 
5 ˚sampra··ktā MS; ˚samprayuktā Bh-ed, em. cf.: ¤l YBh-c; ldan pa YBh-t. 
6 ˚miḥ MS; ˚miḥ || Bh-ed, em.  
7 ˚me MS; ˚me | Bh-ed, em. 
8 ˚kāyavijñānaṃ MS; ˚kāyamanovijñānaṃ Bh-ed. cf.: ÙÓ YBh-c; lus dang/ yid kyi rnam par shes pa YBh-t. 
9 | MS; || Bh-ed, em. 
10 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
11 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
12 | MS; | Bh-ed, em. 
13 āśra··ḥ | MS; āśrayaḥ | Bh-ed, em. cf.: � YBh-c; gnas YBh-t. 
14 ˚ti MS; ˚ti | Bh-ed, em. 
15 ca MS; ca | Bh-ed, em. 
16 ˚pī MS; ˚pī || Bh-ed, em. 
17 ˚darśanaṃ sapratigham MS; ˚darśanaḥ sapratighaḥ || Bh-ed. 
18 ˚vijñānasyā··ntarātītaṃ MS; ˚vijñānasyānantarātītaṃ Bh-ed, em. cf.: ¦Ó�âÜ6 YBh-c; mig gi rnam 
par shes pa'i sngon rol du 'das ma thag pa YBh-t. 
19 | MS; || Bh-ed, em. 
20 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
21 ˚ghaṃ MS; ˚ghaṃ | Bh-ed; ˚ghaṃ || em. 
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Text A7ö˂ 
 

͋Part 1�˓ˣȽŝĆ͌ 

1.0͋�˓ˣȽŝĆ͌ 

�.7˓ˣ2ɯ;.�0�IĆͅ�˓ˣȽŝĆ“28��͈Ǆ˛2"08”�.7˓ˣ1

�I͈?*(JGͅ�.7˓ˣ“58ƇHƀ��I͈?*(JG58ƀɷͅˇ˓Ĳ˗“��

I͈?*(JG58̓ʮ$IC7ͅsahāya“��I͈?*(JG588*G�ͅkarma“��

I͈ɼBI2”�.7˓ˣ2ɯ;.�0�IĆ1�I͈ 

1.1͋�˓ˣ͌ 

�.7˓ˣ28��͈ɂ˓�2�”ʈn͂nʙnˣ˓1�I͈ 

1.1.1͋ɂ˓͌ 

1.1.1.1͋ɂ˓7Ǆ˛͌ 

ɂ˓28��͈(J8ɂ�7ŰĨ�MƇHƀ2"”ʟ�*,ͅrūpa“5Ĳ$Iˇ˓Ǘʎ1

�I͈ 

1.1.1.2͋ɂ˓7ƇHƀ͌ 

ɂ˓7ƇHƀ28��͈ìƴ5ĥą$IƇHƀ8ɂ1�I͈ȼÍ7ƇHƀ8Ůͅmanaḥ“

1�I͈ɕĤ7ƇHƀ8”$=07ɕĤMƾ$I”ƇHƀͅˣ�“MĈƉ$I{�1�I

ͅāśrayopādātr̥“”ȮȔ5Øƙ J0�Iͅvipākasaṃgr̥hītam“Oojg˓1�I1͈(J1”�

s7C7Mɳƈ$I2”�ɕ̭7ƇHƀ54I �͈$4L,�Ț˛ȹ4C72̣Ț˛ȹ4C7

21�I͈(7z1”ɂ8Ț˛ȹ4C71�H”(J�ē7C78̣Ț˛ȹ4C71�I͈ 

ɂ28�� Ā͈®ɪ5F-0�Ǔż JI�”ɂ˓7ƇHƀ1�Iǻȉ4C7ͅ rūpaprasādo“
21�H”ʶ�4�C71�H”Ɔʻ7�IC71�I3͈ 

Ů28��͈(J8ɂ˓52-07”̌Mɘ�%5˶�á-*˓1�I͈ 

²07ɕĤMƾ$I˓28��͈ſˏͅprapañca“MůǑ$I2��˶á7àā5ĉ/�

0ȧ#*”²07ɕĤMƾ$IȮȔ1�I4͈ 

1.1.1.3͋ɂ˓7ƀɷ͌ 

1.1.1.3.1͋ĩɿ͌ 

ɂ˓7ƀɷ28��͈(J8ʶ�IC71�H”Ɔʻ7�Iʟ�*,1�I͈ 

  

                                                   
1 Schmithausen͋1987͉43͌âȒ͈  
2 rūpaprasāda5.�08�	ǂ͋2009͌âȒ͈ 
3 ˌpÅƾ̀2Ȥ�ʮǴ18”Ɔʻ7�IC7�”ɐ$�2�1�I�5ŝ#0”ʟͅȚ˛“Mrɕ

5Ä̭$I͈ɝp8”Ɔʻ��H”�.ʶ�IC71�I͈(J8ɂ˓7Ĳ˗1�I͈ɝ�8”Ɔʻ

8�I�”ʶ�4�C71�I͈(J5Ĳŝ$I78”ɂnʈn͂nʙnˣ�2���.7ŰĨ”�

F;ʈn͂nʙnˣ�2��Ā.7˓7Ĳ˗7”ëL&0�.1�I͈ɝr8”Ɔʻ74�”�.ʶ

�4�C71�I͈(J8Ů˓7Ĳ˗*IțǠ7Ț˛1�H”ǱÀƀƙʟ2Cõ9JI͈?*”p̀

7ˏƻ18”ǱÀƀƙʟ8ȏʰʟͅē5ʰÃ J4�ʮȎ”ǲ 5âȒ“1�I2ʺ̅$I͈ 
4 Schmithausen͋1987͉229, 509�514͌âȒ͈ 
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1.1.1.3.2 
1.1.1.3.2.0 (MS 1b5r; Bh-ed 4, 13) 

tat punar anekavidhaṃ |22 samāsato varṇaḥ saṃsthānaṃ vijñaptiś ca ||23  
1.1.1.3.2.1 
1.1.1.3.2.1.1 (MS 1b6l; Bh-ed 4, 14) 

varṇaḥ katamaḥ |24 tadyathā nīlaṃ pītaṃ lohitam avadātaṃ chāyātapa āloko ’ndhakāram abhraṃ 
dhūmo rajo mahikā25 nabhaś (26cāpy ekavarṇam26) ||  

saṃsthānaṃ (27katamat | tadyathā27) dīrghaṃ hrasvaṃ vr̥ttaṃ parimaṇḍalam aṇu sthūlam28 śātaṃ 
viśātaṃ unnatam avanatam ||  

vijñaptiḥ katamā |29 tadyathādānaṃ nikṣepaṇaṃ saṃmiñjitaṃ30 prasāraṇaṃ31 sthānaṃ niṣadyā 
śayyābhikramo ’tikrama ityevamādiḥ || 
  

                                                   
22 ˚dhaṃ MS; ˚dhaṃ | Bh-ed, em. 
23 ca MS; ca || Bh-ed, em. 
24 | MS; | Bh-ed, em. 
25 mahīkā MS; mahikā Bh-ed, em. cf.: é YBh-c; khug rna YBh-t. 
26 cāpy ekavarṇam MS; caikavarṇam || Bh-ed; cāpy ekavarṇam || em. cf.: 8ª�í¿ YBh-c; dang/ nam 
mkha' kha dog gcig pa'o YBh-t. 
27 katamatad˚ MS; katamat | tad˚ Bh-ed, em. 
28 ˚lam | MS; ˚lam Bh-ed, em. 
29 ˚mā MS; ˚mā | Bh-ed, em.  
30 saṃmiñjitaṃ MS; samiñjitaṃ Bh-ed. cf.: W YBh-c; bskum pa YBh-t. 
31 prasāraṇaṃ MS; om. Bh-ed. cf.: � YBh-c; brkyang ba YBh-t. 
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1.1.1.3.2͋ɂ˓7ƀɷ7Ä̭(7p͌ 

1.1.1.3.2.0͋ɳˌ͌ 

 G5(Jͅɂ˓7ƀɷ“8Ĕɕ1�I͈ɼBI2”ʟŎ2”ōȜ2”ʰÃ J*�ʮȎ�

ͅvijñapti“2��I5͈ 

1.1.1.3.2.1͋ˆˌ͌ 

1.1.1.3.2.1.1 

ʟŎ28��͈$4L,”̡n̿n˜nȸnŏn°nưn̎n̟nȑnĎn̠1�H”?

*”ɘͅ(G“Cpɕ7ʟŎ1�I6͈ 

ōȜ28��͈$4L,”̋nɊnȢōnºō7nŗɫnɤĖnŀGnE�@nÁnÂ1�

I͈ 

ʰÃ J*�ʮȎ�28��͈$4L,”åInƎ0Inƹ�In�9$nɛ.nŅIn

Ǖ*�Inʮ�nˡ�2��437F�4�21�I͈ 

  

                                                   
5 vijñapti8”ƾ̀DȤ�ʮǴ7ʮȎˏnǏˏ5��0”ē5ʰÃ J*ʮȎMƊ$ʯˉ1�H”F�


ʰʟ(2C˂ JI͈ĲǒŞ7 avijñaptiͅȏʰʟ“8”ē5ʰÃ J4�”ʮȎ7ǡĥŏ̦7�2

Mʰ$ͅǘ̀nsĺ͋1996͉121�122͌âȒ“͈  

?*”)«ʚˏ
D)̧ǝȣˏ
437ƾ̀ˏƻ18”ʟ�*,MʟŎ2ōȜ7�ɕ5Ä̭"0ˌư

$I�”
ʰÃ J*ʮȎ(2��ɕ̭8ˬ=0�4�ͅAKBh 6, 7�8 )̧͊ǝȣˏ
T29, 334a2âȒ“͈  
6 ɘMpɕ7ʟŎ2$Iʅ�Ƭ8”Ǚ5ɐ$F�5”)«ʚˏ
D)̧ǝȣˏ
437ƾ̀ˏƻ5��

0”pɕ7{Ŋ2"0Ƌ�GJ0�I͈ 

� ABKh 6, 10�13͉“viṃśatidhā” (10a) tadyathā nīlaṃ pītaṃ lohitam avadātaṃ dīrghaṃ hrasvaṃ vṛttaṃ 

parimaṇḍalaṃ unnatam avanataṃ sātaṃ visātaṃ abhraṃ dhūmo rajo mahikā cchāyā ātapaḥ ālokaḥ andhakāram 

iti | kecin nabhaś caikavarṇam iti ekaviṃśatiṃ saṃpaṭhanti |ͅ�˂ͅ Ʃʨ>�͋ 2014͉ 21 “͌,
�Üɕ1�I (͈

.?H”̡n̿n˜nȸn̋nɊnºǋnȢnÁnÂnȄG�n!G!Gn̟nȑnĎn̠nŏn°n

ưn̎1�I͈�Iʆ8”ɘCp.7ʟ1�I71”�ÜpMˍ@s�I “͈ 

� )̧ǝȣˏ
ͅ 334a11“͉
ƾˌ͈ʟƾ�Üpɕ͈ɘp̮ʟɝ�Üp (͈ͅ�˂,�I�ʆ��ʽ� �͈$

4L,�ʟ8�Üpɕ��I͈ɘ2��p.7ʟ8ɝ�Üp7C71�I “͈ 
7 Ȉ˂5��I vr̥ttaṃ parimaṇḍalam7Ĳŝɡƀ18”
Ƭ(
º(24-0�I͈�7�.7ˉ8)«

ʚˏ
5CƋ�GJ0�H”Ƞě˂2ȿː˂182C5
Ƭ(
º(24-0�I͈"�"”vr̥tta8p

ʝȹ58
º�(MŮô"0�I͈ǘ̀͋1997͉78�85͌8)«ʚˏ
7˅Ōɡƀ5.�0ʅı"”vr̥tta

2 parimaṇḍalaM
Ƭ(
º(7Ůô1ʺ$I�28̞"�”ɛ�ȹ4ºͅȢō“2ŀ̤ȹ4ºͅºō“

2ȣʺ$IƬ�ĠŌ1�I”2Ɗƚ"*͈�7ʅ�Ƭ5Ŕ-0”��18 vr̥ttaM
Ȣō(”parimaṇḍala

M
ºō(2˂"*͈ 
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1.1.1.3.2.1.2 (MS 2a1l; Bh-ed 5, 1) 
api khalu varṇaḥ katamaḥ |32 yā33 rūpanibhā34 cakṣurvijñānagocaraḥ ||35  
saṃsthānaṃ katamat |36 yo rūpapracayo dīrghādiparicchedākāraḥ ||37  
vijñaptiḥ katamā |38 tasyaiva pracitasya rūpasyotpannaniruddhasya vairodhikena kāraṇena 

janmadeśe cānutpattis tadanyadeśe ca nirantare vā39 sāntare vā saṃnikr̥ṣṭe viprakr̥ṣṭe (40votpattir 
vijñaptir ity ucyate || tasminn eva vā deśe vikr̥totpattiḥ ||40) 
1.1.1.3.2.1.3 (MS 2a2l; Bh-ed 5, 6) 

tatra (41varṇa ābhāvabhāsa41) iti paryāyāḥ ||42  
saṃsthānaṃ pracayo43 dīrghaṃ hrasvam ityevamādayaḥ paryāyāḥ ||44  
vijñaptiḥ karma kriyā ceṣṭehā parispanda iti paryāyāḥ ||45  

1.1.1.3.2.2 (MS 2a2m; Bh-ed 5, 8) 
sarvāsāṃ varṇasaṃsthānavijñaptīnāṃ46 (47cakṣurgocaraś cakṣurviṣayaś cakṣurvijñānagocaraś 

cakṣurvijñānaviṣayaś47) cakṣurvijñānālambanaṃ manovijñānagocaro manovijñānaviṣayo 
manovijñānālambanam iti paryāyāḥ ||48  
1.1.1.3.3 (MS 2a3l; Bh-ed 5, 10) 

punas tad eva suvarṇaṃ vā durvarṇaṃ vā tadubhayāntarasthāyi vā varṇanibhaṃ || 
  

                                                   
32 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
33 yā MS; yo Bh-ed. 
34 ˚nibhā MS; ˚nibhaś Bh-ed. 
35 | MS; || Bh-ed, em. 
36 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
37 | MS; || Bh-ed, em. 
38 ˚mā MS; ˚mā | Bh-ed, em. 
39 vā MS; om. Bh-ed. cf.: m�â YBh-c; bar du ma chod pa 'am YBh-t. 
40 votpattir vijñaptir ity ucyate || tasminn eva vā deśe vikr̥totpattiḥ MS; vā tasminn eva vā deśe ’vikr̥totpattir 
vijñaptir ity ucyate || Bh-ed; votpattir vijñaptir ity ucyate || tasminn eva vā deśe vikr̥totpattiḥ || em. cf.: m4y
�ÃÔ��	|?Ç¿	 YBh-c; phyogs de nyid du yang mi 'gyur ba 'byung ba ni rnam par rig byed ces bya'o// 
YBh-t. 
41 varṇaḥ | ābhāḥ | avabhāsa MS; varṇa ābhāvabhāsa Bh-ed, em. cf.: í¿·òÒ �z¬ YBh-c; kha dog ni 
snang ba dang gsal ba dang zhes bya ba YBh-t. 
42 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
43 pracayaḥ | MS; pracayo Bh-ed, em. 
44 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
45 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
46 varṇasthāna˚ MS; varṇasaṃsthāna˚ Bh-ed, em. cf.: í�[�Ç¿ YBh-c; kha dog dang dbyibs dang rnam 
par rig byed YBh-t. 
47 cakṣurgocaraḥ <cakṣurviṣayaḥ> <cakṣurvijñānagoca(ra)ø> cakṣurvijñānaviṣayaḥ MS; cakṣurgocara[ś 
cakṣurviṣaya]ś cakṣurvijñānagocara[ś cakṣurvijñānaviṣaya]ś Bh-ed; cakṣurgocaraś cakṣurviṣayaś 
cakṣurvijñānagocaraś cakṣurvijñānaviṣayaś em. cf.: ¦oÆò¦H�ò¦ÓoÆò¦ÓH� YBh-c; mig gi 
spyod yul dang/ mig gi yul dang/ mig gi rnam par shes pa'i spyod yul dang/ mig gi rnam par shes pa'i yul dang 
YBh-t. 
48 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
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1.1.1.3.2.1.2 

 G5?*”ʟŎ28��͈(J8ʟ�*,7ȡJ1�H”ɂ˓7ǳÖ̩ć1�I͈ 

ōȜ28�� (͈J8ʟ�*,7̚ɖ1�H”̋ �C743MÛÄ$I*B7ǔȽ1�I͈ 

ʰÃ J*�ʮȎ�28��͈>�4G6(7̚ɖ"0�Iʟ�*,�ȧ#0ȃ"*ƴ”

ɈȾ$I2��àā5F-08”�$15�ȧ˞7ċƀ5�»;�ȧ#4��22”(7�ȧ

˞7ċƀ28�É4ċƀ5��0”�ƴ̌ȹ5�̌̔4��ȧ#I�2�”�I�8”̌̔M

��0�ȧ#I�2�”�I�8”˫Ɠ"0�I�ċƀ�D˺�̝J*�ċƀ�5ȧ#I�2

8”ʰÃ J*C72õ9JI͈�I�8”ì#(7�ȧ˞7�ċƀ5��0”�̚ɖ"0�

Iʟ�*,5�ĒÙ�ȧ#I�2�CʰÃ J*C72õ9JI�͈  

1.1.1.3.2.1.3 

?*”ʟŎ”°”˧�28ìɿˉ1�I͈ 

ōȜ”̚ɖ”̋”Ɋ2��437F�4C78ìɿˉ1�I͈ 

ʰÃ J*�ʮȎ�”ʮȎ”Ö�”ʮÖ”Ö�”ǳÖ28ìɿˉ1�I͈ 

1.1.1.3.2.2͋ìɿˉ͌ 

ʟŎnōȜnʰÃ J*�ʮȎ�7$=058”ɂ7ǳÖ̩ć”ɂ7Ĳ˗”ɂ˓7ǳÖ̩

ć”ɂ˓7Ĳ˗”ɂ˓7ƀɷ”Ů˓7ǳÖ̩ć”Ů˓7Ĳ˗”Ů˓7ƀɷ2��ìɿˉ��

I͈ 

1.1.1.3.3͋ɂ˓7ƀɷ7Ä̭(7�͌ 

?*”ì#(Jͅʟ�*,“8”ɾ"�ʟŎn̄�ʟŎn(7xʆ7�%J1C4�ʟŎ

2"0ȡJ*C71�I͈ 

  

                                                   
8 
ɈȾ$I2��àā5F-0(7Ůô8uưɇ1�I )͈Ȥ�ˏ̅
ͅ �t YBhVy“2)Ȥ�ĽĆ

ˏȬɺ
ͅ �t)Ȭɺ
“18Ǚ7F�5ʺˌ"0�I�”xʆ7ȣʺ�Ȯ4I�2�ɚ�I͈ 

YBhVy (D 'i 76a1�2; P yi 91a7�8)͉ mi mthun pa'i rgyus zhes bya ba ni mngon par 'du byed par nges pa'i sems 

pa gcig las gcig byung ba las kun nas slong ba'i sems las bslang ba'i rtsol bas bskyed nas phyogs de nyid du 

gzugs 'byung ba dang mi mthun pa'i rlung gis so// �ͅ˂,
ɈȾ$I2��àā5F-0(28”�Ö$I

�25ɍĩ"0�Ip.7Š�p.7ʮȎMȧ#*�2”�$4L,�ʮȎMȶÖ$IŚ�ʮȎM˞�

$ÒȨ5F-0ȧ#*œ5”ì#ċƀ5��0”ʟ�ȧ#I�25ɈȾ$I̯�®ɪ�5F-0�2

���2�1�I “͈ 

� )Ȭɺ
ͅ T43, 5c11�13“͉
ȩ˖Ȯʆ”ßȷǏŚ�˾ȃƣ”ǈ̙ā˖͈uìǝ̈ɟ¯ȃœȧ͈ƣ¯ȧ

ʪuȧ (͈ͅ�˂,
ĒȮ$I�2��àā�5F-0(28$4L,”ǏMȶÖ$IŚ�Ì˾ȃ1�I

�G”ǈ8ā5Ŕ-0ĒLI͈ǝ̈�̀�43��{Ŋ$I�Í5ȃ"0”œ5ȧ#I2��72˹

�͈"*�-0Í5ȧ#*ċƀ5ȧ#4� “͈ 
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1.1.1.4 (MS 2a3l; Bh-ed 5, 12) 
sahāyaḥ katamaḥ |49 tatsahabhūsamprayuktāś caitasā dharmāḥ |50 tadyathā51 manaskāraḥ52 

sparśo vedanā saṃjñā cetaneti |53 ye (54’py anye54) cakṣurvijñānena sahabhūsamprayuktāś55 caitasā 
dharmās te punar ekālambanā anekākārāḥ sahabhuvaś caikaikavr̥ttayaś ca56 sarve ca svabījān nirjātāḥ 
samprayuktāḥ sākārāḥ sālambanāḥ sāśrayāḥ ||57 
  

                                                   
49 | MS; | Bh-ed, em. 
50 ˚māḥ MS; ˚māḥ | Bh-ed, em. 
51 ˚thā MS; ˚thā | Bh-ed. 
52 manaskāraḥ MS; manaskāraṃḥ Bh-ed. cf.: �h YBh-c; yid la byed pa YBh-t. 
53 ˚ti MS; ˚ti | Bh-ed, em. 
54 pyenye MS;’py anye Bh-ed, em. cf.: 8î YBh-c; gzhan gang dag YBh-t. 
55 sahabhūmi˚ MS; sahabhū˚ Bh-ed, em. cf.: �� YBh-c; lhan cig 'byung zhing YBh-t. 
56 ca MS; ca | Bh-ed. 
57 | MS; || Bh-ed, em.  
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1.1.1.4͋ɂ˓7̓ʮ$IC7͌ 

̓ʮ$IC728��͈(Jͅɂ˓“2ìƴ5ĥą"Ƚŝ$Iͅtatsahabhūsamprayuktāś“

ŚƀǱ1�I9͈$4L,”�Ů”ʻ”æ”ŭ”Š2��͈ɂ˓2ìƴ5ĥą"”�(J2�

Ƚŝ$IŚƀǱ8>�5C�I10͈?*”(JG�ŚƀǱ�8�ɂ˓2�ìp7ƀɷMƾ"”

Ȯ4IǔȽͅākāra“Mƾ"”�$4L,ɂ˓2�
ìƴ5ĥą$IC7(ͅ sahabhū“1�H”

("0”(J)J5ǳÖͅvr̥tti“Mƾ"”$=0�ăƾ7ɕĤ�Gȧ#”�$4L,ɂ˓2�


Ƚŝ$IC7(ͅ samprayukta“1�I͈ǔȽMƾ"”ƀɷMƾ"”ƇHƀMƾ$IC71

�I͈��

  

                                                   
9 ƨʏ8ķ"Ȯ4I�”)«ʚˏ
1C”Ś2ŚƀǱ8ìƴ5ĥą"”Ƚŝ"0�I2��ȣʺ�ɐ 

J0�I͈AKBh 88, 18�20͉samāna āśrayo yeṣāṃ te cittacaittāḥ anyonyaṃ saṃprayuktakahetuḥ / samāna ity 

abhinnas tadyathā ya eva cakṣurindriyakṣaṇaś cakṣurvijñānasyāśrayaḥ sa eva tatsaṃprayuktānāṃ vedanādīnām 
eva yāvan *manaḥ / indriyakṣaṇo manovijñānatatsaṃprayukṭānāṃ veditavyaḥ / yaḥ saṃprayuktakahetuḥ 

sahabhūhetur api saḥ / (*manaḥ / indriyakṣaṇoM manaindriyakṣaṇo5ƠB* )͈ͅ �˂,µ˯7ƇHƀMƾ$

I(JG7ŚnŚƀ8Ƚ�5Ƚŝ"0�IàāͅȽŝā“1�I͈µ˯7C728Ȯ4G4�C71

�I͈ �9”Ì˾7ɂ7ŰĨ8ɂ˓7ƇHƀ1�I2�”ì#(�7Ì˾7ɂ7ŰĨ�8? 5(

�7ɂ˓�2Ƚŝ$Iæ437�ƇHƀ�1�I͈|ʕ”Ì˾7Ů7ŰĨ8”Ů˓2”(�7Ů˓�

2Ƚŝ$I�æ43�7�ƇHƀ�1�I2ɉGJI=�1�I͈Ƚŝ"0�Iàā1�IC78”

ìƴ5ĥą"0�Iàāͅ«ƾā“1C�I “͈ 
10�ʽ�Ɩ�J9”ɂ˓5ś%̓ʮ$IŚƀǱ8”�ŮnʻnænŭnŠ1�I͈>�5”ċë5F-

0ɂ˓5̓ʮ$IŚƀǱC�I͈YBhVy18Ǚ7F�5?2B0�I͈ 

� YBhVy (D 77a7�77b1; P 93a5�7): de dag ni (ni D; gi P) gdon mi za bar 'byung bar 'gyur ba yin no// 'dun pa 

ni 'dod pa'i dngos po kho na la 'byung bar 'gyur te/ gzhan la ma yin no// dran pa yang 'dris ('dris P; dris D) pa'i 
dngos po kho na la ste/ gzhan la ma yin la/ de dag la sogs pa gzhan yang 'khrul ba yod pa'i phyir ma nges pas 

de'i phyir kun tu 'gro ba ni lnga kho nar zad do// �ͅ˂,(JGͅ�Ů437�.“8ś%ȧ˞$IC71

�I ǚ͈8ǚ"*Ț�7@5Ĳ"0ȧ˞"”(J�ē7�Ț��5Ĳ"0�ȧ˞$IC7�184�͈

ŞCʁȔ"*Ț�7@5Ĳ"0�ȧ˞"�”(J�ē7�Ț��5Ĳ"0�ȧ˞$IC7�184�”

 G5(JG�ǚ”Ş�437>�7C78˭�4IC71�I71”ś%"C�ɂ˓2ìƴ5ȧ˞

$I�L�184�͈"*�-0”��Ů437�˵ą$IC78�.+�5ɬLI “͈ 

� ?*”)Ȥ�ˏ
7�7ƨ8”ɂ˓5̓ʮ$I�˵ʮ�ē7ŚƀǱ5.�08ˆ"�ˌưMʮ-0�

4�͈YBhVy2)Ȭɺ
18(J)J”Ǚ7F�5ʺˌ"0�I͈�

� YBhVy (D 77b1; P 93a7�8)͉sems las byung ba'i chos gzhan gang dag ces bya ba ni dran pa dang/ dad pa 

dang/ 'dod chags la sogs pa'o// �ͅ˂,
ŚƀǱ8>�5C�H(28”Ş”¦”˙ǚ431�I “͈ 

� )Ȭɺ
ͅ 5c27�6a3“͉
�˓ʗŃŚƀȽŻ Ǟ͈ˏtƨ˒�Ür ¾͈Ȭƾ�ˌ p͈�ƾrÜ”̐ �Ür͈

˒Éď�”úz˦Ħ”ȓŬzr”̙ȓŬÜ�”ĶÜä˿ǚn×ʺ”Łuĩ�͈��ƾrÜ´”̐Üq͈

˒ȓŬr”̙ŪÜ”uĩĀ͈ƣǞˌā�͈ȏȆ�ʗ�Üp«͈˵ʮÉď”ŁúÜp (͈ͅ�˂,�ɂ˓4

37��˓8��.7Śƀ2Ƚŝ$I7��5̍"0�”�7�Ȥ��ˏ7œƨ18�Ů˓8��Ür

�7Śƀ2Ƚŝ$I�2ˬ=I͈(J5ȁ#0”Ȭ"0�ɕ7ˌ��I͈p8”rÜ��H”�Ür

M̐�2�� �͈$4L,”�Éď7�.2”ú7z7˥Ħ2”ȓŦ7z7r.2”̓ȓŦ7Ü�”.

?H�ş437�Ü7Ķ�̓ȓŦ��F;˿ǚ2˿×ʺ”y;5uĩ7�.�M̐��͈ �8”rÜ´

��H”ÜqM̐�2�� �͈$4L,”�ȓŦ7r.2”̓ȓŦ7Ü2”uĩ7Ā.�M̐��͈ "*

�-0”�JG8ā7Ǣ̒7�2Mˬ=0�I71�I �͈ǈ1�I�ȏȆ7Ǣ̒18�Üp�7Śƀ�

22C5�ĥą�$I �͈$4L,”�˵ʮ2Éď�7Ü�”y;5ú7Üp1�I “͈ 
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1.1.1.5 (MS 2a4l; Bh-ed 5, 16) 
karma katamat | tat ṣaḍvidhaṃ draṣṭavyaṃ | āditas tāvat svaviṣayālambanavijñaptiḥ karma |58 

punaḥ svalakṣaṇavijñaptiḥ |59 punar vartamānakālavijñaptiḥ |60 punar ekakṣaṇavijñaptiḥ |61 punar 
dvābhyām ākārābhyāṃ manovijñānānuvr̥ttiḥ |62 kuśalakliṣṭānuvr̥ttiś ca63 karmasamutthānānuvr̥ttiś64 
ca |65 punar iṣṭāniṣṭaphalaparigrahaḥ66 ṣaṣṭhaṃ karma ||67 
1.1.2  
1.1.2.1 (MS 2a5l; Bh-ed 6, 4) 

śrotravijñānaṃ katamat | yā śrotrāśrayā śabdaprativijñaptiḥ |68  
1.1.2.2 (MS 2a5m; Bh-ed 6, 4) 

āśrayaḥ katamaḥ |69 sahabhūr āśrayaḥ śrotraṃ |70 samanantara āśrayo manaḥ |71 bījāśrayas tad 
eva sarvabījakam ālayavijñānaṃ || 

śrotraṃ katamat |72 catvāri mahābhūtāny upādāya73 śrotravijñānasaṃniśrayo rūpaprasādo 
(74 ’nidarśanaṃ sapratigham74) | manobījayoḥ pūrvavad vibhāgaḥ ||75 
1.1.2.3 
1.1.2.3.1 (MS 2a6l; Bh-ed 6, 9) 

ālambanaṃ katamat | śabdā anekavidhā anidarśanāḥ76 sapratighāḥ ||77  
  

                                                   
58 karmaḥ MS; karma | Bh-ed, em. 
59 ˚ptiḥ MS; ˚ptiḥ | Bh-ed, em. 
60 ˚ptiḥ MS; ˚ptiḥ | Bh-ed, em. 
61 ˚ptiḥ MS; ˚ptiḥ | Bh-ed, em. 
62 ˚ttiḥ MS; ˚ttiḥ | Bh-ed, em. 
63 ca | MS; ca Bh-ed, em. 
64 ˚vr̥titaś MS; ˚vr̥ttiś Bh-ed, em. cf.: æ¢�Ú YBh-c; las kun las slong ba'i rjes su 'jug pa YBh-t. 
65 ca MS; ca | Bh-ed, em. 
66 ˚haḥ | MS; ˚haḥ Bh-ed, em. 
67 karma te MS; karma || Bh-ed, em. cf.: |«!� YBh-c; las drug pa'o// YBh-t. 
68 ˚ptiḥ MS; ˚ptiḥ | Bh-ed, em. 
69 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
70 ˚traṃ MS; ˚traṃ | Bh-ed, em. 
71 ˚naḥ MS; ˚naḥ | Bh-ed, em. 
72 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
73 upāya MS; upādāya Bh-ed, em. cf.: oÛ YBh-c; rgyur byas pa YBh-t. 
74 ’nidarśanaṃ sapratigham MS; ’nidarśanaḥ sapratighaḥ Bh-ed. 
75 ˚gaḥ MS; ˚gaḥ || Bh-ed, em. 
76 anidarśanā MS; anidarśanāḥ Bh-ed, em. 
77 ˚ghāḥ MS; ˚ghāḥ | Bh-ed; ˚ghāḥ || em. 
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1.1.1.5͋ɂ˓78*G�͌ 

8*G�28��͈(J8´ɕ1�I2ȣʺ JI=�1�I͈?%8#B5”(Jʔ�

7Ĳ˗ȚMƀɷ2"0ˇ˓ &I�28�ɝp7�8*G�1�I͈Ǚ5”ʔȽͅăƾ7ț

ř“Mˇ˓ &I�21�I͈Ǚ5”ȡą7ƴ̌�5�IĲ˗�Mˇ˓ &I�21�I͈

Ǚ5”�Ĳ˗7�pÌ˾Mˇ˓ &I�21�I͈Ǚ5”�.7ǔȽM��”Ů˓5̓-0ǳ

Ö$I�21�I �͈$4L,�únǉǪ�7ǔȽM�-0Ů˓5�̓ -0ǳÖ$I�2211”

ǏͅʮȎ“MȶÖ$I�2�7ǔȽM�-0Ů˓5�5̓-0ǳÖ$I�21�I͈Ǚ5”

ƿ?"��ǈĊ�2ƿ?"�4�ǈĊMåI�2ͅparigraha“�ɝ´78*G�1�I͈�

1.1.2͋ʈ˓͌ 

1.1.2.1͋ʈ˓7Ǆ˛͌ 

ʈ˓28��͈(J8ʈ�7ŰĨ�MƇHƀ2"”̥đ5Ĳ$Iˇ˓Ǘʎ1�I͈ 

1.1.2.2͋ʈ˓7ƇHƀ͌ 

ƇHƀ28��͈ìƴ5ĥą$IƇHƀ8ʈ1�I͈ȼÍ7ƇHƀ8Ů1�I͈ɕĤ7Ƈ

Hƀ8”�ɂ˓7ċë2�ì#�$=07ɕĤMƾ$IOojg˓1�I͈ 

ʈ28��͈Ā®ɪ5F-0�Ǔż JI�”ʈ˓7ƇHƀ1�Iǻȉ4C71�H”ʶ�

4�C71�H”Ɔʻ7�IC71�I Ů͈2ɕĤ7�ƇHƀ�5̍"0”Íͅ ɂ˓7ċë“

2ì#ÛÉ1�I͈ 

1.1.2.3͋ʈ˓7ƀɷ͌ 

1.1.2.3.1͋ĩɿ͌ 

ƀɷ28��͈ʶ�4�”Ɔʻ7�IĔɕ7̥đ1�I͈ 

  

                                                   
11 
ǄĆÄŮĆ(5̍˲$Iˀˬ�ʶGJI͈§2.5âȒ͈ 
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1.1.2.3.2 (MS 2a6l; Bh-ed 6, 9) 
tadyathā śaṅkhaśabdaḥ paṭahaśabdo bherīśabdo mr̥daṅgaśabdo nr̥ttaśabdo78 gītaśabdo 

vāditaśabda āḍambaraśabdaḥ79 strīśabdaḥ puruṣaśabdo vāyuvanaspatiśabdo vyakto ’vyaktaḥ sārthako 
nirarthakaḥ (80parīttamadhyoccanadīśabdaḥ80) kalakalaśabda81 
(82uddeśasvādhyāyadeśanāsāṃkathyaviniścayaśabda82) ity evaṃbhāgīyā bahavaḥ śabdāḥ ||83 
1.1.2.3.3 
1.1.2.3.3.1 (MS 2a7m; Bh-ed 6, 14) 

sa punar upāttamahābhūtahetuko84 ’nupāttamahābhūtahetuka85 
(86upāttānupāttamahābhūtahetukaś ca |86) tatra prathamo yo ’dhyātmapratyaya eva |87 dvitīyo yo 
bāhyapratyaya eva |88 tr̥tīyo (89ya ādhyātmikabāhyapratyayaḥ ||89)  
1.1.2.3.3.2 (MS 2b1m; Bh-ed 6, 16) 

sa punar mānāpiko ’mānāpikas tadubhayaviparītaḥ ||90 
1.1.2.3.4 (MS 2b1m; Bh-ed 6, 18) 

tatra śabdo ghoṣaḥ svano91 niruktir nādo vāgvijñaptir iti paryāyāḥ ||92 
śrotragocaraḥ śrotraviṣayaḥ śrotravijñānagocaraḥ (93śrotravijñānaviṣayaḥ 

śrotravijñānālambanaṃ93) manovijñānagocaro manovijñānaviṣayo manovijñānālambanam iti 
paryāyāḥ || 
1.1.2.4 (MS 2b2l; Bh-ed 7, 3) 

sahāyaḥ karma ca94 cakṣurvijñānavad veditavyaṃ ||95 
  

                                                   
78 nr̥tta˚ MS; nr̥tya˚ Bh-ed. 
79 āḍamba˚ MS; āḍambara˚ Bh-ed, em. 
80 parīmadhyoccanadīśabdaḥ MS; parītto madhya ucco nadīśabdaḥ Bh-ed; parīttamadhyoccanadīśabdaḥ em. 
cf.: �	�ºò��¬º YBh-c; chung ngu dang 'bring dang chen po dang/ chu klung gi sgra dang/ YBh-t. 
81 kalakalāśabdaḥ | MS; kalakalaśabda Bh-ed, em. cf.: ðÎÐèº YBh-c; ca co'i sgra dang YBh-t. 
82 ˚viniścayaśabdaḥ | MS; ˚vinirṇayaśabda Bh-ed; ˚viniścayaśabda em. cf.: :p�Íº�Ï´�tº YBh-c; 
lung nod pa'i sgra dang/ kha ton byed pa'i sgra dang/ 'chad pa'i sgra dang/ 'bel ba'i gtam dang/ rnam par gtan la 
'bebs pa'i sgra dang YBh-t. 
83 ˚bdāḥ MS; ˚bdāḥ || Bh-ed, em. 
84 ˚kaḥ | MS; ˚ko Bh-ed, em. 
85 ˚kaḥ | MS; ˚ka Bh-ed, em. 
86 upāttānupādattamahābhūtahetukaś···ø MS; upāttānupāttamahābhūtahetukaś caḥ | Bh-ed; 
upāttānupāttamahābhūtahetukaś ca | em. cf.: EG:M©º�E�G:M©º�EG:�G:M©º YBh-c; 
zin pa'i 'byung ba chen po'i rgyu las byung ba dang/ ma zin pa'i 'byung ba chen po'i rgyu las byung ba dang/ zin 
pa dang ma zin pa'i 'byung ba chen po'i rgyu las byung ba'o YBh-t. 
87 eva MS; eva | Bh-ed, em. 
88 eva MS; eva | Bh-ed, em. 
89 ya<m a>dhyātmikabāhyapratyayaḥ MS; yo bāhyādhyātmapratyaya eva || Bh-ed; ya 
ādhyātmikabāhyapratyayaḥ || em. cf.: $K±º YBh-c; gang nang dang phyi rkyen du gyur pa YBh-t. 
90 ˚taḥ MS; ˚taś ca || Bh-ed; ˚taḥ || em. 
91 svano MS; svaro Bh-ed. 
92 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
93 śrotrav·jñ·n·v···y·ḥ śr·tr···jñ·nālambanaṃ MS; śrotravijñānaviṣayaḥ śrotravijñānālambanaṃ Bh-ed, em. cf.: 
¸ÓH�ò¸Óo± YBh-c; rna ba'i rnam par shes pa'i yul dang/ rna ba'i rnam par shes pa'i dmigs pa dang 
YBh-t. 
94 (ca) MS; ca Bh-ed, em. cf.: 0�8� YBh-c; grogs dang las YBh-t. 
95 ˚tad veditavyaṃ | MS; ˚vad veditavyaṃ || Bh-ed, em. cf.: P¦Ól¨ YBh-c; mig gi rnam par shes pa'i rang 
bzhin du rig par bya'o YBh-t. 
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1.1.2.3.2͋·� ͌ 

 �9”ʫ˘7̥đncXbĘ́7̥đnĖ́7̥đnfkYmQĘ́7̥đnʜˢ7̥

đnǛ7̥đnǑþ7̥đ”�ȇÐz7�Ĳ˄7̥đnĝŢ7̥đnȪŢ7̥đ”̯2ǖǂ7

̥đ”ưɇ4C7nuưɇ4C7”ŮôMC.C7nŮôMC*4�C7”ĶnznĖǭ7

̥đ”ûÿ7̥đ”̥ˍnƷˋnˌƥnĲ˄n˕ˏ7̥đ”2��F�4̭7Ĕ�7̥đ1

�I͈ 

1.1.2.3.3͋Ä̭͌ 

1.1.2.3.3.1 

?*”(J̥ͅđ“8”�ŚnŚƀ5F-0�ĈGJ0�I®ɪMàā2$IC72”�Śn

Śƀ5F-0�ĈGJ0�4�®ɪMàā2$IC72”�ŚnŚƀ5F-0�ĈGJ0�I

�®ɪ�2ĈGJ0�4�®ɪ�xƬ�Màā2$IC721�I12͈(7z1”ƼÇ7C

78¹ȹ4C7Mɷ2$IC77@1�I͈ɝ�7C78ēȹ4C7Mɷ2$IC77@1

�I͈ɝr7C78¹ȹ4C72ēȹ4C7�xƬ�Mɷ2$IC71�I͈ 

1.1.2.3.3.2 

?*”(J̥ͅđ“8”Ğ?"�C7nĞ?"�4�C7n(7xʆ7�%J1C4�C

71�I͈ 

1.1.2.3.4͋ìɿˉ͌ 

?*”̥đ”̹�đ”̥”ȶˉ”>�đ”ʽʥ2"0ʰÃ J*�ʮȎ�28ìɿˉ1�

I͈ 

ʈ7ǳÖ̩ć”ʈ7Ĳ˗”ʈ˓7ǳÖ̩ć”ʈ˓7Ĳ˗”ʈ˓7ƀɷ”Ů˓7ǳÖ̩ć”

Ů˓7Ĳ˗”Ů˓7ƀɷ28ìɿˉ1�I͈ 

1.1.2.4͋ʈ˓7̓ʮ$IC728*G�͌ 

̓ʮ$IC728*G�8ɂ˓7�ċë7�F�5ɉGJI=�1�I͈ 

  

                                                   
12 ĈGJ0�Iͅupātta“5.�0”«ʚˏͅAKBh 23, 16�17“18Ǚ7F�5ʺˌ"0�I͉upāttam 

iti ko ’rthaḥ / yac cittacaittair adhiṣṭhānabhāvenopagṛhītam anugrahopaghātābhyām anyonyānuvidhānāt / yal 

loke sacetanam ity ucyate / �ͅ˂,
ĈGJ0�I(28�7Ůô47�͈(J8”ˑ	7ŚnŚƀ5F

-0”ƇHƀ*IC72"0ĈƉ J0�IC71�I͈ÊȺ2Ƙĭ5̍"0��5pʖ$I�G͈

w̌5��0”(J8
ŰʷMƾ$IC7(2ʽLJ0�I “͈ 

� ?*”̥đ5̍$I”ĈGJ0�I®ɪMàā2$IC7437Ä̭5.�08”)«ʚˏ
5Cˬ

=GJ0�I )͈Ȥ�ˏ
7�7ɡƀ7ˌư8”Ǚ5ɐ$F�5”)«ʚˏ
1ʽä J0�I
>�

7�	(7ˌ5̭�"0�I͈AKBh 6, 23�25: tatropāttamahābhūtahetuko yathā hastavākchabdaḥ/ 

anupāttamahābhūtahetuko yathā vāyuvanaspatinadīśabdaḥ / ... upāttānupāttamahābhūtahetuko ’py asti śabda ity 

apare/ tadyathā hastamr̥daṅgasaṃyogaja iti/ͅ �˂,(7z1”�ŚnŚƀ5F-0�ĈGJ0�I®ɪMà

ā2$IC78” �9”Ɓ�MƂ.�D�29�M˄$�̥đ1�I �͈ŚnŚƀ5F-0�ĈGJ

0�4�®ɪMàā2$IC78” �9”̯2ǖǂ2ǭ7̥đ1�I͈ͅ zȬ“�ŚnŚƀ5F-0�

ĈGJ0�I�®ɪ�2ĈGJ0�4�®ɪ�xƬ�Màā2$I̥đC�I2”>�7�	��ʽ

��͈ (J8 �9”Ɓ2fkYmQĘ́27Ɠʻ�Gȧ#*�̥đ�1�I”2 “͈ 
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1.1.3 
1.1.3.1 (MS 2b2m; Bh-ed 7, 5) 

ghrāṇavijñānaṃ katamat |96 yā ghrāṇāśrayā97 gandhaprativijñaptiḥ |  
1.1.3.2 (MS 2b2m; Bh-ed 7, 5) 

āśrayaḥ katamaḥ |98 sahabhūr āśrayo ghrāṇaṃ |99 samanantara āśrayo manaḥ |100 bījāśrayas tad 
eva sarvabījakam ālayavijñānaṃ ||101 

ghrāṇaṃ katamat |102 yaś103 catvāri mahābhūtāny upādāya ghrāṇavijñānasaṃniśrayo 
rūpaprasādo (104 ’nidarśanaṃ sapratigham ||104) manobījayoḥ pūrvavad vibhāgaḥ ||105 
1.1.3.3 
1.1.3.3.1 (MS 2b3m; Bh-ed 7, 11) 

ālambanaṃ katamat | gandhā anekavidhā106 anidarśanāḥ107 sapratighāḥ ||108  
1.1.3.3.2 (MS 2b3m; Bh-ed 7, 11) 

sugandhā vā durgandhā vā samagandhā109 vā ghrāṇīyās |110  
1.1.3.3.3 (MS 2b3r; Bh-ed 7, 12) 

tadyathā mūlagandhaḥ sāragandhaḥ patragandhaḥ puṣpagandhaḥ phalagandha ityevamādayo 
bahavo gandhāḥ ||111 
1.1.3.3.4 (MS 2b4l; Bh-ed 7, 14) 

tatra gandho ghrāṇīyo jighraṇīya āghrātavya ityevamādayaḥ paryāyāḥ ||112  
ghrāṇagocaro113 ghrāṇaviṣayo ghrāṇavijñānagocaro ghrāṇavijñānaviṣayo 

ghrāṇavijñānālambanaṃ manovijñānagocaro manovijñānaviṣayo manovijñānālambanam iti114 
paryāyāḥ ||115 
1.1.3.4 (MS 2b4r; Bh-ed 7, 19) 

sahāyaḥ karma ca pūrvavad veditavyaṃ ||116 
  

                                                   
96 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
97 ghrāṇaśrayā MS; ghrāṇāśrayā Bh-ed, em. cf.: �ñ YBh-c; sna la brten nas YBh-t. 
98 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
99 ˚ṇaṃ MS; ˚ṇaṃ | Bh-ed, em. 
100 ˚naḥ MS; ˚naḥ | Bh-ed, em. 
101 | MS; || Bh-ed, em. 
102 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
103 yaś MS; yac Bh-ed. 
104 ’nidarśanaṃ sapratigham MS; ’nidarśanaḥ sapratighaḥ || Bh-ed; ’nidarśanaṃ sapratigham || em. 
105 ˚gaḥ MS; ˚gaḥ || Bh-ed, em. 
106 ˚dhāḥ | MS; ˚dhā Bh-ed, em. 
107 atidar˚ MS; anidar˚ Bh-ed, em. cf.: �É YBh-c; bstan du med YBh-t. 
108 ˚ghāḥ MS; ˚ghāḥ | Bh-ed; ˚ghāḥ || em. 
109 sama<ga>ndhā MS; samagandhā Bh-ed, em. cf.: Y¬ï YBh-c; dri mnyam pa YBh-t. 
110 ˚yās MS; ˚yās Bh-ed; ˚yās | em. 
111 ˚ndhāḥ MS; ˚ndhāḥ || Bh-ed, em. 
112 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
113 ˚ṇa··caro MS; ˚ṇagocaro Bh-ed, em. cf.: ñoÆ YBh-c; sna'i spyod yul YBh-t. 
114 iti | MS; iti Bh-ed, em. 
115 ˚yā MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
116 | MS; || Bh-ed, em. 
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1.1.3͋͂˓͌ 

1.1.3.1͋͂˓7Ǆ˛͌ 

͂˓28��͈(J8͂�7ŰĨ�MƇHƀ2"”5��5Ĳ$Iˇ˓Ǘʎ1�I͈ 

1.1.3.2͋͂˓7ƇHƀ͌ 

ƇHƀ28��͈ìƴ5ĥą$IƇHƀ8͂1�I͈ȼÍ7ƇHƀ8Ů1�I͈ɕĤ7Ƈ

Hƀ8”�ɂ˓7ċë2�ì#�$=07ɕĤMƾ$IOojg˓1�I͈ 

͂28�� (͈J8Ā®ɪ5F-0�Ǔż JI�”͂ ˓7ƇHƀ1�Iǻȉ4C71�H”

ʶ�4�”Ɔʻ7�IC71�I͈Ů2ɕĤ7�ƇHƀ�5̍"0”Íͅɂ˓7ċë“2ì

#ÛÉ1�I͈ 

1.1.3.3͋͂˓7ƀɷ͌ 

1.1.3.3.1͋ĩɿ͌ 

ƀɷ28��͈ʶ�4�”Ɔʻ7�IĔɕ75��1�I͈ 

1.1.3.3.2͋Ä̭͌ 

�(Jͅ5��“8�ʞ�5��nŧ�5��nžȹ45��2��ýʷĲ˗1�I͈ 

1.1.3.3.3͋·� ͌ 

 �9”ǌ75��n̷75��nʥ75��nʠ75��nǈī75��”2��43

7F�4Ĕ�75��1�I͈ 

1.1.3.3.4͋ìɿˉ͌ 

?*”5��”ýʷĲ˗”ý�C7”5��C72��437F�4C78ìɿˉ1�I͈ 

͂7ǳÖ̩ć”͂7Ĳ˗”͂˓7ǳÖ̩ć”͂˓7Ĳ˗”͂˓7ƀɷ”Ů˓7ǳÖ̩ć”

Ů˓7Ĳ˗”Ů˓7ƀɷ28ìɿˉ1�I͈ 

1.1.3.4͋͂˓7̓ʮ$IC728*G�͌ 

̓ʮ$IC728*G�8Íͅɂ˓7ċë“7F�5ɉGJI=�1�I͈ 
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1.1.4  
1.1.4.1 (MS 2b4r; Bh-ed 7, 21) 

jihvāvijñānaṃ katamat | yā jihvāśrayā rasaprativijñaptiḥ ||117  
1.1.4.2 (MS 2b5l; Bh-ed 7, 21) 

āśrayaḥ katamaḥ |118 sahabhūr āśrayo jihvā |119 samanantara āśrayo120 manaḥ |121 bījāśrayas122 
tad eva sarvabījakam ālayavijñānaṃ ||123 

jihvā katamā |124 yaś catvāri mahābhūtāny upādāya jihvāvijñānasaṃniśrayo rūpaprasādo 
(125 ’nidarśanā sapratighā ||125) manobījayoḥ pūrvavad vibhāgaḥ || 
1.1.4.3 
1.1.4.3.1 (MS 2b5r; Bh-ed 8, 4) 

ālambanaṃ katamat |126 rasā anekavidhā anidarśanāḥ sapratighāḥ ||127  
1.1.4.3.2 (MS 2b6l; Bh-ed 8, 4) 

te punas tiktāmlakaṭukaṣāyalavaṇamadhurā mānāpikā vāmānāpikā128 vopekṣāsthānīyāḥ 
svādanīyāḥ |129  
1.1.4.3.3 (MS 2b6m; Bh-ed 8, 6) 

tatra rasaḥ svādayitavyo ’bhyavahartavyo bhojyaṃ peyaṃ lehyaṃ coṣyam130 upayogyam131 
(132ityevamādayaḥ132) paryāyāḥ ||133 

jihvāgocaro jihvāviṣayo jihvāvijñānagocaro jihvāvijñānaviṣayo jihvāvijñānālambanaṃ 
manovijñānagocaro manovijñānaviṣayo manovijñānālambanam iti paryāyāḥ ||134 
1.1.4.4 (MS 3a1m; Bh-ed 8, 11) 

sahāyaḥ karma ca pūrvavad veditavyaṃ ||135 
1.1.5 
1.1.5.1 (MS 3a1m; Bh-ed 8, 13) 

kāyavijñānaṃ katamat | yā kāyāśrayā spraṣṭavyaprativijñaptiḥ || 
  

                                                   
117 ˚ptiḥ MS; ˚ptiḥ || Bh-ed, em. 
118 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
119 ˚hvā MS; ˚hvā | Bh-ed, em. 
120 āśrayoḥ MS; āśrayo Bh-ed, em. cf.: ¬�â�Òh YBh-c; yid ni de ma thag pa'i gnas so YBh-t. 
121 ˚naḥ MS; ˚naḥ | Bh-ed, em. 
122 bijāśrayaḥs MS; bījāśrayas Bh-ed, em. 
123 ālavijñānaṃ MS; ālayavijñānaṃ || Bh-ed, em. cf.: ã×¹Ó YBh-c; kun gzhi rnam par shes pa YBh-t. 
124 ˚mā MS; ˚mā | Bh-ed, em. 
125 ’nidarśanā sapratighāḥ MS; ’nidarśanaḥ sapratighaḥ || Bh-ed; ’nidarśanā sapratighā || em. 
126 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
127 ˚ghāḥ MS; ˚ghāḥ | Bh-ed; ˚ghāḥ || em. 
128 vā | amānāpikā MS; vāmānāpikā Bh-ed, em. 
129 ˚yās MS; ˚yāḥ | Bh-ed, em. 
130 coṣyam MS; cūṣyam Bh-ed. 
131 upayogyam MS; upabhogyam Bh-ed. cf.: l:� YBh-c; nye bar spyad pa YBh-t. 
132 ityevamādayaḥ MS; iti Bh-ed. cf.: P|¬ YBh-c; la sogs pa YBh-t. 
133 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
134 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
135 ˚vyaṃ MS; ˚vyaṃ || Bh-ed, em. 



�̊ I� ˚ƪɵ� Text A-tr 

 125 

1.1.4͋ʙ˓͌ 

1.1.4.1͋ʙ˓7Ǆ˛͌ 

ʙ˓28��͈(J8ʙ�7ŰĨ�MƇHƀ2"”ô5Ĳ$Iˇ˓Ǘʎ1�I͈ 

1.1.4.2͋ʙ˓7ƇHƀ͌ 

ƇHƀ28��͈ìƴ5ĥą$IƇHƀ8ʙ1�I͈ȼÍ7ƇHƀ8Ů1�I͈ɕĤ7Ƈ

Hƀ8”�ɂ˓7ċë2�ì#�$=07ɕĤMƾ$IOojg˓1�I͈ 

ʙ28�� (͈J8Ā®ɪ5F-0�Ǔż JI�”ʙ˓7ƇHƀ1�Iǻȉ4C71�H”

ʶ�4�”Ɔʻ7�IC71�I͈Ů2ɕĤ7�ƇHƀ�5̍"0”Íͅɂ˓7ċë“2ì

#ÛÉ1�I͈ 

1.1.4.3͋ʙ˓7ƀɷ͌ 

1.1.4.3.1͋ĩɿ͌ 

ƀɷ28��͈ʶ�4�”Ɔʻ7�IĔɕ7ô1�I͈ 

1.1.4.3.2͋·� 2Ä̭͌ 

?*”(Jͅô“8ʢ ñ-: n˩ nǽ nč˩ nȥ 1�H”Ğ?"�C7n

Ğ?"�4�C7nǦ54G4�ȜŲ5�ɽ.�GJIͅ upekṣāsthānīyāḥ“”ôʷĲ˗1�I͈ 

1.1.4.3.3͋ìɿˉ͌ 

?*”ô”ôʷĲ˗”ò@˪?JI=�C7”̰=GJIC7”̲?JIC7”ʛBGJ

IC7”ðLJIC7”�æ JIC72��437F�4C78ìɿˉ1�I͈ 

ʙ7ǳÖ̩ć”ʙ7Ĳ˗”ʙ˓7ǳÖ̩ć”ʙ˓7Ĳ˗”ʙ˓7ƀɷ”Ů˓7ǳÖ̩ć”

Ů˓7Ĳ˗”Ů˓7ƀɷ28ìɿˉ1�I͈ 

1.1.4.4͋ʙ˓7̓ʮ$IC728*G�͌ 

̓ʮ$IC728*G�8Íͅɂ˓7ċë“7F�5ɉGJI=�1�I͈ 

1.1.5͋ˣ˓͌ 

1.1.5.1͋ˣ˓7Ǆ˛͌ 

ˣ˓28��͈(J8ˣ�MƇHƀ2"”ʻʷĲ˗5Ĳ$Iˇ˓Ǘʎ1�I͈ 
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1.1.5.2 (MS 3a1r; Bh-ed 8, 14) 
āśrayaḥ katamaḥ |136 (137sahabhūr āśrayaḥ137) kāyaḥ |138 (139samanantara āśrayo139) manaḥ |140 

bījāśrayas tad eva sarvabījakam ālayavijñānaṃ ||141 
kāyaḥ katamaḥ |142 yaś catvāri mahābhūtāny upādāya kāyavijñānasaṃniśrayo143 rūpaprasādo 

(144 ’nidarśanaḥ sapratighaḥ ||144) manobījayoḥ145 pūrvavad vibhāgaḥ || 
1.1.5.3 
1.1.5.3.1 (MS 3a2m; Bh-ed 8, 19) 

ālambanaṃ katamat |146 spraṣṭavyam anekavidham anidarśanaṃ sapratighaṃ ||147  
1.1.5.3.2 (MS 3a2r; Bh-ed 8, 19) 

tadyathā pr̥thivy āpas tejo vāyur laghutvaṃ gurutvaṃ ślakṣṇatvaṃ karkaśatvaṃ śītaṃ jighatsā 
pipāsā tr̥ptir balaṃ daurbalyaṃ (148vyādhir jarā maraṇaṃ148) kaṇḍūr149 mūrchā picchilaṃ śramo 
viśramo mr̥dutvaṃ (150ūrjā cety150) evaṃbhāgīyaṃ bahuvidhaṃ spraṣṭavyaṃ ||151 
1.1.5.3.3 (MS 3a3m; Bh-ed 9, 3) 

tat punaḥ susaṃsparśaṃ vā dussaṃsparśaṃ vopekṣāsthānīyaṃ152 vā sparśanīyaṃ ||153 
1.1.5.3.4 (MS 3a3m; Bh-ed 9, 4) 

tatra spraṣṭavyaṃ spr̥śyaṃ sparśanīyaṃ kharaṃ dravaṃ calam uṣṇam ityevamādayaḥ154 
paryāyāḥ ||155  

kāyagocaraḥ kāyaviṣayaḥ kāyavijñānagocaraḥ kāyavijñānaviṣayaḥ kāyavijñānālambanaṃ 
manovijñānagocaro156 manovijñānaviṣayo manovijñānālambanam iti paryāyāḥ157 || 
1.1.5.4 (MS 3a4m; Bh-ed 9, 8) 

sahāyaḥ karma ca pūrvavad veditavyam || 
  

                                                   
136 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
137 mahābhūtāśrayaḥ MS; sahabhūr āśrayaḥ Bh-ed, em. cf.: ��� YBh-c; lhan cig 'byung ba'i gnas YBh-t. 
138 ˚yaḥ MS; ˚yaḥ | Bh-ed, em. 
139 samanan(ta)rāśrayo MS; samanantarāśrayo Bh-ed; samanantara āśrayo em. cf.: §1.1.2.2, §1.1.3.2, 
§1.1.4.2. 
140 ˚naḥ MS; ˚naḥ | Bh-ed, em. 
141 ālavijñānaṃ MS; ālayavijñānaṃ || Bh-ed, em. cf.: ã×¹Ó YBh-c; kun gzhi rnam par shes pa YBh-t. 
142 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
143 ˚saniśrayo MS; ˚saṃniśrayo Bh-ed, em. cf.: ÙÓo� YBh-c; lus kyi rnam par shes pa'i rten po YBh-t. 
144 ’nidarśanasapratighaḥ MS; ’nidarśanaḥ sapratighaḥ || Bh-ed, em. 
145 manobījayo MS; manobījayoḥ Bh-ed, em. cf.: h8©Q YBh-c; yid dang sa bon gyi YBh-t. 
146 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
147 ˚ghaṃ MS; ˚ghaṃ | Bh-ed; ˚ghaṃ || em. 
148 vyādhijarāmaraṇaṃ MS; vyādhir jarā maraṇaṃ Bh-ed, em. cf.: ¡�¶�� YBh-c; nad dang/ rga ba dang/ 
'chi ba dang YBh-t. 
149 karṇṇa MS; kaṇḍūr Bh-ed, em. cf.: � YBh-c; g.ya' ba YBh-t. 
150 ūrjā cety MS; rjava(?) ity Bh-ed. cf.: 1 YBh-c; mdangs bzang ba dang YBh-t. 
151 ˚vyaṃ MS; ˚vyaṃ || Bh-ed, em. 
152 vā <u>pekṣā˚ MS; vopekṣā˚ Bh-ed, em. cf.: qÃoË YBh-c; btang snyoms kyi gnas YBh-t. 
153 ˚yaṃ MS; ˚yaṃ || Bh-ed, em. 
154 ityevamādayaḥ MS; ityādayaḥ Bh-ed. cf.: P|¬ YBh-c; la sogs pa YBh-t. 
155 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ || Bh-ed, em. 
156 ˚raḥ | MS; ˚ro Bh-ed, em. 
157 ˚vijānālambanam MS; ˚vijñānālambana[m iti paryāyāḥ] Bh-ed, em. cf.: §1.1.1.3.2.2, §1.1.2.3.4, §1.1.3.3.4, 
§1.1.4.3.3. 
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1.1.5.2͋ˣ˓7ƇHƀ͌ 

ƇHƀ28��͈ìƴ5ĥą$IƇHƀ8ˣ�1�I͈ȼÍ7ƇHƀ8Ů1�I͈ɕĤ7

ƇHƀ8”�ɂ˓7ċë2�ì#�$=07ɕĤMƾ$IOojg˓1�I͈ 

ˣ�28�� (͈J8Ā®ɪ5F-0�Ǔż JI�”x ˓7ƇHƀ1�Iǻȉ4C71�

H”ʶ�4�”Ɔʻ7�IC71�I͈Ů2ɕĤ7�ƇHƀ�5̍"0”Íͅɂ˓7ċë“

2ì#ÛÉ1�I͈ 

1.1.5.3͋ˣ˓7ƀɷ͌ 

1.1.5.3.1͋ĩɿ͌ 

ƀɷ28��͈ʶ�4�”Ɔʻ7�IĔɕ7ʻʷĲ˗1�I͈ 

1.1.5.3.2͋·� ͌ 

 �9”ĆnǧnȌn̯”˥ n̆ nȄG� nɤ ”İ ṉ�nǼ�nȀʒnŋ n

ŉ nȲǦnʄʱnǟ�nȳ n̾ȵ13nɥȄnȱÕnŇɶnǊˤnǳÑ2��F�4̭5

Ĺ$IĔ�7ɕ̭7ʻʷĲ˗1�I͈ 

1.1.5.3.3͋Ä̭͌ 

 G5”(JͅʻʷĲ˗“8ŚĆF�ƓʻnŚĆF�4�ƓʻnǦ54G4�ȜŲ5�ɽ

.�GJIˣ�Űʷ1�I͈ 

1.1.5.3.4͋ìɿˉ͌ 

?*”ʻʷĲ˗”ʻJGJIC7”ˣ�Űʷ”Ɍ ”ǵÖ”Ö�”ƶ� 2��437F

�4C78ìɿˉ1�I͈ 

ˣ�7ǳÖ̩ć”ˣ�7Ĳ˗”ˣ˓7ǳÖ̩ć”ˣ˓7Ĳ˗”ˣ˓7ƀɷ”Ů˓7ǳÖ̩

ć”Ů˓7Ĳ˗”Ů˓7ƀɷ28ìɿˉ1�I͈ 

1.1.5.4͋ˣ˓7̓ʮ$IC728*G�͌ 

̓ʮ$IC728*G�8Íͅɂ˓7ċë“7F�5ɉGJI=�1�I͈ 

  

                                                   
13 mūrchā8”Ȉ˂18
Ũ(”Zd[^ˉ˂18 brgyal ba2˂ J”2C5
ȻɁ”Ǧɰ”Ʊ˭(2

ʺ̅ J0�IͅText A-chi, Text A-tib 1.1.5.3.2âȒ“͈ "�"”
ǄĆÄzŮĆ(18”ŮĆ58�˓

ˣ�ƾ 4�țǠ48*G���I2��ˌư7z1”Ǚ7F�5 mūrchāMƋ�0�I͈ 

)Ȥ�ˏ

ǄĆÄzŮĆ(ͅ YBh 14, 7�8“͉ kathaṃ mūrchām āpadyate | vātapittavibhramaṇatayā 

abhighātatayā ativirekatayā yaduta purīṣavirekeṇa vā śoṇitavirekeṇa vā viriktasya cātyadhyavasāyatayā || �ͅ˂,

ğ�5"0Ʊ˭5̑I7� �͈�¹7�̯2ʌǨ��J*�25F-0”ơƜ J*�25F-0”˶

ń5ƐÃ"*�2”$4L,Ɛǰ"0�I�7ɧ7ƐÃDʬ7ƐÃ5F-0”˶ń5ÔBI�25F

-0�Ʊ˭5̑I�͈“ 

�7ˌưƨ7 mūrchā8Ʊ˭MŮô$I2ʅ�GJI͈C"ˣ�7ċë7 mūrchāCì#Ʊ˭MŮô

$I4G9”mūrchā8�˓ˣ�ƾ 4�”ŮĆ7țǠ48*G�1�I2��ˌư2ɈȾ$I�25

4I m͈ūrchā8ȏŰʷ”Ɍ�4I�2MŮô$I71”x �7ċë7 mūrchā8”̾ ȵ2ȣʺ1�I͈

"*�-0”s7F�5ʺ̅"*͈ 
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1.2 
1.2.1 (MS 3a4m; Bh-ed 9, 10) 

tatra cakṣuḥ paribhinnaṃ bhavati | rūpam anābhāsagataṃ bhavati | na ca tajjo manaskāraḥ 
pratyupasthito bhavati |158 na (159tajjasya cakṣurvijñānasyotpādo159) bhavati ||160  

yataś ca cakṣur aparibhinnaṃ161 bhavati | rūpam ābhāsagataṃ bhavati | tajjaś ca manaskāraḥ 
pratyupasthito bhavati |162 tatas tajjasya163 cakṣurvijñānasyotpādo bhavati ||164  

yathā cakṣurvijñānam evaṃ śrotraghrāṇajihvākāyavijñānāni draṣṭavyāni ||165 
1.2.2 (MS 3a5r; Bh-ed 10, 2) 

tatra cakṣurvijñāna utpanne trīṇi cittāny upalabhyante yathākramam aupanipātikaṃ paryeṣakaṃ 
niścitaṃ ca |166 tatrādyaṃ167 cakṣurvijñānam eva |168 dve manovijñāne ||169  

tatra (170niścitāc cittāt prabhṛti170) saṃkleśo vyavadānaṃ ca draṣṭavyaṃ |171 tatas 
tannaiṣyandikam172 cakṣurvijñānam api kuśalākuśalaṃ pravarttate |173 na tu svavikalpavaśena |174 
tāvac ca dvayor manovijñānacakṣurvijñānayoḥ kuśalatvaṃ vā kliṣṭatvaṃ vā175 yāvat tan mano 
nānyatra vikṣipyate ||176 

yathā cakṣurvijñāna utpanna evaṃ yāvat kāyavijñāne177 veditavyaṃ ||178 
  

                                                   
158 ˚ti MS; ˚ti | Bh-ed, em. 
159 tasya cakṣurvijñānasyotpādo MS; tasya cakṣurvijñānotpādo Bh-ed; tajjasya cakṣurvijñānasyotpādo em. cf.: 
§1.2.1; o�¦Ób�_� YBh-c; de las skyes pa'i mig gi rnam par shes pa 'byung bar mi 'gyur te YBh-t. 
160 | MS; || Bh-ed, em. 
161 aviparibhinnaṃ MS; aparibhinnaṃ Bh-ed, em. cf.: �J YBh-c; yongs su ma nyams YBh-t. 
162 ˚ti MS; ˚ti | Bh-ed, em. 
163 tajjasya MS; tajjo ’sya Bh-ed. cf.: o� YBh-c; de las skyes pa'i YBh-t. 
164 | MS; || Bh-ed, em. 
165 ˚ni MS; ˚ni || Bh-ed, em. 
166 ca MS; ca | Bh-ed, em. 
167 tatrādyaṃ MS; tatra cādyaṃ Bh-ed. cf.: )| YBh-c; de la dang po ni YBh-t. 
168 eva MS; eva | Bh-ed, em. 
169 ˚ne MS; ˚ne | Bh-ed; ˚ne || em. 
170 niścitācittāt prabhṛti MS; niścitāc cittāt paraṃ Bh-ed; niścitāc cittāt prabhṛti em. cf.: �Sa^ YBh-c; 
nges pa'i sems phan chad nas YBh-t. 
171 ˚vyaṃ MS; ˚vyaṃ | Bh-ed, em. 
172 ˚kam MS; ˚kam | Bh-ed. 
173 ˚te MS; ˚te | Bh-ed, em. 
174 ˚na MS; ˚na | Bh-ed, em. 
175 vā MS; om. Bh-ed. cf.: mCm� YBh-c; dge ba 'am/ nyon mongs pa can YBh-t. 
176 ˚te MS; ˚te || Bh-ed, em. 
177 ˚vijñāne MS; ˚vijñānaṃ Bh-ed. cf.: 
½ÙÓ YBh-c; lus kyi rnam par shes pa'i bar du YBh-t. 
178 | MS; || Bh-ed, em. 
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1.2͋�˓7ȧ˞͌ 

1.2.1͋�˓7ȧ˞7rʴā͌ 

 0”ɂ�ĐJ0�H”ʟ�*,�̫ȡ"0�G%”("0”(Jͅɂ˓7ȧ˞“5Ƚŝ

$I�Ů8˞�K�2"0�4�͈(J5Ƚŝ$Iɂ˓7ȧ˞84�͈�

pƬ”ɂ�ĐJ0�G%”ʟ�*,�̫ȡ"0�H”("0”(Jͅɂ˓7ȧ˞“5Ƚŝ

$I�Ů�˞�K�2"0�I͈(JE�”(J5Ƚŝ$Iɂ˓7ȧ˞��I14͈�

ɂ˓2ìǔ5”ʈ�˓�n͂�˓�nʙ�˓�nˣ˓�ȣʺ JI=�1�I͈�

1.2.2͋�˓ˣ7ȧ˞5��Ir.7Ś͌ 

?*”ɂ˓�ȧ˞"*ƴ”r.7Ś�ɉʷ JI̧͈Ǚ5”əȶȹ5˞�Iͅaupanipātika“

�Ś�2”ƒǩ$Iͅparyeṣaka“�Ś�2”ɍĩ J*�niścita	�Ś�21�I͈(7z1”

ƼÇ7C78ɂ˓7@1�H”�œ7��.8Ů˓1�I͈�

?*”ɍĩ J*Ś�Gġ?H”̛ǉͅsaṃkleśa“2ɨǶͅvyavadāna“�ʹı JI=�

1�I͈(J�G”(Jͅɍĩ J*Ś“7���ǈ�1�Iɂ˓C?*úDuú4IC7

2"0ǳÖ$I�”(Jͅɂ˓“ʔ�7ÄÉ5F-0184�͈("0”(7Ů�˓�8É

42�K5Ʀ�"4�̏H”Ů˓2ɂ˓7�.�ú4IC7ͅkuśalatvam“”�I�8ǉǪ4

IC7ͅkliṣṭatvam“1�I͈�

ɂ˓�ȧ˞"*ƴ2ìǔ5”�ʈ˓�G�ˣ˓?1��ȧ˞"*�ƴ”�r.7Ś�ˇ˓ 

JI2���2��ɉGJI=�1�I͈�

  

                                                   
14 �7ˀˬ5��IVmWSk[^\RW^2Ȉ˂nZd[^ˉ˂7Ƚ˹5.�08”Ǆˏɝ 4ɜɝ

4.2.2.1ɢâȒ͈?*”�7pƨ7ʺ̅5.�08ɝ 4ɜâȒ͈ 
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1.3 (MS 3b1l; Bh-ed 10, 9) 
tatra deśāntaraprasthitasyeva (179yānapadā āśrayo179) draṣṭavyaḥ180 pañcānāṃ vijñānakāyānām 

|181 sahasārthikavat182 sahāyāḥ |183 karaṇīyavad ālambanaṃ |184 svaśaktivat tatkarma |185  
aparaḥ paryāyaḥ |186 gr̥hasthasya gr̥havad eṣām āśrayo draṣṭavyaḥ |187 bhogavad ālambanam |188 

dāsīdāsādivat sahāyāḥ |189 vyavasāyavat karma || 
yogācārabhūmau pañcavijñānakāyasamprayuktā190 bhūmiḥ191 samāptā || || 
 

[Part 2, manobhūmidvitīyā 1] 
2.0 (MS 3b2l; Bh-ed 11, 1) 

manobhūmiḥ katamā |192 sāpi pañcabhir evākārair193 draṣṭavyā |194 svabhāvata āśrayata 
ālambanataḥ sahāyataḥ karmataś ca ||195 

2.1 (MS 3b2m; Bh-ed 11, 3) 
svabhāvaḥ katamaḥ |196 yac cittaṃ mano vijñānam ||197 

2.1.1 (MS 3b2r; Bh-ed 11, 4) 
cittaṃ katamat | yat sarvabījopagatam āśrayabhāvopagatam āśrayabhāvasaṃniviṣṭam198 upādātr̥ 

vipākasaṃgr̥hītam ālayavijñānaṃ || 
2.1.2 (MS 3b3l; Bh-ed 11, 6) 

manaḥ katamat |199 yat ṣaṇṇām api vijñānakāyānām anantaraniruddhaṃ kliṣṭaṃ ca mano yan 
nityam avidyātmadr̥ṣṭyasmimānatr̥ṣṇālakṣaṇaiś caturbhiḥ kleśaiḥ samprayuktam ||200 
  

                                                   
179 yānapadāsrayo MS; yānam āsrayo Bh-ed; yānapadā āsrayo em. cf.: o�P]îx·o� YBh-c; gnas ni 
yul gzhan du 'gro ba'i bzhon pa bzhin du YBh-t. 
180 ˚vyaḥ MS; ˚vyaḥ | Bh-ed. 
181 ˚nām MS; ˚nām Bh-ed; ˚nām | em. cf.: lÊ�Óo�P]îx·o�òo±Po��ò0�P>� 
YBh-c; gnas ni yul gzhan du 'gro ba'i bzhon pa bzhin du blta bar bya'o// rnam par shes pa'i tshogs lnga po dag ni 
grogs rnams ni 'gron po 'grogs pa lta bu'o// dmigs pa ni bya ba'i don lta bu'o YBh-t. 
182 sahasārthikavat MS; sahāyārthikavat Bh-ed. cf.: ibid. 
183 ˚yāḥ MS; ˚yāḥ | Bh-ed, em. 
184 ˚naṃ MS; ˚naṃ | Bh-ed, em. 
185 ˚ma MS; ˚ma | Bh-ed, em. 
186 ˚yaḥ MS; ˚yaḥ | Bh-ed, em. 
187 ˚vyaḥ MS; ˚vyaḥ | Bh-ed, em. 
188 ˚nam MS; ˚nam | Bh-ed, em. 
189 sahāya MS; sahāyāḥ | Bh-ed, em. 
190 pañcavijñānakāya˚ MS; pañcavijñāna[kāya]˚ Bh-ed. cf.: �ÓÙ¤l YBh-c; rnam par shes pa'i tshogs 
lnga dang ldan pa'i YBh-t. 
191 bhūmiḥ MS; bhūmiḥ prathamā Bh-ed. cf.: F YBh-c; sa ste dang po YBh-t. 
192 katamāḥ MS; katamā | Bh-ed, em. 
193 evākārair MS; ākārair Bh-ed. cf.: ���¤ YBh-c; de yang rnam pa lnga kho nar YBh-t. 
194 ˚vyā MS; ˚vyā | Bh-ed, em. 
195 ca MS; ca || Bh-ed, em. 
196 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
197 ˚nam MS; ˚nam || Bh-ed, em. 
198 ˚bhāvasaṃniṣṭam MS; ˚bhāvaniṣṭham Bh-ed; ˚bhāvasaṃniviṣṭam em. cf.: �ä��f YBh-c; gnas kyi 
dngos por gnas pa dang YBh-t.  
199 katamaḥ MS; katamat | Bh-ed, em. 
200 ˚ktam MS; ˚ktam || Bh-ed, em. 
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1.3͋�˓ˣ5.�07˔ü͌ 

?*”�˓ˣ7ƇHƀ8”>�7ċƀ5˝�0�I�52-07~HC77ˠ7ğ�2ʶ

GJI=�1�I͈ˑ	7̓ʮ$IC78�>�7ċƀ5˝�0�I�52-07�Ʈ7ì

ʮʆ7ğ�”ƀɷ8�>�7ċƀ5˝�0�I�52-07�Ȏ JI=�C77ğ�”(

78*G�8�>�7ċƀ5˝�0�I��ʔˣ7ʎÑ7ğ��2ʶGJI=�1�I�͈  

>�7�ü�7��Ƭ��I �͈$4L,��JGͅ�˓ˣ“7ƇHƀ8Į{52-07Į

7ğ�2ʶGJI=�1�I͈ƀɷ8�æ JI=�C7ͅbhoga“7ğ�”ˑ	7̓ʮ$I

C78Ȫĝ7Ŕʆ437ğ�”8*G�8��7ğ��2ʶGJI=�1�I�͈  

��s�Ȥ�ĽĆ7z7�.7˓ˣ2ɯ;.�0�IĆ��ˌ��ɬL-*͈ 

 

͋Part 2 ŮĆ(7 1͌ 

2.0͋ŮĆ͌ 

Ů2ɯ;.�0�IĆͅŮĆ“28��͈(JC?*”��˓ˣȽŝĆ2�ì#”�.7ǔ

Ƚ5F-0ʹıGJI=�1�I �͈$4L,�Ǆ˛2��ȍ1”ƇHƀ2��ȍ1”ƀɷ2

��ȍ1”̓ʮ$IC72��ȍ1”ä;8*G�2��ȍ11�I͈ 

2.1͋ŮĆ7Ǆ˛͌ 

Ǆ˛28��͈(J8ŚnŮn˓1�I͈�

2.1.1͋Ś͌ 

Ś28��͈(J8”$=07ɕĤM¬�0�H”ƇHƀ1�IC7ͅˣ�“M¬�0�

H”ƇHƀ1�IC75¢ĥ"0�IC71�H”ĈƉ$I{�1�H”ȮȔ5Øƙ J0

�IOojg˓1�I15͈ 

2.1.2͋Ů͌ 

Ů28��͈(J8”´.7˓ˣ�%J52-0̌Mɘ�%5ȃ"*C72”ǉǪ J*

e_W21�I͈(JͅǉǪ J*e_W“8ľ5”ȴͅȏư“nŽʶͅŽ5.�07ˊ-*

ʶʺ“nŽŴͅŽ8�I2��Š�s�H“nǼůMțř2$IĀ.7ȓŦ2Ƚŝ"0�IC

71�I16͈ 

  

                                                   
15 āśrayabhāva5.�08”Schmithausen͋1987͉43͌âȒ͈ 

� Oojg˓2ƇHƀ1�IC7ͅˣ�“27̍£5.�0”��18”Oojg˓8ƇHƀ1�I

C7M¬�0�I2ìƴ5”ƇHƀ1�IC75¢ĥ"0C�I2��Ƚ�µĥ7̍£Mˌư"0�

I͈ 

VmWSk[^\RW^18”sarvabījopagatam āśrayabhāvopagatam7z5�.7 upagatam��I͈

Ȉ˂18
pÅɕĤƀ̙”¢ǜŢƀ̙(ͅ pÅ7ɕĤ5F-0̓LJ0�IC71�H”ƇHƀ24I

C75F-0̓LJ0�IC71�H“24-0�H”
ƀ̙(8 upagatam7˂ˉ2ʅ�GJI�$

4L,”VmWSk[^\RW^2Ȉ˂8pʖ"0�I p͈Ƭ”Zd[^ˉ˂18”sa bon thams cad dang 

ldan pa dang/ gnas kyi dngos por gyur pa dang/ͅ $=07ɕĤMƾ$IC7”ƇHƀ2"07C754-

*C7“24-0�H”ldan pa2 gyur pa2��Ȯ4Iˉ1˂ J0�IͅText A-chi, Text A-tib 2.1.1

âȒ“͈  
16 e_W8ľ5Ā.7ȓŦ2Ƚŝ$I2���25.�0”VmWSk[^\RW^2Zd[^ˉ˂

28pʖ"0�I�”Ȉ˂58Ĳŝ$Iˀˬ�ʶGJ4�͈�7ɡƀ5̍"”×ñ͋2009͉26͌8”

Ȉ˂�¢Ƈ"*VmWSk[^\RW^7Ƭ�ç�”ȡĥVmWSk[^Ǆ2Zd[^ˉ˂8œw5

§ǝ J*C72Ɣı"0�I͈ 
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2.1.3 (MS 3b3m; Bh-ed 11, 8) 
vijñānaṃ katamat |201 yad ālambanavijñaptau pratyupasthitaṃ || 

2.2 (MS 3b3r; Bh-ed 11, 9) 
āśrayaḥ katamaḥ |202 samanantarāśrayo manaḥ |203 bījāśrayaḥ pūrvavad eva204 sarvabījakam 

ālayavijñānam || 

2.3 (MS 3b4l; Bh-ed 11, 11) 
ālambanaṃ katamat |205 (206sarvadharma ālambanam |206) niṣkevalaṃ207 tu vedanāskandhaḥ 

saṃjñāskandhaḥ saṃskāraskandho208 ’saṃskr̥taṃ cānidarśanam apratighaṃ ca rūpaṃ ṣaḍāyatanaṃ 
sarvabījāni ca || 

2.4 (MS 3b4m; Bh-ed 11, 14) 
sahāyaḥ katamaḥ |209 tadyathā210 manaskāraḥ sparśo vedanā saṃjñā cetanā chando ’dhimokṣaḥ 

smr̥tiḥ samādhiḥ prajñā śraddhā hrīr apatrāpyam211 alobho ’dveṣo ’moho vīryaṃ prasrabdhir 
apramāda upekṣāhiṃsā rāgaḥ pratigho ’vidyā212 māno dr̥ṣṭir vicikitsā krodha upanāho mrakṣaḥ 
pradāśa īrṣyā mātsaryaṃ māyā śāṭhyaṃ mado vihiṃsāhrīkyam213 anapatrāpyaṃ styānam auddhatyam 
āśraddhyaṃ kausīdyaṃ pramādo (214muṣitasmr̥titā vikṣepo214) ’samprajanyaṃ (215kaukr̥tyaṃ 
middhaṃ215) vitarko vicāraś cety evaṃbhāgīyāḥ sahabhūsamprayuktāś216 caitasā dharmāḥ sahāya ity 
ucyante ||217 ekālambanā anekākārāḥ sahabhuva ekaikavr̥ttayaḥ svabījanirjātāḥ218 samprayuktāḥ 
sākārāḥ sālambanāḥ sāśrayāḥ || 
  

                                                   
201 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
202 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
203 || MS; | Bh-ed, em. 
204 eva MS; eva | Bh-ed. 
205 ˚mat MS; ˚mat | Bh-ed, em. 
206 sadharmālambanam MS; sarvadharma ālambanam | Bh-ed, em. cf.: �(�P#ol YBh-c; chos thams 
cad ni gmigs pa ste YBh-t. 
207 niṣkevalaṃ MS; kevalaṃ Bh-ed. cf.: �"· YBh-c; 'ba' zhig gi YBh-t. 
208 saṃskārā˚ MS; saṃskāra˚ Bh-ed, em. cf.: ÆÂ YBh-c; 'du byed gyi phung po YBh-t. 
209 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
210 ˚thā MS; ˚thā | Bh-ed. 
211 apratrāpyam MS; apatrāpyam Bh-ed, em. cf.: i YBh-c; khrel yod pa dang YBh-t. 
212 ’vidya MS; ’vidyā Bh-ed, em. 
213 vihiṃsā ahrīkyām MS; vihiṃsāhrīkyam Bh-ed, em. cf.: T��j YBh-c; rnam par 'tshe ba dang/ ngo tsha 
med pa dang YBh-t. 
214 ˚smr̥titā vikṣepa MS; ˚smr̥titādhikṣepo Bh-ed; ˚smr̥titā vikṣepo em. cf.: cd�v� YBh-c; brjed ngas pa 
dang/ rnam par g.yeng ba dang YBh-t. 
215 kaukr̥tyaṃ middhaṃ MS; kaukr̥tyamiddhaṃ Bh-ed. cf.: g��§¥ YBh-c; 'gyod pa dang/ gnyid dang 
YBh-t. 
216 ˚samprayuktāś MS; ˚sampreyuktāś Bh-ed. 
217 ˚te || MS; ˚te Bh-ed. 
218 ˚nirjātāḥ MS; ˚niyatāḥ Bh-ed. cf.: <¼©Qo� YBh-c; rang gi sa bon las nges par 'byung ba YBh-t. 
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2.1.3͋˓͌ 

˓28��͈(J8ƀɷMˇ˓ &Iƴ5ȡÍ"0�IC71�I17͈ 

2.2͋ŮĆ7ƇHƀ͌ 

ƇHƀ28��͈ȼÍ7ƇHƀ8Ů1�I͈ɕĤ7ƇHƀ8Íͅɂ˓7ċë43“2²�

ì#”$=07ɕĤMƾ$IOojg˓1�I͈ 

2.3͋ŮĆ7ƀɷ͌ 

ƀɷ28��͈$=07Ǳ8ƀɷ1�I͈pƬ”țƾ7�ƀɷ�8”æʩnŭʩnʮʩ”

��F;�ȏȎ2”ʶ�4�”Ɔʻ74�ʟ182”´¹À”��F;�$=07ɕĤ1�I  ͈

2.4͋ŮĆ7̓ʮ$IC7͌ 

̓ʮ$IC728��͈$4L,”�ŮnʻnænŭnŠ”ǚn×ʺnŞnrƛĆnŶ”

¦nųnűnȏ˙nȏɅnȏȴnɦ˳n˥ĦnuƢ˴nƎnuĭ”˙nɅnȏưnŴnʶn

Ȱ”şnŤnʵnŦnģnŷnˈnˎnŸnĭnȏųnȏűnūǬnƏƋnu¦nźšnƢ

˴nŜŞnƦ�nuǝɉ”ŧ�nɄɀnĵn�2��19͈�s7F�4̭5Ĺ$IC78�Ů

Ć2�ìƴ5ĥą"Ƚŝ$IŚƀǱ1�H”̓ʮ$IC72õ9JI �͈ŮĆ2�ìp7ƀɷ

Mƾ"”Ȯ4IǔȽMƾ"”�$4L,ŮĆ2�
ìƴ5ĥą$IC7(1�H”(J)J5

ǳÖMƾ"”ăƾ7ɕĤ�Gȧ#”�$4L,ŮĆ2�
Ƚŝ$IC7(1�I ǔ͈ȽMƾ"”

ƀɷMƾ"”ƇHƀMƾ$IC71�I͈�

  

                                                   
17 VmWSk[^\RW^8
ƀɷMˇ˓ &Iƴ5ȡÍ"0�IC71�I(24-0�I�”Ȉ

˂2Zd[^ˉ˂18(J)JȮ4IȣʺMɐ"0�I͈Ȉ˂18”
ȡÍ�Éƀɴďȫ(ͅ ȡÍ"0

�I”ƀɴ2"07ďȫM�É$IC71�I“24-0�I͈Zd[^ˉ˂18”dmigs pa rnam par 

rig par byed pas nye bar gnas pa gang yin pa'oͅƀɷMˇ˓ &I�25F-0ȡÍ"0�IC71�I“

24-0�IͅText A-chi, Text A-tib 2.1.3âȒ“͈  

pƬ”YBhVy18”Ǚ5ɐ$F�5”VmWSk[^\RW^7ȣʺ2̭�"*ʺ̅M"0�I  ͈

YBhVy (D 84a7; P 102a8): dmigs pa rnam par rig par byed pas nye bar gnas pa gang yin pa'o (pa'o D; pa'o 
// P) zhes bya ba ni dmigs pa rnam par rig par byed pa 'byung ba la bya ste/ �ͅ˂,
ƀɷMˇ˓ &I�25

F-0ȡÍ"0�IC71�I(28”ƀɷMˇ˓ &I�2�˞�Iƴ52�� “͈ 

��18”VmWSk[^\RW^7ƨɜ˯H5ʺ̅$I͈ 
18 ǲ 3âȒ͈ 
19 Ȉ˂18”
Ƣ˴(2
ŜŞ(7̌5
˿ǚ(2
˿×ʺ(ͅ 280b17�18“7�.�ƌ?J0�I�”

(J5Ĳŝ$IC78VmWSk[^\RW^2Zd[^ˉ˂58ʶGJ4�͈ǲ 27âȒ͈ 
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2.5 (MS 3b6m; Bh-ed 12, 1) 
karma katamat | svaparaviṣayālambanavijñaptiḥ prathamaṃ karma |219 punaḥ 

svasāmānyalakṣaṇavijñaptiḥ |220 punar atītānāgatapratyutpannakālavijñaptiḥ |221 punaḥ 
kṣaṇaprabandhavijñaptiḥ |222 punaḥ pravartanānuvartanā śubhāśubhānāṃ223 dharmāṇāṃ karmaṇāṃ224 
ca |225 punar iṣṭāniṣṭaphalaparigrahas tadanyeṣāṃ ca vijñānakāyānāṃ taddhetuniṣyandasamutthāpanā 
||226 

 
  

                                                   
219 ˚ma MS; ˚ma | Bh-ed, em. 
220 || MS; | Bh-ed, em. 
221 ˚pratyutpannākāla˚ MS; ˚pratyutpannakāla˚ | Bh-ed, em. cf.: »
*6����� YBh-c; 'das pa dang/ ma 
'ongs pa dang/ da ltar byung ba'i dus rnam par rig par byed pa YBh-t. 
222 ˚prabandhaḥ vijñaptiḥ MS; ˚prabandhavijñaptiḥ | Bh-ed, em. cf.: +ß
*òm¤³
* YBh-c; skad cig 
pas rgyu rnam par rig par byed pa YBh-t. 
223 śubhāśubhānāṃ MS; śuddhāśuddhānāṃ Bh-ed. 
224 karmaṇāś MS; karmaṇāṃ Bh-ed, em. cf.: �(�� YBh-c; chos rnams dang/ las rnams YBh-t. 
225 ca MS; ca | Bh-ed, em. 
226 ˚nā MS; ˚nā || Bh-ed, em. 
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2.5͋ŮĆ78*G�͌ 

8*G�28��͈ƼÇ78*G�8”(Jʔ�7�Ĳ˗Ț�2�7�˓7�Ĳ˗ȚMƀ

ɷ2"0ˇ˓ &I�21�I20͈Ǚ5”ʔ�Ƚ�ͅ ăƾ7țř“2µȽͅµ˯7țř“Mˇ

˓ &I�21�I21͈Ǚ5”˶ánǃǆnȡą7ƴ̌�5�IĲ˗�Mˇ˓ &I�21

�I͈Ǚ5”�Ĳ˗7�Ì˾2˲ɲͅkṣaṇaprabandha“Mˇ˓ &I�21�I22͈Ǚ5”ǻ

ǶnuǶ4Iˑ	7Ǳ2ǏMǳÖ &I�2D”�ǻǶnuǶ4Iˑ	7Ǳ2ǏM”>�7˓

�Ů˓5�̓-0ǳÖ &I�2ͅpravartanānuvartanā“1�I23͈Ǚ5”ƿ?"��ǈĊ�

2ƿ?"�4�ǈĊMåI�22”>�7ˑ	7˓ˣM”(JͅŮĆ“Mā2$Iɟǵ�ǈ��

                                                   
20 svaparaviṣaya5Ĳŝ$IZd[^˂8bdag dang gzhan gyi yul gyi dmigs pa rnam par rig (rig DCPG; rig/ 

N) par byed paͅ(Jʔ�7�Ĳ˗Ț�2�7�˓7�Ĳ˗Ț2��ƀɷMˇ˓ &I�2“24-0

�H”VmWSk[^\RW^2pʖ"0�I͈�J5Ĳ"0”Ȉ˂8
ʎ�Éʔďƀɴ(ͅ
(Jʔ

�7Ĳ˗2"07ƀɷM�É$I�2�1�I(“24-0�I͈.?H”Ȉ˂18”Ů˓7ƀɷ5�

7˓7Ĳ˗8ï?J4�ͅText A-chi, Text A-tib 2.5âȒ“͈ �

� �7ɡƀ5.�0”
ƙǫƅÄ(5ʺˌ��I͈Ȉ˂ͅ580c11�13“18”
ãŖŮ˓ʎɴ�ďäɴʔ

ď͈ɴ�ďʆ”˒ɴ�˓ˣƀɴďȫ”ž̨ų͈ɴʔďʆ”˒ɴǱď(ͅ ?*”Ů˓8�7C77Ĳ˗

2(Jʔ�7Ĳ˗Mɷ%I�2�1�I �͈7C77Ĳ˗Mɷ%I28”�˓ˣ�ɷ#0�IĲ˗M”

əȐ5”�I�8̣əȐ5ɷ%I2���21�I͈(Jʔ�7Ĳ˗Mɷ%I28”Ǳ2��Ĳ˗M

ɷ%I2���21�I“24-0�I͈Zd[^ˉ˂ͅD 5b5�6; P 6b3�4“Cpʖ"0�I͈ 

.?H”
ƙǫƅÄ(7ʺˌ7Ȉ˂8”
ǄĆÄ(7VmWSk[^\RW^�F;Zd[^ˉ˂2

pʖ"0�H”Ů˓8ʔ�7Ĳ˗Mƀɷ2$I2ˬ=0�I͈ 

?*”�JM
ǄĆÄ(7z7ɂ˓78*G�5.�07ˌưͅ§1.1.1.5“2ĲȒ"0ʶI2”ɂ˓

7ċë7 svaviṣayālambanavijñaptiḥ8”Ȉ˂ͅ279b23�24“18
ø�Éʔďƀɴ(ͅ
(Jʔ�7Ĳ˗

7@2"07ƀɷM�É &I(“24-0�H”
ø(ͅ 7@“M�Ó"0˂"0�I͈pƬ”Ů˓7

ċë8”
ʎ�Éʔďƀɴ(2˂"0�H”
ø(7�LH5
ʎ(ͅ 1�I“M�Ó"�ɂ˓7ċë2

˹-0ɖǐȹ4`hOmWMʰ"0�I͈VmWSk[^àƨ18”Ů˓7ċë5.�08ɂ˓28

Ȯ4IˌưM"0�H”Ƞě8(7�2M˂ƨ5ɐ(�2"0�IF�1�I͈�

�7̀Ä8”)Ȭɺ
ͅ 7c8“7ʺˌ18
Ĳ˗7ÛÉ(ͅ
ďÄ̓(“24-0�H”ˆ"�ˌư84

� )͈ˏˀ
ͅ 319b2“18”
ʔÄ7Ĳ˗Mˇ˓$I(ͅ
�ʔď(“24-0�I͈Ƞě7ňĤ�ʶ0�

*Ȉ˂C
ʔďƀɴ(24-0�*2ŭĩ JI͈ 

�s5ĉ/�0”
ǄĆÄ(7Ȉ˂
ʎ�Éʔďƀɴ(7
ʔď(8”Ƞě�ʶ0�*VmWSk[

^àƨ18ˮˉȹ5 svaviṣaya- 24-0�*L�184�2ʅ�GJI͈Ƞě˂18ɂ˓7ċë2Ȯ

4I˂"ƬM"0�I�”˂ƨ7z5uʔȐ �ǡI͈ʃ˂7˶ɓ1�G�7ȣȩ5FH�7F�4

ƨ54-*7�C"J4�͈ 
21 �˓8ăƾ7țřͅʔȽ“7@Mˇ˓$I75Ĳ"0”Ů˓8”ăƾ7țř2µ˯7țř”$4L

,”ȼƓɉʷĲ˗2”(JG7Ĳ˗7µ˯7țřMˇ˓$I͈ 
22 �7pƨ8”Ȉ˂18”
ŖÌ˾�É”žȽɻ�É(ͅ ?*”Ì˾ȹ5�É$I”�I�8˲ɲȹ5

�É$I“24-0�I (͈J5Ĳ"0”Zd[^ˉ˂7]lTȘnZiaȘ18”yang skad cig pas rgyu 

rnam par rig par byed pa'oͅ?*”Ì˾ȹ4C75F-0àāMˇ˓ &I“”Ú�Șn_lXmȘnU

ol]mȘ18 yang skad cig pa'i rnam par rig par byed pa'oͅ?*”Ì˾ȹ4C77�C7�Mˇ˓ &

I“24-0�H”VmWSk[^àƨ7 prabandhaͅȈ˂18
Ƚɲ(5˅Ō$I“5Ĳŝ$IC7

�ʶGJ4�ͅText A-chi, Text A-tib 2.5âȒ“͈ �7�,”]lTȘnZiaȘ7z7 rgyu8 rgyun7

ˊǎ1�IéʎŢ��I͈(�1�J9”]lTȘnZiaȘ5ĉ/�9”Zd[^ˉ˂7ʺ̅8”


?*”Ì˾ȹ4C75F-0˲ɲMˇ˓ &I(1�I�C"J4�͈?*”Ú�Șn_lXmȘn

Uol]mȘ7ċë”skad cig pa'i7ȼœ5”rgyun�ʐʤ"*éʎŢC�I͈�7ŭĩ5ĉ/�0ˍ

A2”
?*”Ì˾ȹ4C77˲ɲMˇ˓ &I(54I͈�%J5&F”Zd[^ˉ˂18”Ȉ˂2

Ȯ4H”kṣana2 prabandhaMyÆȹ4C72"08ȣʺ"0�4��2�Ä�I͈ 
23 
ǻǶnuǶ4Iˑ	7Ǳ2ǏMǳÖ &I�2(ͅ pravartana“8Ů˓7ċë5.�0ˬ=0�H”


�ǻǶnuǶ4Iˑ	7Ǳ2ǏM”>�7˓�Ů˓5�̓-0ǳÖ &I�2(ͅ anuvartana“8�˓

ˣ7ċë5.�0ˬ=0�I͈§1.1.1.5âȒ͈ 
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[Part 3, manobhūmidvitīyā 2] 
3.1 (MS 7b4l; Bh-ed 24, 1) 

tatra saṃraktayor mātāpitros tīvrāvasthāgate rāge (227sarvapaścād ghanaṃ227) śukraṃ mucyate | 
tadante cāvaśyam ubhayoḥ śukraśoṇitabinduḥ228 prādurbhavati | dvayor api ca tau śukraśoṇitabindū 
mātur eva yonau miśrībhūtau śaraṃ baddhā tiṣṭhata229 ekapiṇḍībhūtau tadyathā pakvaṃ payaḥ 
śītībhāvam230 āpadyamānaṃ |231 yatra232 sarvabījakaṃ vipākasaṃgr̥hītam233 āśrayopādātr̥234 
ālayavijñānaṃ sammūrchati ||235 

3.2 
3.2.0 (MS 7b5l; Bh-ed 24, 6) 

kathaṃ punaḥ sammūrchati |236  
3.2.1 (MS 7b5l; Bh-ed 24, 6) 

tena saṃjātaśareṇa śukraśoṇitapiṇḍena saha (237tadviparyastālambano ’ntarābhavo nirudhyate237) | 
tannirodhasamakālaṃ ca tasyaiva (238sarvabījasya vijñānasya238) sāmarthyāt 
(239tadanyasūkṣmendriyamahābhūtavyatimiśro ’nyas239) tatsabhāgaḥ śukraśoṇitapiṇḍo jāyate240 
sendriyaḥ |241 

tasyāṃ cāvasthāyāṃ pratiṣṭhitaṃ vijñānaṃ (242bandhaḥ pratisaṃdhir242) ity ucyate | sā cāsau 
kalalāvasthā |243 
  

                                                   
227 sarvapaścād ghanaṃ MS; [’vasāne] Bh-ed. cf: ~^�S<&���5®Äò��@= YBh-c; mjug kho 
nar khu ba ska ba 'byung bar 'gyur ro// de'i rjes la gnyi ga las khu ba dang khrag gi thigs pa gnyis gdon mi za bar 
'byung bar 'gyur te/ YBh-t. 
228 śoṇitabinduḥ MS; [śukra]śoṇitabinduḥ Bh-ed; śukraśoṇitabinduḥ em. cf: ibid. 
229 tiṣṭhataḥ MS; tiṣṭhata Bh-ed, em. 
230 śītī˚ MS; śīta˚ Bh-ed. cf.: %¯ YBh-c; grangs pa'i spris ma YBh-t. 
231 ˚naṃ MS; ˚naṃ | Bh-ed, em. 
232 yatrata MS; [tatra] Bh-ed; yatra em. 
233 ˚tam | MS; ˚tam Bh-ed, em. 
234 āśrayopādātr̥ MS; āśrayopādānād Bh-ed. cf.: G:o� YBh-c; lus len par byed pa YBh-t. 
235 | MS; || Bh-ed, em. 
236 ˚ti MS; ˚ti | Bh, em. 
237 ˚ālambanaḥ | antarābhavo nirūdhyate MS; ˚ālambanato ’ntarābhavo nirudhyate Bh-ed; 
˚ālambano ’ntarābhavo nirudhyate em. cf: ¾ì�±	��� YBh-c; phyin ci log tu dmigs pa bar ma do'i 
srid pa de 'gag par 'gyur la YBh-t. 
238 sarvabījasya vijñānasya MS; sarvabīja[ka]sya Bh-ed. cf: �(©QÓ YBh-c; rnam par shes pa sa bon 
thams cad pa de'i YBh-t. 
239 ˚miśronyas MS; ˚miśro ’nyas Bh-ed, em. 
240 ˚te | MS; ˚te Bh-ed, em. 
241 ˚yaḥ MS; ˚yaḥ | Bh-ed, em. 
242 bandhaḥ | pratisaṃdhir MS; pratisaṃdhir Bh-ed; bandhaḥ pratisaṃdhir em. cf: ¯�¤³ YBh-c; nying 
mtshams sbyor ba YBh-t. 
243 ˚sthā MS; ˚sthā | Bh-ed, em. 
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2"0ȶÖ$I�21�I͈�

 

͋Part 3 ŮĆ(7 2͌ 

3.1͋Oojg˓�Pjj5¿̚$I͌ 

?*”Ȋũ5ȂJ0�IȖǣ7ůǚ�Ȧ+"�Ǣ̒5˸"*2�”$=07œ1”ȋɔ4

ɦǸ�ƢÃ JI͈("0(7ɬLH5”��58”ś%�ê	�ɦ2ʬ7ȅ�ȡJI͈ 

G5?*”��7(7�ɦ2ʬ7ȅ��>�4G6ǣ7ĤĬ5��0Ǻë"”¿ɯ"*C7

�¿�Ȝ7C7523?H”p.7Č24-*͈Óȕ"*ș��½*�4H��0�IF�

5͈(72�K5”$=07ɕĤMƾ$I”ȮȔ5Øƙ JI”ƇHƀͅˣ�“MĈƉ$I

{�1�IOojg˓�¿̚$Iͅsammūrchati“͈  

3.2͋¿̚$I�25.�07ˆˌ͌ 

3.2.0͋ˁù͌ 

?*”37F�5¿̚$I7�͈ 

3.2.1͋Pjj7ōż˶ɓ͌ 

(7ȧż J*¿�Ȝ7C71�Iɦ2ʬ7Č2�-0”(J2̬ª"*ƀɷMC-0�

Izƾͅƾũ7Íw17ǟ7Ɇ̌�GǙ7ȧĥMæ�I?17ž7ȧĥ“24�ȃ$I͈(

"0”(7�zƾ�7ȃ2ìƴ5”>�4G6(7$=07ɕĤMƾ$I˓7ʎÑ5F-0”

(Jͅ¿�Ȝ7C71�Iɦ2ʬ7Č“28É4”ŗɫ4ǌͅŰʷǗʎMƾ$IC7“�Mō

ż$I*B�7®ɪ2Ǻë"0�I”(Jͅ¿�Ȝ7C71�Iɦ2ʬ7Č“2̭�"*”

ǌMƾ$IÉ7ɦ2ʬ7Č�ȧ#I͈ 

("0”(7Ǣ̒523?-0�I˓8ɯȧ2ʽLJI͈("0”>�4G6(J8Pj

j7Ǣ̒251�I͈ 

  

                                                   
24 �7ɡƀ5¯N#0”zƾ7̬ª"*ʶʺ5.�0ˌư��I͈.?H”zƾ8”ŢʮȎz7Ȗǣ

5Ĳ"”ȗƬMʔÄ2"0ˊ-0ƍ�0�H”ʮȎ7Ĳ˗5ůɃ�ȧ#I͈YBh 23, 2�5âȒ͈  
25 )Ȥ�ˏ
18”ʍ±7ōż˶ɓM³.7Ǣ̒5ÛÄ"0ˌư$I͈Pjj8(7ƼÇ7Ǣ̒1�

I͈Ǆˏɝ 3ɜǲ 19âȒ͈ 
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3.2.2 (MS 7b6m; Bh-ed 24, 10) 
tāni ca tasya kalalasyendriyamahābhūtāni kāyendriyeṇaiva sahotpadyante | 

indriyādhiṣṭhānamahābhūtāni244 ca tair evendriyamahābhūtaiḥ kāyendriyeṇa ca sahotpadyante245 | 
tatas tānīndriyamahābhūtāny246 upādāya cakṣurādīnīndriyāṇi krameṇa niṣpadyante | (247tāni 
cendriyādhiṣṭhānamahābhūtāni upādāya krameṇa indriyādhiṣṭhānāny api niṣpadyante |247) 

indriyāṇāṃ248 tadadhiṣṭhānānāṃ ca prādurbhāvāt kr̥tsna āśrayo niṣpanno bhavati pratilabdhaḥ 
|249  
3.2.3 (MS 8a1m; Bh-ed 24, 14) 

tat punaḥ kalalarūpaṃ taiś cittacaitasair250 dharmair anyonyayogakṣematayā251 sammūrchitam 
ity ucyate | cittavaśena ca tan na pariklidyate |252 tasya cānugrahopaghātāc253 cittacaittānām254 
anugrahopaghātaḥ |255 tasmāt tad anyonyayogakṣemam ity ucyate ||256 
  

                                                   
244 ˚indriyādhiṣṭāna˚ MS; indriyādhiṣṭhāna˚ Bh-ed, em. cf.: �o�ÃM© YBh-c; dbang po'i rten gyi 'byung 
ba chen po rnams YBh-t. 
245 sahabhūtāny utpadyante MS; sahotpadyante Bh-ed, em. cf.: �� YBh-c; lhan cig tu 'byung bar 'gyur ro 
YBh-t. 
246 ˚mahā··tāny MS; ˚mahākabhūtāny Bh-ed; ˚mahābhūtāny em. cf.: M© YBh-c; 'byung ba chen po de dag 
YBh-t. 
247 tāni cendriyādhiṣṭhānamahābhūtāni upādāya krameṇa indriyādhiṣṭhānāny api niṣpadyante MS; om. Bh-ed; 
tāni cendriyādhiṣṭhānamahābhūtāni upādāya krameṇa indriyādhiṣṭhānāny api niṣpadyante | em. cf.: 7��Ù
����o�ÃM©-u, Ñ��Ã�« � YBh-c; dbang po'i rten gyi 'byung ba chen po de dag kyang 
rgyur byas nas rim gyis dbang po'i rten rnams kyang 'grub par 'gyur ro YBh-t. 
248 indriṇā MS; indriyāṇāṃ Bh-ed, em. cf.: Ñ� YBh-c; dbang po rnams YBh-t. 
249 ˚dhaḥ MS; ˚dhaḥ | Bh-ed, em. 
250 cittacaitasair MS; cittacaitasikair Bh-ed. 
251 anyonyakṣematayatā MS; anyonya[yoga]kṣematayā Bh; anyonyayogakṣematayā em. cf.: §3.2.3; R3"> 
YBh-c; gcig la gcig grub pa dang bde bas YBh-t. 
252 ˚te MS; ˚te | Bh-ed, em. 
253 ˚opaghātāḥ MS; ˚opaghātāc Bh-ed, em. cf.: s£u YBh-c; phan pa dang gnod pa las YBh-t. 
254 ˚caittānām MS; ˚caitasikānām Bh-ed. 
255 ˚taḥ MS; ˚taḥ | Bh-ed, em. 
256 | MS; || Bh-ed, em. 
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3.2.2͋Pjj�GˑǌMƾ$Iˣ�7ōż͌ 

?*”(7F�4Pjj7ǌ�Mōż$I*B�7(JGˑ®ɪ8”*+ˣǌ7@2µ5

ȧ#I͈("0”ǌ7ĉ�ͅŰʷǗʎMƾ$IC77Ț˛ȹ”$4L,ʋ�ȹĉ�“�Mōż

$I*B�7ˑ®ɪ268”>�4G6(JGǌ�Mōż$I*B�7ˑ®ɪ2ˣǌ2µ5ȧ

#I͈(J�G”(JGǌ�Mōż$I*B�7ˑ®ɪ5F-0”ɂ437ˑǌ�̧Ǚ5ħ

ż$I͈("0”(JGǌ7ĉ��Mōż$I*B�7ˑ®ɪ5F-0”ˑ	7ǌ7ĉ�C

̧Ǚ5ħż$I͈ 

ˑ	7ǌ2”(JG�ǌ�7ĉ��ȡJI�25F-0”ħ²4IƇHƀͅˣ�“�ħż

 J”ȟŕ J*͈ 

3.2.3͋Pjj2ŚnŚƀ7Ƚ�µĥ͌ 

 G5?*”Pjj7ʟͅɦ2ʬ7Č“8”(JGŚnŚƀ7Ǳ2Ƚ�5µĥ"0�I�

25F-0”¿̚"*C72õ9JI �͈$4L,�Ś7Ñ5F-0(7�Pjj7ʟ�8ʑ

Ƥ"4�͈("0”(7�Pjj7ʟ�7æȺnʲĭ5F-0”ŚnŚƀ7æȺnʲĭ��

I͈"*�-0”(7�Pjj7ʟ�8�ŚnŚƀ7Ǳ2�Ƚ�5µĥ"0�I2õ9JI͈ 

  

                                                   
26 ��1”ǌ7ōż2”ǌ7ĉ�7ōż5.�0ˬ=0�I͈ǌMōż$I*B7ˑ®ɪ2”ǌ7ĉ

�Mōż$I*B7ˑ®ɪMȮ4IC72"0�I�”(7ÛÉMɐ"0�4� �͈7ɡƀ5.�0”

YBhVyD”)Ȭɺ
4318(J)JȮ4Iʺ̅Mɐ"0�I͈ 

� YBhVy18”ɂnʈn͂nʙ7Ā.7ǌMōż$I®ɪ2ˣǌMōż$I®ɪ27̍£5.�0ˌ

ư$I�”ǌ2ǌ7ĉ�7ÛÉ5.�08ˏ#0�4�͈  

� YBhVy (D 92b2�3; P 112b2�4)͉dbang po'i rten gyi 'byung ba chen po rnams zhes bya ba ni dper na mig gi 

'bras bu dkar po'i 'byung ba chen po dag lta bu ste/ de bzhin du gzhan dag la yang ci rigs su sbyar ro// lus kyi ni 
gzhan dag gi rten po'i 'byung ba chen po dag ma gtogs par rten gyi 'byung ba chen po dag gud na med pa kho na 

yin no// �ͅ˂,
ǌ7ĉ��Mōż$I*B�7ˑ®ɪ(28” �9”ǻȉ4Ȼ�Mōż$I*B�

7ˑ®ɪ7F�5”ìǔ5”>�7C7ͅʈn͂nʙ“7ċë5C˻Ī5ɭ@ëL&0�I͈ˣ��M

ōż$I*B7ˑ®ɪ�8”>�7C7ͅɂnʈn͂nʙ“7ĉ��Mōż$I*B�7ˑ®ɪM̐

�0”É5ĥą$I7184�ĉ��Mōż$I*B�7ˑ®ɪ7@1�I “͈ 

pƬ”)Ȭɺ
Cɂ437Ā.7ǌMōż$I®ɪ2ˣǌMōż$I®ɪ27̍£5.�0ˬ=0�

I͈(7ʺˌ5��0”
ˑǌĖɕ(2
ˑǌƄǌĖɕ(2��ʰȡMȨ�0�I͈ 

)Ȭɺ
ͅ 11c24−12a10“͉
Ǟʀ˽ʧzƾˑǌĖɕɟʆ”Ç�}ƴ”ɂɟĀǌƴȞǃƾ”ļƾ˱őʎ

˱ĀĖƝ¶ʪƀ͈ͅ zȬ“�ˌ͉ÇƾˑǌĖɕ”ŁƾˑǌƄǌĖɕʆ”ßˌ˱ˣĖɕä˱ƄˣĎĖɕȎ

˱̳ĀǌĖɕɟ”̣ƺÉƾ”Ƚ¢ʇƾ”Ƴ˱ɿƣ (͈ͅ�˂,
�7Pjj58ǌ�Mōż$I*B�7

ˑĖɕͅˑ®ɪ“��I(�	28”ƼÇ7Ǣ̒5��0”ɂ437Ā.7ǌ8(7ƴ5ǃ+5ĥą

"0�4��”(JGMǓż$IʎÑMƾ$IĀĖɕ�$15ĥą"”(7ċƀMÞB0�I͈ͅzȬ“

��1�Ǚ7F�5�ʺˌ$I͈ÇB5ǌ�Mōż$I*B�7ˑĖɕ��H”("0ˑ	7ǌ52

-0”ǌMƟ�IĖɕ��I28$4L,”ˣ�ǌ�MǓż$IĖɕ2”ˣ�ǌ�MƟ�IĎͅĲ˗“

MǓż$IĖɕ8”>�7Ā.7ǌͅɂnʈn͂nʙ“MǓż$IĖɕ28ɟ"�C71�H” G

5É5�IC7184�”��5¢ĥ"0ĥą$I͈�J8Ǔż$I�27Ůô1�I�G “͈ 

� ?*”)Ȥ�ˏˀ
18”sˀ7)Ȭɺ
7ʺˌMƗȨ"0” G5Ǚ7F�5ˬ=I͈ 

)Ȥ�ˏˀ
ͅ T42, 323c14�16“͉
ùƸ͈ƨˌäǌƀ¢ʪĖɕ¨ȧ”ƀ¢äʪƾ�Ȯʉ͈ʺ�͈ʡȼ

ʽƀ¢”ßƳ˱ǌĀĖ͈ʡʽƀ¢ʪ”ʪßƳǌƀ¢ĀĎ (͈ͅ�˂,ù� �͈Ȥ�ˏ7�Ǆƨ8
ǌ7ƀ

¢Àͅĉ�“�Mōż$I*B�7Ėɕ2µ5ȧ#I(2ˬ=0�I�”
ƀ¢(2
À(58�7˹

���I7�͈ɠ�I 
͈ƀ¢(2ȼƓˬ=Iċë”(J8$4L,ǌMǓż$IĀĖɕ1�I 
͈ƀ

¢À(2ˬ=Iċë”
À(8$4L,ǌ�¢ĥ"0�IĀ.7Ďͅ ʟ”̴ ”ô”̓ 2��Ā.7Ĳ˗“

1�I “͈ 

.?H”)Ȭɺ
2)Ȥ�ˏˀ
18”
ǌ7ĉ�(M”ǌMƟ�IŰʷĲ˗ 
ͅƄǌĎ(“2ȣʺ"

0�I͈ 
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3.2.4 (MS 8a2m; Bh-ed 24, 18) 
yatra ca kalaladeśe tad vijñānaṃ sammūrchitaṃ (257so ’sya257) bhavati |258 tasmin samaye 

hr̥dayadeśaḥ |259 evaṃ hi tad vijñānaṃ yasmād eva deśāc cyavate |260 tasminn eva deśe tat 
prathamataḥ sammūrchati ||261 

 
[Part 4, manobhūmidvitīyā 3] 
4.1 
4.1.1 (MS 16b7m; Bh-ed 57, 8) 

tatra cittacaitasikakalāpe262 cittaṃ copalabhyate |263 caitasāś ca tripañcāśad upalabhyante |264 
tadyathā manaskārādayo vitarkavicāraparyavasānā265 yathā nirdiṣṭāḥ ||266 
4.1.2 (MS 16b7r; Bh-ed 57, 10) 

eṣāṃ caitasānāṃ dharmāṇāṃ kati sarvatra citta utpadyante sarvabhūmike sarvadā sarve ca |267 
āha |268 pañca manaskārādayaś269 cetanāparyavasānāḥ |270  

kati sarvatrotpadyante271 sarvabhūmike na ca sarvadā na sarve |272 pañcaiva chandādayaḥ273 
prajñāparyavasānāḥ |274 
  

                                                   
257 sosya MS; so ’sya Bh-ed, em. 
258 ˚ti | MS; ˚ti Bh-ed. 
259 ˚śaḥ MS; ˚śaḥ | Bh-ed, em. 
260 ˚te | MS; ˚te Bh-ed. 
261 ˚ti MS; ˚ti | Bh-ed; ˚ti || em. 
262 ˚caitasikakalāpe MS; ˚caitasakalāpe Bh-ed. cf.: ya�aoA	 YBh-c; sems dang sems las byung ba'i 
tshogs la YBh-t. 
263 ˚te | MS; ˚te Bh-ed. 
264 ˚nte MS; ˚nte | Bh-ed, em. 
265 ’vitarkavicāra˚ MS; vitarkavicāra˚ Bh-ed, em. cf.: V� YBh-c; rtog pa dang dpyod pa YBh-t. 
266 nirdṛṣṭā || MS; nirdiṣṭāḥ | Bh-ed; nirdiṣṭāḥ || em. cf.: P,Í YBh-c; ji skad smos pa YBh-t. 
267 ca MS; ca | Bh-ed, em. 
268 aha MS; āha | Bh-ed, em. cf.: ­ YBh-c; smras pa YBh-t. 
269 manaskārādyāś MS; manaskārādyāś Bh-ed; manaskārādayaś em. cf.: �h¬ YBh-c; yid la byed pa la 
sogs pa nas YBh-t. 
270 cetanā(pa)ryavasānānāḥ MS; cetanāparyavasānāḥ | Bh-ed, em. cf.: e�^Þ YBh-c; sems pa la thug pa 
yan chad YBh-t. 
271 ˚te | MS; ˚te Bh-ed, em. 
272 ˚rve MS; ˚rve | Bh-ed, em. 
273 chandādayaḥ | MS; śraddhādayaḥ Bh-ed; chandādayaḥ em. cf.: �¬ YBh-c; 'dun pa nas YBh-t. 
274 prajñāparyavasā<na>ḥ || MS; prajñāvasānāḥ | Bh-ed; prajñāparyavasānāḥ | em. cf.: k�^Þ YBh-c; 
shes rab la thug pa yan chad do YBh-t. 
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3.2.4͋˓�¿̚$I�ɽ͌ 

?*”Pjj7z7�Iċƀ5(7˓�¿̚$I4G9”(7ċƀ8(7�˓��¥ƾ$

IC724I (͈7ƴ5”�(7ċƀ8�Śʓ2��ċƀ�1�I�͈ 4'4G”�7F�5”

(7˓�ƼÇ5¿̚$I>�4G6(7ċƀ”�ǟ5̕"0�(7ċƀ�G�(7˓��̝J

I71�I�G͈ 

 

͋Part 4 ŮĆ(7 3͌ 

4.1͋Ś2ŚƀǱ͌ 

4.1.1͋ŚƀǱ7ɳˌ͌ 

?*”Ś2Śƀ7ǅͅkalāpa“7z5”Ś�ˇ˓ JI͈?*”�Ür277Śƀ�ˇ˓ J

I͈$4L,”�̓ʮ$IC77ċë5�ˬ=GJ*˯H7”�ŮMġB2"”ĵͅŠʅ“2

�ͅʅı“MɬLH2$IC71�I͈ 

4.1.2͋ŚƀǱ7ÛÄ͌ 

�JGŚƀǱ7z1”$=07ȜŲͅú”ǉǪ43“7Ś5��0ȧ#”$=07Ć5�

IC75��0�ȧ#�”$=07ƴ5�ȧ#�”$=0��ȧ#I�C7283J�28͈ɠ

�I͈�.”$4L,�ŮMġB2"0”ŠMɬLH2$IC71�I͈ 

$=07ȜŲ�7Ś�5��0ȧ#”$=07Ć5�IC75��0�ȧ#I��”"�"”

$=07ƴ5�ȧ#I�184�”$=0��ȧ#I�1�C�4�C7283J�͈ì#

��.”$4L,”ǚMġB2"0”ŶMɬLH2$IC71�I͈ 

                                                   
27 �Ür7Śƀ5̍"0”
ŮĆ(7>�7ɡƀͅYBh 68, 13“18”manaskārādayo 

vitarkavicāraparyavasānāś caitasās tripañcāśatͅ �ŮMġB2"0”ĵn�MɬLH2$I�Ür7Śƀ�

�I“2ˌư"0�H”ŚƀM�Ů�Gĵn�?12"0�I͈�J8”§2.45Ƌ�0�IŮĆ7̓

ʮ$IC77ˌư2pʖ"0�I͈"*�-0”�Ür2��Śƀ7ɳƧ8”§2.45Ƌ�0�IŮĆ

7̓ʮ$IC77ëʿ1�I�2�Ä�I͈��

� "�"4�G”§2.418�Üp7ŚƀMƋ�0�H�
�Ür(28pʖ"4�͈Zd[^˂18”


�Ür(5˅Ō$IɡƀͅD 28b6; P 32a3“8�Üp”§2.45Ĳŝ$IɡƀCʿ�Üp7Śƀ24-

0�I͈(J5Ĳ"0”Ȉ˂18VmWSk[^\RW^2ìǔ5
�Ür(24-0�H”§2.45

Ĳŝ$IɡƀCʿ�Ür7Śƀ24-0�Iͅ �Üp5˿ǚn˿ ×ʺ�Ó�GJ0�I”ǲ 19âȒ“͈

ǧ̇͋1964͉319−322͌8”
ǄĆÄ(18ƼÇ8�Ür7Śƀ2"0�*�”
ƙǫƅÄ(18˿ǚn

˿×ʺ7�.M̐��Üp24H��œw7Ȥ�ʮǴ8(7�Üp2��ƧMƑȨ"*”2Ɣǿ"0�

I͈§2.47VmWSk[^\RW^5˿ǚn˿×ʺ7�.�4�78(7ɯǈ1�I2ʅ�GJI͈ 

� ��18”VmWSk[^\RW^5Ŕ-0˂$͈ 
28 sarvatra citta, sarvabhūmika, sarvadā, sarve5.�08Ǆˏɝ 2ɜɝ 2.1.2.1ɢâȒ͈ 

�7pƨ8”Ȉ˂18
ğƳˑŚƀ”Ń¢pÅʪŚȧ”pÅĆ”pÅƴ”pÅʉ(ͅ �JGˑŚƀ7

z1”$=07ȜŲ7Ś5¢-0ȧ#”$=07Ć5��0�ȧ#�”$=07ƴ5�ȧ#�”$=0

��ȧ#I�C78Ń.47�“24-0�H”VmWSk[^àƨ2pʖ"0�IͅText A-chi 4.1.2

âȒ“͈  

pƬ”Zd[^ˉ18”sems las byung ba'i chos de dag las/ du zhig sa (sa DC; pa PNG) thams cad pa/ 
sems can thams (thams DCPG; ill. N) cad du/ dus thams cad du/ thams cad 'byung zhe na/ͅ �JGŚƀǱ7z

1”$=07Ć5Ĺ$IC71�H”$=07ƾũ5�ȧ#�”$=07ƴ5�ȧ#�”$=0�ȧ#

IC78Ń.47�2��4G9“2˂ J0�IͅText A-tib 4.1.2âȒ“͈ ��58�.7Ƚ˹�ʶ

GJI͈?%”sa thams cad paͅ$=07Ć5Ĺ$IC7”*sarvabhūmike“�¯5ˬ=GJ0�I͈?

*”sarvatra citta7˅Ōɡƀ8 sems can thams cad duͅ$=07ƾũ5“24-0�I͈YBhVy7ʺˌ

18 sems thams cad duͅ$=07Ś5“2ņȨ"0�I�2�G”Zd[^ˉ˂)Ȥ�ˏ
7�7ɡ

ƀ8ˊǎ1�IéʎŢ�̸�͈ 
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kati kuśala eva na sarvatra |275 api tu sarvabhūmike na sarvadā na sarve |276 
śraddhādayo ’hiṃsāparyavasānāḥ277 |  

kati kliṣṭa eva na sarvatra na sarvabhūmike na sarvadā na sarve |278 
(279rāgādayo ’samprajanyaparyavasānāḥ |279)  

kati sarvatra no tu sarvabhūmike280 na sarvadā na sarve |281 kaukr̥tyādayo vicāraparyavasānāḥ 
||282 

4.2 
4.2.0 (MS 17a1r; Bh-ed 57, 18) 

tatrendriyam aparibhinnaṃ bhavati | viṣaya ābhāsagato bhavati | tatas tajje283 manaskāre 
pratyupasthite284 vijñānasyotpādo bhavati ||285  
4.2.1 (MS 17a2l; Bh-ed 57, 19) 

katham indriyam aparibhinnaṃ bhavati | dvābhyāṃ kāraṇābhyāṃ |286 
(287avināśato ’mandībhāvataś287) ca ||288 
  

                                                   
275 ˚tra MS; ˚tra | Bh-ed, em. 
276 ˚rve MS; ˚rve || Bh-ed; ˚rve | em. 
277 ˚paryavasānā MS; ˚paryavasānāḥ Bh-ed, em. 
278 ˚rve MS; ˚rve | Bh-ed, em. 
279 rāgādayo ’samprajanyaparyavasānāḥ | MS; rāgādayaḥ samprajanyaparyavasānāḥ || Bh-ed. cf.: Õ¬ò��
¨�^Þ YBh-c; 'dod chags la sogs pa nas/ shes bzhin ma yin pa la thug pa yan chad do YBh-t. 
280 sarvabhūmike MS; sarvebhūmike Bh-ed. 
281 ˚rve MS; ˚rve | Bh-ed, em. 
282 | MS; || Bh-ed, em. 
283 tejje MS; tajje Bh-ed, em. 
284 pratyuvasthite | MS; pratyupasthite Bh-ed, em. cf.: �Øò�} YBh-c; nye bar gnas par gyur na YBh-t. 
285 | MS; || Bh-ed, em. 
286 ˚bhyāṃ MS; ˚bhyāṃ | Bh-ed, em. 
287 avināśataḥ | ’mandībhāgataś MS; avināśato’mandībhāvataś Bh-ed, em. cf.: ���Juò��µ/u 
YBh-c; ma rung bar ma gyur pa dang/ rtul ba'i rang bzhin ma yin pas so YBh-t. 
288 | MS; || Bh-ed, em. 
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$=07ȜŲ�7Ś5��0ȧ#I�184�”ú�Ś�7@5�ȧ#I�”"�"”$=

07Ć5�IC75��0�ȧ#I��”$=07ƴ5�ȧ#I�184�”$=0��ȧ#

I�1�C�4�C7283J�͈¦MġB2"0”uĭMɬLH2$IC71�I͈ 

$=07ȜŲ�7Ś5��0ȧ#I�184�”ǉǪ�Ś�7@5�ȧ#I�”$=07Ć

5�IC75��0�ȧ#I�1�C�4�”$=07ƴ5�ȧ#I�1�C�4�”$=

0��ȧ#I�1�C�4�C7283J�͈˙MġB2"0”uǝɉMɬLH2$IC7

1�I͈ 

$=07ȜŲ�7Ś5��0ȧ#I��”"�"”$=07Ć5�IC75��0�ȧ#

I�184�”$=07ƴ5�ȧ#I�1�C�4�”$=0��ȧ#I�1�C�4�C

7283J�͈ŧ
�

�
 

ͅœť“MġB2"0”�ͅʅı“MɬLH2$IC71�I͈ 

4.2͋Ů˓7ȧ˞7rʴā͌ 

4.2.0͋ɳˌ͌ 

 0”ŰĨ�ĐJ0�G%”Ĳ˗�̫ȡ"0�I͈("0”(Jͅ˓7ȧ˞“5Ƚŝ$I

�Ů�˞�K�2"0�Iċë”˓7ȧ˞8�I29͈ 

4.2.1͋ŰĨ7uĐ5.�0͌ 

ğ�5"0ŰĨ�ĐJ0�4�7�͈�.7àā5F-01�I͈$4L,”Ƿȃ"0�

4��G”?*”̉�ȜŲ54-0�4��G�”ŰĨ�ĐJ0�4��͈ �

  

                                                   
29 �7pƨ7ʺ̅5.�08ɝ 4ɜâȒ͈ 
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4.2.2 (MS 17a2m; Bh-ed 57, 21) 
kathaṃ viṣaya ābhāsagato bhavati | tadyathā289 adhiṣṭhānato vā svabhāvato vā deśato vā kālato 

vā vyaktāvyaktato vā sakalavastvekadeśato vā |290 sa cec caturbhir āvaraṇair anāvr̥to bhavati | na ca 
viprakr̥ṣṭaḥ |291 avacchādanīyenāvaraṇenāntardhāpanīyenābhibhavanīyena292 sammohanīyena ca 
dvābhyāṃ viprakarṣābhyāṃ (293deśaviprakarṣato ’pacayaviprakarṣataś293) ca ||294  
  

                                                   
289 ˚thā MS; ˚thā | Bh-ed. 
290 ˚vā MS; ˚vā | Bh-ed, em. 
291 ˚ṣṭaḥ MS; ˚ṣṭaḥ | Bh-ed, em. 
292 avacchādanīyenāvaraṇena antardhāpanīyena <(a)bh(i)bhavanīyena> MS; avacchādanīyenāvaraṇena 
antardhāpanīyena abhibhavanīyena Bh-ed; avacchādanīyenāvaraṇenāntardhāpanīyenābhibhavanīyena em. cf.: 
ÈÁå�ç�å�{Oå YBh-c; sgrib g.yog gi sgrib pa dang/ mi snang bar byed pa dang/ zil gyis non pa dang 
YBh-t. 
293 ˚viprakarṣataḥ | apacaya˚ MS; ˚viprakarṣato ’pacaya˚ Bh-ed, em.  
294 ca MS; ca || Bh-ed, em. 
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4.2.2͋Ĳ˗7̫ȡ5.�0͌ 

ğ�5"0Ĳ˗�̫ȡ"0�I7�͈$4L,”ƇHƀͅadhiṣṭhāna“2��ȍ1”Ǆ˛2

��ȍ1”Ƭî2��ȍ1”ƴ̌2��ȍ1”ưɇDuưɇ2��ȍ1”²�ȹ4C7Dp

̀�7C7�2��ȍ1�Ĳ˗�̫ȡ"0�I�30͈C"(7�Ĳ˗��Ā.7̖ɏ5F-

0˼GJ0�G%”�.˺�̝J0�4�4G9”�̫ȡ�$I �͈$4L,”�ǀǁ2 &I

�25��LIͅavacchādanīya“̖ɏ5F-0”̗"0ʶ�4�$Iͅɉʷ J4�F�5

$I“�25��LIͅantardhāpanīya“�̖ɏ�5F-0”Ąª$I�25��LI

ͅabhibhavanīya“�̖ɏ�5F-0”łŪ &I�25��LIͅsammohanīya“�̖ɏ�5F

-0�˼GJ0�G%�31”�.�.7˺̝�G”�$4L,�ɘ̌ȹ4˺̝2”ŗɫÙ�apacaya	�

� �

                                                   
30��7´.7ȍ5̍"0”
ƙǫƅÄ(18”
´.7ǳÖ̩ć(2"0ˆ"�ʺˌ"0�I T͈ext B”

Text C 3.2.2âȒ͈ 
31 )Ȥ�ˏ

ǄĆÄzʊƀżĆ(18”ȼƓɉʷ5̍$Iˌư7z1”Ā.7̖ɏ5.�0�t7

F�5ʺˌ"0�I͈ 

ŚrutamayīBh 6, 20�7, 17: anāvaraṇaṃ katamat. tad api caturbhir ākārair veditavyam. 

avacchādanīyenāvaraṇenāntardhāpanīyenābhibhavanīyena saṃmohanīyenāvaraṇena yad anāvṛtaṃ tad anāvṛtam 
ity ucyate. 

avacchādanīyam āvaraṇaṃ katamat. tad yathā tamo’ndhakāram avidyāndhakāraṃ rūpāntaraṃ cānaccham. 

antardhāpanīyam āvaraṇaṃ katamat. tad yathā, auṣadhibalaṃ vā mantrabalaṃ varddhyanubhāvabalaṃ vā. 

abhibhavanīyam āvaraṇaṃ katamat. tad yathā parīttaṃ prabhūtenābhibhūtaṃ nopalabhyate, bhojane pāne vā 
viṣaṃ keśāgraṃ vā. yad vā punar anyad evaṃbhāgīyam, tad yathā parīttatejā ugratejasābhibhūto nopalabhyate, 
ādityena vā candramasā vā tārakarūpāṇi, tad yathā vipakṣeṇa pratipakṣo ’bhibhūto nopalabhyate, 
aśubhāmanaskāreṇa vā śubhatā, anityaduḥkhānātmamanaskāreṇa vā sukhatā, animittamanaskāreṇa vā 
sarvanimittāni. 

saṃmohāvaraṇaṃ katamat. tad yathā māyākarma rūpanimittaviśeṣo vānusādr̥śyaṃ vādhyātmaṃ vā 
pratyātmaṃ taimirikaṃ ca svapno mūrchā madaḥ pramāda unmādaś ceti. yad vā punar anyad apy 
evaṃbhāgīyam āvaraṇam. idam ucyate saṃmohāvaraṇam.  

�ͅ˂,̖ɏ�4�C728��͈(JC?*Ā.7ǔȽ5F-0ɉGJI=�1�I �͈$4L,�

ǀǁ2 &I�25��LI̖ɏ5F-0”̗"0ʶ�4�$Iͅɉʷ J4�F�5$I“�25

��LI�̖ɏ�5F-0”Ąª$I�25��LI�̖ɏ�5F-0”łŪ &I�25��LI

̖ɏ5F-0˼GJ0�4�C7”(J8˼GJ0�4�C72ʽLJI͈ 

� ǀǁ2 &I�25��LI̖ɏ28��͈(J8$4L,”Ʒ̀2��̎2”ȏư2��̎2”

(7>�7uưɇ4C721�I͈ 

̗"0ʶ�4�$Iͅɉʷ J4�F�5$I“�25��LI̖ɏ28��͈(J8$4L,”

ʦʣ7Ñ”�I�8óʯ7Ñ”�I�8ɑ˯7ĢÑ1�I͈ 

Ąª$I�25��LI̖ɏ28��͈(J8$4L,”ŗĶ4C78ĔƧ7�>�7�C75Ë

Ą J0”ɉʷ J4� �͈ �9�̰ȚD̲Ț7z5”ǤDǥ¯��I͈�I�8?*”>�7C7

8�7F�4̭5Ĺ$IC71�H”(J8$4L,”ŗĶ4°8ŋ�°5F-0ËĄ J0”ɉʷ

 J4� �͈ �9�ƯDƽ5F-0”ˑ	7Ʋ7�*,8�ɉʷ J4��͈��I�8�(J8$4

L,”ĲǮ JIC75F-0”ĲǮ$IC78ËĄ J0”ɉʷ J4� �͈ �9�uǶ5Ĳ"0

�ǝ"���Ů"4��25F-0”ǻǶ1�I�28�ËĄ J0”ɉʷ J4��͈ �I�8”ȏ

ľnʢnȏŽ5Ĳ"0�ǝ"���Ů$I�25F-0”Ǒ1�I�28�ËĄ J0”ɉʷ J4

��͈ �I�8”ȏȽ5Ĳ"0�ǝ"���Ů$I�25F-0”$=07Ƚ8�ËĄ J0”ɉʷ 

J4��͈   

łŪ &I�2�5��LI�̖ɏ28��͈(J8$4L,”łʯ78*G�1�IțǠ4ʟ�

*,7Ƚ”�I�8”̭ �"*C7”�I�8”¹ȹ4C7”�$4L,�êʔ7C71�IʂȲnĕn

łʷnʘĜn̂ȝnȝǦ2��͈�I�8?*”>�7C7C�7F�4̭5Ĺ$I̖ɏ1�I͈�

s7C78łŪ &I�2�5��LI�̖ɏ2ʽLJI “͈ 
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4.2.3 (MS 17a3l; Bh-ed 58, 5) 
kathaṃ tajjasya manaskārasya prādurbhāvo295 bhavati | caturbhiḥ296 kāraṇaiḥ |297 chandabalena 

smr̥tibalena viṣayabalenābhyāsabalena ca ||298  
4.2.3.1 (MS 17a3m; Bh-ed 58, 6) 

kathaṃ chandabalena |299 yatrānunayo bhavati |300 cetasas tatrābhogo bahutaram utpadyate |  
4.2.3.2 (MS 17a3m; Bh-ed 58, 7) 

kathaṃ smr̥tibalena |301 yatra sūdgr̥hītataraṃ302 nimittaṃ bhavati | suṣṭhutaraṃ ca citrīkr̥taṃ 
bhavati |303 tatrābhogo bahutaram304 utpadyate |305  
4.2.3.3 (MS 17a4l; Bh-ed 58, 9) 

kathaṃ viṣayabalena |306 yatra viṣaya audārikataro vā manāpataro vā pratyupasthito bhavati |307 
tatrābhogo bahutaram308 utpadyate |309 
4.2.3.4 (MS 17a4m; Bh-ed 58, 10) 

katham abhyāsabalena |310 yat saṃstutataraṃ bhavati311 paricitataraṃ tatrābhogo bahutaram312 
utpadyate |313  
  

                                                   
295 prādur˚ MS; prārdu˚ Bh-ed. 
296 caturbhi MS; caturbhiḥ Bh-ed, em. cf.: �D YBh-c; bzhis YBh-t. 
297 ˚ṇaiḥ MS; ˚ṇaiḥ | Bh-ed, em. 
298 ca MS; ca || Bh-ed, em. 
299 ˚na MS; ˚na | Bh-ed, em. 
300 ˚ti | MS; ˚ti Bh-ed. 
301 ˚na MS; ˚na | Bh-ed, em. 
302 sūdgr̥hītataraṃ MS; ...taraṃ Bh-ed. cf.: XC9#¤ YBh-c; shin tu mtshan ma bzung ba YBh-t. 
303 ˚ti MS; ˚ti | Bh-ed, em. 
304 bahutara MS; bahutara Bh-ed; bahutaram em. cf.: §4.2.3.1. 
305 | MS; || Bh-ed. 
306 ˚na MS; ˚na | Bh-ed, em. 
307 ˚ti MS; ˚ti Bh-ed; ˚ti | em. cf.: §4.2.3.1. 
308 bahutara MS; bahutara Bh-ed; bahutaram em. cf.: §4.2.3.1. 
309 | MS; || Bh-ed. 
310 ˚na MS; ˚na | Bh-ed, em. 
311 ˚ti | MS; ˚ti Bh-ed, em. 
312 bahutara MS; bahutara Bh-ed; bahutaram em. cf.: §4.2.3.1. 
313 ˚te MS; ˚te | Bh-ed, em. 
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5FI˺̝2��ȍ1�˺�̝J0�4�C71�I4G9”̫ȡ$I�32͈�

4.2.3͋(Jͅ˓7ȧ˞“5Ƚŝ$I�Ů�ȡJI�25.�0͌ 

ğ�5"0(Jͅ˓7ȧ˞“5Ƚŝ$I�Ů�ȡJI7�͈Ā.7àāͅkāraṇa“5F-

0”�$4L,�Ůǚ7Ñ2”ŹŞ7Ñ2”Ĳ˗7Ñ2”ʁȔ7Ñ5F-0�ȡJI�͈  

4.2.3.1 

ğ�5"0Ůǚ7Ñ5F-0�ȡJI�7�͈�IC75Ĳ"0ůɃ��I2�”(J5

Ĳ"0ŚMî�L&I�2�FHĔ�ȧ#I͈�

4.2.3.2 

ğ�5"0ŹŞ7Ñ5F-0�ȡJI�7�͈�IC75��0”�(7�țřͅnimitta“

�FHF�ƍ�GJ0�H”("0FH˻ǝ5·˗Ù J0�I2�”(J5Ĳ"0�ŚM�

î�L&I�2�FHĔ�ȧ#I͈ 

4.2.3.3 

ğ�5"0Ĳ˗7Ñ5F-0�ȡJI�7�͈�IĲ˗5Ĳ"0”FHɤĖ4�(Jͅ˓

7ȧ˞“5Ƚŝ$I�Ů�”�I�8”FHĞ?"��(Jͅ˓7ȧ˞“5Ƚŝ$I�Ů��

˞�K�2"0�I2�”(7�Ĳ˗�5Ĳ"0�ŚM�î�L&I�2�FHĔ�ȧ#I͈�

4.2.3.4 

ğ�5"0ʁȔ7Ñ5F-0�ȡJI�7�͈�IC7�FHŵJʸ"N+C7”�$4L

,�FH̵ǉN+C71�I2�”(J5Ĳ"0�ŚM�î�L&I�2�FHĔ�ȧ#I͈�

  

                                                   
32�apacayaviprakarṣa5.�0”YBhVy2)Ȭɺ
18(J)J”Ǚ7F�5ʺˌ"0�I͈ 

� YBhVy (D 106a7; P 130a2)͉ chung ngus bskal pa zhes bya ba ni ma bsgribs kyang skye ba po phra mo la sogs 

pa dag lta bu'o//ͅ �˂,
ŗɫ5FIǐB0̝J0�I�2(28”˼GJ0�4��J3C”ŗɫ4ȧ

Ț43�8Ȼ5ʶ�4��F�5 “͈ 

)Ȭɺ
ͅ 21a11�12“͉
ƘǾǐ˺ʆ”˒¯ż̺ʟ”̜˫ȡÍ”ƘǾʕɫ”íƘǾ˺͈ßɎ̻ż̽ɟ (͈

�ͅ˂,
ƘǾ2��ǐB0˺�1�I�2(28”��IC78��Í8ɤĖ4C724-0�* �͈ȡ

ą”�˫�5̫ȡ"0�I�J3C”ƘǾ"0ŗɫ4C754H�”ˇ˓Ĳ˗54G4��͈��JM�

ƘǾ2��ǐB0˺�1�I�22í��I͈$4L,”Ķ̼M̼ɣ5ɎI43�7F�5�͈“�

.?H”YBhVy18”apacayaviprakarṣa28”ŗȧȚ43”®	ŗɫ1ʶ�4�C71�I2ȣʺ

"0�I͈pƬ”)Ȭɺ
18”ǄǆɤĖ1ʶ�IC7��G�7àā5F-0”ŗɫ4C724-0

ʶ�4�4IC72ȣʺ"0�I͈�


ƙǫƅÄ(18”r.7ŗɫŢ5̍$Iˌư7z1”Ǚ7F�5ˬ=0�I͈ 

Ȉ˂ͅ597c8−9“͉
ƘǾŗɫŢʆ”˒ÄǇˑʟʕƼɫ�”íƸǐŗ (͈ͅ�˂,ƘǾŗɫŢ28”ˑ	

7C7MƼCŗɫ4ȜŲ5ɫ��Ä�I�21�H”$4L,ǐŗ2õ9JI “͈ 

Zd[^ˉ˂ͅD 49b3; P 52a6“͉ de la 'bri ba cha phra ba nyid kyis ni rdul phra rab cha phra ba bstan to//

�ͅ˂,(JG�r.7ŗɫŢ�7z1”ƘǾŗɫŢ5F-028”ŗɫ4ǐŗMˬ=0�I “͈ 


ƙǫƅÄ(7�7ˀˬ�G”apacayaviprakarṣa5.�08)Ȭɺ
7ȣʺ�ĠŌ1�I2ʅ�G

JI͈"*�-0”
ŗɫÙ5FI˺̝(2ʺ̅"*͈ 

� ,4@5”)Ȥ�ˏ

ǄĆÄzʊƀżĆ(18”ɘ̌ȹ4˺̝2Ǿɸ7˺̝5ƴ̌ȹ4˺̝MÓ�

0��rɕ7˺̝Mˬ=0�IͅŚrutamayīBh 7, 18�20âȒ“͈ �
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4.2.3.5 (MS 17a4m; Bh-ed 58, 12) 
anyathā tv ekasminn ālambana ekaprakārasyaiva manaskārasya nityakālam utpattiḥ syāt ||314  

4.3 
4.3.1 (MS 17a4r; Bh-ed 58, 13) 

na cāsti pañcānāṃ (315vijñānakāyānām anusahitaṃ dvayoḥ315) kṣaṇayor utpattiḥ |316 nāpy 
anyonyasamanantaram anyonyotpattiḥ | ekakṣaṇotpannānāṃ (317pañcānāṃ vijñānakāyānām317) 
anantaraṃ manovijñānam avaśyam utpadyate | tad anantaraṃ kadācid vikṣipyate | tataḥ 
śrotravijñānaṃ vānyatamānyatamad vā pañcānāṃ vijñānakāyānāṃ |318 sacen na vikṣipyate | tato 
manovijñānam eva dvitīyaṃ319 niścitaṃ nāma | tābhyāṃ ca niścitaparyeṣakābhyāṃ320 
manovijñānābhyāṃ sa viṣayo vikalpyate ||321 
4.3.2 (MS 17a6l; Bh-ed 59, 1) 

tatra dvābhyāṃ kāraṇābhyāṃ kliṣṭasya vā kuśalasya vā dharmasyotpattir bhavati | vikalpataḥ 
pūrvāvedhataś ca | tatra manovijñāne dvābhyāṃ kāraṇābhyāṃ |322 pañcasu punar vijñānakāyeṣu 
pūrvāvedhata eva |323 kliṣṭakuśalamanovijñānāvedhāt samanantare cakṣurādivijñāne 
kliṣṭakuśaladharmotpattir324 na tu vikalpāt | teṣām avikalpatvāt325 | ata eva cakṣurādīni vijñānāni 
manovijñānasyānuvartakānīty ucyate ||326 
  

                                                   
314 syāt MS; syāt | Bh-ed; syāt || em. 
315 ˚kāyānāṃm anusahitadvayoḥ MS; ˚kāyānāṃ saha dvayoḥ Bh-ed; ˚kāyānām anusahitaṃ dvayoḥ em. cf.: �
ÓÙ��+ß¤æ�� YBh-c; rnam par shes pa'i tshogs lnga'i skad cig gnyis lhan cig tu 'byung ba YBh-t; 
Takatsukasaô2014õ. 
316 ˚ttiḥ | MS; ˚ttiḥ Bh-ed. 
317 pañcānāvijñānakāyānām MS; pañcānāṃ kāyavijñānānām Bh-ed; pañcānāṃ vijñānakāyānām em. cf.: �Ó
Ù YBh-c; rnam par shes pa'i tshogs lnga po YBh-t. 
318 ˚nāṃ MS; ˚nāṃ | Bh-ed, em. 
319 dvitīyaṃ MS; om. Bh-ed. cf.: «� YBh-c; gnyis pa YBh-t. 
320 ˚parye<ṣa>kābhyāṃ MS; ˚paryeṣakābhyāṃ Bh-ed, em. cf.: V���S YBh-c; tshol ba dang/ nges pa 
YBh-t. 
321 | MS; || Bh-ed, em. 
322 ˚bhyāṃ MS; ˚bhyāṃ | Bh-ed, em. 
323 eva MS; eva | Bh-ed, em. 
324 ˚(dha)rmotpattir MS; ˚dharmotpattir Bh-ed, em. cf: ��8C�� YBh-c; nyon mongs pa can dang/ dge 
ba'i chos 'byung bar 'gyur YBh-t. 
325 avikalpatvāt MS; avikalpāt Bh-ed. cf.: �'*u YBh-c; rnam par mi rtog pa'i phyir ro YBh-t. 
326 | MS; || Bh-ed, em. 
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4.2.3.5 

pƬ”(�14�J9”p.7ƀɷ5Ĳ"0”*+pɕ+�7�Ů�ľ5ȧ#I�254

-0"?�1�K�33͈�

4.3͋Ů˓2�˓7Ƚ��Ȩ͌ 

4.3.1͋ȧ˞7Ì˾͌ 

?*”�˓ˣ8”�.7Ì˾5��0̘Ɠ"0ȧ˞$I�2�4�͈��7ȼœ5��M

ȧ˞$I�2C4�34 �͈$4L,”�pÌ˾5ȧ#*�˓ˣ7ȼœ5”Ů˓8ś%ȧ#I͈

(JͅŮ˓“8ȼœ5Ʀ�$Iċë��I͈(�$I2”ʈ˓”�I�8�˓ˣ73J�p

.��ȧ#I�͈ C"�Ů˓��Ʀ�"4�4G9”(�$I2”>�4G6Ů˓8�ȭȻ7

ɍĩ J*C72í��I͈("0”(JG�.”�$4L,�ɍĩ J*�Ů˓�2ƒǩ$

IŮ˓5F-0”(7Ĳ˗�ÄÉ JIͅvikalpyate“͈ �

4.3.2͋˓5��IǉǪǱ2úǱ7ȧ˞͌ 

?*”�.7àā5F-0”ǉǪ4Iͅkliṣṭa“�Ǳ�”�I�8ú4Iͅkuśala“Ǳ�ȧ˞

$I �͈$4L,�ÄÉ5F-02”¯ʮ$IC77ŵŢͅpūrvāvedha“5F-01�I͈(

7�,”Ů˓7ċë”��7��.7àā5F-0�ǉǪ4IǱ”�I�8ú4IǱ�ȧ˞$

I�͈ Ǚ5”�˓ˣ7ċë”*+¯ʮ$IC77ŵŢ7@5F-0�ǉǪ4IǱ”�I�8ú

4IǱ�ȧ˞$I�͈�$4L,�ǉǪnú4IŮ˓7ŵŢ5F-0”ȼœ7ɂ437˓5�

�0ǉǪnú4IǱ�ȧ˞$I�”�(JGʔ�7�ÄÉ5F-0184� (͈JGͅ �˓ˣ“

�ÄÉMƾ"4�C71�I�G͈? 5(Jƣ5”ɂ437���˓8Ů˓5̓-0ǳÖ

$IC7ͅanuvartaka“2ʽLJI͈�

  

                                                   
33 �7pƨ5.�0”YBhVy2)Ȭɺ
18(J)JǙ7F�5ʺˌ"0�I͈ 

YBhVy (D 106b2�3; P 130a6�7)͉ dmigs pa gcig la (la P; la/ D) rtag tu yid la byed pa rnam pa gcig pu 'byung 
bar 'gyur ro zhes bya ba ni gzhan la 'byung ba'i rgyu med pa'i phyir dmigs pa dang po kho na rgyu nye bar gyur 

pa'i phyir ro//ͅ �˂,
p.7ƀɷ5Ĳ"0”ľ5pɕ7�Ů�ȧ#I�254-0"?�1�K�(2

��78”��7Ā.��ē5”��Ů��ȧ#Iàā�4��G”ƼÇ7ƀɷ+��˫Ɠ"0�Ià

ā1�I�G “͈ 

)Ȭɺ
ͅ 21a16�18“͉
ʡȮǞʆ”Żƭpƀɴďøp�ŮpÅƴȧʆ”ʡȮÍˌĀÑȧ�Ůʆ”Żƭ

pďp�Ůţȧ ȩ͈ǞƣɉśȩĀÑ (͈ͅ�˂,
(J2Ȯ4Iċë”p.7ƀɷ2"07Ĳ˗5Ĳ"0”

*+p.7�Ů�ľƴ5ȧ#I�254-0"?�(28”ȼÍ5ˬ=*”Ā.7Ñ5F-0�ŮM

ȧ# &I2Ȯ4Iċë”p.7Ĳ˗5Ĳ"0”p.7�Ů�ľ5ȧ#I�254-0"?�͈(J

ƣ5”ś%Ā.7Ñ5F-0��Ů�ȧ#I�2ɉI “͈ 
34 Takatsukasa͋ 2014͉ 184 5͌FI2”˶ á7p̀7ɋɗ8”Bh-ed7ˍ@Ƭͅ�ɞʆǲ,na cāsti pañcānāṃ 

vijñānakāyānāṃ saha dvayoḥ kṣaṇayor utpattiḥ�ɞʆ˂,
?*”�˓ˣ8”�.7Ì˾5��0µ5ȧ˞

$I�2�4�(“5¢Ƈ"..”�7ɡƀ5.�0”´˓7ìƴȧ˞2��ù̪Mˏ#*͈"�"”

Bh-ed1 saha dvayoḥ kṣaṇayor24-0�Iɡƀ8”¼Ǆ18 anusahitaṃ dvayoḥ kṣaṇayor24-0�I͈

�7pƨ7Ůô8”�A pentad of sensory cognitions cannot arise continuously (anusahitam) in two moments.�

ͅTakatsukasa͋2014͉185 “͌ͅ�ɞʆ˂,
?*”�˓ˣ8”�.7Ì˾5��0ɱɲȹ5ȧ˞$I�2

�4� (͈“24I͈Takatsukasa͋2014͌8”¼Ǆ7ˍ@Ƭ5ĉ/�0”�7pƨ8˓7ìƴȧ˞Mˌ

ư"0�I7184�”˓7ɱ˞Mƃ-0�I”2{Ŋ"0�I͈ 

¼Ǆ7ˍ@8 anusahitadvayoḥ kṣaṇayor24-0�I�”Takatsukasa͋2014͉188(n. 7)͌8”(JM

anusahitaṃ dvayoḥ kṣaṇayor5§ǝ"0ˍN1�I͈ɞʆ8�7ʾǝ5ìŮ$I͈Ȉ˂ 
ͅ�Ì˾Ƚ̙¨

ȧ(“2Zd[^ˉ˂ͅskad cig gnyis lhan cig tu 'byung ba“MâȒ$I2”˅Ōɡƀ82C5Î˃24

-0�I*B”anusahitaM anusahitaṃ5§ǝ"0ˍA7�ĠŌ1�I2ʅ�GJI͈ 

?*”§4.3²�7¹į8̞ʺ1�I�”ɩĿ7́ës”Ǆɋɗ18ƃL4�͈ 
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4.3.3 (MS 17a7m; Bh-ed 59, 7) 
yad ucyate |327 ekacittaṃ (328taduttarāṇi veti328) | katham ekasya cittasya vyavasthānaṃ bhavati | 

vyāvahārikeṇa cittakṣaṇena (329no tu pravr̥ttikṣaṇena |329)  
  

                                                   
327 ˚te | MS; ˚te Bh-ed. 
328 ekacittaṃ taduttarāṇi ceti MS; ekacittaṃ taduttarāṇi [vijñānāni] ceti Bh-ed; ekacittaṃ taduttarāṇi veti em. 
cf.: P°ÌóØ�aòÀÅLa YBh-c; gang sems gcig gam/ de'i phyi ma rnam shes bya ba YBh-t. 
329 no tu pravr̥tti | lakṣaṇena MS; no tu pravr̥ttikṣaṇena | Bh-ed, em. cf.: ê�Ø ��YBh-c;�'jug pa'i skad cig 
ni ma yin YBh-t� 
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4.3.3͋p.7Ś7ˁĩ͌ 

Ǚ7C7�ʽLJI 
͈p.7Ś”C"�8”(J5ɲ�ˑ	7�Ś�(235͈ğ�5"0

p.7ŚMˁĩ$I�2��I7�͈ʽˉʁŵ5Ŕ�C7ͅvyāvahārika“2"07Ś7Ì˾�

                                                   
35 Bh-ed18”Zd[^ˉ˂ͅ_lXmȘ“7z7 rnam pa2��ʰȡ5¢Ƈ"0”taduttarāṇi7œ5

vijñānāniMÓ�”ekacittaṃ taduttarāṇi [vijñānāni] cetiͅpŚ2”(7Ǚ7ˑ˓���I�“2§ǝ"0�

I͈"�"”ɞʆ�ɍˇ"*̏H”_lXmȘMïAZd[^ˉ˂7ˑȘǄ7ˍ@8²0”gang sems 

gcig gam/ de'i phyi ma rnam shes bya ba24-0�I͈.?H”rnam paͅ˓“284-0�4�͈�7

pɢ5˅Ō$ÌÄ8Ȉ˂8
˞pŚ”ʡʭĔŚ(24-0�H”
˓(5˅Ō$IʰȡCʶGJ4�

ͅText A-chi, Text A-tib 4.3.3âȒ“͈ �J5Ĳ"0”YBhVy (D 107a2; P 131a1) 7ċë”�7pɢMņȨ

"0�Iɡƀ8”Ú�Ș18 de'i phyi ma rnam zhes bya ba”]lTȘ18 de'i phyi ma rnam par zhes bya ba

24-0�I͈ʴ$I5”)Ȥ�ˏ
7Ȉ˂”Zd[^ˉ˂”YBhVy7Ú�Ș8�%JC”vijñānāni

MÓ�IʾǝMƟƉ$IC7184�͈��18”¼Ǆ7ˍ@5Ŕ�͈ 

?*”¼Ǆ2 Bh-ed 7 ca8”Ȉ˂18
ʡ(ͅ ?*”C"�8“”Zd[^ˉ18 gamͅ?*“24

-0�H”VmWSk[^àˉ8 vā1�I�2Mɐ"0�I͈"*�-0”��18”caM vā5ʾ

ǝ"*͈ 


p.7Ś(5.�0”
ƙǫƅÄ(18Ǚ7F�5ʺ̅"0�I͈ 

Ȉ˂ͅ601b8�15“͉
ğǄĆÄɛpŚȽ”�¯̮ɐ͈ğwĴʽ͈ʡƾʭȧƭğ�ƀ”�ȷpŚäpʽ

ˌ”ú˰ĖĽ̈́ú˰ĖĽ̈́ğƳȷŚ”ŽĸˌőƭˑúǱĔƾƀ�”�ǯˣnˉğ¶Ş̙́̈Ěʮ͈ã

ğƳʽ͈ȩpǹŚ”ȯŒú˟͈ğƳɟ̭”ȯɉǞz”¢˨ƀƞȽɻpŚ”ȩw¤˷”íȷpŚ͈ã¢

w¤Ƚɻ˷ȣ”íȷpˉäȷˣǏ (͈ͅ�˂, �9”
ǄĆÄ(18
p.7Ś(7țřMɛ00�I͈

��18”?%�(7Ã¸�Mɐ$͈ �9”wĴ�Ǚ7F�5ˉI 
͈�Iʭȧ8ğǆ5Ĳ"0”)ú

˰ĖĽF͈ú˰ĖĽF 
͈2”*+p.7Ś2p.7ʽʥ+�Mȶ"*͈�7F�5ŚMȶ"*ʆ1�

J9”(7ʆ8ˑ	7úǱMĔ��"*2ɒ8ʽ�͈?"0Dˣnˉ5��0(7Ś7ʅ�5̓-0

§ʮ$Iʆ (͈?*Ǚ7F�5ˉI 
͈ǻǶ4Ip.7Ś5F-0”? 5ú˟5ʮ�=" (͈�7F�

4̭7��ˌ�43��I͈(7z1”ǳÖ5F-0Øƙ J0�I”Ƚɲ"0�Ip.7Ś8”w

¤7˷ȣ5F-0
p.7Ś(2õ9JI͈("0”w¤z7Ƚɲ7˷ȣ5F-0”p.7ˉ�Ǐ�

Mȶ"*2”p.7ˣ�Ǐ�Mȶ"*2õ9JI “͈ 

Zd[^ˉ˂ͅD 57b6�58a3; P 60b8�61a3“͉ sa'i dngos gzhir sems gcig rnam par gzhag pa bshad pa gang 

yin pa de las brtsams nas de la dpe ni 'di yin te/ bcom ldan 'das kyis bde bar gshegs pa ni ston pa'o// bde bar 
gshegs pa ni ston pa'o zhes sems bskyed cing tshig tu yang smra na/ de ltar sems skyed par byed pa yang dge 
ba'i chos rnams la gces spras byed pa yin par nga smra na/ lus dang ngag gis rjes su sgrub pa lta smos kyang ci 
dgos/ de bzhin du sems 'di snyed kyis (kyis D; kyi P) mngon par rtogs par byed pa dang/ de bzhin du sems dang 
ba gcig gis ni bde 'gror 'gro bar 'gyur ro (ro D; ro// P) zhes bya ba la sogs pa ji skad gsungs pa ste/ de la 'jug par 
gtogs pa'i sems kyi rgyun gcig gis ni tha snyad dang ldan pa'i sems gcig kun nas slong bar byed la/ tha snyad 
dang ldan pa'i rgyun gcig gis ni tshig gcig rjod (gcig rjod D; brjod P) par byed cing lus kyi las kyang kun nas 

slong bar byed do// �ͅ˂,
ǄĆÄ(5��0”
p.7Ś(Mˁĩ$I�2Mˌư"0�IC7”(J

�Gġ?-0�I͈(J5Ĳ"0” 8Ǚ7F�1�I͈$4L,”wĴ8”
)ú˰8�ė��Ľ1

�I”ú˰8�ė��Ľ1�I
2ŚM˞�"”ʽʥ5CÃ"0ʽ�2�”�7F�5ŚM˞�$�

2C?*”ˑ	7úǱMĔ��$�21�I”2ɒ8ʽ�ċë”?"0Dˣnˉ5F-0Ŕ-0§ʮ

$I�2͈�7F�5”(J+�7Ś5F-0F�ȣʺ &”�7F�5”ǻǶ4Ip.7Ś5F-

0”ú˟5ʮ��254I(2��437F�5�ˌ�54-*͈(7z1”ǳÖ5Ĺ$Ip.7Ś

7Ƚɲ5F-0”ʽˉʁŵ5Ƚŝ$I
p.7Ś(MȶÖ"”ʽˉʁŵ5Ƚŝ$Ip.7Ƚɲ5F-

0”p.7ʽʥMʽ�”?*�p.7�ˣǏMȶÖ$I “͈ 

YBhVy18Ǚ7F�5ʺˌ"0�I͈YBhVy (D 107a2; P 130b8�131a1): gang sems gcig gam zhes bya 

ba ni mdo sde dag la (la P; las D) sems gcig skyed (skyed P; bskyed D) pas bde 'gror 'gro'o zhes bya ba la sogs 

pa (pa P; pa gang D) gsungs pa la bya'o//ͅ �˂,
�IC78”�I�8p.7Ś(28”ˑ	7ɮ¸5�

�0”
p.7ŚMȶÖ$I�25F-0”ú˟5ʮ�(432�ˌ�54-*C75Ĳ"0ˬ=*7

1�I “͈�J8”
ƙǫƅÄ(5Ƌ�GJ0�I�ȭȻ7ɮ¸2pʖ"0�I͈ 

Ȉ˂18 yad ucyateM
ğɮʽ(2˂"0�I͈.?H
p.7Ś”C"�8”(J5ɲ�ˑ	7

�Ś�(2��pƨ8ɮ¸ȩǆ1�I�2Mɐ÷"0�I 
͈ƙǫƅÄ(7ʺˌ18”
p.7Ś(5.

�08ɮ¸MƋ�0�I�”œÝ7ƨ7Ã¸5̍"08ʽä�4�͈�7pƨ²��ɮ¸7ņȨ�3

��CưG�184�͈  
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vyāvahārikenaikacittaṃ330 katamat | ekena padasaṃniśrayeṇaikasmin vastuni yāvatā kālena 
vijñaptir utpadyate331 tāvad (332ekaṃ cittaṃ |332) yac cāpi tatsamānapravāhaṃ tad apy ekam 
evocyate333 | visadr̥śaṃ334 tu (335tasmād dvitīyam335) iti ||336 
  

                                                   
330 vyavahārikenaikacittaṃ MS; vvavahārikam ekacittaṃ Bh-ed; vyāvahārikenaikacittaṃ em. cf.: ��ÌÍ�
a ß YBh-c; tha snyad gdags par sems gcig YBh-t. 
331 utpadyate | MS; upadyate Bh-ed; utpadyate em. cf.: � YBh-c; 'byung ba YBh-t. 
332 ekaṃ cittaṃ MS; ekacittaṃ | Bh-ed; ekaṃ cittaṃ | em. 
333 evocyete MS; evocyate Bh-ed, em. cf.: Í? YBh-c; ces bya'o YBh-t. 
334 visadyaśaṃ MS; visadr̥śaṃ Bh-ed, em. cf.: ¾«�d�¤�u YBh-c; mi 'dra ba ni de las gnyis pa zhes 
bya'o YBh-t. 
335 tasmādvitīyam MS; tasmād dvitīyam Bh-ed, em. cf.: ibid. 
336 iti MS; iti || Bh-ed, em. 
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5F-0�p.7ŚMˁĩ$I71�H�”�ī̕7�ǳÖ7Ì˾5F-0184�͈�

ʽˉʁŵ5Ŕ�C7�2"07Ś7Ì˾�5F-0�ˁĩ JI�
p.7Ś(28��͈

�297ìp7ƇHƀ2"0”ìp7Ț�5Ĳ"0”�I�pĩ7�ƴ̌M��0ˇ˓ɯǈ

�ȧ#Iċë”(7̌”
p.7Ś(�2ˁĩ JI�36͈("0?*”�I�Ś7Ì˾�8

(7�
p.7Ś(�2ì#Ƚɲ5Ĺ$Iͅtatsamānapravāha“ċë”(7�Ś7Ì˾�Cì#

�
p.7�Ś�(2õ9JI p͈Ƭ”�0�4�C78(�7Ś7Ì˾�7œ7�ȭȻ7�Ś

7Ì˾�2�õ9JI�37͈�

  

                                                   
36�ekena padasaṃniśrayeṇaͅìp7”�297ƇHƀ2"0“8DDʺ̅�Ă̞1�I͈ 

Zd[^ˉ˂18 tshig (tshig DCPG; ill. N) gcig la brten nasͅ ìp7ˉè5¢Ƈ"0“2˂ J0�H”

ekaM pada5��0ȣʺ"0�IͅText A-tib 4.3.3âȒ“͈ �7pƨ5.�0”YBhVy18Ǚ7F�5

ˌư"0�I͈ 

YBhVy (D 107a3�5; P 131a2�4): tshig gcig la brten nas dngos po gcig la dus ji tsam gyis rnam par rig pa 
'byung ba de tsam la sems gcig ces bya ba ni ji skad du bcom ldan 'das kyis bde bar gshegs pa ni ston pa'o// bde 
bar gshegs pa ni ston pa'o zhes de ltar sems skyed (skyed D; bskyed P) par byed do zhes gsungs pa lta bu'o// de 
la bde bar gshegs pa ni ston pa'o zhes bya ba de ni tshig gcig yin te/ de la brten nas don nges pa de'i tshig 'dis 
yongs su bstan to zhes dus ji tsam gyis 'byung ba de ni rnam par rig byed gcig yin te don gcig (yin te don gcig D; 

om. P) brjod pa 'bras bu yin pa'i phyir ro// �ͅ˂,
ìp7ˉè5¢Ƈ"0”ìp7Ț�5Ĳ"0”3J+

�7ƴ̌M��0ˇ˓�ȧ#I�4G9�”(J+��7ƴ̌�M)p.7Ś
2õ<(28”$4L

,”wĴ8”
ú˰8�ė��Ľ1�I”ú˰8�ė��Ľ1�I”2”�7F�5ŚMȧ# &I(

2�ˌ�54-*F�5͈(7z1”
ú˰8�ė��Ľ1�I(28ìp7ˉè1�I͈(Jͅìp

7ˉè“5¢Ƈ"0”ǫ?-*Ĳ˗�(J5̍$I�7ˉè5F-0ưɐ J0�I”2����2

1�I�͈
�Iɓń7ƴ̌M��0ȧ#I(�C7�”(J8ìp7ˇ˓Mȧ# &IC71�I͈4

'4G”ìp7Ĳ˗Mʰȡ$I�2Mɯǈ2$IC71�I�G “͈ 

ʽ�Ɩ�J9”YBhVy18”ìp7ˉè5¢Ƈ"0”ìp7Ț�5Ĳ$Iˇ˓�ĥɲ"0�Iƴ̌

M
p.7Ś(2õ<”2 J0�I͈"�"”)Ȥ�ˏ
7ˀˬ8”ˇ˓�Ȩ5��IŚ7Ì˾7Ƚ

ɲMˏ#0�I͈�7ˇ˓�Ȩ8”ś%"Cȶ˄”�I�8ʽˉM�L4�2ŠLJI͈YBhVy7ʺ

̅7˻ÅŢ58Ȱù��I͈ 

pƬ”Ȉ˂18”
pʪȎ¢ǜ(ͅ
p.7ÀMƇHƀ2"0(“24-0�H”
À(7àˉ8ưɍ1

84�ͅText A-chi 4.3.3âȒ“͈ �7pɢ5̍"0”)Ȭɺ
18ț5ʺˌ"0�4�*B”Ȉ˂7Ů

ôMƍ�I7C̞"�͈ 

��18”VmWSk[^\RW^5ĉ/�0˂"*͈ 
37 visadr̥śaṃ tu tasmād dvitīyam iti7pƨ8”Zd[^ˉ˂18”mi 'dra ba ni de las gnyis pa zhes bya'oͅ �

0�4�C78(J�Gɝ�7C72�õ9JI�“24-0�H”VmWSk[^\RW^2pʖ"

0�I͈pƬ”Ȉ˂ͅ291b17“18”
ʗɝ�ŞǐȽ�ƣ(ͅ
ɝ�7Ş2ǐB0Ƚ�$I�G(“24

-0�H”Ė�4Ƚ˹�ʶGJIͅText A-chi, Text A-tib 4.3.3âȒ“͈ �7ɡƀ5.�0)Ȭɺ
43

58ʺˌ�4�͈��18”VmWSk[^\RW^5ĉ/�0ʺ̅"*͈�
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4.3.4 (MS 17b1m; Bh-ed 59, 12) 
tatra manovijñāne ’nābhogavikṣipte ’saṃstutālambane nāsti chandādīnāṃ337 pravr̥ttiḥ | tac ca 

manovijñānam aupanipātikaṃ338 vaktavyam atītālambanam eva |339  
pañcānāṃ vijñānakāyānāṃ340 samanantarotpannaṃ manaḥ paryeṣakaṃ niścitaṃ vā 

vartamānaviṣayam (341eva vaktavyaṃ |341) tac cet tadviṣayālambanam eva tad bhavati ||342 

4.4 
4.4.1 (MS 17b2m; Bh-ed 59, 16) 

tatra sakalaṃ vastulakṣaṇaṃ vijñānena vijñāpayati | tad evāvijñaptaṃ vijñeyalakṣaṇam ity ucyate 
| yan manaskāreṇa vijñāpayati | tatraiva śubhāśubhobhayaviparītalakṣaṇaṃ yat343 sparśena 
pratipadyate | tatraivānugrahopaghātobhayaviparītalakṣaṇaṃ344 yad345 vedanayā346 pratipadyate | 
tatraiva vyavahāranimittalakṣaṇaṃ yat saṃjñayā pratipadyate | tatraiva 
samyaṅmithyobhayaviparītapratipattinimittalakṣaṇaṃ347 yac348 cetanayā pratipadyate |  

tasmād ete manaskārādayaś cetanāparyavasānāś caitasāḥ sarvatra sarvabhūmike sarvadā sarve 
cotpadyante ||349 
4.4.2 
4.4.2.1 (MS 17b3r; Bh-ed 60, 1) 

manaskāraḥ katamaḥ |350 cetasa ābhogaḥ ||351  
4.4.2.2 (MS 17b3r; Bh-ed 60, 1) 

sparśaḥ katamaḥ |352 trikasaṃnipātaḥ ||353  
  

                                                   
337 chandādīnā MS; chandādīnāṃ Bh-ed, em. cf.: �¬ YBh-c; 'dun pa la sogs pa YBh-t. 
338 aupanidātikaṃ MS; aupanipātikaṃ Bh-ed, em. cf.: §1.2.2; ��Ia YBh-c; nye bar gnas pa las byung ba 
YBh-t. 
339 eva MS; eva | Bh-ed, em. 
340 ˚kāyānā MS; ˚kāyānāṃ Bh-ed, em. cf.: �Ó YBh-c; rnam par shes pa'i tshogs lnga po dag gi YBh-t. 
341 evaktavyaṃ MS; eva vaktavyaṃ | Bh-ed, em. cf.: BlÍ YBh-c; kho na zhes bya'o YBh-t. 
342 | MS; || Bh-ed, em. 
343 yat MS; yat [tat] Bh-ed. cf.: gang yin pa de ni YBh-t. 
344 ˚ṇaṃ | MS; ˚ṇaṃ Bh-ed, em. 
345 yad MS; yat [tad] Bh-ed. cf.: gang yin pa de ni YBh-t. 
346 vedanā MS; vedanayā Bh-ed, em. cf.: �: YBh-c; tshor bas YBh-t. 
347 ˚ttinimittalakṣaṇaṃ MS; ˚ttilakṣaṇaṃ Bh-ed. cf.: à����¤ÝÆE¤ YBh-c; yang dag pa dang log pa 
dang/ gnyis ka las bzlog pa'i bsgrub pa'i mtshan ma'i mtshan nyid YBh-t. 
348 tac MS; [yat] tac Bh-ed; yac em. cf.: gang yin pa de ni YBh-t. 
349 | MS; || Bh-ed, em. 
350 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
351 ˚gaḥ MS; ˚gaḥ || Bh-ed, em. 
352 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
353 | MS; || Bh-ed, em. 
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4.3.4͋Ů˓7Ĳ˗7ƴ̌ȹÛÉ͌ 

?*”Ů˓�F�ɉG4�C7Mƀɷ2"”ȏ̍Ś1Ʀ�"0�Iċë”ǚ437ǳÖ�

4�͈"*�-0”(7Ů˓8əȶȹ5˞�IC71�H”˶á7C7+�Mƀɷ2"0�

I2ˌ�JI=�1�I͈�

�pƬ”��˓ˣ7ȼœ5ȧ#*Ů�˓�8”ƒǩ$IC71�J”ɍĩ J*C71�J”

ȡą7C7+�MĲ˗2$I2ˌ�JI=�1�I �͈$4L,�C"(JͅŮ˓“�(7F

�4Ĳ˗Mƀɷ2"0�IC75>�4G4�4G9”(7F�4�ƒǩ$IŮ˓”�I�

8ɍĩ J*Ů˓�54I38͈�

4.4͋ŚƀǱ5.�0͌ 

4.4.1͋�Ů437�Śƀ7(J)J7ŐÏ͌ 

 0”˓5F-0”Ț�ͅvastu“7țřM²�ȹ5ˇ˓ &Iͅvijñāpayati“39͈ì#(7

�Ț�7țř�8”�?+�ˇ˓ &GJ0�4�C7�ˇ˓ JI=�țř2ʽLJ”(J

M�Ů5F-0ˇ˓ &I͈ì#(7�Ț�7țř7�z5”Ğ?"��țř�2”Ğ?"

�4��țř�2”(7xʆ7�%J1C4�țř��H”(JMʻ5F-0æį$I͈ì

#(7�Ț�7țř7�z5”ƾȺ7�țř�2”ƾĭ7�țř�2”(7xʆ7�%J1

C4�țř��H”(JMæ5F-0æį$I͈ì#(7�Ț�7țř7�z5”ʽˉʰȡ

7ȶÖāͅnimitta“*Ițř��H”(JMŭ5F-0æį$I͈ì#(7�Ț�7țř7�

z5”ǝ"��ʮȎ�2”ˊ-*�ʮȎ�2”(7xʆ7�%J1C4�ʮȎͅpratipatti“

7ȶÖā*Ițř��H”(JMŠ5F-0æį$I͈�

"*�-0”�JG7�ŮMġB2"0”ŠMɬLH2$IŚƀ8”$=07ȜŲ�7Ś�

5��0�ȧ#�”$=07Ć5�IC75��0�ȧ#�”$=07ƴ5�ȧ#�”$=0�

ȧ#I͈�

4.4.2͋�ŮnʻnænŭnŠͅ�LEI�˵ʮ“7Ǆ˛͌ 

4.4.2.1 

�Ů28��͈ŚMî�L&I�2ͅābhoga“1�I͈�

4.4.2.2 

ʻ28�� �͈ŰĨ”Ĳ˗”˓7�r.�ɯë$I�21�I͈�

                                                   
38 �7pƨ8”tˀ7Ȉ˂2Zd[^ˉ˂MâȒ"0s7F�5˂"*͈ 

� Ȉ˂ͅ Text A-chi 4.3.4“͉
�˓ȏ̌ƀȧŮ˓”žĵǩ”žǫĩ”øŻˌɴȡąď�ʡǞßɴőď”ȧ�(

�ͅ˂,�˓ˣ7ȼœ5ȧ#*Ů˓”ƒǩ$IC71�J”ɍĩ J*C71�J”ȡą7Ĳ˗Mƀɷ

2$I7@2ˌ�JI=�1�I͈C"�J�ì#�(J7Ĳ˗Mƀɷ2$I4G9”ȧ#I (͈“ 

� Zd[^ˉ˂ͅText A-tib 4.3.4“͉ rnam par shes pa'i tshogs lnga po dag gi mjug thogs su byung ba'i yid (yid 

PNG; yid la DC) tshol ba 'am/ nges pa ni gal te (te PNG; te/ DC) de'i yul de'i dmigs pa yin na/ da ltar gyi yul can 

kho na zhes bya'o// �ͅ˂,�˓ˣ7ȼœ5ȧ˞"*Ů8ƒǩ$IC7”�I�8ɍĩ J*C7�1�

I�28”C"(J7Ĳ˗8(J7ƀɷ1�I4G9”ȡą7Ĳ˗Mƾ$IC7+��1�I�2ˌ

�JI=�1�I “͈ 
39 �7ˀˬ8”Ț�7²�ȹ4țřMˇ˓ &I78˓1�H”Ț�7©Éȹ4țřMˇ˓ &I7

8Śƀ1�I�2Mɐ÷"0�I͈�

� sakalaṃ vastulakṣaṇaṃ7 sakalaṃ8”pʝȹ58”Î˃2"0”�I�8œ7Ǎ̏ĩʳëˉ7z7

lakṣaṇaṃ5��Iōį˃2"0CˍBI͈�.7ˍ@Ƭ5ĖĻ84�͈Ȉ˂18”
�}ɹȽ(ͅ Ț�

7²�ȹ4țř“24-0�H”lakṣaṇaṃ5��Iōį˃2ʺ̅"0�I͈�J5Ĳ"0”Zd[^

ˉ˂18”dngos po mtha' dag gi mtshan nyidͅ²�7Ț�7țř“24-0�H”ʳëˉz7 lakṣaṇaṃ

7Í7 dngos poͅ *vastu“5��Iōį˃2ʺ̅"0�Iͅ Text A-chi, Text A-tib 4.4.1âȒ“͈��18”

sakalaṃMÎ˃2"0”s7F�5˂"*͈�
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4.4.2.3 (MS 17b4l; Bh-ed 60, 2) 
vedanā katamā |354 anubhavanā ||355  

4.4.2.4 (MS 17b4l; Bh-ed 60, 2) 
saṃjñā katamā |356 saṃjānanā ||357  

4.4.2.5 (MS 17b4l; Bh-ed 60, 2) 
cetanā katamā |358 cittābhisaṃskāraḥ ||359  

4.4.3 
4.4.3.1 (MS 17b4m; Bh-ed 60, 3) 

chandaḥ katamaḥ |360 yad īpsite vastuni tatra tatra tadanugā kartukāmatā ||361  
4.4.3.2 (MS 17b4m; Bh-ed 60, 4) 

adhimokṣaḥ katamaḥ | yan niścite362 vastuni tatra tatra tadanugāvadhāraṇabhaktiḥ ||363  
4.4.3.3 (MS 17b4r; Bh-ed 60, 5) 

smr̥tiḥ katamā |364 yat saṃstute vastuni tatra tatra tadanugābhilapanā ||365  
4.4.3.4 (MS 17b4r; Bh-ed 60, 6) 

samādhiḥ katamaḥ |366 yat parīkṣye vastuni (367tatra tatra367) tadanugam upanidhyānasaṃniśritaṃ 
cittaikāgryaṃ ||368  
4.4.3.5 (MS 17b5l; Bh-ed 60, 7) 

prajñā katamā |369 yat parīkṣya370 eva vastuni371 tatra tatra tadanugo372 dharmāṇāṃ373 
pravicayaḥ |374 yogavihitato vāyogavihitato vā naiva yogavihitato nāyogavihitataḥ ||375 
  

                                                   
354 ˚mā MS; ˚mā | Bh-ed, em. 
355 ˚nā MS; ˚nā || Bh-ed, em. 
356 ˚mā MS; ˚mā | Bh-ed, em. 
357 ˚nāḥ MS; ˚nā || Bh-ed, em. 
358 ˚mā MS; ˚mā | Bh-ed, em. 
359 ˚raḥ MS; ˚raḥ || Bh-ed, em. 
360 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
361 | MS; || Bh-ed, em. 
362 yaniścite MS; yan niścite Bh-ed, em. 
363 ˚āvadhāraṇābhaktiḥ MS; ˚āvadhāraṇaśaktiḥ || Bh-ed; ˚āvadhāraṇabhaktiḥ || em. cf.: 2;æëf YBh-c; 
nges par 'dzin nus pa YBh-t. 
364 ˚mā MS; ˚mā | Bh-ed, em. 
365 ˚nā MS; ˚nā || Bh-ed, em. 
366 ˚maḥ MS; ˚maḥ | Bh-ed, em. 
367 ˚ni MS; ˚ni [tatra tatra] Bh-ed; ˚ni tatra tatra em. cf.: \\ YBh-c; de dang de la YBh-t. 
368 ˚gryaṃ MS; ˚gryaṃ || Bh-ed, em. 
369 ˚mā MS; ˚mā | Bh-ed, em. 
370 aparīkṣya MS; parīkṣya Bh-ed, em. cf.: yoÊU� YBh-c; brtag pa'i dngos po YBh-t. 
371 ˚ni | MS; ˚ni Bh-ed, em. 
372 ˚anuyo MS; ˚anugo Bh-ed, em. cf.: æ\\Æ YBh-c; de dang de la de'i rjes su 'gro zhing YBh-t. 
373 dharmāṇāṃ MS; dharmāṇā Bh-ed. 
374 pravicayaḥ | MS; pravicayo Bh-ed. 
375 ˚taḥ MS; ˚taḥ || Bh-ed, em. 
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4.4.2.3 

æ28��͈ɮ̶$I�21�I͈�

4.4.2.4 

ŭ28��͈ʰ˗$I�21�I͈�

4.4.2.5 

Š28��͈ŚM�Ö &I�21�I͈�

4.4.3͋ǚn×ʺnŞnrƛĆnŶͅ�LEI�Éď“7Ǆ˛͌ 

4.4.3.1 

ǚ28�� �͈(J8$4L,”�ƿ?J*Ț�(J)J5Ĳ"0”(7�Ț��5ȽŌ$

Iͅtadanugā“”"F�2ǚ$I�21�I͈�

4.4.3.2 

×ʺ28�� �͈(J8$4L,”�ɍĩ J*Ț�(J)J5Ĳ"0”(7�Ț��5Ƚ

Ō$I”ɍˇ$I�25FI¦Ş1�I͈�

4.4.3.3 

Ş28�� �͈(J8$4L,”�ʁȔ J*Ț�(J)J5Ĳ"0”(7�Ț��5ȽŌ

$I”ʽ�ä<�2ͅabhilapanā“1�I͈�

4.4.3.4 

rƛĆ28�� �͈(J8$4L,”�ʹı JI=�Ț�(J)J5Ĳ"0”(7�Ț��

5ȽŌ$I”ˆ"�ʅı$I�2ͅupanidhyāna“5¢ĥ"0�I”Ś7ĳp1�I͈�

4.4.3.5 

Ŷ28�� �͈(J8$4L,”�ì#ʹı JI=�Ț�(J)J5Ĳ"0”�I�8˷

ȣ5F-0ȧ#*C72"0”�I�8˷ȣ14�C75F-0ȧ#*C72"0”�I�

8˷ȣ5F-0ȧ#*C71C4�˷ȣ14�C75F-0ȧ#*C71C4�C72"0”

(7�Ț��5ȽŌ$I”ˑǱ7ÄǇͅpravicaya“1�I͈�
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4.4.4 
4.4.4.1 (MS 17b5r; Bh-ed 60, 10) 

tatra manaskāraḥ kiṃkarmakaḥ |376 cittāvarjanakarmakaḥ ||377  
4.4.4.2 (MS 17b5r; Bh-ed 60, 10) 

sparśaḥ378 kiṃkarmakaḥ |379 vedanāsaṃjñācetanānāṃ380 saṃniśrayadānakarmakaḥ ||381  
4.4.4.3 (MS 17b6l; Bh-ed 60, 11) 

vedanā kiṃkarmikā |382 tr̥ṣṇotpādopekṣākarmikā ||383  
4.4.4.4 (MS 17b6l; Bh-ed 60, 12) 

saṃjñā kiṃkarmikā | ālambane cittacitrīkāravyavahārakarmikā ||384  
4.4.4.5 (MS 17b6m; Bh-ed 60, 13) 

cetanā kiṃkarmikā |385 vitarkakāyavākkarmādisamutthānakarmikā ||386 
  

                                                   
376 ˚kaḥ MS; ˚kaḥ | Bh-ed, em. 
377 cittāvarj(ā)karmakaḥ MS; cittāvarja[na]karmakaḥ | Bh-ed; cittāvarjanakarmakaḥ || em. cf.: Za�� 
YBh-c; sems gtod pa'i las byed do YBh-t. 
378 sparśa MS; sparśaḥ Bh-ed, em. 
379 ˚kaḥ MS; ˚kaḥ | Bh-ed, em. 
380 ˚nāṃ | MS; ˚nāṃ Bh-ed, em. 
381 saṃniśrayedānakarmakaḥ MS; saṃniśrayadānakarmakaḥ || Bh-ed, em. cf.: o��� YBh-c; gnas sbyin 
pa'i las byed do YBh-t. 
382 ˚kaḥ MS; ˚kā | Bh-ed, em. 
383 | MS; | Bh-ed; || em. 
384 ˚kā MS; ˚kā || Bh-ed, em. 
385 ˚kā MS; ˚kā | Bh-ed, em. 
386 | MS; | Bh-ed; || em. 
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4.4.4͋�ŮnʻnænŭnŠ78*G�͌ 

4.4.4.1 

(J1”�Ů8�78*G�Mƾ$I7� Ś͈M­�I�2ͅ āvarjana“M8*G�2$I͈�

4.4.4.2 

ʻ8�78*G�Mƾ$I7�͈ænŭnŠ7ƇHƀMv�I�2M8*G�2$I͈�

4.4.4.3 

æ8�78*G�Mƾ$I7�͈̇ ů7ȧ˞2Ǝͅ upekṣā”ŀ̢4ȜŲ“�5Ħĩ$I�2�

M8*G�2$I40͈�

4.4.4.4 

ŭ8�78*G�Mƾ$I7�͈ƀɷ5Ĳ"0”Ś5��0·˗Ù$I�22”ʽˉÙ$

I�2M8*G�2$I41͈�

4.4.4.5 

Š8�78*G�Mƾ$I7�͈ĵͅvitarka”Šʅ“2”ˣ�Ǐ�2ˉǏ43MȶÖ$I

�2M8*G�2$I42͈�

  

                                                   
40 �7ƨ7 tr̥ṣṇotpādopekṣākarmikā8ʺ̅�Ă̞1�I͈ț5 upekṣā2��ʰȡ8uʔȐ1ʺ̅�Ă

̞1�I �͈7pɢ7Zd[^ˉ˂8”sred (sred PNG; srid D; sri C) pa skye ba dang/ btang snyoms su 'jog 

pa'i las byed doͅ ˙ů�ȧ#I�8*G��2”Ǝ5Ħĩ$I8*G�M4$“24-0�Iͅ Text A-tib 

4.4.4.3âȒ“͈ Zd[^ˉ˂7 btang snyoms8 upekṣā5ȽŌ$Iʰȡ1�I2ʅ�GJI͈ 

� (J5Ĳ"0”Ȉ˂7˅Ōɡƀ8
˒ůȧƀ¢ȎǏ(24-0�IͅText A-chi 4.4.4.3âȒ“͈ Ȉ˂

58 upekṣā5ȽŌ$Iʰȡ�ʶ.�G4�͈Ȉ˂7ˌưƨ8ƥȣȹ5˻Å1�H”p.7ëȣȹ4ʺ

̅Mƕ¡"0�I2ʅ�GJI͈ˆ"�8Ǆˏɝ 1ɜɝ 1.3.2.2ɢâȒ͈ 

� ��18Zd[^ˉ˂MâȒ"0”ˮˉȹ5˂"*͈  
41 cittacitrīkāravyavahārakarmikā5Ĳŝ$IZd[^ˉ˂8 sems mtshan mar 'dzin pa'i tha snyad kyi las 

byed doͅŚM”țř2"0ƍ�I�27ʽˉÙ$I8*G�MȎ$“24-0�I͈sems mtshan mar 

'dzin paͅŚM”țř2"0ƍ�I�2“8 citrīkāra7˂ˉ1�I2ʅ�GJI͈pƬ”Ȉ˂18
�

Śȷ˞ɕɕʽˌ(ͅ Ś5ǔ	4ʽˌMȶÖ &I“24-0�H”citrīkāra5Ĳŝ$Iʰȡ�ʶŌ*G

4�ͅText A-chi, Text A-tib 4.4.4.4âȒ“͈  
42 vitarkaͅ ĵ“8”Zd[^ˉ˂18 rtog pa24-0�H”VmWSk[^\RW^2pʖ"0�I͈

pƬ”Ȉ˂18”vitarka 5Ĳŝ$Iɡƀ8
ĵ�(ͅĵ2�“24-0�Iͅ Text A-chi, Text A-tib 4.4.4.5

âȒ“͈
�(ͅ vicāra”ʅı“8Śƀ7Ä̭5��I”
ĵ(ͅ vitarka“5̍˲$IǒŞ1�H”"9"

9 vitarka22C5ʽä JI͈ 
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4.4.5 
4.4.5.1 (MS 17b6m; Bh-ed 60, 14) 

chandaḥ387 kiṃkarmakaḥ | vīryārambhasaṃjananakarmakaḥ ||388  
4.4.5.2 (MS 17b6r; Bh-ed 60, 15) 

adhimokṣaḥ kiṃkarmakaḥ | guṇato doṣato nobhayato vālambanadhr̥tikarmakaḥ ||389 
4.4.5.3 (MS 17b7l; Bh-ed 60, 16) 

smr̥tiḥ kiṃkarmikā |390 ciracintitakr̥tabhāṣitasmaraṇānusmaraṇakarmikā ||391  
4.4.5.4 (MS 17b7l; Bh-ed 61, 1) 

samādhiḥ kiṃkarmakaḥ |392 jñānasaṃniśrayadānakarmakaḥ ||393  
4.4.5.5 (MS 17b7m; Bh-ed 61, 1) 

prajñā kiṃkarmikā |394 prapañcapracārasaṃkleśavyavadānānukūlasaṃtīraṇakarmikā395 || 
 

 

                                                   
387 chanda MS; chandaḥ Bh-ed, em. 
388 ˚kaḥ MS; ˚kaḥ || Bh-ed, em. 
389 <there is an insert mark here, but relevant akṣara(s) cannot be found in the 
margin>ā<lam>bana(··)dhr̥tikarmakaḥ MS; vālambanadhr̥tikarmakaḥ || Bh-ed, em. cf.: �p.`ÜN�� 
YBh-c; yon tan nam nyes pa 'am/ gnyi ga ma yin pas dmigs pa la dga' bar byed pa'i las byed do YBh-t. 
390 ˚kā MS; ˚kā | Bh-ed, em. 
391 ˚kā MS; ˚kā || Bh-ed, em. 
392 ˚kaḥ MS; ˚kaḥ | Bh-ed, em. 
393 | MS; || Bh-ed, em. 
394 ˚kā MS; ˚kā | Bh-ed, em. 
395 prapañcatpracārasaṃkleśavyavadānukūlasatīraṇa˚ MS; 
prapañcapracārasaṃkleśavyavadānānukūlasaṃtīraṇa˚ Bh-ed, em. cf.: ÒynÏoÆ����æër��� 
YBh-c; spros pa rgyu ba dang/ kun nas nyon mongs pa dang/ rnam par byang ba dang/ mthun pa la spyod pa'i 
las byed do YBh-t. 
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4.4.5͋ǚn×ʺnŞnrƛĆnŶ78*G�͌ 

4.4.5.1 

ǚ8�78*G�Mƾ$I7�͈ÔÑͅvīrya“D�0ͅārambha“Mȧ# &I�2M8*

G�2$I͈�

4.4.5.2 

×ʺ8�78*G�Mƾ$I7�͈ÒŘ2"0”�I�8˶ę2"0”�I�8(7xʆ

7�%J1C4�C72"0”ƀɷ5Ĳ"0�(7F�4ȣʺM�Ɖ,ɲ�I�2ͅdhr̥ti“

M8*G�2$I͈�

4.4.5.3 

Ş8�78*G�Mƾ$I7�͈ʅ�*�2nʮ-*�2nˉ-*�2M̋�̌5ˀŹ$

I�2ͅsmaraṇa“DŠ�Ã$�2ͅanusmaraṇa“M8*G�2$I͈�

4.4.5.4 

rƛĆ8�78*G�Mƾ$I7� Ƶ͈ͅ jñāna“7ƇHƀMv�I�2M8*G�2$I͈�

4.4.5.5 

Ŷ8�78*G�Mƾ$I7�͈ǓŭÄÉͅprapañca“MȡL$�2ͅpracāra“2”̛ǉn

ɨǶ5Ŕ-*Èƫ$I�2M8*G�2$I͈�
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ǰPart 1,�į.¡|ƚ	_ 1�õ|K�#ƟƩŃÕ|�Ǳ 

ǩT 279a22�280b2ǫƿ 338a7�339c6ǫÙ 2b15�4a23ǫǥ 466a7�467c6ǫŋ 399a6�401b12Ǫ 
1.0 
!11#ƟƩŃÕ|ǯƞ#ƟƩų½�ªÚ5�ªÚŜ�ªV*�ª2ü��íŠl#ƟƩ

ŃÕ|� 
1.1 
1Œlġ#ƟƩŬǯÚƞŅƟ�ūƟ�ǨƟ�ŷƟ�ƩƟ� 

1.1.1 
1.1.1.1 
!1ŅƟų½ǯƞ5Ņ�Oź� 

1.1.1.2 
ªÚ5ũǫ9ó5ƞŅǫŒĢǂ5ƞÊǫō�5ƞ^Ą�Lō��~eÚ5�ĹħÚãǄ

ƤŬƟ��íĸƖ ōÚ5ǫƞź�ǐź�Ņíźǫǝǐź� 
Ņƞx�ōÚƱǫŅƟÚ5Ĕ{T279b}źǫĢƌó�� 
ÊƞŅƟĢǂƶaƟ� 
�Lō�ƟƞĢ�î4þƀØƚĦŧġyÚĲ�Lō�ĹħƟ� 

1.1.1.3 
1.1.1.3.1 
ªÚŜũǫƞźóƌó�� 

1.1.1.3.2 
1.1.1.3.2.0 
Ą²�ōǫĸƖó��ƞǘź�§ź�Ɖź� 

1.1.1.3.2.1 
1.1.1.3.2.1.1 
ǘźũǫƞǏ�Ǧ�ƥ�Ł�{ŋ 399b}©�A2�ë�ǃ�Ǎ�ĥ���ǎǫcŏ�ǘź� 

  

                                                   
1 �!�ƿǫÙǫǥǫTǮ�õ|K�#ƟƩŃÕ|ő�!�ŋǫ(T)ï¬�Ǭ 
2 �©A�ƿǫŋǫ(T)ƣï¬�Ǯ�A©�ÙǫǥǫTǬ 
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[Part 1] 
(D2a2−5b2, C2a2−5b5, P2b2−6a7, N2b2−6b7, G3a1−7a6) 
1.0  

rnam par shes (N2b3) pa'i tshogs lnga dang ldan pa'i (C2a3) sa (P2b3) gang zhe na/ rnam par shes pa'i 
tshogs lnga ste/ ngo bo nyid dang/ de dag gi gnas dang/ de (G3a2) dag gi dmigs (N2b4) pa dang/ de dag gi 
(D2a3) grogs dang/ de dag gi las ni mdor na rnam par shes pa'i tshogs (P2b4) lnga dang (C2a4) ldan pa'i sa'o//  
1.1 

rnam par shes pa'i tshogs lnga (N2b5) gang zhe na/ mig gi rnam par shes pa dang/ rna ba dang/ sna 
dang/ lce dang/ lus (G3a3) dang/ yid kyi rnam par (D2a4) shes pa'o//  
1.1.1 
1.1.1.1 

mig gi rnam par (P2b5) (N3a1) shes pa gang zhe na/ gang (C2a5) mig la brten nas gzugs so sor rnam par 
rig pa'o//  
1.1.1.2 

mig gi rnam par shes pa'i gnas gang zhe na/ (N3a2) mig ni lhan cig 'byung ba'i gnas so// yid ni de 
ma (G3a4) thag pa'i (P2b6) gnas (D2a5) so// sa bon thams cad (C2b1) pa lus len par byed pa/ rnam par smin pa1 
bsdus pa (N3a3) kun gzhi rnam par shes pa2 ni sa bon gyi gnas so// de yang mdor bsdu na gnas rnam pa 
gnyis su 'gyur te/3 (P2b7) gzugs4 can dang gzugs can ma (G3a5) yin (N3a4) pa'o// (D2b1) de la mig ni gzugs can 
no// de las gzhan pa ni gzugs (C2b2) can ma yin pa'o//  

mig gang zhe na/ gang 'byung ba chen po bzhi po dag rgyur (P2b8) byas pa mig gi (N3a5) rnam par 
shes pa'i rten po gzugs dang ba ste/ bstan du med (G3a6) la thogs pa dang bcas pa'o//  

yid gang zhe na/ gang (D2b2) mig gi rnam par shes pa'i sngon rol (N3b1) du 'das ma thag pa'i rnam 
(C2b3) par (P3a1) shes pa'o5//  

sa bon thams cad pa'i rnam par shes (G3b1) pa gang zhe na/ sngon gyi spros pa6 dga' ba7 rgyur gyur 
pa la brten nas sa bon thams cad pa rnam par smin pa mngon par (N3b2) 'grub pa gang yin pa'o//8 (P3a2)  
1.1.1.3 
1.1.1.3.1 

mig gi rnam (D2b3) par shes pa'i dmigs pa gang zhe na/ gzugs gang (C2b4) bstan du yod cing thogs 
pa dang (G3b2) bcas pa'o//  
1.1.1.3.2 
1.1.1.3.2.0 

de yang rnam pa du ma yod de/9 mdor na kha (N3b3) dog dang10 dbyibs dang rnam par rig11 byed 
do//  
1.1.1.3.2.1 
1.1.1.3.2.1.1 

kha dog gang (P3a3) zhe na/ 'di lta ste/ sngon po dang/ ser po dang/ dmar po dang/ dkar (D2b4) po 
dang/12 grib ma dang/ nyi ma dang/ snang ba dang/ mun pa (N3b4) dang/ (C2b5) (G3b3) sprin dang/ du ba 
dang/ rdul dang/ khug rna dang/ nam mkha' kha dog gcig pa'o// (P3a4)  
  

                                                   
1 pa DC; par PNG. 
2 pa DCPG; pas N. 
3 te/ PNG; ro// DC. 
4 gzugs DCPN; gzug G. 
5 pa'o DCPN; pa'i sngon rol du 'das ma thag pa'i rnam par shes pa'o G. 
6 pa PNG; pa/ DC. 
7 ba DC; bar PNG. 
8 // DCPG; / N. 
9 de/ PNG; do// DC. 
10 dang DCNG; dang/ P. 
11 rig DC; rig par PNG. 
12 / CPNG; // D. 
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dbyibs gang zhe na/ 'di lta ste/ ring po dang/ thung du dang/ lham pa dang/ zlum po dang/ (N3b5) 
rdul phra mo dang/ (D2b5) rags pa dang/ phyal le ba dang/ phyal le ba ma yin (G3b4) pa dang/ mthon po 
dang/ dma' (C2b6) ba'o//  

rnam par rig byed gang (P3a5) zhe na/ 'di lta ste/ len pa dang/13 'jog pa dang/ bskum (N3b6) pa dang/ 
brkyang ba dang/ 'greng ba dang/ 'dug pa dang/ nyal ba dang/ 'gro ba dang/ ldog pa dang/ de la (D2b6) 
sogs pa'o//14 (G3b5)  
1.1.1.3.2.1.2 

yang kha dog gang zhe na/ gang gzugs dang (P3a6) 'dra ba mig gi rnam par (C2b7) shes (N4a1) pa'i 
spyod yul du gyur pa'o//  

dbyibs gang zhe na/ gang gzugs rgyas par ring po la sogs par yongs su bcad15 pa'i rnam pa'o//  
rnam par rig byed gang (G3b6) zhe na/ rgyas pa'i gzugs skyes pa (D2b7) (P3a7) 'gags (N4a2) pa de nyid mi 

mthun pa'i rgyus skyes pa'i phyogs su mi 'byung (C3a1) ba dang/ de las gzhan pa'i phyogs su yang/ bar 
du ma chod pa 'am/ bar du chod pa dang bcas pa 'am/ nye ba 'am ring bar 'byung (G4a1) ba dang/ 
phyogs de nyid (P3a8) du (N4a3) yang mi 'gyur ba 'byung ba ni rnam par rig byed ces bya'o//16  
1.1.1.3.2.1.3 

de la (D3a1) kha dog ni snang ba (C3a2) dang gsal ba dang zhes bya ba'i rnam grangs su gtogs pa'o//  
dbyibs ni rgyas pa dang/ ring17 po dang/ thung du zhes bya (G4a2) ba la sogs pa'i rnam (N4a4) grangs 

(P3b1) su gtogs pa'o//  
rnam par rig byed ni las dang byed pa dang/ spyod pa dang/18 g.yo ba (D3a2) dang/ yongs su (C3a3) 

g.yo ba zhes bya ba'i rnam grangs su gtogs pa'o//  
1.1.1.3.2.2 

kha dog dang dbyibs dang19 rnam par rig byed thams (P3b2) cad (G4a3) kyang mig gi (N4a5) spyod yul 
dang/ mig gi yul dang/ mig gi rnam par shes pa'i spyod yul dang/ mig gi rnam par shes pa'i yul dang/ 
mig gi (C3a4) rnam par (D3a3) shes pa'i dmigs pa dang/ yid kyi rnam par shes pa'i spyod yul (P3b3) dang/ 
yid kyi (N4a6) rnam par shes pa'i yul dang/20 (G4a4) yid kyi rnam par shes pa'i dmigs pa zhes bya ba'i 
rnam grangs su gtogs pa'o//  
1.1.1.3.3 

yang de nyid kha dog bzang po dang/ kha dog (C3a5) ngan pa dang/ de21 gnyi ga'i bar ma (D3a4) dor 
gnas pa kha dog lta bu'o// (N4b1)  
1.1.1.4 

grogs gang zhe na/ de dang lhan (P3b4) cig 'byung (G4a5) zhing mtshungs par ldan pa sems las byung 
ba'i chos rnams te/ 'di lta ste/ yid la byed pa dang/ reg pa dang/ tshor ba dang/ 'du shes dang/22 sems 
(C3a6) pa'o// sems las byung ba'i chos gzhan gang dag (D3a5) mig gi rnam (P3b5) par shes pa (G4a6) dang23 
lhan cig (N4b2) 'byung24 zhing mtshungs par ldan pa de dag ni/ dmigs pa gcig pa rnam pa du ma ste/ 
lhan cig 'byung ba dag kyang re re 'byung la/ thams cad kyang rang gi sa bon (C3a7) las nges par 'byung 
ba/25 mtshungs par26 (P3b6) ldan pa/27 (G4b1) dmigs pa dang bcas pa/ (D3a6) rnam pa dang bcas pa/ gnas 
dang bcas pa dag go//  

                                                   
13 / DC; om. PNG. 
14 // DCNG; / P. 
15 bcad DC; gcad PNG. 
16 // DCNG; om. P. 
17 ring DCPG; ill. N. 
18 spyod pa dang/ DCPN; om. G. 
19 dang DC; dang/ PNG. 
20 yid kyi rnam par shes pa'i yul dang/ DCNG; om. P. 
21 de DCPN; da G. 
22 / DC; om. PNG. 
23 dang DC; dang/ PNG. 
24 'byung DCPG; byung N. 
25 / DPNG; // C. 
26 par DCPG; ill. N. 
27 / DPNG; // C. 
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1.1.1.5 
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1.1.1.5 
las gang zhe na/ de ni rnam pa drug tu blta (N4b3) bar bya28 ste/ thog ma kho nar je29 rang gi yul la 

dmigs pa rnam (C3b1) par rig pa'i yul las dang/ (P3b7) yang rang gi mtshan nyid rnam par rig pa dang/ 
yang da (G4b2) ltar gyi dus rnam par rig pa (D3a7) dang/30 yang skad cig gcig rnam par rig pa dang/ yang 
rnam pa gnyis kyis yid kyi rnam par shes pa'i rjes su 'jug pa ste/ dge ba nyon mongs (P3b8) (N4b4) pa31 
can gyi rjes (C3b2) su32 'jug pa dang/ las kun las slong (G4b3) ba'i rjes su 'jug pa dang/ yang sdug pa dang 
mi sdug pa'i 'bras bu yongs (D3b1) su 'dzin pa ste las drug pa'o//  
1.1.2 
1.1.2.1 

rna ba'i rnam par shes pa gang zhe na/ gang rna ba la brten nas (P4a1) sgra so sor rnam par rig pa'o//  
1.1.2.2 

gnas gang zhe na/ (N4b5) rna ba ni (C3b3) (G4b4) lhan cig 'byung ba'i gnas so// yid ni de ma thag pa'i 
gnas so// sa bon thams cad pa kun gzhi rnam par shes pa de nyid ni sa bon (P4a2) gyi (D3b2) gnas so//  

rna ba gang zhe na/ gang 'byung ba chen po bzhi po dag rgyur byas pa/ rna ba'i rnam par (G4b5) 
shes pa'i rten po gzugs dang ba (C3b4) ste/ bstan du med (N4b6) la thogs pa dang bcas pa'o// yid dang sa 
bon gyi (P4a3) rnam par dbye ba ni snga ma bzhin no//33  
1.1.2.3 
1.1.2.3.1 

dmigs pa gang zhe na/ sgra rnam pa du ma bstan (D3b3) du med la thogs pa dang bcas pa dag ste/ 
1.1.2.3.2 

'di (G4b6) lta ste/ dung gi sgra dang/ rnga bo che'i sgra dang/ rdza rnga'i sgra dang/ gar (C3b5) byed 
pa'i sgra dang/ (P4a4) glu'i sgra dang/ (N4b7) rol mo'i sgra dang/ rnga bo che'i sgra34 dang/ bud med kyi 
sgra dang/ skyes pa'i sgra dang/ rlung dang shing gi sgra dang/ gsal ba dang/ mi gsal (D3b4) ba dang/ 
(G5a1) don dang ldan pa dang/ don med pa dang/ chung ngu dang35 (P4a5) 'bring dang36 chen po dang/ chu 
klung gi sgra (C3b6) dang/ ca co'i sgra dang/ lung nod pa'i sgra dang/ kha (N5a1) ton byed pa'i sgra dang/ 
'chad pa'i sgra dang/ 'bel ba'i gtam dang/ rnam par gtan la (G5a2) 'bebs pa'i sgra dang/ de lta bu (D3b5) (P4a6) 
dang mthun37 pa'i sgra mang po dag go//  
1.1.2.3.3 
1.1.2.3.3.1 

de yang zin pa'i 'byung ba chen po'i rgyu las byung ba dang/ ma zin (C3b7) pa'i 'byung38 ba chen 
(N5a2) po'i39 rgyu las byung ba dang/ zin pa dang ma zin pa'i 'byung ba chen po'i rgyu las byung ba'o//40  
(P4a7) de la dang po (G5a3) ni gang nang41 rkyen42 du gyur pa nyid do//43 gnyis pa ni gang phyi rol rkyen 
du (D3b6) gyur pa nyid do//44 gsum pa ni gang nang dang phyi45 rkyen du gyur46 pa nyid do//  

                                                   
28 bya DPNG; ba C. 
29 je PNG; de DC. 
30 yang rang gi mtshan nyid rnam par rig pa dang/ yang da ltar gyi dus rnam par rig pa dang/ DC; yang rang gi 
mtshan nyid rnam par rig pa dang yang da ltar gyi dus rnam par rig pa dang/ G; om. PN. 
31 pa DCPN; om. G. 
32 su DCNG; ill. P. 
33 // DCPG; / N. 
34 sgra DPNG; sga C. 
35 dang PNG; dang/ DC.  
36 dang PNG; dang/ DC. 
37 mthun DC; 'thun PNG. 
38 'byung DPNG; ill. C. 
39 po'i DCPG; ill. N. 
40 ba'o// DC; ba dang/ PG; ba dang// N. 
41 nang DC; na PNG. 
42 rkyen DCPG; ill. N. 
43 // DCPG; / N. 
44 // DCPG; / N. 
45 phyi DCPG; ill. N. 
46 gyur DCPG; ill. N. 
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1.1.2.3.3.2 
de yang (C4a1) yid du 'ong ba dang/ (N5a3) yid du mi 'ong ba dang/ de gnyi ga las (P4a8) bzlog pa'o//  

1.1.2.3.4 
de la sgra dang/ dbyangs dang/ nga ro (G5a4) dang/ nges pa'i tshig47 dang/ sgra skad dang/ tshig gi 

rnam par rig byed48 ni rnam grangs su gtogs (D3b7) pa'o//49  
rna ba'i spyod yul dang/ rna ba'i yul dang/50 (C4a2) rna ba'i (P4b1) rnam par shes pa'i spyod yul dang/ 

rna ba'i (N5a4) rnam par shes pa'i yul dang/ rna ba'i rnam par shes pa'i (G5a5) dmigs pa dang/ yid kyi rnam 
par shes51 pa'i spyod yul dang/52 yid kyi rnam par shes pa'i yul dang/53 yid kyi (P4b2) rnam par (D4a1) shes 
pa'i dmigs pa rnams (C4a3) ni54 rnam grangs su gtogs pa'o//  
1.1.2.4 

grogs dang las ni mig gi (N5a5) rnam par shes pa'i rang55 bzhin du rig (G5a6) par bya'o//  
1.1.3 
1.1.3.1 

sna'i rnam par shes pa gang zhe na/ gang sna la brten nas dri so sor (P4b3) rnam par rig56 pa'o//  
1.1.3.2 

gnas gang zhe na/ sna ni (D4a2) lhan cig 'byung ba'i gnas so// (C4a4) yid ni de ma thag pa'i gnas so// 
sa bon thams cad pa kun gzhi (N5a6) rnam par shes pa de nyid ni sa (G5b1) bon gyi gnas so//  

sna gang zhe na/ (P4b4) gang 'byung ba chen po bzhi po dag rgyur byas pa/57 sna'i rnam par shes 
pa'i rten po gzugs dang ba ste/ bstan du (D4a3) med la thogs (C4a5) pa dang bcas pa'o// yid dang sa bon 
gyi rnam par dbye ba ni snga ma bzhin no//  
1.1.3.3 
1.1.3.3.1 

dmigs (N5a7) (G5b2) pa (P4b5) gang zhe na/ dri rnam pa du ma bstan du med la thogs pa dang bcas pa 
dag ste/  
1.1.3.3.2 

dri zhim pa'am/ dri nga ba'am/ dri mnyam pa bsnam par bya ba 
1.1.3.3.3 

'di lta ste/ rtsa ba'i dri dang/58 (C4a6) snying po'i dri dang/ (D4a4) lo ma'i dri dang/ me tog (P4b6) gi dri 
dang/ 'bras bu'i dri la sogs pa dri mang59 (G5b3) po dag (N5b1) go//60  
1.1.3.3.4 

de la dri dang/61 bsnam pa dang/ bsnam62 par bya ba dang/ kun tu bsnam par bya ba63 la sogs pa 
ni rnam grangs su gtogs pa'o// (P4b7)  
  

                                                   
47 tshig DCPG; ill. N. 
48 byed DCNG; ill. P. 
49 // DCPG; / N. 
50 / DCPG; om. N. 
51 shes DCPN; shas G. 
52 / DCPG; // N. 
53 / DCPG; om. N. 
54 ni DPG; de C; ill. N. 
55 rang DCPG; ill. N. 
56 rig PNG; reg DC. 
57 / DCNG; // P. 
58 / DPNG; om. C. 
59 mang DCNG; ill. P. 
60 // DPNG; / C. 
61 / DC; om. PNG. 
62 bsnam DCPG; ill. N. 
63 kun tu bsnam par bya ba DC; kun tu bsnam par bya ba dang/ kun tu bsnam par bya ba PG; kun du bsnam par 
bya ba dang/ kun tu bsnam par bya ba N. 
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sna'i spyod yul dang/ (C4a7) sna'i yul dang/ sna'i rnam par shes pa'i spyod yul (D4a5) dang/ sna'i 
rnam par (G5b4) shes pa'i yul dang/ (N5b2) sna'i rnam par shes pa'i dmigs pa dang/ yid kyi rnam par shes 
pa'i spyod yul dang/ yid kyi rnam par (P4b8) shes pa'i yul dang/ yid kyi rnam par shes (C4b1) pa'i dmigs pa 
ni rnam grangs su gtogs pa'o//  
1.1.3.4 

grogs dang las ni snga64 ma bzhin (G5b5) du rig (D4a6) par bya'o//  
1.1.4 
1.1.4.1 

lce'i rnam par (N5b3) shes pa gang zhe na/ gang lce la65 brten nas so sor (P5a1) rnam par rig pa'o//66  
1.1.4.2 

gnas gang zhe na/ lce ni lhan cig 'byung ba'i gnas so// yid ni de ma thag pa'i (C4b2) gnas so// sa bon 
thams cad pa kun gzhi rnam par shes pa de nyid ni sa bon gyi (G5b6) gnas so// (P5a2)  

lce gang (D4a7) zhe na/ gang 'byung (N5b4) ba chen po bzhi po dag rgyur byas pa/67 lce'i rnam par 
shes pa'i rten po68 gzugs dang ba ste/ bstan du med la thogs pa dang bcas pa'o// yid dang sa bon gyi 
rnam (C4b3) par dbye ba ni snga ma bzhin no// (P5a3)  
1.1.4.3 
1.1.4.3.1 

dmigs pa gang zhe na/ ro rnam pa (G6a1) du ma bstan du med la thogs69 pa dang bcas (D4b1) (N5b5) pa 
dag ste/  
1.1.4.3.2 

de dag kyang ro kha ba dang/ skyur ba dang/ tsha ba dang/ bska ba dang/ lan tshwa'i ro dang/70 
mngar ba ste/ yid du 'ong ba dang/ yid du mi 'ong (P5a4) ba dang/ btang snyoms (C4b4) kyi gnas myang 
bar bya ba dag go//  
1.1.4.3.3 

de (G6a2) la ro dang/ myang bar bya ba dang/ mid par bya ba dang/ bza' ba dang/ (D4b2) (N5b6) btung 
ba dang/ bldag71 pa dang/ gzhib72 pa dang/ nye bar spyad73 pa la sogs pa ni rnam (P5a5) grangs su gtogs 
pa'o//  

lce'i spyod yul dang/ lce'i yul dang/ lce'i rnam par shes (C4b5) pa'i spyod yul dang/ (G6a3) lce'i rnam 
par74 shes pa'i yul dang/ lce'i rnam75 par shes pa'i dmigs pa (N5b7) dang/ yid kyi rnam (D4b3) par (P5a6) shes 
pa'i spyod yul dang/ yid kyi rnam par shes pa'i yul dang/ yid kyi rnam par shes pa'i dmigs pa ni rnam 
grangs su gtogs pa'o//  
1.1.4.4 

grogs dang (C4b6) las (G6a4) ni snga ma bzhin du rig par bya'o//  
1.1.5 
1.1.5.1 

lus kyi rnam par shes pa (P5a7) gang zhe na/ gang lus la (N6a1) brten nas reg bya so sor rnam par rig 
(D4b4) pa'o//  
  

                                                   
64 snga DPNG; sna C. 
65 la DCP; om. NG. 
66 // DCPG; / N. 
67 pa/ DCPG; la N. 
68 po DCPG; ill. N. 
69 thogs DPNG; ill. C. 
70 / DC; om. PNG. 
71 bldag DC; ldag PNG. 
72 gzhib DC; bzhib PNG. 
73 spyad DPNG; spyod C. 
74 par DCNG; ill. P. 
75 rnam DCNG; ill. P. 
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1.1.5.2 
ªÚ5ũǫ9ó5ƞƩǫŒĢǂ5ƞÊǫō{ƿ 339b}{ǥ 467b}�{Ù 4a}5ƞ�Lō�ǄƤŬƟ� 
Ʃƞx�ōÚƱǫƩƟÚ5ĔźǫĢƌó��Êcō��RKO� 

1.1.5.3 
1.1.5.3.1 
ªÚŜũǫƞƏĢƌó��Ą²�ō� 

1.1.5.3.2 
ƞ|ĈĠǙǫƫ½�ƾ½�ę½�ĝ½ǫH�ǚ�ė�ǜ�SUŞ¼�Ľ�Ũ�ą��13�

Ä�ŕ�ļ�Â�ƪ½14�W��íŒǗǫóƇ�Ə� 
1.1.5.3.3 
Ą²�ō�ƞ�Ə�ÇƏ�ÜƄÚƏƩÚƏ� 

1.1.5.3.4 
bƏũǫƞÚà�ÚƏ�ŻǑ15�Żƪ16�ŻX�ŻĤ��íŒ�O�l� 
íƩÚƈǫƩ�ķǫƩƟÚƈǫƩƟ�ķǫƩƟÚŜǫÊƟÚƈǫÊƟ�ķǫÊƟÚŜ� 

1.1.5.4 
V*cü�RÕň� 

  

                                                   
13 ���ƿǫǥǫŋǫTǮ�Ŀ�Ùǫ(T)�Ǭ 
14 �½�ƿǫÙǫŋǫ(T)ƣï¬�Ǯ�¾�ǥǫTǬ 
15 �Ǒ�ƿǫÙǫǥǫŋǫTǮ�Ŋ�(T)�Ǯ�ǒ�(T)�Ǭ 
16 �ƪ�ƿǫÙǫǥǫŋǫTǮ�ğ�(T)�Ǭ 
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1.1.5.2 
gnas gang zhe na/ lus ni lhan cig 'byung ba'i gnas so//76 yid ni de ma thag pa'i gnas77 so//78 sa bon 

thams79 cad pa kun (G6a5) gzhi (C4b7) rnam par (P5a8) shes pa de nyid ni sa80 bon gyi gnas so//  
lus gang zhe na/ gang 'byung (N6a2) ba chen po bzhi po dag rgyur byas pa lus kyi rnam par shes 

pa'i rten po (D4b5) gzugs dang ba ste/ bstan du med la thogs pa dang bcas pa'o// yid (P5b1) dang sa bon 
gyi rnam par dbye ba ni snga ma (G6a6) bzhin no// (C5a1)  
1.1.5.3 
1.1.5.3.1 

dmigs pa gang zhe na/ reg bya rnam pa bstan du med la thogs pa dang (N6a3) bcas81 pa dag ste/  
1.1.5.3.2 

'di lta ste/ sa dang/82 chu dang/83 me dang/ rlung dang/ yang ba nyid84 (D4b6) dang/ lci ba nyid (P5b2) 
dang/ 'jam pa nyid dang/ rtsub pa nyid dang/ grang ba dang/ bkres pa dang/ skom pa85 (C5a2) dang/ (G6b1) 
ngoms pa dang/ nyams stobs86 dang/ nyam chung ba dang/ nad dang/ rga ba dang/ 'chi ba dang/ (N6a4) 
g.ya' ba dang/ brgyal (P5b3) ba dang/ 'dred pa dang/ ngal ba dang/87 ngal sos pa (D4b7) dang/ nem nem po 
nyid dang/ mdangs bzang ba dang/ de lta bu dang88 mthun89 pa'i reg bya (C5a3) rnam pa mang (G6b2) po 
dag go//  
1.1.5.3.3 

de yang reg na bde ba dang/ reg90 na sdug bsngal ba (P5b4) dang/ btang snyoms kyi91 gnas kyi reg 
par bya'o// (N6a5)  
1.1.5.3.4 

de la reg bya dang/ reg pa dang/ reg par bya ba dang/ rtsub pa dang/ rlan pa dang/ (D5a1) g.yo ba 
dang/ dro ba la sogs pa ni rnam grangs su (C5a4) gtogs pa'o// (G6b3)  

lus kyi spyod (P5b5) yul dang/ lus kyi yul dang/ lus kyi rnam par shes pa'i spyod yul dang/ lus kyi 
rnam par shes pa'i yul dang/ (N6a6) lus kyi rnam par shes pa'i dmigs pa dang/ (D5a2) yid kyi rnam par shes 
pa'i spyod yul dang/ yid kyi (P5b6) rnam (C5a5) par shes pa'i (G6b4) yul dang/ yid kyi rnam par shes pa'i 
dmigs pa ni rnam grangs su gtogs pa'o//  
1.1.5.4 

grogs92 dang las ni snga ma bzhin du rig par bya'o//  
  

                                                   
76 // DCPG; / N.  
77 gnas DCNG; ill. P. 
78 // DCPG; / N. 
79 thams DPNG; ill. C. 
80 sa DCPN; so C. 
81 bcas DCPG; ill. N. 
82 / DC; om. PNG. 
83 / DC; om. PNG. 
84 ba nyid DPNG; ill. C. 
85 skom pa DPNG; skoms C. 
86 nyams stobs DC; nyam stabs P; nyam stobs NG. 
87 ngal ba dang/ DCPG; om. N. 
88 dang DCPG; dang/ N. 
89 mthun DC; 'thun PNG. 
90 reg DPNG; rig C. 
91 kyi PNG; kyis DC. 
92 grogs DCPG; grags N. 
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1.2 
1.2.1 
²ÿǫǊŅ��ǫźĭ{RǫűĲ2ÊŻ�ăƦǫÚĲŅƟ¶�¯Ĳ� 
ƊŅ��ǫźĭ{Rǫ{ŋ 401b}űĲ2Êă²ĭƦǫÚĲŅƟé�¯Ĳ� 
�ŅƟ17ǫ�ŴƩƟǫÕň$Ī� 

1.2.2 
²ÿǫĴŅƟĲǫ�µh¯��EÿőǫƞĬĪµ��ĉµ�Č�µ�MíŅƟǫ {Ê

Ɵ� 
Č�µ®éóùĔ�Ą®ǫ�óŒĒŅƟu�uƭǫŪª�ĴųKOS��ŴĄÊ�Ƨǝ

�ǫśĪÚîǫŅÊ Ɵ×u×ùŃŢŪƭ�{ƿ 339c}{ǥ 467c} 
�ŅƟĲǫ�ŴƩƟǫÕň$Ī� 

1.3 
²ÿǫÕƍ#ƟÚ5�«ǝéũÚ�ǫÚŜ�Úġ�ǫV*�k6ǫü�ųTű� 
²{T280b}ó�OǫÕƍ#ƟÚ5���ũ�ǫÚŜ�ÚeĳǫV*�?3Œǫü�2ĳ� 
 

ǰPart 2, �į.¡|ƚ	  1�õ|K�Ê|�Ǳ 

ǩT 280b4�26ǫƿ 339c8�340a11ǫÙ 4a25�b18ǫǥ 467c8�468a11ǫŋ 401b14�402a18Ǫ 
2.0 
�Ɩ#ƟƩŃÕ|�!1Ê|ǯĄ$#ŃÕň�ƞų½åǫªÚ185åǫªÚŜåǫªV

*åǫª219üå� 
2.1 
!1Êų½ǯƞµ�Ê�Ɵ� 

  

                                                   
17 �Ɵ�ƿǫÙǫŋǫ(T)ƣï¬�Ǯ�ƟĲ�ǥǫTǬ 
18 �ªÚ�ƿǫÙǫǥǫTǮ�Ú�ŋǫ(T)ƣï¬�Ǭ 
19 �ª2�ÙǫǥǫŋǫTǮ�2�ƿǬ 
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1.2 
1.2.1 

de la mig (N6a7) kyang yongs su ma nyams pa dang/ gzugs (P5b7) kyang snang (D5a3) bar gyur du zin 
kyang/ de dang 'byung ba (C5a6) yid la byed pa (G6b5) yang nye bar gnas par ma gyur na/ de las skyes pa'i 
mig gi rnam par shes pa 'byung bar mi 'gyur te/  

'di ltar mig kyang yongs su ma nyams la/ gzugs kyang (P5b8) (N6b1) snang bar gyur cing/ de dang 
'byung ba yid la byed pa yang nye bar gnas (D5a4) par (C5a7) gyur na/ de'i (G6b6) phyir de las skyes pa'i mig 
gi rnam par shes pa 'byung bar 'gyur ro//  

mig gi rnam par shes pa ji lta ba bzhin du/ rna ba dang/ sna dang/ (P6a1) lce dang/ lus kyi rnam par 
shes pa rnams (N6b2) la yang de bzhin du blta bar bya'o//  
1.2.2 

de la mig gi rnam par shes (C5b1) pa (G7a1) byung ba na93/ nye bar (D5a5) gnas pa las byung94 ba dang/ 
tshol ba dang/ nges pa'i sems rnam pa (P6a2) gsum rim bzhin du dmigs par 'gyur te/ de la dang po ni mig 
gi rnam par shes pa nyid do// gnyis ni (N6b3) yid kyi rnam par shes pa'o// (G7a2)  

de la nges pa'i sems phan chad nas/ kun nas nyon mongs (C5b2) pa dang/ rnam par (D5a6) (P6a3) byang 
bar 'gyur bar blta'o// de nas de'i rgyu mthun95 pa'i mig gi rnam par shes pa yang/ dge ba dang mi dge 
bar 'byung bar 'gyur te/ rang gi rtog pa'i dbang96 (N6b4) gis (G7a3) ni ma yin no// ji srid du yid de gzhan la 
rnam par (P6a4) g.yengs par97 ma gyur pa de srid du98 yid kyi (C5b3) rnam par shes pa dang/ mig gi (D5a7) 
rnam par shes pa gnyi ga dge ba 'am/ nyon mongs pa can du 'gyur ro//  

mig gi rnam par shes pa byung ba na/ ji lta (G7a4) ba bzhin du (P6a5) (N6b5) lus kyi rnam par shes pa'i 
bar du yang de bzhin du rig par bya'o//  
1.3 

de la gnas ni yul gzhan du 'gro ba'i bzhon pa (C5b4) bzhin du blta99 bar bya'o// rnam par shes (D5b1) 
pa'i tshogs lnga po dag ni grogs rnams ni 'gron100 po 'grogs pa (P6a6) (G7a5) lta bu'o// dmigs (N6b6) pa ni 
bya ba'i don lta bu'o// las ni rang gi nus pa lta bu'o//  

rnam grangs gzhan du101 na/ de dag gi gnas ni102 khyim na gnas pa'i khyim lta bur blta'o// (C5b5) 
dmigs pa ni longs spyod lta (P6a7) bu'o// (D5b2) grogs ni bran103 dang bran mo la sogs (G7a6) pa lta bu'o// 
las ni rtsol ba (N6b7) lta bu'o//  

rnal 'byor spyod pa'i sa las rnam par shes pa'i tshogs lnga dang ldan pa'i sa ste dang po'o// // 
 

[Part 2] 
(D5b2−6a6, C5b5−6b3, P6a7−7a6, N6b7−7b4, G7a6−8b1) 
2.0 

yid kyi sa gang zhe na/ (P6a8) de yang rnam pa lnga kho nar blta bar bya ste/ (C5b6) ngo bo (G7b1) 
nyid dang/ gnas dang/ (D5b3) dmigs pa dang/ grogs dang/104 las so//105  
2.1 

de la (N7a1) ngo bo nyid gang zhe na/ sems dang yid dang rnam par shes pa gang yin pa'o//  
  

                                                   
93 na DPNG; ni C. 
94 byung DCPG; ill. N. 
95 mthun DC; 'thun PNG. 
96 dbang DCPG; ill. N. 
97 g.yengs par DC; g.yeng bar PNG. 
98 du DC: du/ PNG. 
99 blta DCNG; ill. P. 
100 'gron DC; mgron PNG. 
101 du DCPG; ill. N. 
102 ni DC; ni/ PNG. 
103 bran DCPG; dran N. 
104 / DC; om. PNG. 
105 // DPNG; / C. 
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2.1.1 
µƞ�Lō�ÚǇǫ5Ă½ÚǇǫ5ǅ5Ă20½ǫǟű~eǫ{Ù 4b}ĹħÚãǄƤŬƟ� 

2.1.2 
Êƞ¿ƈ21Êǫc{ŋ 402a}CƟƩĢǂĘÊ� 

2.1.3 
ƟƞĭR�OÚŜ�ķ� 

2.2 
ªÚ5ũǫŒĢǂ522ƞÊǫō�5ƞ�RƖ�Lō�ǄƤŬƟ� 

2.3 
ªÚŜũǫƞ�LĐǫ�EÚÕ�Ż�DũÚŜǫ^e�É�ƈƃǫĢġǫĢƌĢ�źǫ

CGƄǫc�Lō�� 
2.4 
ªV*ũǫƞ2Ê�Ə�e�É�ºǫĀ�YƎ�¸��à|�Ïǫ8�Í�Ì�ĢƢ�

ĢŇ�Ģľ�ŖƲ�ƫ���äƳ�Ü���ǫƢ�À�Ģë�Î�ƌ�Ļǫ¹�Á�Ƌ�È�

��Ñ�Ɣ�Ƙ�Ò���ĢÍ�ĢÌ�Æ{ƿ 340a}{ǥ 468a}č�ÝŶ��8�Ô»�äƳ�ƼĀ�

ƼYƎ�·¸�æ���ăňǫÇ2�ņń���,��íŒƬ9óŃÕµÚó23ĐǫílV

*�k�ÚŜǫ�k�24ƈŃǫ�î9óǫ��Ūƭǫiųō�ÚĲǫñ"ŃÕǫóƈŃǫó

ÚŜǫóÚ5� 
  

                                                   
20 �5ǅ5Ă�Ùǫŋǫ(T)ƣï¬�Ǯ�5Ă�ƿǮ�<5ǅ5Ă>�ǥǫTǬ 
21 �ƈ�ÙǫǥǫTǮ�ƈ5Ă½�ƿǫŋǫ(T)ƣï¬Ǭ 
22 �5�ÙǫǥǫTǮ�55�ƿǫŋǫ(T)ƣïǬ 
23 �Úó�ÙǫǥǫŋǫTǮ�Ú�ƿǬ 
24 ��k��Ùǫŋǫ(T)ƣï¬�Ǯ��k�ƿǮ�ǐk��ǥǫTǬ 
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2.1.1 
sems gang (P6b1) zhe na/ sa bon thams cad dang ldan pa dang/ gnas kyi dngos por gyur pa dang/ 

(G7b2) gnas kyi dngos por gnas pa dang/ len (C5b7) par byed pa (D5b4) rnam par smin par bsdus pa kun gzhi 
(N7a2) rnam par shes pa gang yin pa'o//  
2.1.2 

yid (P6b2) gang zhe na/ rnam par shes pa'i tshogs drug po dag 'gags ma thag pa gang yin pa dang/ 
nyon (G7b3) mongs pa can gyi yid ma rig pa dang/ bdag106 tu lta107 ba dang/ nga'o snyam pa'i nga rgyal 
dang/ sred108 pa'i (D5b5) (C6a1) mtshan nyid kyi nyon (P6b3) mongs pa rnam pa (N7a3) bzhi109 dang rtag tu 
ldan pa gang110 yin pa'o//  
2.1.3 

rnam par shes pa gang zhe na/ dmigs pa rnam par (G7b4) rig par byed pas nye bar gnas pa gang yin 
pa'o//  
2.2 

gnas gang zhe na/ yid de ma thag pa'i gnas dang/ (P6b4) snga ma bzhin du sa bon (C6a2) thams cad 
pa kun gzhi (D5b6) rnam par shes pa111 sa bon gyi (N7a4) gnas so//  
2.3 

dmigs pa gang zhe na/ chos thams cad ni (G7b5) dmigs pa ste/ 'ba' zhig gi tshor ba'i phung po dang/ 
'du shes112 kyi phung po dang/ (P6b5) 'du byed kyi113 phung po dang/ 'dus ma byas dang/ bstan du med 
cing thogs pa med (C6a3) pa'i gzugs dang/ skye mched (D5b7) drug dang/ sa bon thams cad (N7a5) do//  
2.4 

grogs gang (G7b6) zhe na/ 'di lta ste/ yid la byed pa dang/ reg pa dang/114 (P6b6) tshor ba dang/ 'du 
shes dang/ sems pa dang/ 'dun pa dang/115 mos pa dang/ dran pa dang/ ting nge 'dzin dang/ shes rab 
dang/ dad pa dang/ (C6a4) ngo tsha shes pa dang/ khrel yod pa (D6a1) dang/ ma116 chags pa dang/ (G8a1) 
(N7a6) zhe (P6b7) sdang med pa dang/ gti mug med pa dang/ brtson117 'grus dang/ shin tu sbyangs pa 
dang/ bag yod pa dang/ btang snyoms dang/ rnam par mi 'tshe118 ba dang/ 'dod chags dang/ khong 
khro119 ba dang/ ma rig pa dang/ (P6b8) nga (G8a2) rgyal (C6a5) dang/120 lta (D6a2) ba dang/ the tshom dang/ 
khro ba dang/ khon du (N7a7) 'dzin pa dang/ 'chab pa dang/ 'tshig pa dang/ phrag dog dang/ ser sna 
dang/ sgyu dang/ g.yo dang/ rgyags pa dang/ rnam par 'tshe ba dang/ (P7a1) ngo tsha med pa dang/ khrel 
med pa dang/ rmugs pa dang/ (G8a3) rgod pa dang/ ma dad pa (C6a6) dang/ le lo dang/ (D6a3) bag med pa 
dang/ brjed ngas (N7b1) pa dang/ rnam par121 g.yeng ba dang/ shes bzhin ma (P7a2) yin pa dang/ 'gyod pa 
dang/ gnyid dang/ rtog pa dang/ dpyod pa dang/ de lta bu dang mthun pa sems las byung ba'i chos 
lhan122 (G8a4) cig 'byung zhing mtshungs par ldan pa rnams (C6a7) ni123 grogs zhes bya ste/ dmigs pa (D6a4) 
gcig (P7a3) la rnam pa du ma (N7b2) dang124/ lhan cig 'byung ba re re byung ba/ rang gi sa bon las125 nges  

                                                   
106 bdag DCPG; ill. N. 
107 lta DC; blta PNG. 
108 sred DCPG; ill. N. 
109 bzhi DCPG; ill. N. 
110 gang DC; yang PNG. 
111 pa PNG; pas DC. 
112 shes DCPG; ill. N. 
113 kyi CPNG; gyi D. 
114 / DC; om. PNG. 
115 / DC; om. PNG. 
116 ma DPNG; ill. C. 
117 brtson DCPG; ill. N. 
118 'tshe DCNG; ill. P. 
119 khro DCNG; ill. P. 
120 / DC; om. PNG. 
121 par DCPG; ill. N. 
122 lhan DCPG; ill. N. 
123 ni PNG; kyi DC. 
124 dang DC; pa PNG. 
125 las DC; la PNG. 



&ǀ I� ƣèŝ� Text A-chi (YBh-c) 

 178 

2.5 
ª2üũǫƞű�Oų�ÚŜǫílMü�²ű�OųŃ�DŃ�²ű�Oa�4�%��

²Pƻ�Oǫ×ŃŢ�O�²ġƭ�ǇƭǫŀĔ�Ĕ�LĐ�ü�²űdË�ǐËø�²ű¦

ǝƟƩ�bűġyǫŀƦŒĒƟƩ� 
 

ǰPart 3, �į.¡|ƚ	  1�õ|K�Ê|�Ǳ 

ǩT 283a1�20ǫƿ 343b17�c16ǫÙ 8a8�25ǫǥ 471b17�c16ǫŋ 408a1�b1Ǫ 
3.1 
ĪîǫĩćƢË9ýǫò®Č�iJ�ĚĞ`ŖƆǫ Ěqjǫ0ćŰ�ǫjġ�Ćǫī

�ħ�IŚ�î�ĺêĄƄǫ�Lō��ĹħÚã�~eÚ5ǄƤŬƟqj5Ƒ� 
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par 'byung ba/ mtshungs par ldan pa/ rnam pa dang bcas pa/ dmigs pa dang bcas (G8a5) pa/ gnas dang 
bcas pa dag go// 
2.5 

las gang (C6b1) (P7a4) zhe na/ bdag dang gzhan gyi yul gyi dmigs pa rnam par rig126 par byed (D6a5) 
pa ni las dang po'o127// (N7b3) yang rang dang spyi'i mtshan nyid rnam par rig par byed pa'o// yang 'das 
pa dang/ ma 'ongs pa dang/ da ltar128 byung (G8a6) ba'i dus rnam (P7a5) par rig par byed pa'o// yang skad 
cig pas rgyu129 rnam par rig par (C6b2) byed pa'o// yang dge ba dang mi dge ba'i chos rnams dang/ las 
rnams (D6a6) la 'jug cing rjes130 su (N7b4) 'jug par byed do// yang de las gzhan pa'i rnam par shes (P7a6) pa'i 
tshogs131 rnams (G8b1) kyi132 sdug pa dang/133 mi sdug134 pa'i 'bras bu yongs su 'dzin135 pa ste/ de'i rgyu 
las byung ba/ (C6b3) rgyu mthun136 pa kun nas slong ba'i phyir ro// 

 

[Part 3] 
(D12a3−b5, C12b4−13a5, P13a8−14a2, N13a5−b5, G15b5−16b3) 
3.1 

de la pha ma gnyis (G15b6) chags par gyur te/ 'dod chags137 drag po'i skabs (D12a4) su bab pa ni/ 
mjug138 kho nar khu ba ska139 ba 'byung bar 'gyur140 (C12b5) ro// de'i rjes la gnyi ga las khu ba dang 
khrag gi (P13b1) thigs pa gnyis gdon mi za bar 'byung bar 'gyur ro//141 (N13a6) gnyis ka'i khu142 ba (G16a1) 
dang khrag gi thigs143 pa de gnyis ma'i skye gnas su 'dres par gyur nas/ dper na 'o ma bskol (D12a5) ba 
grangs pa'i spris144 ma bzhin du spris145 ma lta bur chags146 (P13b2) nas 'dus (C12b6) shing 'dug par 'gyur te/ 
der147 sa bon thams cad (G16a2) pa rnam par smin par148 bsdus pa/ lus len par byed pa kun gzhi rnam par 
shes pa 'jug (N13a7) par 'gyur ro// 
  

                                                   
126 rig DCPG; rig/ N. 
127 po'o DCPG; ill. N. 
128 ltar DCPG; ill. N. 
129 pas rgyu DC; pa'i PNG. 
130 rjes DCPG; ill. N. 
131 tshogs DCPG; ill. N. 
132 kyi DCPG; ill. N. 
133 / PNG; om. DC. 
134 sdug DCPG; ill. N. 
135 'dzin DCP; 'dzin 'dzin G; ill. N. 
136 mthun DC; 'thun PNG. 
137 chags DCPG; chaḍ N. 
138 mjug DCPN; 'jug G. 
139 ska DCPG; ill. N. 
140 'gyur DCNG; ill. P.  
141 ro// PNG; te/ DC. 
142 khu DCPG; ill. N. 
143 thigs DCPG; ill. N. 
144 spris DC; pris PNG. 
145 spris DC; pris PNG. 
146 chags DCPG; chaḍ N.  
147 der PNG; des DC.  
148 par PNG; pa DC. 
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3.2 
3.2.0 
!1qj5Ƒǯƞǭ 

3.2.1 
ĄÚJĞ`ŖƆjÖ�Ćǫŵǖ<Ŝ�ó9{ƿ 343c}{ǥ 471c}Ę�ŵĘkîǫ^Ĵ�Lō�25Ɵ

TűSåǫóǝ³Řúc�ōq26jŪĲǫcǝóúkKŖƆqjáĲ� 
êĄî�ǫƖƟ�0ǫŚĲŃŢ�^ĄlġťţƂ/� 

3.2.2 
ĄťţƂ�ǫóƝú�ōǫsŵƩúcúÚ5Ƅ�ō9Ĳ�̂ ĴĄƩú9ĲƝú�ōSåǫ

ŅŒƝúÿőĺĲ�bĴĄƩú9ĲúÚ5Ƅ�ōSåǫƝú5ƄÿőĺĲ� 
ĴªƝúcÚ5ƄFƨĲåǫl¯zě5ĂÖ�� 

3.2.3 
bĄťţƂźŵµµÚ27�]Dkǫål5Ƒ�ĴµµÚ285ƑSåǫź�Ĩ��źßłåǫ

ª$ßł�íåƖª�]Dk� 
3.2.4 
bǫĄťţƂǫƟòMƑƄ^lůµ��íǫƟêĄƄòMƑǫ^±ĄƄò®Ü� 
 

  

                                                   
25 ���ƿǫéǫǥǫTǮǩNƗ
ǌ�ǪŋǬ 
26 �q�ƿǫéǫǥǫTǮ�ō�ŋǬ 
27 �Ú�ƿǫǥǫTǮ�Đ�ŋǫ(T)ƣï¬�Ǭ 
28 đ 27�k�Ǭ 
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3.2 
3.2.0 

ji149 ltar 'jug par 'gyur zhe na/  
3.2.1 

khu ba dang khrag 'dus (P13b3) nas (D12a6) spris150 ma lta bur gyur ba de dang lhan cig tu ste/ phyin 
ci log tu (C12b7) dmigs (G16a3) pa bar ma do'i srid pa de151 'gag152 par 'gyur la/ de 'gag pa dang dus gcig tu 
rnam par shes pa sa bon thams153 cad pa de'i mthus de las gzhan pa dbang (P13b4) (N13b1) po'i 'byung ba 
chen po154 cha phra ba dang 'dres pa/155 (D12a7) de dang mthun156 pa'i khu ba dang157 khrag 'dus pa (G16a4) 
dbang po dang bcas (C13a1) pa gzhan 'byung bar 'gyur te/ 

de'i dus158 skabs159 su rnam par shes pa gnas par gyur pa ni nying mtshams sbyor ba zhes bya ste/ 
(P13b5) de ni mer mer po'i dus yin no//  
3.2.2 

mer mer po160 de'i dbang po'i 'byung ba chen po de dag (N13b2) kyang (D12b1) lus kyi161 dbang po162 
dang (G16a5) lhan cig 'byung ngo// (C13a2) dbang po'i rten gyi 'byung ba chen po rnams dang/ dbang po'i 
'byung ba chen po de dag nyid dang/ lus kyi dbang po (P13b6) yang lhan cig tu 'byung bar 'gyur ro// de 
nas dbang po'i 'byung ba chen163 po de dag rgyur byas nas/ mig gi dbang po (D12b2) la (G16a6) sogs164 pa 
rim gyis (N13b3) 'grub par 'gyur ro// dbang (C13a3) po'i rten gyi 'byung ba chen po de dag kyang rgyur 
byas nas rim gyis (P13b7) dbang po'i rten rnams kyang 'grub par 'gyur ro//  

dbang po rnams dang/ de dag165 gi rten rnams 'byung166 ba las lus thams cad 'grub167 (G16b1) cing 
'thob par 'gyur ro// (D12b3) 
3.2.3 

mer mer po'i gzugs de yang sems (N13b4) dang sems (C13a4) las byung ba'i chos de (P13b8) dag dang/ 
gcig la gcig grub pa dang bde bas zhugs pa zhes bya'o// sems kyi168 dbang gis kyang de rul bar mi 
'gyur ro// de'i phan pa dang gnod pa las (G16b2) kyang/ sems dang sems las byung ba (D12b4) rnams la 
phan pa dang/ gnod (P14a1) par 'gyur ro//169 (C13a5) de bas (N13b5) na gcig la gcig grub pa dang bde ba zhes 
bya'o// 
3.2.4 

mer mer po'i phyogs gang du rnam par shes pa zhugs par gyur pa de ni de'i tshe de'i snying gi 
phyogs yin no// de (G16b3) ltar na rnam par shes (P14a2) pa de ni phyogs gang nas 'chi 'pho ba'i (D12b5) 
phyogs de nyid du thog ma kho170 nar 'jug go// 

                                                   
149 ji DCPG; ill. N. 
150 spris DC; pris PNG. 
151 de DCPG; da N. 
152 'gag DC; 'gags PNG. 
153 thams DCNG; ill. P. 
154 po PNG; po 'byung ba chen po DC. 
155 / DCPG. om. N. 
156 mthun DC; 'thun PNG. 
157 dang PNG; dang/ DC. 
158 dus DC; om. PNG. 
159 skabs DCPG; ill. N. 
160 mer mer po DC; om. PNG. 
161 kyi DCNG; ill. P. 
162 po PNG; po'i DC. 
163 chen DCNG; ill. P. 
164 sogs DCPG; soḍ N. 
165 dag DCPG; ill. N. 
166 'byung PNG; byung DC. 
167 cad 'grub DCPG; ill. N. 
168 sems kyi PNG; sems can gyi DC. 
169 ro// DC; te/ PNG. 
170 kho DCPG; ill. N. 
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ǰPart 4, �į.¡|ƚ	  3�õ|K�Ê|�Ǳ 

ǩT 291a1�c16ǫƿ 359c17�361a10ǫÙ 19b5�20b17ǫǥ 483a17�484b10ǫŋ 425a11�427a9Ǫ 
4.1 
4.1.1 
²ÿǫêµ�µÚr�ǫóµh¯ǫc#[�µÚh¯�ƞ2ÊŒǫ�Ŵ��,ġ®ƺǫ

�RƖ� 
4.1.2 
tǭ�íƝµÚ29ǫ¤5�LƄµĲǫ�L|ǫ�Lîǫ�LŬ30ǯœǭ#�ƞ2ÊŒǫº

ġ®ƺ� 
¤5�LƄµĲǫ�L|ǫǐ�Lîǫǐ�LŬ31ǯœǭ$#�ƞĀŒǫÏġ®ƺ� 
¤s5uǫ{ƿ 360a}{ǥ 483b}ǐ�LƄµĲǫģ�L|ǫǐ�Lîǫǐ�LŬ32ǯœǭƞ8Œǫ

��ġ®ƺ� 
¤s5ùĊǫǐ�LƄµĲǫ{ŋ 425b}ǐ�L|ǫǐ�Lîǫǐ�LŬ33ǯœǭƞƢŒǫ�ă

ňġ®ƺ� 
¤5�LƄµĲǫǐ�L|ǫǐ�Lîǫǐ�LŬ34ǯœǭƞÇ2Œǫ,ġ®ƺ� 

4.2 
4.2.0 
²ÿǫú��ǫ�ķĭRǫűĲ2ÊăƦǫĪî±ªǫƟ�¯Ĳ� 

4.2.1 
!1ú��ǯƞó ōy���Ę�åǫ �ŦUå� 

  

                                                   
29 �Ú�ƿǫǥǫTǮ�Đ�Ùǫŋǫ(T)ƣï¬�Ǭ 
30 �Ŭ�ǥǫŋǫTǮ�=�ƿǫÙǬ 
31 đ 30�k�Ǭ 
32 �Ŭ�ƿǫǥǫŋǫTǮ�=�ÙǬ 
33 đ 32�k�Ǭ 
34 đ 32�k�Ǭ 
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[Part 4] 
(D28b6−31a1, C29a7−31b3, P32a3−34b4, N30a4−32a6, G37b2−40b2) 
4.1  
4.1.1 

de la sems (C29b1) dang sems las byung ba'i tshogs la/ sems kyang dmigs la/ sems las (G37b3) byung 
ba lnga bcu rtsa gcig po ji (D28b7) skad smos pa (N30a5) 'di lta ste/ yid la byed (P32a4) pa la sogs pa nas/ rtog 
pa dang dpyod171 pa la thug pa'i bar dag kyang172 dmigs so//  
4.1.2 

sems las byung ba'i chos de dag las/ du zhig (C29b2) sa173 thams cad pa/ (G37b4) sems can thams174 
cad du/ dus thams (P32a5) cad du/ thams cad 'byung zhe na/ smras pa/ yid la (D29a1) byed pa (N30a6) la sogs 
pa nas sems pa la thug pa yan chad lnga po rnams so//  

du zhig sa175 thams cad pa/ thams cad du176 'byung la/ dus (G37b5) thams (P32a6) cad du ma yin 
zhing/ thams (C29b3) cad ma yin zhe na/ lnga kho177 na ste/ 'dun pa nas178 shes rab la thug pa yan179 chad 
do// (D29a2)  

du zhig dge ba kho na yin la/ thams cad du (N30a7) ma yin mod kyi180/ sa thams cad pa yin (P32a7) te/ 
dus thams cad du ma yin la/ (G37b6) thams cad kyang ma yin zhe na/ dad pa la sogs pa nas/ rnam par mi 
'tshe181 ba la (C29b4) thug pa yan chad do//  

du zhig nyon mongs can kho na yin la/ thams cad du yang ma (P32a8) yin/182 sa thams cad pa yang 
(D29a3) ma yin/ (N30b1) dus thams cad du yang ma yin/ (G38a1) thams cad kyang ma183 yin zhe na/ 'dod 
chags la sogs pa nas/ shes bzhin ma yin pa la thug pa yan chad do// (P32b1)  

du zhig thams cad du 'byung la/ (C29b5) sa thams cad pa ma yin/ dus thams cad du ma yin/ thams 
cad (G38a2) kyang ma yin zhe na/ 'gyod (D29a4) pa la (N30b2) sogs pa nas dpyod184 pa la thug pa yan chad 
do// 
4.2�
4.2.0 

de la dbang (P32b2) po185 yang yongs su ma nyams shing/ yul yang snang bar gyur la/ de'i 'og tu de 
dang 'byung ba yid la byed pa nye bar (C29b6) gnas par gyur na/ rnam (G38a3) par shes pa 'byung bar 'gyur 
ro//  
4.2.1 

dbang po yongs su ma (P32b3) nyams pa ji lta (D29a5) bu yin (N30b3) zhe na/ rgyu gnyis kyis te/ ma 
rung bar ma gyur pa dang/ rtul ba'i rang bzhin ma yin pas so//  
  

                                                   
171 dpyod DCG; spyod P; ill. N. 
172 kyang DPG; ill. CN. 
173 sa DC; pa PNG. 
174 thams DCPG; ill. N. 
175 sa DC; pa PNG. 
176 du DCNG; om. P. 
177 kho DCPG; ill. N. 
178 nas DCNG; ill. P. 
179 yan DPNG; chan C. 
180 kyi DCPG; kyis N. 
181 'tshe DCNG; ill. P. 
182 thams cad du yang ma yin/ PNG; om. DC. 
183 ma DCPG; ill. N. 
184 dpyod PNG; spyod DC. 
185 dbang po DPNG; ill. C. 
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4.2.2 
!1�ķĭRǯƞ×ĴÚ5Ƅåǫ×Ĵų½åǫ×Ĵéåǫ×Ĵîåǫ×Ĵǘ���ǘ�

åǫ×ĴBKc�Kå�ŻxōǆÚ�ǆŌǫ$ǐýƹ		ƞƋƁǆ�ǈĎǆ�ì�ǆ�£Å

ǆ�ýƹó ō�ƞƄÚýƹ�ßĖýƹ� 
4.2.3 
!1űĲ2ÊăƦǯĴxyå��ĴĀSǫ Ĵ¸Sǫ�Ĵ�ķSǫxĴçŧS� 

4.2.3.1 
!1ĴĀSǯƞŻêíƄµ35óËƀ36ǫµQêª�2ÊĲ� 

4.2.3.2 
!1Ĵ¸SǯƞŻêª�udEŃǫ�ý2ÉǫµQ37êª�2ÊĲ� 

4.2.3.3 
!1Ĵ�ķSǯƞŻª�ķǫ×ý¥�ǫ×ýhÊǫăĭ{RǫµQêª�{Ù 20a}2ÊĲ� 

4.2.3.4 
!{ƿ 360b}{ǥ 483c}1ĴçŧSǯŻêª�ķ�ý�ŧǫ�ýƜÃǫµ^êª{ŋ 426a}�2ÊĲ� 

4.2.3.5 
ŻĹĄũǫÕê�ÚŜ�ǫs�2Ê�LîĲ� 

  

                                                   
35 �Ƅµ�ƿǫÙǫǥǫŋǫTǮ
Ƅ�(T);Ǭ 
36 �ƀ�ƿǫǥǫŋǫTǮ�Ż�ÙǬ 
37 �Q�ƿǫÙǫǥǫŋǫTǮ�^�(T);Ǭ 
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4.2.2  
yul snang bar gyur pa ji lta bu yin zhe na/ 'di lta ste/ rten (G38a4) tam/ ngo bo nyid (C29b7) dam/ (P32b4) 

yul lam/ dus sam/ gsal ba'am/ mi gsal ba'am/ dngos po mtha' dag gam186 (D29a6) phyogs gcig (N30b4) 
kyang rung187 ste/ gal te sgrib pa188 bzhi po dag gis ma bsgribs189 pa dang/ ma bskal190 pa yin (P32b5) te/ 
sgrib g.yog gi (G38a5) sgrib pa dang/ mi snang bar byed pa dang/ zil gyis non (C30a1) pa dang/ mig slu bar 
byed pas ma bsgribs shing/191 yul gyis bskal pa dang/ chung ngus bskal (D29a7) pa gnyis kyis192 (N30b5) 
ma (P32b6) bskal pa'o// 
4.2.3  

de dang 'byung ba yid193 la byed pa ji194 ltar 'byung (G38a6) bar 'gyur zhe na/ rnam pa bzhis 'gyur te 
'dun pa'i stobs dang/195 (C30a2) dran pa'i stobs dang/ yul gyi stobs dang/ goms pa'i196 stobs kyis (P32b7) 
'byung bar 'gyur ro//  
4.2.3.1 

'dun pa'i stobs kyis ji lta bu zhe na/ gang du197 (D29b1) rjes198 (N30b6) su chags pa der sems (G38b1) shas 
cher 'jug pa 'byung ba'o//  
4.2.3.2 

dran pa'i stobs kyis ji lta bu zhe na/ gang du199 shin tu mtshan (C30a3) ma bzung ba (P32b8) dang/ shin 
tu rab tu bkra bar bzung ba200 der sems shas201 cher 'jug pa 'byung ba'o//  
4.2.3.3 

yul gyi202 stobs kyis ji lta bu zhe na/ gang (G38b2) na yul cher203 (D29b2) (N30b7) rags pa'am/ ches yid 
du 'ong ba nye bar gnas pa der (P33a1) sems shas cher 'jug pa 'byung ba'o//  
4.2.3.4 

goms pa'i (C30a4) stobs kyis ji lta bu zhe na/ shin tu204 'dris205 shing/ shin tu206 yongs su 'dris207 par 
gyur208 pa gang yin pa der (G38b3) sems shas cher (P33a2) 'jug pa 'byung ba'o//  
4.2.3.5 

de lta ma yin na (D29b3) dmigs209 (N31a1) pa gcig la rtag tu yid la byed pa rnam pa210 gcig pu 'byung 
bar 'gyur ro// 
  

                                                   
186 gam DPNG; gam/ C. 
187 rung DPNG; ill. C. 
188 pa DPNG; ill. C. 
189 bsgribs DC; sgribs PNG. 
190 bskal DPNG; ill. C. 
191 / DPNG; ill. C. 
192 kyis DCPG; ill. N. 
193 yid PNG; yin DC. 
194 ji DCPG; ill. N. 
195 / DPNG; // C. 
196 pa'i DCPN; om. G. 
197 du PNG; om. DC. 
198 rjes DCPG; ill. N. 
199 du DC; om. PNG. 
200 ba DPNG; bar C. 
201 shas DCPG; ill. N. 
202 gyi DPNG; kyi C. 
203 cher DCPG; ill. N. 
204 tu DCPG; du N. 
205 'dris DC; 'dres PNG. 
206 tu DCPG; du N. 
207 'dris DCNG; ill. P. 
208 gyur DCPG; ill. N. 
209 dmigs DCPG; dmiḍ N. 
210 rnam pa DC; rnams PNG. 
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4.3  
4.3.1 
b{T291b}ǐ#ƟƩó PƻŃǇ9Ĳǫ$Ģ38�ƭĢǂñ"ŪĲ�b�Pƻ#ƟƩĲ�ǫ±

ĄĢǂǫ¶ÊƟĲ�±ĄĢǂǫ×îæ�ǫ×ūƟĲǫ×#ƟƩ�Ǉ�ƟĲ�Ż�æ�ǫ¶�

ÊƟ�ő Č�µĲ�ĴĄ�ĉ�Č� ÊƟåǫKO�ķ� 
4.3.2 
bĴ ōyåǫ×ùĊǫ×uĐĲ�ƞKOåǫc39@Ú¦å�ÊƟ�ÚóǫĴ ōy�

{#ƟũǫsĴ@Ú¦å�Ú(ũ1ǯĴùĊcuÊƟSÚ¦åǫ±ĄĢǂǫêŅŒƟ�ǫù

ĊcuĐĲǫ�ĴKO�ªĢKOå�ĴĄƷĮǫƖŅŒƟǇÊƟƭ� 
4.3.3 
�śƐ40ǭƦ�µǫŻ41Ƈ�µ�!1�42ŐĄ�µŬǯƞ�7ƐƖ�µPƻǫǐĲƦPƻ� 
!1�7ƐƖ�µPƻǯƞ�Ƅġ5Ăǫê��ķ�ǫóĪÚ�OĲ�ŠĪÚîǫl�µ

Pƻ�bŃ-ŃŢǫ$Ɩl��ŵő ¸ýŃ-å� 
  

                                                   
38 �Ģ�ƿǫÙǫǥǫŋǫTǮ�ǐ�(T);Ǭ 
39 �c�ƿǫÙǫǥǫŋǮ�b�TǬ 
40 �Ɛ�ƿǫÙǫǥǫTǮ�ó�ŋǫ(T)ƣïǬ 
41 �Ż�ƿǫÙǫǥǫTǮ�ż�ŋǫ(T)ïǬ 
42 ���ƿǫÙǫǥǫTǮ�ş�ŋǬ 
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4.3 
4.3.1 

rnam par shes pa'i (C30a5) tshogs211 lnga'i skad cig gnyis lhan cig tu 'byung212 ba yang med (P33a3) 
la/213 (G38b4) phan tshun gyi214 mjug thogs su phan tshun 'byung bar 'gyur ba yang med do215// skad cig 
gcig la byung216 (N31a2) ba'i rnam (D29b4) par shes pa'i tshogs lnga po de217 dag gi mjug218 thogs219 su/ 
yid220 kyi rnam par shes (P33a4) pa (C30a6) nges par 'byung bar 'gyur ro221// (G38b5) de ma thag tu gal te 
rnam par g.yeng bar gyur222 na ni/ de'i 'og tu rnam par shes pa'am/ rnam par shes pa'i tshogs lnga po 
dag las gang yang223 rung ba zhig 'byung (N31a3) bar (D29b5) (P33a5) 'gyur ro// gal te rnam par g.yeng bar 
ma gyur na ni/ de'i (G38b6) 'og (C30a7) tu nges pa zhes bya ba yid kyi rnam par shes pa gnyis pa 'byung bar 
'gyur ro// yid kyi rnam par shes pa tshol ba dang/ nges pa de gnyis (P33a6) kyis224 kyang de la rnam par 
rtog par byed do//  
4.3.2  

de la nyon mongs pa can nam/ dge (D29b6) (N31a4) ba'i chos (G39a1) ni rgyu gnyis po rnam par rtog pa 
dang/ (C30b1) sngon gyi 'phen225 pas 'byung bar 'gyur te/ de la yid kyi rnam par shes pa la ni rgyu (P33a7) 
gnyis kas 'byung ngo// rnam par shes pa'i tshogs lnga po dag la ni sngon gyi 'phen pa kho (G39a2) nas 
'byung ngo// nyon mongs pa can dang/ dge ba'i yid (N31a5) kyi rnam par (D29b7) shes pa'i 'phen pas/226 de 
ma thag tu227 mig (P33a8) la (C30b2) sogs pa'i rnam par shes228 pa la nyon mongs pa can dang/ dge ba'i 
chos 'byung bar 'gyur gyi rnam par rtog pas ni (G39a3) ma yin te/ de dag ni rnam par mi rtog pa'i phyir 
ro// de nyid kyi phyir mig la sogs (P33b1) pa'i rnam (N31a6) par shes pa rnams ni/ yid (D30a1) kyi rnam par 
shes pa'i rjes su 'jug pa (C30b3) zhes bya'o// 
4.3.3 

gang sems gcig gam/ de'i phyi ma rnam shes (G39a4) bya ba de la229/ sems gcig tu ji ltar bzhag ce 
na/ tha snyad (P33b2) gdags pa'i sems kyi skad cig gis bzhag230 gi 'jug pa'i skad (N31a7) cig gis231 ni ma yin 
(D30a2) no//  

tha snyad gdags par sems gcig gang zhe na/ tshig232 gcig la (C30b4) brten nas (G39a5) dngos po gcig la 
dus ji tsam gyis rnam par (P33b3) rig pa 'byung ba de tsam la sems gcig ces bya'o// de dang 'dra bar rgyu 
ba de la yang gcig ces bya'o// mi 'dra (N31b1) ba ni de las gnyis pa zhes (D30a3) bya'o// 
  

                                                   
211 tshogs DCNG; ill. P. 
212 'byung DCPG; byung N. 
213 / DCPG; om. N. 
214 gyi DCNG; ill. N. 
215 ba yang med do PNG; bar yang ma nges so DC. 
216 byung DC; 'byung PNG. 
217 de PNG; om. DC. 
218 mjug DPNG; 'jug C. 
219 thogs DCNG; ill. P. 
220 yid DCNG; ill. P. 
221 'gyur ro DCPG; ill. N. 
222 gyur DCPG; 'gyur N. 
223 yang DCNG; ill. P. 
224 kyis DC; om. PNG. 
225 'phen DCNG; 'pen P. 
226 pas/ PNG; pa las DC. 
227 tu DCNG; ill. P. 
228 shes DCPG; ill. N. 
229 de la DPNG; des C. 
230 bzhag DC; gzhag PNG. 
231 gis PNG; om. DC. 
232 tshig DCPG; ill. N. 
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4.3.4 
bÊƟ)ƴæ�ǫŜ��ŧ{ƿ 360c}{ǥ 484a}�îǫĢĀŒĲ�{ŋ 426b}ĪîÊƟǫlĬĪ�µǫ

sŜƶa�� 
#ƟĢǂÚĲÊƟǫ×�ĉǫ×Č�ǫsÕƖŜĭ{��ŻĄ^Ŝ43ª�ǫĲ� 

4.4 
4.4.1 
bƟű�O��ŠŃ�^ĄÚô�OÚ��Ńǫű�OũǫƖl2Ê�^ĄhÊ��hÊ�

9ŃƸŃǫĴƏ�O�^Ąãeß�ł44�9ŃƸŃǫĴe�O�^ĄƐƖyŃǫĴÉ�O�

^ĄƼ�ă�9ŃƸƈyŃǫĴº�O� 
íåǫƖª2ÊŒǫºġ®ƺǫlµÚóĐƵ�LƄ��L|��Lî��LĲ� 

4.4.2 
4.4.2.1 
2Ê!1ǯƞµưƭ� 

4.4.2.2 
Ə{Ù 20b}!1ǯƞ�qj� 

4.4.2.3 
e!1ǯƞǕŗ� 

4.4.2.4 
É!1ǯƞ�>� 

4.4.2.5 
º!1ǯƞµƱ2� 

  

                                                   
43 �Ŝ�ƿǫÙǫǥǫŋǫTǮ�ř�(T)ƣǬ 
44 �ł�ƿ�ÙǮ���ǥǫŋǫTǬ 
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4.3.4 
de la yid kyi rnam par shes pa (G39a6) rtsol ba med cing/233 rnam par (C30b5) (P33b4) g.yeng bar gyur234 

pa dang/ dmigs pa ma 'dris pa la ni 'dun pa la sogs pa 'jug pa med do// yid kyi rnam par shes pa de ni 
nye bar gnas pa las byung ba zhes brjod par bya ste235/ 'das pa la (N31b2) dmigs (G39b1) pa (P33b5) kho (D30a4) 
na'o//  

rnam par shes pa'i tshogs lnga po dag gi mjug (C30b6) thogs su byung ba'i yid236 tshol ba 'am/ nges 
pa ni gal te237 de'i yul de'i dmigs pa yin na/ da ltar gyi yul can kho na zhes bya'o// 
4.4  
4.4.1 

de la rnam par shes (P33b6) pas ni (G39b2) dngos po mtha' dag gi mtshan nyid rnam par shes par (N31b3) 
byed do// (D30a5) de nyid rnam par rig par ma gyur pa ni/ rnam par (C30b7) shes par238 bya ba'i mtshan 
nyid ces bya ste/ de ni yid la byed pas rnam par shes par byed do// (P33b7) de nyid la sdug pa (G39b3) dang 
mi sdug pa dang gnyis ka las bzlog pa'i mtshan nyid gang yin pa de ni reg pas rig par byed do// (N31b4) 
de239 nyid la240 phan pa (D30a6) dang gnod pa dang/ gnyis ka las (C31a1) bzlog pa'i mtshan nyid241 gang yin 
pa de ni242 (P33b8) tshor bas rig par byed (G39b4) do// de nyid la tha snyad kyi mtshan ma'i mtshan nyid 
gang yin pa de243 ni 'du shes kyis rig par byed do// de nyid la yang dag pa dang log pa dang/244 gnyis 
ka245 las (N31b5) bzlog pa'i bsgrub246 pa'i mtshan247 (P34a1) ma'i (D30a7) (C31a2) mtshan nyid gang yin pa de ni 
sems (G39b5) pas rig par byed de/  

de lta bas na sems las byung ba yid la byed pa la sogs pa nas/ sems pa la thug248 pa de dag ni sa 
thams (P34a2) cad pa/ thams cad la dus thams cad du thams cad 'byung (N31b6) bar 'gyur ro//  
4.4.2 
4.4.2.1 

yid la byed pa gang (C31a3) zhe na/ (G39b6) sems kyi (D30b1) 'jug pa'o//  
4.4.2.2 

reg249 pa gang zhe na/ gsum 'dus pa'o//  
4.4.2.3 

tshor ba gang zhe na/250 (P34a3) myong ba'o//  
4.4.2.4 

'du shes gang zhe na/ kun shes pa'o//  
4.4.2.5 

sems pa gang zhe na/ sems mngon par 'du byed pa'o//251  
  

                                                   
233 / DC; om. PNG. 
234 gyur DCPG; 'gyur N. 
235 bya ste PNG; byas te DC. 
236 yid PNG; yid la DC. 
237 te PNG; te/ DC. 
238 par DPNG; pa las C. 
239 de DCPG; ill. N. 
240 la DCPG; ill. N. 
241 nyid DPNG; ill. C. 
242 ni DC; ni/ PNG. 
243 de C; om. DPNG. 
244 / PNG; om. DC. 
245 gnyis ka DC; gnyi ga PNG. 
246 bsgrub DC; bsgrubs PNG. 
247 mtshan DPNG; mchan C. 
248 thug DPNG; ill. C. 
249 reg PNG; rig DC. 
250 / PNG; om. DC. 
251 // DPNG; / C. 
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4.4.3 
4.4.3.1 
Ā!1ǯƞêh45þ{T291c}�ǫǇªªƈǫĀóÚ2½� 

4.4.3.2 
YƎ!1ǯƞêČ��ǫǇªªƈǫ\46hǇǔ½� 

4.4.3.3 
¸!1ǯƞê�ŧ�ǫǇªªƈǫë�ƒÓ½� 

4.4.3.4 
�à|!1ǯƞêÚƍ��ǫǇªªƈǫ�ÐÚ5µ��½� 

4.4.3.5 
Ï!1ǯƞ^êÚƍ��ǫǇªªƈǫŔâƝĐ½�×Ĵ�ĮÚ¦ǫ×Ĵ��ĮÚ¦ǫ×

Ĵǐ�Įǐ��ĮÚ¦�{ŋ 427a} 
4.4.4 
4.4.4.1 
b2Ê21üǯƞ¦µġü� 

4.4.4.2 
Ə21{ƿ 361a}{ǥ 484b}üǯƞe�É�ºÚ5ġü� 

4.4.4.3 
e21üǯƞËĲÚ547ġü� 

4.4.4.4 
É21üǯƞêÚŜǫ'µŀƦōōƐƖġü� 

4.4.4.5 
º21üǯƞŀƦ�,�ƩƕüŒġü� 

  

                                                   
45 �h�ƿǫǥǫŋǫTǮ�!�ÙǬ 
46 �\�ƿǫÙǫǥǫŋǫTǮ�^�(T)¬�Ǭ 
47 �ËĲÚ5�ǥǫTǮ�ËĲÚ­�ƿǫŋǫ(T)ƣïǮ�ËĲÚÛ�(T)¬�Ǯ�ĲË�ÙǬcf.: �ËĲÚ
5�ǩ�ĸš	199a8ǫ�į.ƚƒ	640a12Ǫ 
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4.4.3 
4.4.3.1 

'dun252 pa gang zhe na/ gang 'dod (G40a1) pa'i (N31b7) dngos po de dang de la253 de'i rjes su 'gro zhing 
(C31a4) byed (P34a4) 'dod (D30b2) pa'o//  
4.4.3.2 

mos pa gang zhe na/ gang nges pa'i dngos po de dang de la de'i rjes su 'gro zhing nges par 'dzin 
nus pa'o//  
4.4.3.3 

dran pa gang zhe na/ gang 'dris pa'i (G40a2) dngos254 po de dang de la de'i rjes su 'gro zhing mngon 
par brjod (P34a5) pa'o//  
4.4.3.4 

ting (N32a1) nge 'dzin255 gang zhe na/ gang brtag pa'i dngos po (C31a5) de dang de la (D30b3) de'i rjes su 
'gro zhing nges par sems pa la brten nas sems rtse256 gcig pa'o//  
4.4.3.5 

shes rab gang (G40a3) zhe na/ gang brtag pa'i dngos po nyid de (P34a6) dang de la de'i rjes su 'gro 
zhing/ chos rnams la rab (N32a2) tu rnam257 par 'byed pa ste/258 rigs pas bskyed pa 'am/ rigs pa ma (C31a6) 
yin pas bskyed pa 'am/ (D30b4) rigs pas bskyed259 pa yang ma yin (G40a4) rigs260 pa261 ma (P34a7) yin pas 
bskyed pa yang ma yin pa'o//  
4.4.4 
4.4.4.1 

de la yid la byed pa las ci byed ce na/ sems (N32a3) gtod pa'i las byed do//  
4.4.4.2 

reg pa las ci byed ce na/ tshor262 ba dang/263 'du shes dang/ sems pa rnams264 (C31a7) kyi gnas (P34a8) 
sbyin pa'i las byed do// (D30b5) (G40a5) 
4.4.4.3 

tshor ba las ci byed ce na/ sred265 pa skye ba dang/ btang snyoms su 'jog pa'i las byed do//  
4.4.4.4 

'du shes las ci byed ce na/ dmigs pa la sems (N32a4) mtshan mar 'dzin pa'i tha (P34b1) snyad kyi las 
byed do//  
4.4.4.5 

sems pa las ci byed ce na/ rtog (G40a6) pa dang/266 (C31b1) lus dang267 ngag gi las268 la sogs (D30b6) pa 
slong ba'i las byed do//  
  

                                                   
252 'dun PNG; 'dus DC. 
253 de la DCPN; de la da la (above da la there is some sign (?) which might be understood as cancellation) C. 
254 dngos DPNG; ill. C. 
255 'dzin DCPG; ill. N. 
256 rtse DCPG; ill. N. 
257 rnam DCNG; ill. P. 
258 / DCPG; // // N. 
259 bskyed DCNG; ill. P. 
260 yin rigs DC; yin/ rig PNG. 
261 pa DPNG; pa yang C. 
262 tshor DCPG; ill. N. 
263 / DCN; om. PG. 
264 rnams DCNG; ill. P. 
265 sred PNG; srid D; sri C. 
266 / DPNG; om. C. 
267 dang PNG; dang/ DC. 
268 las DC; om. PNG. 
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4.4.5 
4.4.5.1 
Ā21üǯƞŀZġü� 

4.4.5.2 
YƎ21üǯƞêÚŜǫ)48ÛT´�ƶ�ġü� 

4.4.5.3 
¸21üǯƞê�49Úº�Ú2�ÚƖÓ¸ġü� 

4.4.5.4 
�à|21üǯƞðÚ5ġü� 

4.4.5.5 
Ï21üǯƞêØƚÚƈùĊĕĔǇǔÞ50ĉġü� 
 
 
 
 

                                                   
48 �)�ƿǫÙǫǥǫTǮ�0�ŋǫ(T)ƣǬ 
49 ���ƿǫŋǫ(T)ƣï¬�Ǯ��ƹ�ǥǫTǮ��öƹ�ÙǬ 
50 �Þ�ƿǫÙǫŋǫTǮ�û�ǥǬ 
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4.4.5 
4.4.5.1 

'dun pa las ci byed ce na/ brtson 'grus rtsom pa skyed pa'i las byed do// (P34b2)  
4.4.5.2 

mos pa las ci byed ce na/ yon tan269 nam nyes pa 'am/ (N32a5) gnyi ga ma yin pas (G40b1) dmigs pa la 
dga' bar byed pa'i las byed do//  
4.4.5.3 

dran pa (C31b2) las ci byed ce na/ yun ring po nas (D30b7) bsams pa dang/ byas (P34b3) pa dang/ smras 
pa dang/ dran pa las rjes su dran pa'i las byed do//  
4.4.5.4 

ting nge 'dzin las ci byed ce na/ ye shes (G40b2) kyi gnas sbyin pa'i las byed do// (N32a6)  
4.4.5.5 

shes rab las ci byed ce na/ spros pa rgyu ba dang/ (P34b4) kun nas nyon mongs (C31b3) pa dang/ rnam 
par byang ba dang/ mthun (D31a1) pa la spyod pa'i las byed do//270   

                                                   
269 tan DCNG; ten P. 
270 // DCNG; / P. 
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� Editorial Policy 

1. Taisho edition is used as the basic text.  

2. The division into paragraphs is editorial. 

3. Line numbers of the editions are given at the beginning of each partition. e.g., ‘‘T580a29’’ means 

the text starts at page 580, upper column, line 29 in the Taisho edition. 

4. Chinese character variants are not reported, e.g., d written as Z�~ written as |�n written 

as )�w written as X. 

5. Modern Chinese punctuation marks as follows are used. ‘‘�’’(comma), ‘‘�’’(enumeration comma), 

‘‘�’’(colon)�‘‘�’’(full stop), ‘‘�’’(question mark), ‘‘�’’(exclamation mark). 
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Text B 

ƷPart 1Ƹ 

�ď(�oŮ	T 51�ÏõÍB��ŲŻĠÀo¸o��� 
ưT 579c23	580b8Ʋƍ 861b20	862b1ƲÃ 448a15	448b25ƲƬ 902c20	903c1ƲĤ 429a9	430a14Ʊ 
1.0 
¨îƲjÅ1PÞƴ 

ÄķőĠÀƲß�þķ°Ʋ 
ōŲĮ5ŽƲƛéôƆû� 

őėŬƲƔŷŃŲĔlĨĠ�īø{ƍ 861c}{Ƭ 903a}ŽƲĔ�ĨĠ�īƆû� 
�+lĠ�īøŽƶĚģ�īÄķŽÐƲ�īĠÀŽÐƲ�ī�þķ°ŽÐƲ�īŲĮ2

ŽŽÐ��+�{T580a}Ġ�īƆûƶŰĔ�īƛéŽÐƲWĔ�ī¡ƆûÐ� 
1.1 
1.1.0 
�+�īÄķŽĠƶ 

1.1.1 
1.1.1.0 
ŰőėŬƲƔŷŃŲĔÕ�ĨÄķrŽ��Ĕ�E@pYÐƲ�Ĕ{Ĥ 429b}�EvÿBEk

ĠÐ� 
  

                                                   
1 �Å�ƬƲTƵ�è�ÃƲĤƲ(T)ŶÛ¢�Ƶ�Ĉ���ƍƳ 
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Text B6ëɷ 
 

˩Part 1 Pjedʄ6Ŵȵ2Pjedʄ2Ȉŕ$JD65.�0˪ 

1.0˩Ȳɿ˪ 

ƺ5˥QYj^5ɳ�1˦ 
Ŵȵ2˥Ȉŕ$JD6�2�˥ ��5ȵ24J�2�2�˥  
ʄ432³5ǎÊ$J�2�2�˥ ʿƭ�ʧǙ$J�2˦ 

ɪȨ"0ɳ�4H8 P˥jedʄ5.�0 ò˥.6ƴȈ5û/�0ǐʓ$J�2Nɶğ"˥

k.6ƴȈ5û/�0ʧǙ$J�2Nɶğ$J˦ 
Đ�5"0ò.6ƴȈ5û/�0ǐʓ$J�2Nɶğ$J6�˦Ŵȵ5G-0ǎÊ$JN

ɶğ$J�25û/�0˥Ȉŕ$JD65G-0ǎÊ$J�2Nɶğ$J�25û/�0˥

�ʓʄ2���5ȵ24J�25G-0ǎÊ$J�2Nɶğ$J�25û/�0 �˥ʓ�ʄ4

32³5ǎÊ$J�25G-0ǎÊ$J�2Nɶğ$J�25û/�0˥2ȐHKJ=�1

�J˦Đ�5"0k.6ƴȈ5û/�0ʧǙ$J�2Nɶğ$J6�˦ʿƭ5G-0ǎÊ$

J�2Nɶğ$J�25û/�0˥�G:(6�ʿƭ��ʧǙ$J�2Nɶğ$J�25û

/�0˥2�ȐHKJ=�1�J�˦  
1.1˩Pjedʄ6Ŵȵ˪ 

1.1.0 

Đ�5"0Ŵȵ5G-0ǎÊ$J2��ƴȈNɶğ$J6�˦ 
1.1.1 

1.1.1.0 
ɪȨ"0ɳ�4H8 P˥jedʄ7�Ș6Ŵȵ2"06ħʇ5û/�0ǎÊ$J �˦$4M

, �˥k5˥¶6úßNɼʄ$J�25G-0�ǎÊ$J�˦ �5˥Ć6˥½ƕ K0�4� 
  

                                                   
1 
ǰ�ʀ�(ƊǈŹ½t�ʄʒȈŕ÷Ŧ÷)7 
˥ǰ�ʀ�(Ƨ÷½t�ʄʒȈŕ÷)2(Ƨ÷½tŦ
÷)6¶ĤN@2C0 H5ɰƙ$JD61�J˦(6¸ˏʩ½17˥±.6ʀɸ5G-0Pjed

ʄ6ěöNɸƙ"˥ H5ǐʓ2ʧǙ6s§ˆ�HPjedʄ6ƴȈNɻɿ"0�J˦Pjedʄ�

�Ŧ436�œŴ5Ȉŕ"0�J�27ǐʓ6§ˆˣǐʓ½ˤ6ɿƙ5��0ʙ=HK0�J˦�6

ǐʓ½2ʧǙ½5.�07$15ƴ
4ȑȚ�4 K0�J˦(6�,˥ɧʆ˩1979˪7˥Zb[]
ɽɷN˥ǭčɷ
ǰ�ʀ�iȉʁɷ
ǈğɛʀ�2ħǡ"0Ɔȕ"˥Zb[]ɽɷ6ëɷ�G:ʂɷ6

ǂʔȾĥNƘ"*ˣȉʁˣ499�569ˤɷ
ǈğɛʀ�x 3ĵˤ7ǭčɷ
ǰ�ʀ�(ƊǈŹ½)6Àˏʩ
½5Ȉń$Jˤ˦ @*˥ƶİ˩1979˪˥ Schmithausen˩1987˪17˥ǐʓ½2ʧǙ½6¶Ĥ�ɻȫ5ʀ#
HK0�J˦ 
� ��17˥ƧȑȚ5ƢDʴʠ"0�JD62"0˥ǐʓ½5��JƢÀ6�.˥$4M,˥Pje

dʄ6Ŵȵ2Pjedʄ2Ȉŕ$JD6ˣ�ʡɣˤNÞIm�J˦ 
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1.1.1.1 
�E@pYŀƲŰŉ�EƁŧÄpŋ°~pľóƲWůŐê�êÄ.Ś�òÕâŐĖ� 
őnÿŐƲfâľópY�E� 

1.1.1.2 
�EvÿBEkĠŀƲŰŉ�E.ðķ@pYƔŷŃŲÐÕ�CÚÿâƒÓ{Ã 448b}k�ƒ

Ġ� 
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ñ�qʳ�x ƣš�ǳ�JǦʊȂ4Ǳÿˤ6ƴȈNɼʄ$J�25G-0�ǎÊ$J�2˦ 
1.1.1.1 
¶6úßNɼʄ$J27˥ʡɴŴúř5ħ$Jɾ-*úȌ6ȼǃ3˥�G:ʂ
6ɑƮˣʒ

�6ŨɬƷɈˤ2Ʈ6û�ˣŨɬƷɈ6ǦʊȂ˥$4M,Ɇ�Ȃû�ˤ4Nɼʄ$J2���

21�J˦�K7ƣɑǷˣǦʊȂ4ǳěˎù˥$4M,ƻǷ2ɑǷˤ6ýâ1�J˦�

Ǡɑ�Ƿ�6ýâ7˥*+ȼǃ2��úß+�Nɼʄ$J˦�

1.1.1.2 
Ć6˥½ƕ K0�4�ñ�qʳ�6ƴȈNɼʄ$J27˥¶6úßNȵ#JPjedʄ

5�Ż"0�J�H �˥�4JƜ5Dʳƕ64�ñqʳ6ƴȈNɼʄ$J2���21�J  ˦
  

                                                   
2 (~ÂĆǠ½ÂñȈ)7ɰʫ�ô˂1�J˦Ǩ5(Ǡ½Â)6Ŧè7ƙH�174�˦�6kƒ6
Ùƒ7ĝŪ6
lÑˌʫ�5��0˥ƺ6G�5Ÿȥ K*Ņ1ŁǴ K0�Jˣɧʆ˩1979˧7˪˥
ƶİ˩1979˧176˪Ûǡˤ˦  
� TrBh 52, 1�5: yasmād ālayavijñānaṃ dvidhā pravartate | adhyātmam upādānavijñaptito 
bahirdhā ’paricchinnākārabhājanavijñaptitaś ca | tatrādhyātmam upādānaṃ 
parikalpitasvabhāvābhiniveśavāsanā sādhiṣṭhānam indriyarūpaṃ nāma ca | 
ƶİ˩1979˧176˪5GK8˥bahirdhā ’paricchinnākārabhājanavijñaptitaś�(ǵ~ÂĆǠ½ÂñȈƐ)
5Ȉń$JɤǮ1�I (˥Ǡ½Â)6Ùɽ7 aparicchinna1�J2½�J˥2��˦ 
�6 *aparicchinna5.�07˥ɧʆ˩1979˪˥ ƶİ˩1979˪˥ Schmithausen˩1987˪435��0Ⱦ
ĥ K0�J˦"�"˥�KH6Ⱦĥ17@+oƙȏ4Ǟ�ǀJ˦ƧȑȚ6�ʱ III5��0 
˥ǰ�
ʀ�6�6kȣ Ǩ˥5 *aparicchinna2��ɤǮ5.�0Ⱦĥ"* Ȯ˦ʀN��1ʙ=J2 (˥Ƨ÷½)

6ʴʠ$Jɵʙ�H˥�6kȣ7˥ƣš6¶6úß26ħǂ1˥Ć6ñqʳ5ʴ"0 *aparicchinna2
��ǨőNʙ=0�J�2�½�J˦$4M,˥¶6úß5��0˥ŨɬƷɈ2ŨɬƷɈ6Ɇ�Ȃû

�7ƿ2·ǳ5G-0½ƕ K0�I˥ʠȱ"0�JD6174�˦(K5ħ"0˥ñqʳ7kğ6

ƥʳ5M*-0ěȱ$JD61�I˥½ƕ K0�4�˦*aparicchinna7�6ǨőNɤ$D62"0
Ǵ�HK0�J61�J˦ɻ"�7(�ʱ III Pjedʄ6Ŵȵ2"06ñqʳ6ɿƙ5��J 
*aparicchinna·Ⱦ)Ûǡ˦ 
3 (ʡɴŴúɊřđúȼǄ)6Ùɽ7 
˥lÑˌʫ�2
�ɞʀʫ�6ŁǴƒ�H˥
parikalpitasvabhāvābhiniveśavāsanā1�J2Ťğ KJˣǌ 2Ûǡˤ˦  
�6ɨâɽ5ʴ"0˥ƶİ˩1979˧142, 149˪7˥ǚɷ6(ʡɴŴúɊřđúȼǄ)5.�0(ʡɴ
ŴúɊř5đú$Jȼǃ)2ɰʫ"0�J ɧ˦ʆ˩ 1979˧ 54 7˪ ɺ˥ń6Zb[]ɽɷ kun brtags pa'i ngo 
bo nyid la mngon par zhen pa'i bag chags5.�0(Áƕ K*D62��řʊ5úȌ$JǛö�Æ)2
ɰʫ"0�J˦ 
kƖ S˥chmithausen˩ 1987˧ 76 7˪ p˥arikalpitasvabhāvābhiniveśavāsanā5.�0 “˥Impression(s) of Sticking 

to the Imagined Character”ˣ½Â K*řʊ5ħ$JúȌ6ȼǃˤ2ɰʫ"0�J˦ 
� @*˥ã#
ǰ�ʀ�(ƊǈŹ½t�ʄʒȈŕ÷Ŧ÷)6t6˥ȘęNɶğ$J�25.�0ɿƙ$

JȢŴ1˥�n5ȕ$G�4ʴʠ$JɤǮ�ɫHKJ˦ 
ǚɷˣ589a10�11ˤ˧(��ǹɿĝȜȘę˦ʃƗʵʋɂʄt˥k¾ʂǋʡɴɊřđúȼǄ˥ƛäĝȜȘ
ę )˦ 
Zb[]ɽɷˣD 27b1�2; P 30a5�6ˤ˧ sa bon mdor bsdus pa'i rnam par gzhag pa gang zhe na/ chos thams 

cad kyi (kyi D; ill. P) kun brtags pa'i ngo bo nyid la mngon par zhen pa'i bag chags kun gzhi (gzhi D; gzhi'i 
P) rnam par shes pa la yod pa gang yin pa ste/  
İʩ˩1990˧67�68˪7˥�6ȢŴN(Pjedʄ5Ɨ�J˥°06ěö6˥ƳŤ K*Ƨʊ<6ú
Ȍˣ5GIǳŰ K*ˤȼǃ)2ɰʫ"0�J˦ 

Schmithausen˩ 1987˪2İʩ˩1990˪6ǯɰNÛǡ"0˥��17(ʡɴŴúř5ħ$Jɾ-*úȌ
6ȼǃ)2ɰʫ"*˦@*˥mɵ6
ǰ�ʀ�6Șę5.�06ɿƙ5û/�8˥�6(ʡɴŴúř

5ħ$Jɾ-*úȌ6ȼǃ)7˥k¾6qʳǋNǳA¼$D61�J�˥¼qʳǋNǳA¼$D61

74�2ǯɰ1�Jˣİʩ˩1990˧64�73˪Ûǡˤ˦  
4 ɑƮ2Ʈ6û�5.�07 Text A 3.2.1, 3.2.2Ûǡ˦ 
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1.1.1.3 
ų}ĆĀđÚƲ@p2ŊýƲvě9×�}ÙƔŷŃŲķ@pY�ķvkĠđŹƃĎÀģ�

ć� 
1.1.2 
¨îƲƔŷŃŲķr©ĳƲ�Ň¼ŀ�Ɲ�Ð� 

1.1.3 
¨îƲƔŷŃŲķrƲÿ�ÚƲÿŴØ�§DpYFƈ�ŌcĴƲ�b�EŁŽÐ� 

  

                                                   
2 �p�ƍƲÃƲƬƲĤƲTƵ�ą�(T)3Ƴ 
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1.1.1.3 
��8˥ǝǜ�ǳ#JƜ˥¶57ǉ2ɒNŽ,˥Ć57ƙ�INƏ.˦�6G�5˥Pj

edʄ7¶57úßNȵ#˥Ć57ñ�qʳ�6ƴȈNȵ#0ǳʍ$J2��ʣǯDãƴ1

�J2ȐHKJ=�1�J˦ 
1.1.2 

@*˥Pjedʄ�ħʇNȵ#J�257˥qʳ6Ʌƙ4ȿ1 �~Ȑ"˂��H˥ŏȫ1

�J˦�

1.1.3 

@*˥Pjedʄ�ħʇNȵ#J�27˥ƼBƜ�4�˥ąǻ$J�2�D�4�6˦ƢÀ

5�úHK0�JD6N�úJÄʨ�Hê�Į�J@1˥9*$H5�ŴȵN�ɼʄ &0

ǎÊ$J�H˦ 
  

                                                   
5 
�ɞʀʫ�57˥ƺ6G�4ɿƙ�ɫHKJˣ�6ɵʙ6t6 aparicchinnaN(ƙȓ5ʄÂ K4
�)2ɰʫ$Jǯǵ5.�07�ʱ IIIȟ 2.2ȣÛǡˤ˦  

PSV 92, 13−15: etac cālambanaṃ sūkṣmatvāl (MS: sūkṣmāt) lokapaṇḍitair api duravadhāram ity 
ato ’paricchinnālambanākāram ity ucyate | na punar anālambanam eva || �xɷ�(@*˥�6 ālambana7˥ŏ
ȫ4D61�J*C˥qʳ6ƣƟȿ*,1 �Ȑɬ"˂�)2���2�H �˥
�ɞʀ�5��0�

(ƙȓ5ʄÂ K4�Ŵȵ2ƴȈND.D61�J)2ɳMKJ˦kƖ˥*+ŴȵND*4�D62

�7ɳMK4��˦ˤ 

�ɞʀʫ�6 etac cālambanaṃ sūkṣmatvāl lokapaṇḍitair api duravadhāram7
ǰ�ʀ�6�6ȢŴ6
¶Ĥ2kɌ"0�I 
˥ǰ�ʀ��HŁǴ"*D61�JàɈř�˙�˦�

� §1.1.2˥§1.1.36(ʵʋɂʄȳÿ)7˥Zb[]ɽɷ172D5 dmigs pa de˥ȉʁɷ
ǈğɛʀ�6
ɺńȢŴ17(ƾÿǷ)2(ƾÿ)24-0�J˦�KHNʑ@�J2˥(6Ùɽ7*etad ālambanam
1�J2Ťğ KJ˦ 
� ǭčɷ6(ȳÿ)5ħ"0˥ƶİ˩1979˧178˪17(ʵːɂʄ6ȵ%Jÿ)˥ $4M,˥Pjed
ʄ6ħʇ2ɰʫ K0�J "˦�" ǭ˥čɷ17 ā˥lambanaNʄ6ħʇ2ǯɰ$Jýâ û˥ƧȂ5(Ŵ

ȵ)2��ɷɽ�Ǵ�HKJˣǚƒ6ˈŉ˥$4M,òƒĚ6ƒN�J*C5lƒĚ6ȣ�Ŕɪ2 

KJ2� (˥Ŵȵÿ)2ɷ¼"*I$J�2D�Jˤ�˥��17M!M!(ȳÿ)2ɷ¼"0�J˦

(ȳÿ)7(ħʇNȵ#Jˣ�2 )ʕ2Dɰʫ"�J˦(KF�˥�6(ʵʋɂʄȳÿ)7(Pjed

ʄ�ħʇNȵ#J�2)2ǯɰ"�J˦§1.1.2˥§1.1.36ɿƙ2ǡH"0âM&0D˥�6ɰʫ7ŰI
Ȝ.˦$4M,˥Pjedʄ�(6ħʇNȵ#J2��¨�7qʳ6ƣƟȿ1 �DȐɬ"˂�˥ŏ

ȫ1�Jˣ§1.1.2ˤ˦ ("0˥�6¨�7ƼBƜ�4�˥ąǻ$J�2D4�ˣ§1.1.36ǭčɷ6ǯɰ˦
ǭčɷ2ȉʁɷ6Ȉʤ5.�07ǌ 6Ûǡˤ˦  
�K5ħ"0 (˥ʵʋɂʄȳÿ)N(Pjedʄ6Ŵȵ)2ɰʫ$Jýâ57ǽî�ǳ#J˦qʳ6

ƣƟȿ7Pjedʄ6ŴȵNȐɬ"˂�2��4H8 ɑ˥ƮEñqʳ7 k˥ɐ�1DȐɬ1�J61˥

ŏȫ27ɳ�4�˦(�$J2˥§1.1.25ʙ=Jŏȫ2��Ǩő7˥ȼǃ2��Ŵȵ57ʦǴ1�J
�˥ɑƮEñqʳ2��Ŵȵ57ʦǴ1�4��254J˦@*˥ȼǃ˥ɑƮ˥ñqʳ7�%KDą

ǻ$JD61�J61˥§1.1.36ɿƙ5ʦâ"0�4�˦ 
�m6�2�H˥��17(ʵʋɂʄȳÿ)N(Pjedʄ�ħʇNȵ#J�2)2ɰʫ"*˦Z

b[]ɽɷ6ǯɰ5.�07 Text C-trǌ 5Ûǡ˦ 
6 ȉʁɷ
ǈğɜʀ�6ħŕ$JȢŴ17˥ƺ5ȕ$G�5˥Pjedʄ6ħʇ7˥ĸ1�J�˥ǻ
4JD61�J24-0�I ǭ˥čɷ6(ǠĿƜ Ǡ˥ʅƚ)x ƼBƜ�4� ą˥ǻ$J�2�D�4�ˤ

2ǻ4J˦ɧʆ˩1979˧27˥72(n. 18)˪Ûǡ˦ 
� 
ǈğɜʀ�x T30, 1019b8�9ˤ˧(ƾÿƛŚɀƣǻ˥��Ǡǻ˦ōÀkŗ�ɦŽÿ˥wɋƗƿ˥ǳkè
� )˦x�ɷ��6ħʇ7ĸ17�J�ǻJD61�I˥3�"0ǻ4H4�D61�J6�˦ƢÀ6Ȏ

ʳ5ŷƀ K*ħʇ�Hƿ@1˥kƴ6D6�ǳ#J˦ʕ  
@*˥�6ƒ6Zb[]ɽɷDŦè�oƙȏ1�I˥ɧʆ˩1979˪2 Schmithausen˩1987˪6ɰʫ
7ǻ4-0�J˦ɧʆ˩1979˧72(n. 18)˪7˥ǭčɷGIDȉʁɷ6Ɩ�¶ĤmZb[]ɽɷ5ʗ�
2ɰʫ"0�J˦x Text C-trǌ 6Ûǡˤ˦  
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1.1.4 
¨îƲƔŷŃŲÕÄķr®®đû�{ƍ 862a}{Ƭ 903b}ĚģFƈĠĺøŽƲƠ�Ơ�� 

1.1.5 
¨îƲƔŷŃŲĚŦÕïĖ�Ʋķĉ�pYr� 
ÕŐĖ�Ʋķ�xpYr� 
ÕÿŐĖ�ĪÿƇŚ�ŲÿƇŚƲķÿƌpYr� 
ÕÿÄâŚƲķ©ĳpYr� 
ÕƠ·ƠƠ·ŚƲķì©ĳpYr�{Ĥ 430a} 

1.1.6 
}ÙƲ�E�ĨÄķÐƲÕÄķr©ĳ�EÐƲĠ'�EÐƲFƈ�EÐƲ�Eĉ�pY

ÄķÐƲ�E�xpYÄķÐƲ�EÿƌpYÄķÐƲ�E©ĳpYÄķÐƲ�Eì©ĳpY

ÄķÐƲÀģ�īƔŷŃŲÄķŽĠ� 
1.2 
1.2.0 
�+�īĠÀŽĠƶ�

1.2.1 
ŰƔŷŃŲō�ƁŜ{T580b}«ĠÀö3±>ĠÀƲŰ,¸�ť�Y�·�¯��

1.2.2 
}Ù�ö�fęĄÄÏ�àì©ĳƲ�Ň¼ŀ�Ɲ�Ð����ƥķrŁŽ��

1.2.3 
VƲƔŷŃŲĠÀY�`�Œ�íƲÿũ°Ï��

ĚģƧ«Ä4ŜĠ�ć��

1.2.4 
}ÙƲƁŜ«Ä5ĠÀÐƲęĄ�ƥĠÀÐƲì©ĳŽĠÀÐƲ±��ƥķrŁŽĠÀÐƲ

�Œ�íĠÀÐƲ�`ÿũĠÀÐƲÀģ�{ƍ 862b}{Ƭ 903c}īƔŷŃŲĠÀŽĠ��

 
  

                                                   
3 �ö�ÃƲ��(T)ŶÛ¢�3Ƶ�Ä�ƍƲƬƲTƳ 
4 �Ä�ƍƲ��(T)ŶÛ¢�Ƶ�ö�ÃƲƬƲTƳ 
5 �Ä�ƍ�ƬƲ�ƲTƵ�ö�ÃƳ 
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1.1.4 

@*˥Pjedʄ7Ŵȵ2"06ħʇ5ħ"0˥Äʨ�25ǳ#07Ǚ$J˦ÄʨȂ4D

6�ʠȱ"0ǐʓ$J�61�˥ ãk6D6174�˥ĸ�6D61�D�4�2ȐHKJ=

�1�J˦ 
1.1.5 

@* P˥jedʄ7 ƻ˥Ƿ6ýâ ǫ˥ĭ4úß2��ħʇNȵ#J2ɿ�KJ=�1�J˦�

ɑǷ6ýâ˥Ļĉ4úß2��ħʇNȵ#J�2ɿ�KJ=�1�J�˦ �

ǠɑǷițǠʖ»iʄǠʖ»6ýâ˥Ǡʯ6úß2��ħʇNȵ#J�2ɿ�KJ=�1

�J�˦  
ǠŴƣ»6ýâ˥ŏȫ4úß2��ħʇNȵ#J�2ɿ�KJ=�1�J�˦  
˅Ť˅˅Ť»6ýâ˥ưC0ŏȫ4úß2��ħʇNȵ#J�2ɿ�KJ=�1�J�˦  

1.1.6 

�m6G�5˥�Ș6ŴȵNɼʄ$J�25û/�0˥Ŵȵ2"06ħʇNŏȫ5ɼʄ$

J�25û/�0 �˥Ŵȵ2"06ħʇNʝ¾K%5�ãƴ5ɼʄ$J�25û/�0 �˥Ŵ

ȵ2"06ħʇN�ÄʨȂ5ɼʄ$J�25û/�0˥ǫĭ4úß2��ŴȵNɼʄ$J�

25û/�0˥Ļĉ4úß2��ŴȵNɼʄ$J�25û/�0˥Ǡʯ6úß2��ŴȵN

ɼʄ$J�25û/�0˥ŏȫ4úß2��ŴȵNɼʄ$J�25û/�0˥ưC0ŏȫ4

úß2��ŴȵNɼʄ$J�25û/�0˥Pjedʄ�Ŵȵ5G-0ǎÊ$J2��ƴȈ

Nɶğ$J2ȐHKJ=�1�J˦�

1.2˩Pjedʄ2Ȉŕ$JD6˪ 

1.2.0 

Đ�5"0Ȉŕ$JD65G-0ǎÊ$J2��ƴȈNɶğ$J6�˦�

1.2.1 

Pjedʄ7�.6ʡɣ$JœȈŕǋ˥$4M,�ŦiɱißiŤiŘ2ĸ52D5Ȉŕ

"0�J2���21�J˦�

1.2.2 

�6�.6ǋD@* *˥+ǻǣ6A5ÍƊ KJ q˦ʳ6Ʌƙ4ȿ1 �~Ȑ"˂��H˥

ƢDŏȫ4D61�J @˦* ĸ˥5�Pjedʄ2�ãk6˓6ŴȵNħʇ2"0ǎÊ$J˦�

1.2.3 

@*˥Pjedʄ5Ȉŕ$Jß79*$HoɖoƱ1�I˥Ǡɵ �xïŠ5�ÐÂ�4�ˤ

ř5G-0ÍƊ KJ˦�

ǀI6�ò.6�œŴ6ƴȈDãƴ1�J2ȐHKJ=�1�J˦�

1.2.4 

�m6G�5˥ʡɣ$JœŴ2Ȉŕ$J�25û/�0˥ǻǣ2ãk6˓6D62Ȉŕ$

J�25û/�0˥ưC0ŏȫ5ǎÊ$JD62Ȉŕ$J�25û/�0˥ĸ5�Pjed

ʄ2�ãk6˓6ŴȵNħʇ2"0ǎÊ$JD62Ȉŕ$J�25û/�0˥oɖoƱ6D

62Ȉŕ$J�25û/�0˥9*$HǠɵ1�JD62Ȉŕ$J�25û/�0˥Pje

dʄ�Ȉŕ$JD65G-0ǎÊ$J2��ƴȈNɶğ$J2ȐHKJ=�1�J˦�
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ƷPart 2Ƹ 

�ď(�oŮ	T 53�ÏõÍB��ŲŻĠÀo¸o�*� 
ưT 593b6	594c17Ʋƍ 885a7	887a15ƲÃ 467b8	469b13ƲƬ 922c7	924c15ƲĤ 460b5	464a3Ʊ 
2.0 
}Ù��=Ĩh��Űřh�Ʋ�Ōêh���+ÀģÙůh���īļƶ¨îƲjèP

Þƴ 
ŋ°�ļ��E�îĭ�Ï�.ð� 

2.1 
2.1.1 
2.1.1.0 
gƴ+ĮÙŐŋ°ƶ 

2.1.1.1 
įƴėâO��ŰĢĮOŐŚƲWöŚÄÏŐ� 

2.1.1.2 
VĹâ��ŰlxĨƲWÄƀŐ� 
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˩Part 2 ɞ5ȧʞ$J�25.�0˪ 

2.0˩Ȳɿ˪ 

�6G�5²Ș6ȧʞ$J�2˥$4M, �˥��ɞ5.�0ȧʞ$J�2˥4�"Ʈ5.

�0ȧʞ$J�2Nɿ�ȬM-*7 �˦KH6ȧʞ$J�2Nɻ"�ɶğ$J�2NĐ�5"

0ȐJ=�46�˦ƺ5˥QYj^5ɳ�˦ 
Ƨʊ2˥Ŧè2˥ÐÂ2˥ˋļ2˥ÍƊ�ʴ��2ŻIŴ8˦ 

2.1˩ɞ6Ƨʊ˪ 

2.1.1˩ɑɞ6Ƨʊ˪ 

2.1.1.0 
î�˦ɑ�ɞ�x Ǧʊ6ʾșˤ6Ƨʊ7Đ�4JD6�˦ 

2.1.1.1 
ȡ�J ɪ˦Ȩ"0ɳ�8 Ñ˥k��J $˦4M, ȋ˥436Ñ6ɑ»x ǦʊȂ4ˎù 2ʕ˥

ǋ»ŴƊɑˣŦʄ6ħʇ2"06ǋ2��ˎù5ÍƊ KJǦʊˤ1�J9˦ 
2.1.1.2 
@* Ȳ˥#0�.�J $˦4M, ò˥ĉ¬Ȫ2�˥òĉ¬Ȫ5G-0�ƳŰ KJɑ1�J˦ 

  

                                                   
7 (Ƨ÷½Ŧ÷)17˥Ƨʊ˥ŻIŴ436�.6Ǟ�H²ʄʒNɻɿ"ȬM-*Ŋ5˥ƺ5ȕ$G
�5˥ɞ˥Ƿ˥»˥ȵʍ˥»ˣʣǯ5ʦ�D6 iʕ˅»ˣʣǯ5ʦM4�D6ˤ˥ Ʈ5.�06².6

ȧʞ5ɳÝ"0�J˦"�"˥äȗ6Ɔȕ523@J˦ 
� YBh 71, 9�11: skandhakauśalyam api saṃgṛhītaṃ veditavyaṃ | dhātukauśalyam āyatanakauśalyaṃ 
pratītyasamutpādakauśalyaṃ sthānānāsthānam indriyakauśalyam api veditavyaṃ ||x�ɷ�ÍƊ K0�Jɞ6
ȧʞDǯɰ KJ=�1�J˦Ƿ6ȧʞ˥»6ȧʞ˥ȵʍ6ȧʞ˥»ˣʣǯ5ʦ�D6 iʕ˅»ˣʣǯ

5ʦM4�D6 �ʕ6ȧʞ�˥ Ʈ6ȧʞDǯɰ KJ=�1�J˦ʕ  
� (ƊǈŹ½)6ɺńȢŴ17˥�KH².6ȧʞ5.�0ɻȫ5ɿƙ"0�J˦ 
8 (ƺȟƎ�Ƽ)6(Ǝ)7˥��17(ÍƊ$J�2)NŦè$Jäɹ2"0ɷ$˦�6ƒ6Zb
[]ɽɷ7(go rims dang ni bsdu dang brten)24-0�J˦�6ɷƒ6ƳʟDƙȏ174�� (˥Ǝ)
5ħŕ"0�J2ŘMKJ bsdu7äɹ1�J2Ⱦ�HKJ˦�Text C 2.0Ûǡ	 
9 ɑɞ7Ñ6ɑ»2ǋ»ŴƊɑ�HŰJ2���27˥ƣʩˣƸʩ˩1979˧70�71, 97˪Ûǡˤ2ǰ�
ɣǏ�³ʞ"0ɼC0�J˦Ñ6ɑ»27˥ȋiɁiˢiɎiʒ�6�.6ŨɬƷɈ2˥ɑ�*,i

ˇĄi5��ièiɱɬħʇ6�.6ħʇ1�J˦ǋ»ŴƊɑ7˥ƣʩ17Ǡɤɑ2 K0�J�˥

ǰ�ɣǏ17ǻ4JɿƙN"0�J˦��8 
˥ǰ�ʀ�(Ƨ÷½tŦ÷)x YBh 68, 13�14ˤ17˥ƺ
6G�4�Ș˓6ǋ»ŴƊɑ5.�0ʙ=0�J˧dharmāyatanaparyāpannaṃ | 
saṃvarāsaṃvarasaṃgr̥hītaṃ rūpaṃ samādhigocarañ ca rūpaṃ... �xɷ�ǋ»5G-0ÍƊ KJD6˥$4
M,˥ŉª2˅ŉª5G-0ÍƊ KJɑ2˥lƋ÷6ǎÊˎù*Jɑ1�JˣŊǹˤʕ˦(6>�˥


ʾʀ�17�Ș˓Nſ�0�JˣƓɝ>�˩2014˧213˪Ûǡˤ˦  
� @* 
˥ǰ�ʀ�57 Ñ˥k6ɑǋ27 Ǖ˥Ǒ4ɑx �Ʈ 2ʕ Ǖ˥Ǒ4D65G-0ƀ�HKJɑx �

Ʈ6ħʇˤ2˥Ŧ5G-0ƀ�HKJɑ1�J2ɰɿ"0�JȢŴD�Jˣǌ 15Ûǡˤ˦  
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2.1.1.3 
}Ù�CĝŴĥĠ� 

2.1.2 
2.1.2.0 
gƴ+ĮÙYŋ°ƶ 

2.1.2.1 
įƴėâ=Ĩ�Ű.ĢĮ=ťÄđ� 

2.1.2.2 
2.1.2.2.1 
ò¨�Ĩ�őŐþ.Ʋ_ŻY�ÿŐþ.Ʋ_«Y�+%ÐƶĔG�êĝŐ°Ð� 

2.1.2.2.2 
2.1.2.2.2.1 
gƴőG�êĝÙŐ°Ʋ.ĢĮY_ŻYŀƲ+ÐĢĮƠfÙŻƶ 
įƴĔĠęÐ�Ä%ŀ+ƶĢĮ�ê�ŽĠę� 

2.1.2.2.2.2 
gƴőĢĮê?ĠęÐƲƠĝŻĠƲ.¡ůY{Ĥ 461a}ĔÙmķÀƠŻY� 
įƴƧâŐê�ƜŻÐƲ�{ƍ 885b}{Ƭ 923a}¡þ_Ʋò¨+ƂƯ 
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2.1.1.3 
�KH$=07A4ąĂ$JȈ�ND.�10˦ 

2.1.2˩ßɞ6Ƨʊ˪ 

2.1.2.0 
î�˦ß�ɞ�6Ƨʊ7Đ�4JD6�˦ 

2.1.2.1 
ȡ�J˦ɪȨ"0ɳ�8˥²Ș��J˦$4M,ȋ�6ƃɱ�436²ɱ5G-0ǳ#*

D61�J˦ 
2.1.2.2 
2.1.2.2.1 

@*˥(Kˣßˤ7�Ș1�J˦ǦʊȂ4D6NŻIŴ2$JD61�J4H8˥ʒß2

ä/�J˦˅ ǦʊȂ4D6NŻIŴ2$JD6�1�J4H8�˥œß2ä/�J 4˦'4H˥

Å6�ƮˣȋiɁiˢiɎiʒˤ7$=0ǦʊȂ4D61�J�H˦ 
2.1.2.2.2 

2.1.2.2.2.1 

î�˦D"˥Å6�Ʈ7$=0ǦʊȂ4D61�J��H�˥ ȋ43NŻIŴ2$JßNʒ

ß2ä/�J2��4H8˥3�"0ȋ437*+ʒ�Ʈ�1�J�254H4�6�˦ȡ

�J˦Ȉ�ǻ4J�H˦4'4H˥ȋ436�Ʈ7Ȉ�5Ȉ�ǻ4J�H˦ 
2.1.2.2.2.2 

î�˦D"˥ȋ436�Ʈ6Ȉ�ǻ4J�H˥$=0�ʒ�Ʈ�6Ȉ1�JM�174�

2��4H8˥�6ǯǵ5û/�0˥(KH�ȋ43�NŻIŴ2$Jʂ
6ß7ʒß17

4�7%174��˦ȡ�J �˦ʒƮ��Ć6ǦʊȂ4Ʈ7ʒ��HˁK0�4��H˥(K

ˣʒ�ˤ5û/�0ä��*61�J˦�K5�6ʢČ��J6�˦ 
  

                                                   
10 (ąȔ)6Ŧè7 
˥¤ɏʀ�(Ƿì)6ɑɞNɿƙ$JȢŴ1ɰɿ K0�J˦VhWTf[]Ù
ƒ2ǭčɷ26ħǂ5GI (˥ąȔ)6Ùɽ7 rūpaṇa� rūpyate1�J2Ⱦ�HKJ˦*+"˥ƺ5ȕ
$G�5˥��17ƴ
4ǻɿ�ſ�HK0�I˥ǭč7ýâ5ŕ#0˥rūpaṇaN(ąă)x �n�ˤ
D"�7(ąȔ)x �n�ˤ2ɷ"½�"0�J˦ 
� 
¤ɏʀ�(Ƿì)(AKBh 9, 10�20)˧�kasmāt punar ayam avijñaptiparyanto rūpaskandha ity ucyate / 
rūpaṇāt / uktaṃ bhagavatā "rūpyate rupyata iti bhikṣavas tasmād rūpopādānaskandha ity ucyate /..." iti vistaraḥ 
/ rūpyate bādhyata ity arthaḥ / ... �pratighāto rūpeṇety apare / paramāṇurūpaṃ tarhi rūpaṃ na prāpnoty 
arūpaṇāt / ...āśrayabhūtarūpaṇād ity apare... �xɷˣƸʩ˩1979˧162�163˪ʕ��ƺ5˥�F�5��ƮN
ĕC2"�ǠɤɑNȬI2$J��6ÑkȘ6ǋ�Nɑɞ2é;6�˦ĂKJ�H1�J˦qĩ5G

-0ɿ�K0�J��(�KD�KDĂKJˣrūpyateˤ˦ ǂrHG˥+�HɑˣrūpaˤÞɞ2é8KJ˦
ˣtǹˤ�
 )˥2˦ĂKJ27Ģ KJ2��Ŧè1�J˦x tǹˤ��@*˥�6�ɑ2ǧɱ�"

(6ǳʍNʼȒ�$J�21�J˥2�6�
7����˦ (K4H8˥ưŏ2"06ɑ7 �˥�6ɑ

2�ǧɱ$J�2�4��H˥ɑ14��254J˦x tǹˤ�6�
7 (˥�Ǡɤ6��I3�L24

-0�J�òĉȘ����6ɑ2�ǧɱ$J�H�ǠɤD�(�1�J�˥)2��˦x Ŋǹˤʕ  
� 
¤ɏʀ�(Ƿì)ǭčɷˣ3b22�c9ˤ˧(��ƐƾɞǠɤǟŊɿǟɑɂ˨ǵʅăƐ˦Đqĩɿ (˧ɗɔ
ǼȐǵʅăƐäɑÞɞˣŊǹ )ʕ˥ wɋŀɿ˦ʅăØƛàţăȻ˦x tǹˤ�ƣɿʅȔƐäǟɑ˦ɕǤ˥

ưŏůoäɑ˥ǠʅȔƐ˦x tǹˤƣʬŴ�ĉȘʅȔƐ˦x Ŋǹ )ʕ 
� ɑ6t6ǋ»ŴƊɑ7˥Åǌ 95ȕ"*˥ƣʩ6ǯɰ5û/�0ɰʫ$Jýâ1D 
˥ǰ�ʀ�6ǯ
ɰ5û/�0ɰʫ$Jýâ1D ź˥ɱ64�ɑ1�J2Ⱦ�HKJ "˦*�-0(˥�ąǻ"źɱ$J)

2��ɰʫ57˂Ǟ��J˦�6ƒɉ6t6(ąȔ)x rūpaṇaˤ7˥ɑ6kɐȂ4Ǩő1�J(�ąĂ
$J�2)x ąÎ"0ƢȬȂ5ĂKJ�2ˤ2"0ǯɰ$J6�ēń2Ⱦ�HKJ˦ 
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2.1.2.2.2.3 
gƴő�ƜŻÐÿƂŀƲ¸ê�ćƲ�ƜŻŽƲ.¸êYÀ_ŻY�ÙS�CĝÙŻYƲ

ÿ«YŃƶ 
įƴůâŐê��ƜŻƲ¸S�ćƲÐÿâƂ�Ä%ŀ+ƶđÿŐĖâ´¸êƜŻŁŽ�

ÙÐ�êÄđůY]_ŻYƲf.¸ŀċ_«Y� 
2.1.2.2.2.4 
ÐĹ��ƲŰŻ«Y� 

2.1.2.3 
V�CYĝƣıĠ� 

2.1.3 
2.1.3.0 
gƴ+ĮÙ·ŋ°ƶ 

2.1.3.1 
įƴò�=ĨƲ}G{Ã 468a}Àģ� 

2.1.3.2 
2.1.3.2.1 
V·â=��âĠ·Ʋ�ÿĠ·Ʋ*ĉ�·Ʋl�x·Ʋ�ÿ{T593c}ƌ·Ʋ=ÿÄâ·� 

2.1.3.2.2 
Vėâ����ƒ·Ʋ�A�6·� 

2.1.3.2.3 
ĉ�·ŀƲŰï�7·��x·ŀƲŰŐ�*·�ÿƌ·ŀƲŰĪŲÿƇŚ�*·�ÿÄâ·

ŀƲŰÿÄâŚ�*·�Sò�C_âĠ·� 
ÿĠ·ŀƲŰâơ·ƲW�CA�ƒ��ÿ�·� 

2.1.3.3 
V�C·ĝĮ�Ġ� 

2.1.4 
2.1.4.0 
gƴ+ĮÙŜŋ°ƶ 

2.1.4.1 
įƴò�=ĨƲ}GÀģ� 

2.1.4.2 
V{Ĥ 461b}òŜĠĔ�Ĩƥ$«ƀ,��þrƘōƲ�þ¡]áƲ*þ¡EƜƲlŉěƛé

ëƲ�$«ŋnŽ� 
  

                                                   
6����ƍƲÃƲƬƲTƵ��ƒ�ĤƲ(T)ŶÛ¢Ƴ 
7 ���ƍƲÃƲƬƲTƵ�Ļ�ĤƲ(T)Û¢Ƴ*^
Ƴ 
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2.1.2.2.2.3 

î�˦D"˥ʒ��HˁK0�4��H˥ʢČ�4�2��4H8˥ŦƮDã#�ʒ��

HˁK%ǎÊ$JD61�J��H�˥ŦƮNŻIŴ2$JßNʒß2ä��J=�174�

�˦(�$K8˥$=0�A4ʒß1�I˥œß74�6174��˦ȡ�J˦ǦʊȂ4Ʈ

7ǈ"0ʒ��HˁK4��˥ŦƮ7(�174��H˥ʢČ74�˦4'4H˥ǠɑǷ5

ǳ@KJƣš6ŦƮ7ʒ��HˁK0ǎÊ$J˦(KF�5˥�Ʈ5G-0ǳ#*ʂ
6ß

NâM&0ʒß2ä��˥ŦNŻIŴ2$J�ß�6ANœß2ä��J˦ 
2.1.2.2.2.4 

"*�-0˥Ȳ#0�.˥$4M,ʒßiœß2ɿ�61�J˦ 
2.1.2.3 
@*˥$=06ß7A4ˎȩ6Ȉ�ND.�˦  

2.1.3˩Ťɞ6Ƨʊ˪ 

2.1.3.0 
î�˦Ť�ɞ�6Ƨʊ7Đ�4JD6�˦ 

2.1.3.1 
ȡ�J˦�KDÅ6G�5²Ș��J2ȐHKJ=�1�J˦ 

2.1.3.2 
2.1.3.2.1 

@*˥Ť57².��J˦k7ƣȈ6Ť˥�7ǠȈ6Ť˥l7ǫĭ4Ť˥ò7Ļĉ4Ť˥

�7Ǡʯ4JŤ˥²7ǠŴƣ6Ť1�J˦ 
2.1.3.2.2 

@*˥ɪȨ"0ɳ�8˥�.��J˦k7qʳ6Ť˥�7¼qʳ6Ť1�J˦ 
2.1.3.2.3 

ǫĭ4Ť27˥ƻ�Ƿ�5ȶHKJȿ6Ť1�J11˦Ļĉ4Ť27˥ɑ�Ƿ�5ȶHKJ

ȿ6Ť1�J˦Ǡʯ4JŤ27˥ț�Ǡʖ»�2ʄǠʖ»5ȶHKJȿ6Ť1�J˦ǠŴƣ

6Ť27˥ǠŴƣ»5ȶHKJȿ6Ť1�J˦�KH$=0NƣȈ6Ť2ä��J˦ 
ǠȈ6Ť27˥ƣˉˣ˅Ť˅˅Ť»ˤ6Ť˥�G:$=06¼qʳ6ƣĜ2ǠĜ6Ť1�

J˦ 
2.1.3.3 
@*˥$=06Ť7A4Ƞ~6Ȉ�ND.�˦  

2.1.4˩ɣɞ6Ƨʊ˪ 

2.1.4.0 
î�˦ɣ�ɞ�6Ƨʊ7Đ�4JD6�˦ 

2.1.4.1 
ȡ�J˦�KDÅ6G�5²Ș��J2ȐHKJ=�1�J˦  

2.1.4.2 
@*˥�6ɣ�ɞ�6Ȉ7˥�Ș˓5G-0œNʟ� &J˦k7˥ħʇ6ʺpN4$�

2˥�7˥(Kˣħʇˤ6â�N4$�2˥l7˥(Kˣħʇˤ6ÂˁN4$�2˥ò7˥

ʿƭ6ɣǟNǿ$J�2�1�J�2˥�7˥œNɊö5ʓ# &J�21�J˦ 
  

                                                   
11 ǭčɷ17 k˥āmāvacarax ƻǷ Nʕ(ƻȹx /ľ )ʕx ƻ�Ƿ�5ȶHKJD6 2ʕɷ$�2�ć�x 
¤

ɏʀ�T29, 26c5ˣAKBh 74, 165ħŕˤ˥
ǰ�ʀ�442b3ˣŚrBh-S 307, 12�135ħŕˤÛǡˤ˦   
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2.1.4.3 
VòŜĠėâ*Ĩ��ŀhŜƲ��h{ƍ 885c}{Ƭ 923b}ŜƲ*ÿũŜ� 

2.1.4.4 
V�CŜĝƀ,Ġ� 

2.1.5 
2.1.5.0 
gƴ+ĮÙŲŋ°ƶ 

2.1.5.1 
įƴėâ=Ĩ�ÄŰĢŲ�Ō¸ŲƲÙŲŋ°�E� 

2.1.5.2 
2.1.5.2.1 
VƲŲâ*Ĩ��ƣY�EƲ�È8r�EƲ*B)�E� 

2.1.5.2.2 
ƣY�Eâ*ƲÈ9r�Eâ=ƲB)�Eâ*� 

2.1.5.3 
}ÙŲř�EĹâO<ŋ°� 

2.1.6 
ÀģÙ_ůřŋ°� 

  

                                                   
8 �È�ƍƲƬƲĤƲTƵ�Ƌ�ÃƳ 
9 ÷ 8�^
Ƴ 
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2.1.4.3 
@*˥�6ɣ�ɞ�6Ȉ7˥ɪȨ"0ɳ�8˥lȘ��J˦k7ïɣ˥�7oïɣ˥l7

Ǡɵɣ1�J˦ 
2.1.4.4 
@*˥$=06ɣ7A4ʟ�6Ȉ�ND.�˦  

2.1.5˩ʄɞ6Ƨʊ˪ 

2.1.5.0 
î�˦ʄ�ɞ�6Ƨʊ7Đ�4JD6�˦ 

2.1.5.1 
ȡ�J˦ɪȨ"0ɳ�8˥²Ș��J˦$4M,˥ȋʄ�HŦʄ@11�I �˥(K�7ʄ

�ɞ�6Ƨʊ6ÐÂ1�J˦ 
2.1.5.2 
2.1.5.2.1 

@*˥ʄ57lȘ��J˦k7Ũß$J�26ÐÂ˥�7ħʇN2J�26ÐÂ˥l7˥

�Ȉ6ÐÂ1�J˦ 
2.1.5.2.2 

Ũß$J�26ÐÂ57l.��I˥ħʇN2J�26ÐÂ57².��I˥�Ȉ6ÐÂ

57l.��J12˦ 
2.1.5.3 
�m6G�5˥ʄ�ɞ�6ÐÂ7Ȳ#0Ñ±6Ƨʊ��J˦ 

2.1.6˩@2C˪ 

�m6D6N˥ʂɞ6Ƨʊ2ä��J2ȐHKJ=�1�J˦ 
  

                                                   
12 �6lȘ6ÐÂ5.�07ɻ"�ɿƙ�4 K0�4�*C˥´�Ȃ4¶Ĥ7oƙ1�J 
˦ǰ�
ʀɵ�x T42 6˥22b24�c1 5ʕ7ƺ6G�4ɰʫ�ɫHKJ (˧ʄɊřtˎßĳÂƣlȿ ʃ˥lßȈůʄ˦

�ƂÿĳÂƣ²ȿ˥ŤɈƂÿ˥ƐȨyÞȈů²ʄ|˦x tǹˤ½�ĳÂƣlȿ˥Ǎ�˧ʽlßʍ˥½�

ƣl|˥�àʽɣŘ˥½�ǟlř˦Ɲ�˧lqʄ�àlřʄ| )˦x�ɷ�ʄ6Ɋř6¶˥Ũß$J�2

6ÐÂ57l.��J27˥l.6ß5Ȉŕ$Jʄ1�J˦�ǺȆ6ħʇN2J�26ÐÂ57².

��J27˥Ť7ħʇN2J�2�1�J61˥(K�Ȉŕ$J²ʄ�6ħʇ�Nƀ�J�2N@2

CJ61�J˦x tǹˤ�Ȉ6ÐÂ57l.��J2���25.�0˥Ǎ�ķ�7 (˥l.6ß5ʺ

-0ʍ�J�61�˥ �Ȉ57l.��J˦Ř5ʺ-0˥�ȈN�ïioïiǠɵ6�lř2$J�2

D1�J)2ɰɿ$J˦Ɲ�ķ�7 (˥�ʢÚiǮöiƦƩ6�lq6ʄNlř6ʄ2$J�2D1�

J)2ɰɿ$J˦ʕ  
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2.2 
2.2.0 
¨îƲřļ�+ƶþƦ+ļ�īůřƶ 

2.2.1 
ŰÄâŐƲőU-!Ʋ�Ōƅž�}ŐƲ�ŌŲ�ć� 
}ÙĹėÏ�Cř�ĩŅļÙřļ� 

2.2.2 
VĔůřfâĨĨ_Ʋ°ůŜƲĚģþƦÿÁ°ļ�īůř� 

2.3 
2.3.1 
2.3.1.0 
¨î�+Őř�Eƶ 

2.3.1.1 
2.3.1.1.0 
ėĔ=Ĩ��Ĕ�ÐƲ�ĔĠÐƲ*ĔŲp�pÐƲlĔŲĪ�ĪÐƲ�Ĕ·ÄŜÐƲ=

ĔƇƖÐ� 
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2.2˩ɞ6Ŧè˪ 

2.2.0 

@*˥ɞ6Ŧè7Đ�4JD6�˦�6ŦèNȕ$*C5ʂɞNɶğ$J6�˦ 
2.2.1 

(K7$4M, �˥HFJɑx Ǧʊˤ˥�$4M,�ʢÚ6�ɑ�˥ ƦƩ6�ɑ�˥ Ǯö6�ɑ�

�H˥ʥ��ɑ�˥ ʗ��ɑ�@11�J˦ɑ2ãƴ5 �˥ß�H�ʄ@1D(�1�J13˦ 
�6G�5Ȳż$J2$=06ɞNÍƊ"0�J˦ʾș6Ŧè�(ɞ)6Ŧè1�J˦ 

2.2.2 

@*˥ʂɞ7*+ƴ
4äȗNřʊ2"0D.ʂɣ1�J6114˥Ǡűř6ŦèNȕ$*

C5ʂɞNɶğ$J61�J2ȐHKJ=�1�J˦ 
2.3˩ɞ6ÐÂ˪ 

2.3.1˩ɑɞ6ÐÂ˪ 

2.3.1.0 
@*˥ɑɞ6ÐÂ7Đ�4JD6�˦ 

2.3.1.1 
2.3.1.1.0 

ɪȨ"0ɳ�8˥²Ș5û/�˦k7�2��Ǟ1˥�7Ȉ2��Ǟ1˥l7ʄ�úJD

6iúH4�D62��Ǟ1˥ò7ʄNƹ�0�JD6iƹ�0�4�D62��Ǟ1˥� 

                                                   
13 ��17˥ɑɞ2˥ßɞ�Hʄɞ@16òɞ5.�0˥³ʞ5(ɕÚ��˥wɋʥʗ)2Ȥǹ5ʙ
=0�J ʢ˦Ú6D6�Hʗ�D6@16¿ſ57 {˥ˊȆ2ÑkˊȆ6�.6`Xjh�ɫHKJ˦

ȟk5 
˥ǰ�ʀ�(Ƨ÷½)17˥ȋ6ɼʄħʇ1�Jɑˣɑ�*,ˤ6½˓5kȘ�HÑȘ@1�

J�2Nɿƙ"0�I˥(6t1˥{Ș6ɑ5.�0ƺ6G�5ʙ=0�J˦ 
� 
ǰ�ʀ�(Ƨ÷½tŦ÷)x YBh 65, 13�66, 3ˤ˧ ekavidhaṃ rūpaṃ cakṣurgocarārthena | dvividham 
ādhyātmikaṃ bāhyaṃ ca | ... navavidham atītam anāgataṃ pratyutpannam audarikaṃ vā sūkṣmaṃ vā hīnaṃ vā 
praṇītaṃ vā yad vā dūre yad vāntike |x �ɷ�ȋ6ǎÊˎù2��Ŧè1˥ɑ7kȘ1�J �˦ɑ7��Ș˥
�$4M,�¶Ȃ4D62ĆȂ4D61�J˦x tǹ �ʕɑ7�{Ș �˥$4M,�ʢÚiƦƩiǮö6

D6˥�J�7Ȧĉiŏȫ4D6˥�J�7È-*i«K*D6˥�J�7ʥ�5�JD6iʗ�5

�JD61�J˦ʕ ǚɷˣ292c23�293a7ˤ7(ŲȜkȘɑ˥ʃǵȋŴɣȻƐ˦ŲȜ�Ș˥ʃ¶ɑĆɑ˦
ˣtǹˤŲȜ{Ș˥ʃɕʢÚ˥ɕƦ�˥ɕǮö˥ɕˠ˥ɕȫ˥ɕÈ˥ɕĒ˥ɕʥ˥ɕʗ)x�ɷ��J

�7 k˥Ș6ɑNɶğ$J $˦4M,ȋ6ǎÊˎù2��Ŧè5û/�01�J �˦J�7 �˥Ș�6

ɑ�Nɶğ$J˦$4M,¶Ȃ4ɑ2ĆȂ4ɑ1�J˦x tǹˤ�J�7˥{Ș�6ɑ�Nɶğ$J˦

�$4M,�ʢÚ�6D6�˥ ƦƩ�6D6�˥ Ǯö�6D6�˥ Ȧĉ�4D6�˥ ŏȫ�4D6�˥ È-

*�D6�˥ «K*�D6�˥ ʥ��D6�iʗ��D6�1�Jˤ24-0�J˦ 
� ȟ�7˥Àƥȭµ5��0�ɞNɿƙ$Jʻ6ğøɤǮ1�J˦��8˥ 

ˀʵæ�1.22 ȭx T2, 4c26�5a3. SN 22.124. Vol. 3, p. 169ħŕˤ˧(ǼɮȐʂŴƣɑ ɕ˥ʢÚ ɕ˥Ʀ�˥

ɕǮö˥ɕ¶˥ɕĆ˥ɕˠ˥ɕȫ˥ɕď˥ɕʪ˥ɕʥ˥ɕʗ˥Ňk¾ŜȃǠĸ˦x tǹˤĐƛ˥ɮßŤ

ɣʄ˥ɕʢÚ˥ɕƦ�˥ɕǮö˥ɕ¶˥ɕĆ˥ɕˠ˥ɕȫ˥ɕď˥ɕʪ˥ɕʥ˥ɕʗ˥Ňk¾ŜȃǠ

ĸ )˦x�ɷ�$=06ɑ˥ʢÚ6D61�K˥ƦƩ6D61�K˥Ǯö6D61�K˥¶Ȃ4D61�

K Ć˥Ȃ4D61�K Ȧ˥ĉ4D61�K ŏ˥ȫ4D61�K Ⱥ˥"�D61�K ʪ˥�D61�K˥

ʥ�D61�K ʗ˥�D61�K (˥KH$=07A4Ǡĸ1�J2ɭĥ"0ȐJ=�1�J˦xtǹˤ

ãƴ5˥ßiŤiɣiʄ˥ʢÚ6D61�K˥ƦƩ6D61�K˥Ǯö6D61�K˥¶Ȃ4D61

�K˥ĆȂ4D61�K˥Ȧĉ4D61�K˥ŏȫ4D61�K˥Ⱥ"�D61�K˥ʪ�D61�

K˥ʥ�D61�K˥ʗ�D61�K˥(KH$=07A4Ǡĸ1�J2ɭĥ$J�=�1�J�˦ˤ 
ƒɉ5��0D˥¶Ĥ5��0D˥m6ɞ6ɿƙ7ƙH�5˥ȟ�6`Xjh5GIʗ�˦"*�

-0 (˥ɕÚ��˥wɋʥʗ)6´�Ȃ4¶Ĥ7˥ʢÚiƦƩiǮöi¶iĆiȦiȫiȺiʪiʥi

ʗ2��Ñk6´��6¿ſ1�J�2�½�J˦ 
14 Text C-trǌ 13Ûǡ˦ 
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2.3.1.1.1 
�ŀƲŰÄâůŐĝÙlxĨWlxĨÄƀ� 

2.3.1.1.2 
2.3.1.1.2.1 
ĠŀƲėâ*{Ĥ 462a}Ĩ��úùŐƲ�úùÄXŐƲ*¸ÄXŐ� 

2.3.1.1.2.2 
VŴĥĠÙŐ>Ġ� 

2.3.1.1.3 
2.3.1.1.3.1 
2.3.1.1.3.1.1 
Ųp�pŀƲőŲ.pƲ_pYŐ� 

2.3.1.1.3.1.2 
ò¨�+ƶŰŲÄŨƲ{T594a}�R�^Ʋd]đƐ�Vòþ.ƲŉđůY� 

2.3.1.1.3.2 
ōòĠƄƲƠpYŐ�{Ã 468b} 
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7Ť6ǎÊˎù2��Ǟ1˥²7ʻʷ2��Ǟ1�2���21�J�˦  
2.3.1.1.1 

�27˥$=06ɑ7A4˥òĉ¬Ȫ˥�J�7òĉ¬Ȫ5G-0ƳŰ KJD61�J

2���21�J˦ 
2.3.1.1.2 

2.3.1.1.2.1 

Ȉ27˥ɪȨ"0ɳ�8˥lȘ��J˦k7˥ǕǑ4ɑˣ�Ʈˤ1�J˦�7˥ǕǑ4D

65G-0ƀ�HKJɑˣ�Ʈ6ħʇˤ1�J˦l7˥Ŧ5G-0ƀ�HKJɑˣǋ»ŴƊ

ɑˤ1�J15˦ 
2.3.1.1.2.2 

@*˥ąĂ$J2��Ȉ7ɑ6³Ȉ1�J˦ 
2.3.1.1.3 

2.3.1.1.3.1 

2.3.1.1.3.1.1 

ʄ�úJD6iúH4�D627˥ʄ��(6ɑ5��ě"0�.ú-0�Jýâ˥úH

K0�Jɑ2ä��J˦ 
2.3.1.1.3.1.2 

�K7@*�46� �˦(6ɑ7�ʄ5G-0ːHK0�I˥ĝ°i×ʸ4�N³5�ȭ˘

"�˥ ëâ"0ǳʲ$J2���21�J˦@*˥�6�ɑ�NŻIŴ2"0˥ʂ
6ßNǳ

# &J�2�1�J˦ 
2.3.1.1.3.2 

�K2ǻ4JD67˥úHK0�Jɑ174�˦ 

                                                   
15 
ǰ�ʀ�6Â6ȢŴ17˥ãƴ6lȘ6ɑ5ɳÝ"*Ŋ˥ H5ƺ6G�5ɰɿ"0�J˦  

ǰ�ʀ�(ƊǈŹ½tŘŴŰŪ÷)6ǚɷˣ660c5�12ˤ˧(ʂɑɊȈŎƣlȘ˦kǕǔɑ˥�ǕǔŴ
Þɑ˥lŦŴÞɑ˦ʃòĉȘŴʟ�ʄŴ��ǕǔɑȋȠɟƎ˥äǕǔɑ˦ɑȠ�ÿ˥ã½Ǖǔɑyÿ

Ƿ˥äǕǔŴÞɑ˦x tǹˤlƋ÷Ŵɣņ©Ƞɑ˥äŦŴÞɑ )˦x�ɷ�ʂ
6ɑ6ɊȈ5D@*lȘ

��J˦k7˥ǕǑ4ɑ1�J˦�7˥ǕǑ4D65G-0ƀ�HKJɑ1�J˦l7˥Ŧ5G-0

ƀ�HKJɑ1�J˦$4M,˥òĉ¬Ȫ5G-0ƳŰ KJ˥�ʄ��ě$J˥�.6ǕǑ4ɑ1

�Jȋ436�¶�»5ÍƊ KJD6N˥ǕǑ4ɑ2ä��J �˦ȋ6ħʇ1�J�ɑ�*,436

�.6ħʇ �˥$4M,�ã½6ǕǑ4ɑ6ħʇN Ǖ˥Ǒ4D65G-0ƀ�HKJɑ2ä��J˦x t

ǹˤlƋ÷6ǎÊˎù1�Jņ©436ɑˣǋ»ŴƊɑˤN˥Ŧ5G-0ƀ�HKJɑ2ä��J˦ʕ 
Zb[]ɽɷ (D zhi 203a5�b1; P zi 212a8�b4)˧gzugs kyi rang gi mtshan nyid ni rnam pa gsum ste/ dang 

ba dang/ (/ P; om. D) dang ba'i gzung ba dang/ yid kyi gzung ba'o// de la 'byung ba chen po bzhi rgyur byas pa 
mig la sogs pa'i skye mched du gtogs pa rnam par shes pa lnga'i rten gyi gzugs dang ba rnam pa lnga ni gzugs 
dang ba zhes bya'o// mtshungs pa'i gzugs dang ba lnga po dag gi yul gzugs la sogs pa yul lnga po dag ni dang 
bas gzung ba'i gzugs zhes (zhes D; zhe P) bya'o//... ting nge 'dzin gyi spyod yul gyi gzugs brnyan gyi gzugs ni 
yid kyi spyod yul gyi gzugs zhes bya'o// �xɷ�ɑ6õƣ6Ǩő7lȘ1�J˦$4M,˥ǕǑ4D62˥
ǕǑ4D66ħʇ2˥Ŧ6ħʇ1�J˦(6t1˥ò¬ȪNÙó2$JD61�I˥ȋ436�¶�

»5į$JD61�I˥�ʄ6ŻIŴ1�J�Ș6ǕǑ4ɑ7ǕǑ4ɑ2é8KJ˦˓�"*�.6

ǕǑ4ɑ6ħʇ1�Jɑ�*,436�.6ħʇ7˥ǕǑ4D65G-0ƀ�HKJɑ2é8KJ˦

ˣtǹˤlƋ÷6ǎÊˎù1�Jņ©6ɑ7˥Ŧ6ǎÊˎù6ɑ2é8KJ˦ʕ  
� @* 
˥˔Ƈʀ�x 504a5�7ˤ˧(Ñ±Ǖǔɑʃ�¶ɟ˦Ñ{ǕǔŴÞɑʃ�Ćɟ˦�ÑŦŴÞɑʃǋɟ
ŴƎɑ)x�ɷ�Ñ± Ǖ˥Ǒɑ27�¶»1�J Ñ˦{ Ǖ˥Ǒ5G-0ƀ�HKJɑ27�Ć»1�J˦

�Ñ˥Ŧ5G-0ƀ�HKJɑ27ǋ»ŴƊɑ1�Jˤ˥ �G:
ʀɵ�x 622c5�6ˤ˧(ɑɞĳÂtǕǔ
ɑȠlȿ˥ØƮ˥þ˥Ýǋɟtɑ|)x�ɷ�ɑɞ6ÐÂ6t6(ǕǑɑ)436l.27 �˥ˋƺ5�

Ʈ˥ħʇ˥�G:ǋ»6t6ɑ1�Jˤ6ɰɿD>?ãƴ1�J˦ 
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2.3.1.1.4 
2.3.1.1.4.1 
ŲĪ�ĪŀƲőŲ�ĪƲ_^BŐ�ĔòōŲ{ƍ 886a}{Ƭ 923c}ĮļŽÐ� 

2.3.1.1.4.2 
őŲĪŀƲ_¡^BŐ�'ŋĠĺŁƘŽÐ� 
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2.3.1.1.4 

2.3.1.1.4.1 

ʄNƹ�0�JD6iƹ�0�4�D627 �˥�Ʈ��ʄNƹ�0�4�ýâ (˥ã½ɑ)

2ä��J˦�6��Ʈ�7ʄ2Ƞ"�ħʇND-0ǎÊ$J�H˦ 
2.3.1.1.4.2 

��Ʈ��ʄNƹ�0�Jýâ (˥Ňã½ɑ)2ä��J˦ɊȈȱ2˓�"*D62"0Ȱ

ȱ"0ǎÊ$J�H16˦ 

                                                   
16 (ã½)x sabhāgaˤ2(Ňã½)x tatsabhāgaˤ7kħ6Ʋŗ1�J 
˦ǰ�ʀ�17˥ƺ5ȕ$G�
5˥Ñ±Ƿ6t6ȋƮ�HʒƮ@16�Ʈ�˥ʄ6�ǴN�-0ħʇNɼʄ$JD62"0ǎÊ$J

ýâ˥�KNã½ɑ2��˦kƖ˥ʄ6�ǴN�M%˥$4M,ħʇNɼʄ&%˥ǪɊ5ěȱ$J�

Ʈ7Ňã½2��˦ 

ǰ�ʀ�(ƊǈŹ½t�ʄʒȈŕ÷Ŧ÷)6ǚɷˣ609c3�6ˤ˧(î˧ƾÑ±Ƿĺƛã½˥ĺŇã½˦
ȡ˧ƣʄȋǷäǟã½˥Ŵ˖ȋǷäŇã½˦ĐȋǷ˥wɋʒǷ�Ǥ˦íƮŴƎʂ¶ǷtŘʯã½ÝŇ

ã½˥˅ƗɑȠĆʂǷt )˦x�ɷ�î�˦�6Ñ±Ƿ˥ĺ.�ã½˥ĺ.�Ňã½46�˦ȡ�J˦ʄ

Nƣ$JȋǷNã½2ä��˥(K�Ć6ȋǷNŇã½2ä��J˦ȋǷ6ãƴ5˥ʒǷ@1D(�

1�J˦Ʈ5ÍƊ KJ¶Ȃ4Ƿˣ¶»ˤ6A5ħ"0˥ã½iŇã½NȾ�J�˥ɑ�*,436

ĆȂ4Ƿ5ħ"0�Ⱦ�J�M�174�˦ʕ  
Zb[]ɽɷ (D 78b1�3; P 82a3�4)˧bco brgyad po de dag las du ni mtshungs pa yin/ (/ D; om. P) du ni de 

dag dang mtshungs pa yin zhe na/ smras pa/ mig gi khams rnam par shes pa dang bcas pa ni mtshungs pa yin 
no// de las gzhan pa ni de dag dang mtshungs pa yin no// (de las gzhan pa ni de dag dang mtshungs pa yin no// 
D; om. P) mig gi khams la ji lta ba bzhin du lus kyi khams kyi bar du yang de bzhin no// mtshungs pa dang 
(dang P; om. D) de dag dang mtshungs pa ni dbang pos zin pa'i nang gi khams rnams la bsams pa yin gyi gzugs 
la sogs pa phyi rol gyi dag la ni med do// �xɷ�(KHÑ±6�Ƿ�6�,˥ĺ.7˓�"*D6˥ĺ.
7(KH�Ɋ��2˓�"*D646�˦ȡ�J˦ʄN��ȋǷ7˓�"*D61�J˦(K�Ć6

D67(KH�Ɋ��2˓�"*D61�J˦ȋǷ6ýâ6G�5˥ʒǷ@1Dãƴ1�J˦˓�"

*D62˥(KH�Ɋ��2˓�"*D67˥Ʈ5G-0ÍƊ KJ¶Ȃ4Ƿˣ¶»ˤ5ħ"0Ⱦ�

HK*61�J�˥ɑ�*,436ĆȂ4D65ħ"07�Ⱦ�HK*�2��4�˦ʕ  

ǰ�ʀ�(ƊǈŹ½tŘŴŰŪ÷)6ǚɷx 660c9�11ˤ˧(ɕɍʄ¡ ʂ˥Ǖǔɑɍʄãÿ Ɛ˥äã½˦

ɕˁƗʄ˥ʂǕǔɑÅŊ*Ɋ˓Ȉȸɀʕ˥äŇã½ɑ )˦x�ɷ�ʄ2ãƜ5�Jýâ˥ʂ
6ǕǑ4ɑ
7ʄ2ã#ħʇND.61 �˥(KN�ã½�ɑ�2ä��J˦ʄNˁK*ýâ˥ʂ
6ǕǑ4ɑ7Å

Ŋ5��0Ɋ˓6Ȉȱ2"0ǎÊ$J�61�˥�(KN�Ňã½ɑ2ä��J˦*(Ɋ˓Ȉȸ)x Ɋ˓
6Ȉȱˤ2��ɷɽ5.�07oƙ4Ǟ��J˦Ƨƒt6(�ɊȈȸ)2˥nɵ6Zb[]ɽɷ5ɫ

HKJ rang gi rgyun dang 'dra bar2��ɤǮ7�%KDɊȈȱ2˓�"*D6˥$4M,(˓ɊȈȸ)
NŦè"0�J˦��17ǚɷNʜɽȂ5ɷ"*˦ʕ  
Zb[]ɽɷ (D 203a6�7; P 212b3�4)˧de la rnam par shes pa dang bcas pa'i gzugs dang ba rnams ni rnam 

par shes pa rnams dang yul mtshungs pa'i phyir mtshungs pa rnams zhes bya'o// rnam par shes pa dang bral ba 
gang dag yin pa de dag ni rim gyis rang gi rgyun dang 'dra bar 'gyur ('gyur D; 'byung P) ba'i phyir de dag dang 
mtshungs pa rnams zhes bya'o// �xɷ�(�6ǕǑ4ɑ2ǕǑ4D65G-0ƀ�HKJɑ�6t1ˣǌ
15Ûǡˤ˥ ʄN��ʂ
6ǕǑ4ɑ7˥ʂʄ2˓�"*ħʇND.61˥˓�"*D62é8KJ˦
ʄNˁK*ʂ
6�ǕǑ4ɑ���1�K˥(KH7ˋļND-0ɊȈȱ2ãƴ4D62"0ǳ#J

61˥(KH�Ɋ��2˓�"*�ɑ�2é8KJ˦ʕ  
kƖ˥ġn˩1987˪5GJ2˥ƣʩDã½iŇã½Nʙ=J�˥sƲŗ6ğȻ˥Ñ±Ƿ6t6�Ʈ
�Ć6D65ħ"0DʦǴ KJ�2˥lqĠƣɿ5û/�ŕǴ436Ǟ1˥ǰ�ɣǏ27ǻ4-*

ǯɰN"0�J˦ 
@* (˥ǵƾɍʄȠȻʕƐ)6t6(ɍʄȠȻʕ)5ɺń$JZb[]ɽɷ7 r˥nam par shes pa dang 

mtshungs par don la 'jug pa nyidx ʄ2˓�"*D62"0 ħ˥ʇ5ħ"0ǎÊ$J 2ʕ4-0�J(˦Ȼ)˥

don2D˥VhWTf[]ɽ6 artha6ɷɽ2Ťğ KJ˦$15ȕ"*G�5 
˥ǰ�ʀ�(ƊǈŹ½
tŘŴŰŪ÷)6ǚɷ7(ʂǕǔɑɍʄãÿ Ɛ˥äã½)x ʂ
6ǕǑ4ɑ7ʄ2ã#ħʇND.61˥

�(KN�ã½�ɑ�2ä��Jˤ24-0�I˥Zb[]ɽɷ2kɌ"0�J˦"*�-0˥��

6(Ȼ)Nħʇ2ɰʫ"*˦ 
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2.3.1.1.5 
2.3.1.1.5.0 
·ÄŜŀƲŰķŐ·� 

2.3.1.1.5.1 
2.3.1.1.5.1.0 
ėâ*Ĩ��ŀŐ·Ʋ�â�·Ʋ*Eę·� 

2.3.1.1.5.1.1 
ŐĠ10�*��â9 ĠƲ�ÎÔŚĠƲ*ĩƙ*Ġ�}Ù*ĠƲƘ?îĭƲ*·ÄŜ� 
XƞĮĠƲ_þŐ·�ŉXŜĥƲ_â�·�ŉXĕ|ŏēĮ6Ʋ_Eę·11� 

2.3.1.1.5.2 
Ù_·ÄŜ�E� 

2.3.1.1.6 
2.3.1.1.6.1 
ƇƖŀƲŰŐƇƖ�ėâ�Ĩ��t�ĖƲŰï�*Ő��t�ĖƲŰŐ�*Ő� 

2.3.1.1.6.2 
Ěģò�Ʋ�ës�ÄđůŐ�ÿŐĖÿâůŐƲƠ�K�ŋnŐ��+%ÐƶĔ¡K�

Õ�CŐĝ¦ŋnƲů�JŜ$čGÐ�ĚģòŐ_ì©ĳ�ÄđŐ� 
2.3.2 
2.3.2.0 
¨îƲ�+Yř�Eƶ 

2.3.2.1 
2.3.2.1.0 
ėĔ�Ĩ��Ĕ�ÐƲ�{Ĥ 462b}ĔĠÐƲ*ĔđÐƲlĔţ�ÐƲ�ĔAƜÐ� 

2.3.2.1.1 
�ŀƲŰƣıWƢƣıö� 

2.3.2.1.2 
2.3.2.1.2.0 
ĠŀƲŰŋĠW>Ġ� 

2.3.2.1.2.1 
ŋĠâ*�íY�ŒY��Œ�íY� 

  

                                                   
10 �Ġ�ƍƲĤƲ(T)ŶÛ¢�Ƶ�·�ÃƲƬƲTƳ 
11 �·�ƍƲĤƲÃƲƬƵ�Ġ�TƳ 
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2.3.1.1.5 

2.3.1.1.5.0 

Ť6ǎÊˎù27˥ɑNȵ#JŤ1�J˦  
2.3.1.1.5.1 

2.3.1.1.5.1.0 

ɪȨ"0ɳ�8˥lȘ��J˦k7ɑ5ħ$JŤ˥�7źɱ6�JD65ħ$JŤ˥l7

ÐÂ5ħ$JŤ1�J˦ 
2.3.1.1.5.1.1 

@*˥ɑ6Ȉ5Dl�Ș��J�˦ k7­2ņN��Ȉ˥�7Ɩå2ýŴNÕCJȈ˥l7

ʾș K*D6�23@JȈ1�J˦�KHl.6Ȉ7˥ˋƺ5˥l.6Ť6ǎÊˎù1�

J˦ 
˃436ȈNƀ�JD6Nɑ5ħ$JŤ2ä��J˦Ê�EĔ�Nƀ�JD67źɱ6�

JD65ħ$JŤ1�J˦ǶiĎEɏiǸ436�ʾș K*��ƣNƀ�JD6NÐÂ5

ħ$JŤ2ä��J˦ 
2.3.1.1.5.2 

�m6D6N˥Ť6ǎÊˎù�5û/��ÐÂ2ä��J˦ 
2.3.1.1.6 

2.3.1.1.6.1 

ʻʷ27˥ɑ6ʻʷ1�J˦ɪȨ"0ɳ�8˥�Ș��J˦k7n6Ƿ5į$JD6˥$

4M,ƻ�Ƿ�5ȶHKJȿ6ɑ1�J˦�7˥tʳ6Ƿ5į$JD6˥$4M,ɑ�Ƿ�

5ȶHKJȿ6ɑ1�J˦ 
2.3.1.1.6.2 

��17˥Ư6Ām5G-0ǳ#*ɑ5ʴ"0˥ǠɑǷ5��0ɑ�4�2ʙ=J61�

I˥ËK*˄ū5G-0�ŌHK*�Ɋö4ɑ5ʴ"0�ʙ=J6�174�2ȐHKJ=

�1�J˦4'4H˥(6ËK*˄ū�5¯-*D6�7˥$=06ɑ5ʴ"0ɊöNŌ˥

ʂ
6˄ū6 ɣ5G-0�ɑN�ǮÅ &J�H˦�6G�4ɑN˥ưC0ŏȫ4˄ū5

G-0ǳ#*ɑ2ä��J2ȐHKJ=�1�J˦  
2.3.2˩ßɞ6ÐÂ˪ 

2.3.2.0 
@*˥ßɞ6ÐÂ7Đ�4JD6�˦ 

2.3.2.1 
2.3.2.1.0 

ɪȨ"0ɳ�8˥�Ș5û/�˦k7�2��Ǟ1˥�7Ȉ2��Ǟ1˥l7ǳʍ2��

Ǟ1˥ò7ɭĥ2��Ǟ1˥�7¼ˁ2��Ǟ1�2���21�J�˦  
2.3.2.1.1 

�27˥ˎȩ$J�2˥�G:ˎȩ$J�25Ȉŕ"�ǋ1�J˦ 
2.3.2.1.2 

2.3.2.1.2.0 

Ȉ27˥ɊȈ2³Ȉ1�J˦ 
2.3.2.1.2.1 

ɊȈ57l.˥$4M,˥ƱßiɖßioɖoƱß��J˦ 
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2.3.2.1.2.2 
íYuŒÐŒƲŒYŒŒÐŒƲ�Œ�íYŜŒÐŒ12�ĔòmķƲůÄâYĝ�_Œ�

Ù_Y>Ġ� 
2.3.2.1.3 
2.3.2.1.3.0 
đŀƲŰ�CYO=ť{ƍ 886b}{Ƭ 924a}Äđ� 

2.3.2.1.3.1 
+ĮO=ƶŰĢť�łť�Ʈť�Ŏť�Żť�¸ťƲâ�ťƲsūťƲƢíYť�ƢŒ

Yť�Ƣ�Œ�íYťƲºť�²ť�×ť�ÿ×ť�Ơ×Ơÿ×ť� 
2.3.2.1.3.2 
ĔÄ.WÄXrÐƲ�ī=ťWâ�ť�ĔBErÐƲ�īsūť�ĔƣırÐƲ�īƢ

íYĮť�ĔéùÐƲ�īº�²�×�ÿ×�Ơ×Ơÿ×ť� 
2.3.2.1.3.3 
Ù_Yđ�E� 

2.3.2.1.4 
2.3.2.1.4.1 
ţ{T594b}��EŀƲ�C}-ÀñĮŢAč�ƒƲĝÕůYŹ<Ĩţ�ŰYâ�ĨƲŭþY

ƙƲŭÙYûƲŭÙY{Ã 469a}ƙźŜƲŭÙYûźŜƲŭÙYºbƲŭÙYƂ³ƲŭÙYAƜ�

}ÙţÚƲ}��ģYâ*ĨƲťƙÐYƙ�Àģ}ĵBE��� 
  

                                                   
12 �Œ�ƍƲÃƲƬƲTƵ�ő�ĤƲ(T)Û¢Ƴ 
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2.3.2.1.2.2 

Ʊß7˥ĂɖˣąĂ$J2��ɖˤ��J�Hɖ1�J˦ɖß7˥ɖɖˣɖǾ2��ɖˤ

��J�Hɖ1�J o˦ɖoƱß7 ɣ˥ɖx ŅŰ K*D62��ɖ �ʕ�J�Hɖ1�J˦

(KƐ5˥$=06ß7A4ɖ2ȗ KJ˦�m�ß6³Ȉ1�J˦ 
2.3.2.1.3 

2.3.2.1.3.0 

ǳʍ27˥$=06ß7Ñ²6ɱ5G-0ǳ#J�21�J˦ 
2.3.2.1.3.1 

Ñ²273K�˦(K7$4M,˥ȋ6ɱiɁ6ɱiˢ6ɱiɎ6ɱiʒ�6ɱiŦ6ɱ˥

��Ʈ5į$J�źɱ6�Jɱ �˥Ŧ5į$J�Āɽɱ17˥Ʊß5Ȉŕ"�ɱiɖß5Ȉŕ"

�ɱioɖoƱß5Ȉŕ"�ɱ˥ǖŧ�5Ȉŕ$J�ɱiȍś�5Ȉŕ$J�ɱiƙˣȐˤ

�5Ȉŕ$J�ɱiǠƙ�5Ȉŕ$J�ɱiƙ1DǠƙ1D4�D6�5Ȉŕ$J�ɱ1�

J˦ 
2.3.2.1.3.2 

ŻIŴ2˥ƀ�HKJħʇ5û/�0 �˥ȋ�HŦ@16�²ɱ2˥źɱ6�JɱNɶğ$

J˦ħʇN½Â$J�25û/�0˥ĀɽɱNɶğ$J˦ħʇNˎȩ$J�25û/�0˥

Ʊß5Ȉŕ"�ɱ43�6l.�Nɶğ$J˦ʿƭiǕǑ5û/�0˥ǖŧiȍśiƙiǠ

ƙiƙ1DǠƙ1D4�D6�5Ȉŕ$J�ɱNɶğ$J˦ 
2.3.2.1.3.3 

�m6D6N˥ß6ǳʍ�5û/��ÐÂ2ä��J˦ 
2.3.2.1.4 

2.3.2.1.4.1 

ɭĥ6ÐÂ27˥$=06˥ĐƩ1�Ii��˕ KJ�=�D61�IiƽȠɬNŌ*D

61�J���*,7qʳ5��0ǮKG�2$J�2��˥ ʂ
6ß5ħ"0±Ș6ɭĥN

ǳʍ &J˦$4M,˥ß57�Ș˓��J6�˥ß6ʾâ27��˥ß6ǓǙ27��˥

ß6ʾâ5Ĭ�ʣ1827��˥ß6ǓǙ5Ĭ�ʣ27��˥ß6ď@"�è27��˥ß6

Ş�27��˥ß6¼ˁ27���2�˦ �6G�5ɭĥ$JƜ˥ß57lȘ��J �˥@*�

ɱ6ʾâ��J�Hß6ʾâ��J˥2ĐĠ5ȐJ˦ȭµ6t5ɻ"�ʙ=*G�5ȐHK

J=�1�J19˦ 
  

                                                   
17 (Āɽɱ)5.�0 
˥ʀɵ�x 623a18�19ˤ17 (˥âÅ�äƣīɲ˥ȟ²ʄȈůɲäāɽɲ)x�ɷ�
Å6�.NâM&0źɱ6�Jɱ2ä��J˦ȟ²6�Ŧ�ʄ5Ȉŕ$JD6NĀɽɱ2ä��Jˤ

2ɰɿ$J 
˦¤ɏʀ�5Dãƴ6ɿƙ�ɫHKJˣAKBh 143, 21�144, 1Ûǡˤ˦  
� @* (˥Āɽɱ)x adhivacana(saṃ)sparśaˤ6t6 adhivacana7ûƧȂ5(äȗ)NŦè$J�˥�6
ɨâɽ7ćʭ6ŦèNƣ$J*Cˣƶİ˩1976˪Ûǡˤ˥ ɷɽ7ȓğ"˂�˦��17ǭčɷ6(Āɽ
ɱ)NǴ�J˦ 
18 ʵæi_Rjd26ħǂ5GI (˥ßʾʎɣ)5ħŕ$J`jfɽ7 vedanāsamudayagāminī paṭipadā
1�J2Ťğ KJ 
˦ʿʵæ�17(ßʾʣʐ)2ɷ"0�JˣText C-trǌ 17Ûǡˤ˦(ʣ)7(ɣ)
2��Ě6ƧȻ1�J˦mɵ6ɷƒ7�KNÅƆ2$J˦ 
19 
ʿʵæ�17.475ȭˣ121b26�c12. Pubbeñāṇam (SN 36.24. Vol. 4, p. 233, 13−24) 5ħŕˤ˦ Text C-trǌ
17Ûǡ˦ 
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2.3.2.1.4.2 
}Ù<Ĩţ{Ĥ 463a}�ůYƲĚģėƦŋĠţ�čöŽmţ�¡ûţ�¥öŽmţ�¡ûţ�

¡�Žmţ�¡�ŽûmţWúùţ� 
2.3.2.1.4.3 
Ù_ţ��E� 

2.3.2.1.5 
AƜŀƲŰDƟ½AƜ¾êƲĭ�Ɵ½AƜŒêƲĭ*Ɵ½AƜiêƲĭlƟ½AƜíêƲ

ÕÿĠ13ĖAƜÇê�Ù_AƜ�E� 
2.3.3 
2.3.3.0 
¨îƲ�+·ř�Eƶ 

2.3.3.1 
2.3.3.1.0 
ėĔ�Ĩ��Ĕ{ƍ 886c}{Ƭ 924b}�ÐƲ�ĔĠÐƲ*ĔƤ4ÐƲlĔÿƤ4ÐƲ�ĔBEÐ� 

2.3.3.1.1 
�ŀƲŰXÄķĠWƘƢ¡ö� 

  

                                                   
13 �Ġ�ÃƲ(T)ŶÛ�Ƶ�·�ƍƲƬƲĤƲTƳcf. �ÕÿĠ�AƜÇê�ư�ď(Ů	�åoB�*Ëa
"o�331a22	23ƱƳ 
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2.3.2.1.4.2 

�KHß5ħ$J±Ș6ɭĥ7 �˥(K)K˥ß6�ɊȈ5ħ$Jɭĥ˥Ǯ�q�5ʍ�J

�ß�6Ùó5ħ$Jɭĥ˥(KˣǮq5ʍ�Jßˤ6ǓǙ5ħ$Jɭĥ˥Ʃ�q�5ʍ�

J�ß�6Ùó5ħ$Jɭĥ˥(KˣƩq5ʍ�Jßˤ6ǓǙ5ħ$Jɭĥ˥(6�Ǯq2

Ʃq5�ʍ�J�.6�ß�6Ùó5ħ$Jɭĥ˥(6�Ǯq2Ʃq5�ʍ�J�.6�ß�

6ǓǙ6Ùó5ħ$Jɭĥ˥�G:ǕǑ5ħ$JɭĥNȤǹ5ȕ$D61�J2ȐHKJ=

�1�J˦ 
2.3.2.1.4.3 

�m6D6N˥ɭĥ�5û/��ÐÂ2ä��J˦ 
2.3.2.1.5 

¼ˁ27 ȟ˥k˄ūx ÀȖ 5ʕ��0ŬƮNˁK ȟ˥�˄ūx �Ȗ 5ʕ��0ɖƮNˁK˥

ȟl˄ūˣlȖˤ5��0ðƮNˁK˥ȟò˄ūˣòȖˤ5��0ƱƮNˁK˥ǠȈ6ˎù

5��0ƁƮNˁKJ˦�m6D6N˥¼ˁ�5û/��ÐÂ2ä��J20˦ 
2.3.3˩Ťɞ6ÐÂ˪ 

2.3.3.0 
@*˥Ťɞ6ÐÂ7Đ�4JD6�˦ 

2.3.3.1 
2.3.3.1.0 

ɪȨ"0ɳ�8˥�Ș5û/�˦k7�2��Ǟ1˥�7Ȉ2��Ǟ1˥l7˒£2��

Ǟ1˥ò7˒£64�2��Ǟ1˥�7½Â2��Ǟ1�2���21�J�˦  
2.3.3.1.1 

�27˥Ŵȵ6ȈNƀ�J�2˥�G:(KˣŴȵ6ȈNƀ�J�2ˤ5Ȉŕ"�ǋ1�

J˦ 
  

                                                   
20 ŬƮiɖƮiðƮiƱƮiƁƮ2���.6ß7˥ß6½˓6k.2"0Àƥȭµ�Hɿ�K0�
J˦��8˥ 
� Aṭṭhasata (SN 36.22. Vol. 4, p. 232, 4−6): katamā ca bhikkhave pañcavedanā. sukhindriyaṃ dukkhindriyaṃ 
somanassindriyaṃ domanassindriyam upekkhindriyaṃ imā vuccanti bhikkhave pañcavedanā. �xɷ�ǂr*,
G˥�.6ß27��˦ĝƱ6Ʈ˥ɖǾ6Ʈ˥ťŖ6Ʈ˥oŖ6Ʈ˥Ĺ˄6Ʈ˥ǂr*,G˥�KH

�6ß���.6ß2ɳMKJ˦ʕ
ˀʵæ�17.485ȭˣ124a11�13ˤħŕˣʌǊ˩1958˪17Ǡħŕ2
$Jˤ˧(��ɿ�ß˦ʃƵƮ˥ðƮ˥ɖƮ˥ŬƮ˥ƁƮ˥ƛäɿ�ß )˦x�ɷ��.6ßNɿȕ$J�

227��˦Ʊ6Ʈ˥ɖ6Ʈ˥ð6Ʈ˥Ŭ6Ʈ˥ƁˣĹ˄ˤ6Ʈ˥�K��.6ßNɿȕ$J�21

�J˦ʕ �6�ßƮD@*˥�Ñ�Ʈ2��Ʈ6½˓5æ@K0�Jˣǅʮ˩1966˧42˪Ûǡˤ˦  
� @*˥ƣʩ2ǰ�ɣǏ6ʀơ57˥�ßƮ2Ȗğ6ǁʹ26ħŕʴ�5ʴ$Jɿƙ�ɫHKJ˦ƣ

ʩ17 v˥5ðƮiƱƮiƁƮ6lƮ5.�0ʀ#
˥ǋɞʏʀ��ȕ$G�5x T26, 499b14�25Ûǡˤ˥
ȟ�˄ū57ðƮ�ǳ#˥ȟl˄ū57ƱƮ�ǳ#˥Ʀɋ6Ȗğitʳ˄ūiȟò˄ū2Ǡɑ6Ȗğ

57ƁƮ�ǳ#J2"0�J˦kƖ˥ǰ�ɣǏ17˥�ßƮ�H6¼ˁ2áȖğǁʹ26ħŕʴ�N

ƙȓ5ʙ=0�J˦��6ɵʙ7(6˓6D61�J˦ã#ɵʙ7ƺ5ȕ$(Ƨ÷½tlƋç�÷)

5DɫHKJ˦ 
� SamāhitāBh 148, 15�149, 3: tatra catvāri dhyānāni vedanānāṃ niḥsaraṇavastv ity ucyate. tatra 
daurmanasyasya prathamaṃ dhyānaṃ niḥsaraṇam, duḥkhendriyasya dvitīyam, saumanasyendriyasya tr̥tīyam, 
sukhendriyasya caturtham, upekṣ[āyā] animittam.x �ɷ�@*˥ò.6Ȗğ7˥ʂ
6ß5ʴ"0˥¼ˁ6
ýŴ1�J2ɳMKJ˦(6t1˥Ŭ�Ʈ�5ʴ"0˥ÀȖ�¼ˁ1�J˦ɖƮ5ʴ"0˥��Ȗ�

¼ˁ1�J�˦ ðƮ5ʴ"0˥l�Ȗ�¼ˁ1�J�˦ ƱƮ5ʴ"0˥ò�Ȗ�¼ˁ1�J�˦ Ɓ�Ʈ�

5ʴ"0˥ǠȈ�6Ȗğ�¼ˁ1�J�˦ˤ 
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2.3.3.1.2 
2.3.3.1.2.1 
ĠŀƲŋĠâ=Ĩ}GÀģ� 

2.3.3.1.2.2 
Į�ĠÙ>Ġ� 

2.3.3.1.2.3 
Ù_Ġ�E� 

2.3.3.1.3 
2.3.3.1.3.1 
2.3.3.1.3.1.1 
Ƥ4�EŀƲŰů¹zÿÄģÝƲƘſÿ×ƲŹ�}Ď,¸ƲÕÄķrƲÿ�ŧ�ƲXĠ

ŁŽ�Ù_·4�}Õÿ�ŧ�Ʋ}ÙÕŒŧíƲÕ�ùŧùƲÕÿÁŧÁƲò·Ƥ4� 
2.3.3.1.3.1.2 
ůn�ŀŉě«4Ʋ�BA�ŀŉěš4� 

2.3.3.1.3.1.3 
Ù_Ƥ4�E� 

2.3.3.1.3.2 
2.3.3.1.3.2.0 
ò·Ƥ4¨â�E� 

2.3.3.1.3.2.1 
ŰÕl�ƉX?ĠƲÙ_·4� 

2.3.3.1.3.2.2 
őĔ}ÙĮ�ĠÐÕrŵŖƲÙ_«4� 

2.3.3.1.3.2.3 
őĔ}Ù14Į�ĠÐƲâp{Ĥ 463b}ŖŀÕƤ4�qp­[ƲƑĦ�īƲÙ_š4� 

2.3.3.1.4 
ÿƤ4�EŀƲŰůŇZâÄÝ�ƲƘÜ¼×Ź}Ď,¸ƲÕÄķrƲÿ�ģÿ�ƲŒģ

ÙŒƲ�ùģ�ùƲÿÁģÿÁƲñXĠŽ�Ù{T594c}_·ÿƤ4�«ÿƤ4�šÿƤ4�Ù_

ÿƤ4�E� 
2.3.3.1.5 
2.3.3.1.5.0 
BE�EŀƲėâ�Ĩ·BEĠ��rĖBEƲ�ƣıBEƲ*6ŪBEƲlś~{Ã 469b}

BEƲ��ļBE� 
  

                                                   
14 �}Ù�ƍƲƬƲĤƲTƵ�}Ù}Ù�ÃƳ 
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2.3.3.1.2 

2.3.3.1.2.1 

Ȉ27˥ɊȈ57Åʙ"*ʞI �˥ƣȈ6Ť436�²Ș��J2ȐHKJ=�1�J˦ 
2.3.3.1.2.2 

Ƞ~6Ȉ�³Ȉ1�J˦ 
2.3.3.1.2.3 

�m6D6N˥Ȉ�5û/��ÐÂ2ä��J˦ 
2.3.3.1.3 

2.3.3.1.3.1 

2.3.3.1.3.1.1 

˒£�5û/��ÐÂ27˥ʂ
6ºċ7ǠȐ1˥Ǡƙ5ʺ-0oĐǯ�ŦNʍ"˥Ŵȵ

2"06ħʇ5ħ"0ǠĸNĸ�2Ⱦ� Ȉ˥Nƀ�0ǎÊ$J �˦KNŤ6˒£2ä��J˦

ǠĸNĸ�2Ⱦ�J62ãƴ5˥ɖNƱ2Ⱦ�˥oǑNǕǑ2Ⱦ�˥ǠűNű2Ⱦ�J˦�

m6D6NŤ6˒£2ä��J˦ 
2.3.3.1.3.1.2 

ʂ
6öģȿ7œ6˒£Nʍ"˥kʩ6¼ģȿ7ɫ6˒£Nʍ$˦ 
2.3.3.1.3.1.3 

�m6D6N˥˒£�5û/��ÐÂ2ä��J˦ 
2.3.3.1.3.2 

2.3.3.1.3.2.0 

�6Ť6˒£57 H5ÐÂ��J˦ 
2.3.3.1.3.2.1 

$4M,˥ò.6�ˣǠĸiɖioǑiǠűˤ5ħ"0˥(6ȈNɾ-0ƀ�J�2˥(

KNŤ6˒£2ä��J˦ 
2.3.3.1.3.2.2 

�6G�4Ƞ~6Ȉ5û/�0˥ħʇNʈŧ"úȌ"0�Jýâ˥�KNœ6˒£2ä�

�J˦ 
2.3.3.1.3.2.3 

�6G�4Ƞ~6Ȉ5û/�0 ú˥Ȍ6�Jȿ7˒£"*Ǧ�Nõ�úȌ"0Ŷɼ" �˥ƽ

"�D62"0�ɿȕ"0ȓȜ &Jýâ˥�KNɫ6˒£2ä��J˦ 
2.3.3.1.4 

˒£64��2�5û/��ÐÂ27˥ʂ
6Ʌƙ4ȿ7G� 2-0�I˥ƟŪ2��

ƙ5ʺ-0Đǯ�ŦNʍ"˥Ŵȵ2"06ħʇ5ħ"0ǠĸNǠĸ1�J2ȐI˥ɖNɖ1

�J2ȐI˥oǑNoǑ1�J2ȐI˥ǠűNǠű1�J2ȐI˥ƽ"�ȈNƀ�0ǎÊ$

J˦�KN˥Ť6˒£64��2˥œ6˒£64��2˥ɫ6˒£64��22ä��J˦

�m6D6N˥˒£64��2�5û/��ÐÂ2ä��J˦ 
2.3.3.1.5 

2.3.3.1.5.0 

½Â�5û/��ÐÂ27˥ɪȨ"0ɳ�8˥�Ș6˥Ť5GJ½Â6Ȉ��J˦k7ħ

ʇ5ħ$J½Â˥�7ˎȩ K*D65ħ$J½Â˥l7�ɶ K*D65ħ$J½Â˥ò

7ɠđ4D65ħ$J½Â˥�7ȉĠ6D65ħ$J½Â1�J˦ 
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2.3.3.1.5.1 
2.3.3.1.5.1.1 
őÕrĖX{ƍ 887a}{Ƭ 924c}ƘbĠƲ_rĖBE� 

2.3.3.1.5.1.2 
pXrĖÄđůYƲ_ƣıBE� 

2.3.3.1.5.1.3 
őÕŋ"X}Ù_�}Ùƥ�}Ù�ĮĨĨ�0Ŧ�ĠƲ_6ŪBE� 

2.3.3.1.5.1.4 
ÕůrĖXƤ4ĠƲ_ś~BE� 

2.3.3.1.5.1.5 
ÕůrĖXÿ4ĠƲ_�ļBE� 

2.3.3.1.5.2 
}ÙĹ_·řBE�E� 

2.3.4 
2.3.4.0 
¨î�+Ŝř�Eƶ 

2.3.4.1 
2.3.4.1.0 
�Ĕ�Ġ��ĔrĖÐƲ�ĔB)ÐƲ*ĔƛéÐƲlĔúùÐƲ�Ĕƀ,Ð� 

2.3.4.1.1 
ĔrĖŀƲŰÕŜřī=¯Ż� 

2.3.4.1.2 
ĔB)ŀƲŰīđĮ�ĠÀŜ�Ĕ¡đĮfâB)ÄƦčÐ� 

2.3.4.1.3 
ĔƛéŀƲŰÕƛéůŜ�ī{Ĥ 464a}ă¶WƘă¶� 

2.3.4.1.4 
ĔúùŀƲŰÕúùůŜ�ī1Į� 

2.3.4.1.5 
Ĕƀ,ŀƲŰ}G��ƀ,ĠƲþrƘōĮ� 
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2.3.3.1.5.1 

2.3.3.1.5.1.1 

ħʇ5ħ"0˥�ƺȂ4�Ȉ�2ȈNƀ�Jýâ21˥ħʇ5ħ$J½Â2ä��J˦ 
2.3.3.1.5.1.2 

ħʇ�Hǳ#*ʂ
6ßNúȌ"0ƀ�J�ýâ�˥ˎȩ K*D65ħ$J½Â2ä��J  ˦
2.3.3.1.5.1.3 

Ɋi�5ħ"0˥�6äȗi�6Ș˓i�6ȘĖ43˥ƴ
4qʳ6ɳɽɤǮ5��JȈ

Nƀ�Jýâ˥�ɶ K*D65ħ$J½Â2ä��J˦ 
2.3.3.1.5.1.4 

ħʇ5ħ"0˥˒ £"*x ɾ-* ȈʕNƀ�Jýâ ɠ˥đ4D65ħ$J½Â2ä��J˦ 
2.3.3.1.5.1.5 

ħʇ5ħ"0˥˒£64�ˣƽ"�ˤȈNƀ�Jýâ˥ȉĠ6D65ħ$J½Â2ä��J  ˦
2.3.3.1.5.2 

�m6D6NȲ#0˥Ťɞ6˥½Â�5û/��ÐÂ2ä��J˦ 
2.3.4˩ɣɞ6ÐÂ˪ 

2.3.4.0 
@*˥ɣɞ6ÐÂ7Đ�4JD6�˦ 

2.3.4.1 
2.3.4.1.0 

�(K�D�.6Ȉ5û/�˦k7ħʇ2��Ǟ1˥�7�Ȉ2��Ǟ1˥l7ʿƭ2�

�Ǟ1˥ò7ǕǑ2��Ǟ1˥�7ʟ�2��Ǟ1�2���21�J�˦  
2.3.4.1.1 

ħʇ5û/��ÐÂ�27˥ɣɞ5ʴ"0˥²ŘʒNɶğ$J�21�J˦ 
2.3.4.1.2 

�Ȉ5û/��ÐÂ�27˥ǳ436�œ�oȈŕɣNɶğ$J�21�J˦(KHǳ4

3�6œoȈŕɣ�57*+�Ȉ5G-0ˑǮ KJD66A��J�H˦ 
2.3.4.1.3 

ʿƭ5û/��ÐÂ�27˥ʂ
6ʿƭ6ɣ5ħ"0˥Ǣş2ʺǢşNɶğ$J�21�J  ˦
2.3.4.1.4 

ǕǑ5û/��ÐÂ�27˥ʂ
6ǕǑ6ɣ5ħ"0˥�43Nɶğ$J�21�J˦ 
2.3.4.1.5 

ʟ�5û/��ÐÂ�27˥Åʙ"*ʞI6˥ħʇ6ʺpN4$�2436�.6ʟ�6

Ȉ1�J˦ 

                                                   
21 (ÞʽèȈ)6Ŧè7ƙȓ14�˦Zb[]ɽɷ17 mtshan ma dang/ mngon rtags su 'dzin paˣǨő
2�ƺȂ4�Ǩő�Nƀ�J�2ˤ24-0�J (˦ʽè)5ħŕ$JZb[]ɽɷ7 mngon rtags
ˣ*anuvyañjanaˤ1�J2Ƅǘ KJ 
˦ǰ�ʀ�17˥anuvyañjana7 nimitta (xȈ)ʕ 6ħƲŗ2"0
ɿ�KJýâ�ć�˥kɐȂ5(ʺď)2ɷ¼ K0�J˦��8 (˥Ƨ÷½tĄɄ÷)x ŚrBh-T1, 16, 
22�23ˤ17˥¼ģȿ6ŨĞ5ʴ$Jŉª5.�0˥ƺ6G�5ʙ=0�J˧sa cakṣuṣā rūpāṇi dr̥ṣṭvā na 
nimittagrāhī bhavati, nānuvyaṃjanagrāhī...x �ɷ�(6�¼ģȿ�7ȋ5G-0ɑ�*,Nɫ*Ŋ˥Ǩő
Nƀ�J�2�4��"�˥�ƺȂ4�Ǩő�Nƀ�J�2�D�4�x Ŋǹˤʕ ǚ˦ɷ6ħŕȢŴx 397a21
�22ˤ7(ȋɫɑĴ˥ɀoÞȈ˥oÞʽď)24-0�J (˦ÞʽèȈ)7 (˥ʽè)2(Ȉ)Nƀ�J
�2NŦè" (˥ĄɄ÷)6ɵʙ2˓�"0�J˦mɵ6ɷƒ7�6ɰʫ5ŋ-0�J˦ 
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ƷPart 3Ƹ 

�ď(�oŮ	T 54�ÏõÍB��ŲŻĠÀo¸o�l� 
ưT 600b26	601a21Ʋƍ 897b19	898b11ƲÃ 478a5	b23ƲƬ 933a19	934a11ƲĤ 477b2	478b16Ʊ 
3.0 
3.0.1 
¨îƲůŐÄÏöƲ�Ùê°ƶ�ÙÄŜ°ƶŰ�Ùê°Ʋ=ÙÄŜ°� 

3.0.2 
gƴ+ĮÄŜrÙêÄŜŃƶįƴőê�uĮƲ}åoB�����ŰĔ.ŚÐƲÂĔĠ

ÐƲÂĔÔÐƲÂĔÚ{T600c}ÐƲÂĔ{ƍ 897c}{Ƭ 933b}×���×�ÐƲÂĔ;���B�Ð� 
3.1 
3.1.1 
3.1.1.0 
gƴĔ�mķ�ůêuW�uŃƶ 

3.1.1.1 
3.1.1.1.1 
įƴĔ�mķ��ĔĽÊÐƲ�Ĕ;uÐ� 

3.1.1.1.2 
ōòĠƄƲĚģ�u� 

3.1.2 
3.1.2.0 
VƲėĔlķƲůêŴę� 

3.1.2.1 
�ĔvķÄđ�ŰĔYĒ�ÏYÊuvrĖÐƲÂĔ"żÄÊğÐ� 

3.1.2.2 
�Ĕ�ķÄđ�ŰĔ\E�}Ď,¸ÄđŵĮůĻă¶ÐƲÂĔ}Ď,¸Äđ*ËƎ�Į

Ð� 
3.1.2.3 
*ĔëķÄđ�ŰĔ8ës�ķH»¦Ĭñ�ƊƕĮÐ� 
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˩Part 3 ʄ6ǳʍ5.�0˪ 

3.0˩ɑ5ÍƊ KJʂǋ6½˓˪ 

3.0.1 

@*˥ɑˣǦʊˤ5ÍƊ KJʂ
6ǋ7˥ĺ.�Ʈ1�J�2ND.D646�˥ĺ.

�ǎÊˎù1�J�2ND.D646�˦�.7Ʈ1�J�2ND.D61�I˥².7ǎ

Êˎù1�J�2ND.D61�J˦ 
3.0.2 

î� Đ˦�4JǎÊˎù2"06ħʇ�Ʈ6ǎÊˎù24J6� ȡ˦�J (˦D"Ʈ�ĂK

0�4�)43�2�(Ƨ÷½)5��0$15ɻ"�ɿ�K0�J2�I1�J22˦$4M

, �˥ħʇ��ŻIŴ5G-0˥�J�7Ȉ5G-0˥�J�7Ɩå5G-0˥�J�7Ɯʳ

5G-0˥�J�7ƙȏ Eoƙȏ 5G-0˥�J�7°�Ȃ4D6Ekʩ6D65G-

0�Ʈ52-06ǎÊˎù24J�23˦ 
3.1˩Ʈ5.�0˪ 

3.1.1˩Ʈ6Ă2oĂ˪ 

3.1.1.0 
î�˦ĺ.6Ùó5G-0˥ʂ
6Ʈ�ĂK0�JiĂK0�4�˥2ɿ�6�˦ 

3.1.1.1  
3.1.1.1.1 

ȡ�J˦�.6Ùó5G-0�Ʈ�ĂK0�J2ɿ��˦ k7ɥł5G-0˥�7°Ă5G

-0�1�J�˦  
3.1.1.1.2 

(K2ǻ4J�ýâ�˥ ĂK0�4�2ȐHKJ=�1�J˦ 
3.1.2˩Ʈ6ąǻ˪ 

3.1.2.0 
 H5˥ɪȨ"0ɳ�8˥ò.6ȵ5G-0���Ʈ�ąǻ$J˦ 

3.1.2.1 
k7ĆȂ4ȵ5G-0ʍ�J�ąǻ�1�J˦$4M, �˥ƮN�Ãȅ$J (xƎß)ʕ �J

�7�ƮN�ƉĂ$JĆȂ4ħʇNßǴ$J�25G-0�Ʈ�ąǻ$J�˦ �J�7�ȿ5

GIƉĢiÃȅ$J�25G-0�Ʈ�ąǻ$J�˦  
3.1.2.2 
�7¶Ȃ4ȵ5G-0ʍ�J�ąǻ�1�J˦$4M,˥á
6oĐǯ�Ŧ�Hǳ#*ʈ

436ʂ
6ȹ24*JǢş5G-0˥�J�7˥Đǯ�Ŧ�Hǳ#*ğˣlƋʰĽˤ435

G-0�Ʈ�ąǻ$J�˦  
3.1.2.3 
l7Ư2��ȵ5G-0ʍ�J�ąǻ�1�J˦$4M,˥Å6Ư2��Āmȵ6Æ1Ȟ

ƽiʪʶ43NŨŌ$J�25G-0�Ʈ�ąǻ$J�˦  

                                                   
22 Text A 1.2.1Ûǡ˦ 
23 Ƨ÷½6ħŕȢŴ7 Text A 4.2.2Ûǡ˦�6ɵʙ7Ƨ÷½2>?ã#1�J˦*+" (˥ŲǵȈƐ)
7˥Ƨ÷½17 svabhāvato (xŲǵɊřƐ)291a16ˤ24-0�J˦@* (˥ʃǵ�ɟƐˣtǹˤk½
�Ɛ)6ʩ½7Zb[]ɽɷ57ɫHK4�˦ 
24 (ȹ)7Ǣş6ǻä6k.1˥ʈiȍ436Ǣş5ƨȶ KJǩũNž$˦ 
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3.1.2.4 
lĔŋƩŴęÄđ�Ű¡ůêŋĠ�EÐ� 

3.1.3 
3.1.3.0 
gƴĔ�mķ¸êuŃƶ 

3.1.3.1 
3.1.3.1.0 
įƴĔlmķ� 

3.1.3.1.1 
�ĔŗÄ,�ŰÕ�ŗ�ƘĔ�ŗŠŘ?«� 

3.1.3.1.2 
�ĔÑ�Ä,�ŰĔƪƫ�15�?«� 

3.1.3.1.3 
*ĔäűÄ,�Ű¡�«Ċ{Ĥ 478a}äű¦Ɵ½ÿŐKeIªƲāÕ?��ě,¸� 

3.1.3.1.4 
lĔäŤÄ,�ŰÕwņ��Į�Ʋ«äĲĄƲ�ÖÔ/� 

3.2 
3.2.1 
3.2.1.0 
�+ŐĮrĖã¡ůê_þčGƶ 

3.2.1.1 
ŰŐÕĢƲƠ]ƠƓƲƠìĳƅƲ�ƠâƗƲ_þčG�şfâšƲâ×ÿƗƲn[ŜŚƲ

�_čG� 
  

                                                   
15 ���ƍƲÃƲƬƲTƵ�Ì�ĤƲ(T)ŶÛ¢�Ƴ  
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3.1.2.4 
ò7(KɊ�6ąǻ5G-0ʍ�J�ąǻ�1�J˦$4M,˥(KHʂ
6Ʈ6ɊȈ6

ÐÂ5G-0�Ʈ�ąǻ$J�˦  
3.1.3˩ŦƮ6Ă˪ 

3.1.3.0 
î�˦ĺ.6Ùó5G-0ŦƮ7ĂKJ6�˦ 

3.1.3.1 
3.1.3.1.0 

ȡ�J˦ò.6Ùó5G-01�J˦ 
3.1.3.1.1 

k7ɚ5G-04 KJ˦$4M,˥�ɚ256t63K�k.6ɚ�(6œNoƙȏ5$

J�25G-0�ŦƮ�ĂKJ�˦  
3.1.3.1.2 

�7Ƒ}5G-04 KJ˦$4M,˥˛˜�(6œNƍ}$J�25G-0�ŦƮ�Ă

KJ�˦  
3.1.3.1.3 

l7ƦɸŌ5G-04 KJ˦$4M,˥(6ȿ6¶œ7@+ �˥ɑǷ6ò�ȖEǠɑ�Ƿ

6ğ�6«K*ÇŐNɸŌ"0�4�5D��MH%˥(6�œ�6t5ŃŁ5�ŦNǿÊ

$J��25G-0˥ŦƮ�ĂKJ�˦  
3.1.3.1.4 

ò7Ʀǯɰ5G-04 KJ˦$4M,˥ćɄEıĲ436�25ħ"0˥œ7@+˗ƭ

O1�4��65�˥ ŃŁ5ŵǁNĠƘ$J��25G-0˥ŦƮ�ĂKJ�˦  
3.2˩ħʇ5.�0˪ 

3.2.1˩ħʇ6ǮÅ˪ 

3.2.1.0 
Đ�5"0ɑx ɑ�*, 4ʕ36ħʇN(KH6Ʈ52-0ǮÅ$JD62ä��J6�˦ 

3.2.1.1 
ȋ5ħ"0ɑ�˥ƃɱ"0�H%˥Ơ�4�˥ưC0ŏȫ�J�7ʥˁ"0�H%˥Ĕ�

��J61D4��ýâ˥(6ɑN�ǮÅ$JD62ä��J˦Ŕ%˥ȕ$�2�1�ˣƣ

ɫˤ˥ ƙ�I��I˥Ĕ��4� �˥Ʈ6�ǎÊ"ŌJýŴ5�J�ýâ�6A˥ǮÅ$JD

62ä��J˦ 
  

                                                   
25 (ɚ)x  ɣNĔĢ$JD6ˤ7Àƥȭµ�Ʃɿ�KJǢş5ʴʠ$JƲŗ1�I˥kɐ57ʈƻ
436�ɚ2"0ɿ�K0�J 
˦ǰ�ʀ�D(6�ȯȂ4ɿƙ5ŋ-0�J˦��8 (˥Ƨ÷½tƣ

Īƣ�÷)x YBh 169, 11�12ˤ˧ nīvaraṇānīti pañca nīvaraṇāni | kāmacchandanīvaraṇaṃ | 
vyāpādastyānamiddhauddhatyakaukr̥tyavicikitsānīvaraṇāni ||x �ɷ�ʂ
6ɚ27�.6ɚ1�J �˦$4M
, �˥ʈŧEƻǆ2��ɚ2˥ŭŠ�2��ɚ2�˥ ǃ˚EȊǃ�2��ɚ2�˥ ǒ.�EŊŝ�2��

ɚ2�˥ ǽŗ2��ɚ1�J˦ʕ  
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VÕ�ĢƲƚƓ{ƍ 898a}{Ƭ 933c}ƗŐƲ�_čG� 
3.2.1.2 
ňÕłêƲ�¬Ơ]ƲƠìĳƅƲ¦_čG�âƗÿƗƲő×őƓƲn[ŜŚƲĝ_čG� 

3.2.1.3 
ƨ�b�ť*ƲÕƮ�Ŏ�ŻƲf]ŉ{Ã 478b}X�n[ŜŚƲ�_čGÄŜrĖ� 

3.2.1.4 
őůyĢƲfĂâš�âƗÿƗƲő×őƓƲőžőƅƲĝ_čG�ān[ŜŚƲƠ�[

ŜŚ� 
3.2.1.5 
őń¼ĢƲ�CĨŐĝÙÄŜ� 

3.2.2 
3.2.2.0 
gƴ}åoB�=ĨÄŜ°Ʋò+�EŃƶ 

3.2.2.1 
įƴ{T601a}DÄŜ°ƲŰâ´�ƒÄÏŐƲWk�ƒÄÏŐ� 

3.2.2.2 
3.2.2.2.0 
ĭ�ÄŜ°ƲŰĔ*ŋ°ŋ°�EÐ�Ġ�EÐƲ,Ē�EÐƲB)�EÐ� 
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@*˥kʩ6ȋ5.�07˥ɑ7Ơ�-*IĔ���-*I"0D˥ǮÅ$JD62ä�

�J26˦ 
3.2.1.2 
ɁƮ5ħ"0ˇĄ7@*˥Ŕ%ƃɱ"0�H%˥ưC0ŏȫ�J�7ʥˁ"0�4��ý

â�˥ ǮÅ$JD62ä���J˦Ĕ���-0�D�4�0�D�˥ ƙJ�0�D�Ơ�0

�D�˥�Ʈ6�ǎÊ"ŌJýŴ5�J�ýâ�˥ $=0ǮÅ$JD62ä��J˦ 
3.2.1.3 
5��ièiɱɬħʇ6l.7 �˥(K)K�ˢiɎiʒ�5ħ"0˥ƃɱ"0�J�ýâ�

6Aƀ�HKJD61�J �˦Ʈ6�ǎÊ"ŌJýŴ5�J�ýâ�˥ ǮÅ"0ǎÊ"0�J

ħʇ2ä��J˦ 
3.2.1.4 
ʂ
6Ċȋ6ýâ7˥*+ȕ$�2�1�JD6ˣƣɫˤNǡH$˦Ĕ���-0�D�

4�0�D�˥ ƙJ�0�D�Ơ�0�D�˥ ʗ�0�D�ʥ�0�D�˥ $=0ǮÅ$JD6

2ä��J˦"�" �˥(K7Ʈ6�ǎÊ"ŌJýŴ5�J61�I �˥Ʈ6�ǎÊ"Ō4�

ýŴ5�J6174�˦ 
3.2.1.5 
Ƀ4JŪȋ6ýâ7˥$=06Ș˓6ɑ�ǎÊˎù1�J˦ 

3.2.2˩ǎÊˎù1�J�26ÐÂ˪ 

3.2.2.0 
î� (˦Ƨ÷½)1²Ș6ǎÊˎù1�J�2Nʙ=*G�5 (˥KH57Đ�4JÐÂ�

�J6�˦ 
3.2.2.1 
ȡ�J˦ƢÀ6ǎÊˎù1�J�2ˣŻIŴ2��Ǟˤ27˥ƣšqʳ5G-0ÍƊ K

Jɑ˥�G:ñqʳ5G-0ÍƊ KJɑ1�J˦ 
3.2.2.2 
3.2.2.2.0 

ȟ�6ǎÊˎù1�J�2ˣƧʊ2��Ǟˤ7˥l.6Ƨʊ5û/�Ƨʊ6ÐÂ5GJD

6�˥$4M,�Ȉ6ÐÂ5GJD6 �˥Ǵ6ÐÂ5GJD6 �˥Ȉ6ÐÂ5GJD61�J˦ 
  

                                                   
26 (kȋ)5ʴ$JZb[]ɽɷ6ɺńȢŴ7 la la'i mig la nix �JȘ6ȋ57ˤ24-0�J�˥ǚ
ɷ17(kȋ)2��ɤǮ6Ŧè�oƙȓ1�J˦�6kƒ5.�07ƺ6G�4ƴ
4ɰʫ��J

�˥ğʀ74�˦��17˥Zb[]ɽɷ5Ûǡ"0mɵ6G�5ɷ"*˦ 
� 
ǹȷ�x 198b13�15ˤ˧(ʃɡɢ˞˟ȠȋƮtƣʼ˦Đˍɇʘt�ɫǦȠ˥�ƙƐ )˦x�ɷ�UQcf
EaTgQ436ȋƮ57Ĕ���J2���21�J˦ǅƞ6t1DǦ43�ɫ�J˥ʛƙ1�J

�H˥2ãƴ1�J˦ʕ @*˥UQcfEaTgQ436ȋ7Ĉ5Dħʇ5ɱKJˣǧɱ KJˤ�2

7 
˥¤ɏʀ�(Ƿì)ȟ 29¦6ɰɿ5ɳÝ K0�JˣƸʩ˩1979˧192˪Ûǡˤ˦  
� 
ǰ�ʀɵ�x 638c18�22ˤ˧(Ɲ�˦kȋȽʼ˥ɑīǠȽʼȋ˥�äǮÅ˦x tǹˤǘ�˦ĊȋɈɫƠ
ʼɑ˥Ɛ�kȋ )˦x�ɷ�Ɲ�ķ�7 (˥ǥȆ�ȽO+�K3D˥ɑ7ȽO14�Ȇ5B���ýâ�

DǮÅ$JD62ä��J)2ɰɿ$J˦x tǹˤǘ�ķ�7 (˥Ċȋ7Ơ��ɑ�EĔ���Jɑ�

ɫ�J61˥kȋ2��)2ɰɿ$J˦ʕ  
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3.2.2.2.1 
ŐĠ�EŀƲŰƞƭŸĜĮƲ�Ō��� 
,Ē�EŀƲŰâŝÿŝ�¤7��¤7�Ơ¤7Ơ�¤{Ĥ 478b}7ÄÏ,Ē� 
B)�EŀƲŰ[¸�[¸ŐƲWƢÇŚŐ� 

3.2.2.2.2 
ňĠ�EŀƲŰpYxĨþmƲƠpYxĨþmƲpYƠpYxĨþm� 
,Ē�EŀƲŰūŝë� 
B)�Eŀ}GÀģ� 

3.2.2.2.3 
ƨĠ�EŀƲŰê�œ�Ğ���Ŕ�ŕ�çƨ� 
,Ē�EŀƲŰƨ�b�ťĝÿ,Ē� 
B)�E}GÀģ� 

3.2.2.2.4 
bĠ�EŀƲŰ{ƍ 898b}{Ƭ 934a}ĐŒĮ}G��� 

3.2.2.2.5 
ťĠ�E�}G�wĨÀģ� 

3.2.2.3 
ĭ*ÄŜ°ƲŰæPŞNĮÔĶ�EÀģ� 

3.2.2.4 
ĭlÄŜ°ƲŰƂU�ä-�čn�EÀģ� 

3.2.2.5 
ĭ�ÄŜ°ƲŰX�����EÀģ� 

3.2.2.6 
ĭ=ÄŜ°ƲŰX�B�ÂƁü��EÀģ� 

3.2.3 
}ÙĮƥƲÙ_ů16ŐrĖčG�EÀģ� 

3.3 
�+_þŉđ,¸ƶŰĔÄ.�uÐ�rĖčGÐÄŹƲŉ�ě«Ä17� 

3.4 
}ÙĮƥƲÀĚ¯µŐřÄŜĠ� 
 

  

                                                   
16 �ů�ƍƲÃƲƬƲĤƲTƵ�Ű�(T)ģƳ 
17 �Ä�ƍƲƬƲĤƲTƵ�ö�ÃƳ 
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3.2.2.2.1 

ɑ6Ȉ6ÐÂ27˥˃iˡiʌiȁ43˥4�"ɻ"�ɿ�K*D61�J˦ 
�Ǵ6ÐÂ27˥ɤ¼ K*D6iɤ¼ K4�D6�5G-0ÍƊ K*�Ǵ�2˥ŉ

ªˣï4Jɣǟ iʕoŉªˣŠ"�ɣǟ iʕŉª1D4�oŉª1D4�D65G-0ÍƊ 

K*�Ǵ1�J˦ 
�Ȉ6ÐÂ27˥ď@"��ɑ�iď@"�4�ɑ˥�G:ƁˣĹ˄4ǩũˤ5Ȉŕ"�ɑ

1�J˦ 
3.2.2.2.2 

ˇĄ6Ȉ6ÐÂ27 �˥œiœŴ5G-0�úHK0�J¬ȪNÙó2$JD62˥úHK

0�4�¬ȪNÙó2$JD62˥úHK0�J�¬Ȫ�2úHK0�4�¬Ȫ�6sƖ�

NÙó2$JD621�J˦ 
�Ǵ6ÐÂ27˥ɳə2"0ɤ¼ K*ɣǟ1�J˦ 
�Ȉ6ÐÂ7Åˣɑ6ýâˤ2ãƴ5ȐHKJ=�1�J˦ 

3.2.2.2.3 

5��6Ȉ6ÐÂ27˥ƮiɘiȄiĠiɓiəiƫ65��1�J˦ 
�Ǵ6ÐÂ27˥5��ièiɱɬħʇ7$=0�Ǵ�4�2���21�J˦ 
�Ȉ6ÐÂ7Å2ãƴ5ȐHKJ=�1�J˦ 

3.2.2.2.4 

è6Ȉ6ÐÂ27˥ǲ iɖ 43˥$15Å5ʙ=HK*ʞI1�J˦ 
3.2.2.2.5 

ɱɬħʇ6Ȉ6ÐÂDÅ5ʙ=HK*ć�6Ș˓6ʞI5ȐHKJ=�1�J˦ 
3.2.2.3 
ȟl6ǎÊˎù1�J�2ˣƖå2��Ǟˤ7˥ƪÓɩÏ436Ɩɯ6ÐÂ2ȐHKJ=

�1�J˦ 
3.2.2.4 
ȟò6ǎÊˎù1�J�2ˣƜʳ2��Ǟˤ7˥ʢÚiƦƩiǮö6ÐÂ2ȐHKJ=�

1�J˦ 
3.2.2.5 
ȟ�6ǎÊˎù1�J�2ˣƙȏEoƙȏ2��Ǟˤ7˥ȓĠ4D6�Nƀ�J�E˥ȓ

Ġ14�D6Nƀ�J2��ÐÂ2ȐHKJ=�1�J˦ 
3.2.2.6 
ȟ²6ǎÊˎù1�J�2ˣ°�Ȃ4D6Ekʩ6D62��Ǟˤ7˥kʩ6D6�Nƀ

�J�˥ �J�7 �˥°�5�ʡ�ɣ�Ǘ-0�JD6Nƀ�J2��ÐÂ2ȐHKJ=�1

�J˦ 
3.2.3˩@2C˪ 

�m6G�4˓6D6N˥ʂ
6ɑˣǦʊ �ʕ5ÍƊ KJ�ħʇ�ǮÅ$J�26ÐÂ2

ä��J2ȐHKJ=�1�J˦ 
3.3˩Ɉǳ�Ŧ5.�0˪ 

Đ�4JD6Nǳ# &J�Ŧ (xɈǳ�Ŧ)ʕ 2ä��J6�˦ŻIŴ�ĂK0�4��

H˥ħʇ�ǮÅ$J�H˥ʍ� KJD61�I˥œŴNŁ�ʍ�$�2�1�J˦ 
3.4˩Ȳż˪ 

�m6G�4˓6D66G�5˥ɑɞ6ǎÊˎù6Ȉ�ŘŢ KJ=�1�J˦ 
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ƷPart 4Ƹ 

�ď(�oŮ	T 55�ÏõÍB��ŲŻĠÀo¸o���  
ưT 601c10	602a11Ʋƍ 900c19	901b8ƲÃ 479b6	480a6ƲƬ 934c19	935b8ƲĤ 480a10	481a2Ʊ 
4.0 
4.0.1 
gƴůŲđÚƲō�ƁŜ«ö185Źƶįƴ���,¸Ʋ�ťƲ*YƲl·Ʋ�¯� 

4.0.2 
gƴ¨ō��ƁŜ«ö5Źƶįƴ�ƁŜö�âwĨƲKŀf���ïƲ�KŤƲ*®Ʋ

l*ËoƲ�¼�{ƍ 901a}{Ƭ 935a} 
4.1 
4.1.1 
,¸�+ƶŰŉ�ě«ö19� 

4.1.2 
ť�+ƶŰ*d]ÐƲŉÏYļ� 

4.1.3 
Y�+ƶŰ*d]ÐƲŉƣıļ� 

4.1.4 
·�+ƶŰ*d]ÐƲÖŪÄķ6]ŁX�ò¨�Ĩ��ƘŢ·Ʋ�Ŧ�Ƙġ·�ƘŢ·

ŀƲŰhŦ� yĮ·�Ŧ�Ƙġ·ŀƲŰ�h{Ĥ 480b}Ŧ��:Įƥ�ŌħČĮ·� 
4.1.5 
¯�+ƶŰ*d]ÐƲ$«ƀ,ƲÕÄķrƲƘōƣı�d]��Ɯ� 

  

                                                   
18 �ö�ƍƲÃƲƬƲTƵ�Ä�(T)ģƳ  
19 ÷ 18�^
Ƴ 
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˩Part 4 �.6ʡö$JœŴ2�.6«K*˅ʡö6œŴ5.�0˪ 

4.0˩Ȳɿ˪ 

4.0.1 
î�˧ʂʄ�ǳ#J2�˥ĺ.6ʡɣ$Jœ�Ŵ�ǋ2¤ʍ$J6�˦ȡ�J˧�.˦k

5�Ŧ˥�5ɱ˥l5ß˥ò5Ť˥�5Ř1�J˦ 
4.0.2 
î�˧@*˥ĺ.6ʡɣ"4�œ�Ŵ�ǋ2¤ʍ$J6�˦ȡ�J˧ʡɣ"4��œŴ�

ǋ57ćȘ�J� «˥K*D67*+�.1�J k˦5ƻ �˥5Ëɰ l˥5ŗ ò˥5lƋ÷˥

�5Ū1�J˦ 
4.1˩�.6ʡö$JœŴ6ğȻ˪ 

4.1.1 

�Ŧ27��˦œ�Ŵ�ǋNŁ�ʍ�$�2�1�J�21�J27˦ 
4.1.2 

ɱ27��˦l.ˣŨĞ˥ħʇ˥ʄˤ6ëâ5û/�0˥�Ƭ (xȻ)ʕ NƊß$J�21

�J28˦ 
4.1.3 

ß27��˦l.6ëâ5û/�0˥�Ƭ (xȻ)ʕ Nˎȩ$J�21�J29˦ 
4.1.4 

Ť27��˦l.6ëâ5û/�0˥Ŵȵ6�6ÒȨ (x¥â)ʕ N�ɶ"0 (xƘɶ)ʕ Þ

J�21�J˦�KD@*�Ș˓1�J˦k5ʺɬŤˣȐɬ5ʺ�Ťˤ˥ �5ɳɿʺȊŤˣɳ

ɿNʺȊ2$JŤˤ1�J˦ʺɬŤ27˥ɳɽ5üɈ4�EĊ�436Ť1�J˦ɳɿʺȊ

Ť27˥ɳɿ5üɈ14�Ę®436˓˥4�"˝Ǭ436Ť1�J30˦ 
4.1.5 

Ř27��˦l.6ëâ5û/�0˥œN�Êˣʟ�ˤ &J�21�J �˦$4M, �˥

Ŵȵ2"06ħʇ5ħ"0˥ʺp"0ˎȩ$J�2˥ëâ$J�2˥@*7zˁ$J�21

�J31˦ 

                                                   
27 ħǂ6*C (˥Ƨ÷½)5��0�ʡɣ2�Âÿ�ɿƙ K0�Jʩ½6ħŕȢŴˣVhWTf[
]ɽ\SW]�G:ǚɷˤNȕ$ (˦Ƨ÷½)x Text A 4.4.2.1ˤ˧ manaskāraḥ katamaḥ | cetasa ābhogaḥ || ħ
ŕ$JǚɷˣText A-chi 4.4.2.1ˤ˧(�Ŧ��˨ʃœʚʕ	) 
28 (Ƨ÷½)x Text A 4.4.2.2ˤ˧ sparśaḥ katamaḥ | trikasaṃnipātaḥ || ħŕ$Jǚɷx Text A-chi 4.4.2.2ˤ˧(ɲ
��˨ʃlëâ	) 
� (ɈƎßȻ)6(Ȼ)x *arthaˤ7ɰʫ�ô˂1�J (˦Ƨ÷½tŦ÷)2(ƣĪƣ�÷)6ʴʠ$J
ɿƙ5ǡH"0˥��17(�Ƭ)2ɰʫ"*˦ɻ"�7Ƨʀȟ 1ȝȟ 1.2.3.2ȣÛǡ˦ 
29 Ƨ÷½ˣText A 4.4.2.3ˤ˧ vedanā katamā | anubhavanā || ħŕ$JǚɷˣText A-chi 4.4.2.3ˤ˧(ß��˨
ʃˎȩ	) 
� (ɈˎȩȻ)6(Ȼ)x *arthaˤ5.�0˥mɵ6ɱ6ğȻƒNÛǡ"0 (˥�Ƭ)2ɰʫ"*˦ɻ"
�7Ƨʀȟ 1ȝȟ 1.3.2.1ȣÛǡ˦ 
30 Ƨ÷½ˣText A 4.4.2.4ˤ˧ saṃjñā katamā | saṃjānanā || ħŕ$JǚɷˣText A-chi 4.4.2.4ˤ˧(Ť��˨ʃ
~©	) 
31 Ƨ÷½ˣText A 4.4.2.5ˤ˧ cetanā katamā | cittābhisaṃskāraḥ || ħŕ$JǚɷˣText A-chi 4.4.2.5ˤ˧(Ř�
�˨ʃœʟ�	) 
� (ƊǈŹ½)6�6Ř6ğȻƒ7Ŧè�oƙȏ4Ǟ�ć�˦Ǩ5˥ǚɷ56AɫHKJ(ʺp)2

��ɽ7˂ɰ1�J˦ɻ"�7Ƨʀȟ 5ȝÛǡ˦ 
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4.2 
4.2.1 
ï�+ƶŰÕ¡¡rĖƘź�í� 

4.2.2 
KŤ�+ƶŰÕ¡¡rĖƘźQ[� 

4.2.3 
®�+ƶŰÕ¡¡rĖƘź×ũ� 

4.2.4 
*Ëo�+ƶŰÕ¡¡rĖƘƢź`Ʋþ�½.«�r°� 

4.2.5 
¼�+ƶŰÕ¡¡rĖƘƢź`Ʋİ20Íůö�Â}Ďţ�ƲÂ�}Ďţ�ƲÂƠ}ĎƠ

�}Ďţ�� 
  

                                                   
20 �İ�ƍƲÃƲƬƲTƵ�É�ĤƲ(T)Û¢Ƴ 
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4.2˩�.6«K*˅ʡö6œŴ6ğȻ˪ 

4.2.1 

ƻ27��˦á
6ħʇ5ħ"0˥ʎ�5ʺ-0Ķǆ$J�21�J32˦ 
4.2.2 

Ëɰ27��˦á
6ħʇ5ħ"0˥ʎ�5ʺ-0ȓɼ"0ƛɼ$J�21�J33˦ 
4.2.3 

ŗ27��˦á
6ħʇ5ħ"0˥ʎ�5ʺ-0ƙȏ5ɵŮ$J�21�J34˦ 
4.2.4 

lƋ÷27��˦á
6ħʇ5ħ"0˥ʎ�5ʺ-0�J˥ɻ"�Ⱦĥ$J�26ŻIŴ

1�Jœkÿřˣœ6Ĩkˤ1�J35˦ 
4.2.5 

Ū27��˦á
6ħʇ5ħ"0˥ʎ�5ʺ-0˥ʂǋNȤŹ$J�21�J˦�J�7

Đǯ5ˣʣǯ62�I5ˤɭĥ$J�21�I˥�J�7oĐǯ5ɭĥ$J�21�I˥�

J�7Đǯ51D4�oĐǯ51D4�ɭĥ$J�21�J36˦ 
  

                                                   
32 Ƨ÷½ˣText A 4.4.3.1ˤ˧ chandaḥ katamaḥ | yad īpsite vastuni tatra tatra tadanugā kartukāmatā || ħŕ$J
ǚɷˣText A-chi 4.4.3.1ˤ˧(ƻ��˨ʃƗàƵ�˥ʽŇŇɣ˥ƻƣŴ�ř	) 
� (ƻ)�H(Ū)@16�ǋ5ʴ$Jɿƙƒ17 (˥ƗŇŇÿǷʽʎ)˥ �J�7(ƗŇŇÿǷʽˋ

ʎå)2��ɤǮ�³ʞ"0Ǵ�HK0�J (˦ʽʎ)6(ʎ)6Ŧè7oƙȓ1�J�˥ȇŊ6ɵʙ

5ǡH&8 (˥ʽʎ)7(ʽˋʎå)N�ƒĚ5ȤǹÎ"*D61�J2½�J˦$4M, (˥ƻ)(Ë

ɰ)(ŗ)17˥ȇŊ5(ĶƱ)43�ƒĚ6Ôɽ�ȱ�*C (˥ʽʎ)7(K22D5òƒĚ6ɽN

ƳŰ"0�J (˦lƋ÷)(Ū)17˥ȇŊ5�ƒĚ�m6ɤǮ�ȱ�*C˥òƒĚ6(ʽˋʎå)�

Ǵ�HK0�J˦ 
(ʎå)6Ùɽ7Ǩğ"˂�˦Ƨ÷½6(ƻ)6ɿƙƒ7˥mɵ6VhWTf[]\SW]17 yad 

īpsite vastuni tatra tatra tadanugā kartukāmatā �xɷ�Ƥ@K*Ǧ�(K)K5ħ"0˥(6�Ǧ��5Ȉ
ń$J˥"G�2ƻ$J�21�Jˤ24-0�J�˥(K5ħ$Jǚɷ17(ʃƗàƵ�˥ʽŇŇ

ɣƻƣŴ�ř)x�ɷ�ė"�JǦ�5ħ"0˥(K)K6ɣ5ʺ-0˥�(�2ƻ$J�21�Jˤ

24-0�J Ù˦ƒ6 tatra tatra tadanugā7(ʽŇŇɣ)2ɷ K0�J� ɨ˥âɽ tadanugā6t6 tad
5ħŕ$Jɷɽ�ɫń*H4�˦@* (˥ʽŇŇɣ)2��ɷɽ7 (˥(K)K6ɣ5ʺ-0)D"�

7((K)K5ʺ-0ɣ�)6�ƴ5ɰʫ"ŌJ˦ �
kƖ Z˥b[]ɽɷ17 (˥Ƨ÷½)6(ƻ)�H(Ū)@16�ǋ5ʴ$Jɿƙƒt6 tadanuga- �

de'i rjes su 'gro2ɷ K0�J (˦ƊǈŹ½)6ɿƙƒ17˥ǚɷ6(ʽʎ)E(ʽˋʎå)5ħŕ$
JȢŴD�%KD de'i rjes su 'gro ba24-0�Jx Text C 4.2�G: Text C-trǌ 26Ûǡˤ˦ .@I (˥Ƨ
÷½)2(ƊǈŹ½)6ɿƙƒ6Zb[]ɽɷ17 t˥adanuga- 2��ɨâɽ5ħŕ$Jɷɽ de'i rjes su 
'gro�ɫHKJ˦�K5ħ"0˥ǚɷ57 (˥ʺ...ɣ)D"�7(ʽʎ)(ʽˋʎå)2��ɽ��I˥
Åȿ6Ùɽ7 tadanuga- 1�J2Ƅǘ KJ�˥Ŋȿ6Ùɽ7ȓğ"˂�˦��17˥ǚɷNʜɽȂ
5ɷ"*˦ 
33 Ƨ÷½x Text A 4.4.3.2ˤ˧adhimokṣaḥ katamaḥ | yan niścite vastuni tatra tatra tadanugāvadhāraṇabhaktiḥ || ħ
ŕ$JǚɷˣText A-chi 4.4.3.2ˤ˧(Ëɰ��˨ʃƗǈğ�˥ʽŇŇɣ˥Öàʽˋř	) 
34 Ƨ÷½ˣText A 4.4.3.3ˤ˧ smr̥tiḥ katamā | yat saṃstute vastuni tatra tatra tadanugābhilapanā || ħŕ$Jǚ
ɷˣText A-chi 4.4.3.3ˤ˧(ŗ��˨ʃƗuȼ�˥ʽŇŇɣ˥ƙ~ɵŮř	) 
35 Ƨ÷½ˣText A 4.4.3.4ˤ˧ samādhiḥ katamaḥ | yat parīkṣye vastuni tatra tatra tadanugam 
upanidhyānasaṃniśritaṃ cittaikāgryaṃ || ħŕ$Jǚɷx Text A-chi 4.4.3.4ˤ˧(lƋ÷��˨ʃƗŴɮĥ�˥
ʽŇŇɣ˥ĦūŴ�œkÿř	) 
36 Ƨ÷½x Text A 4.4.3.5ˤ˧prajñā katamā | yat parīkṣya eva vastuni tatra tatra tadanugo dharmāṇāṃ pravicayaḥ 
| yogavihitato vāyogavihitato vā naiva yogavihitato nāyogavihitataḥ || ħŕ$Jǚɷx Text A-chi 4.4.3.5ˤ˧(Ū
��˨ʃØƗŴɮĥ�˥ʽŇŇɣȤƌʂǋř	ŲǵĐǯŴŁ˥ŲǵoĐǯŴŁ˥Ųǵ˅Đǯ˅oĐǯ

ŴŁ	) 
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4.3 
4.3.1 
¨îƲ,¸þ+ëƶŰÕÄķƲ�«þë� 

4.3.2 
ťþ+ëƶŰY�·�¯Ä.þë� 

4.3.3 
Yþ+ëƶŰº21đÄ£þë� 

4.3.4 
·{T602a}þ+ëƶŰÕÄķƲ$«�22ĘƲŦ�þë� 

4.3.5 
¯þ+ëƶŰěŹ�&�Żūëþë� 

  

                                                   
21 �º�ÃƲƬƲĤƲTƵ�Y�ƍƲ(T)ŶƳ 
22 ���ƍƲÃƲƬƲĤƲTƵ�Ƌ�(T)3ģƳ 
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4.3˩�.6ʡö$JœŴ67*H�˪ 

4.3.1 

@*˥�Ŧ7�67*H�N4$6�˦Ŵȵ5ħ"0œNŁ��2N7*H�2$J37˦ 
4.3.2 

ɱ7�67*H�N4$6�˦ßiŤiŘ6ŻIŴ�N4$�2�N7*H�2$J38˦ 
4.3.3 

ß7�67*H�N4$6�˦ŧ6ǳʍ6*GI�N4$�2�N7*H�2$J39˦ 
4.3.4 

Ť7�67*H�N4$6�˦œ5ŴȵNɑ��˥ƅ¹"˥ɳɽɤǮ &J�2N7*H

�2$J40˦ 
4.3.5 

Ř7�67*H�N4$6�˦Ī�Eʒ�Ư�iɽƯNǿʍ$J�2N7*H�2$J41  ˦
  

                                                   
37 Ƨ÷½x Text A 4.4.4.1ˤ˧tatra manaskāraḥ kiṃkarmakaḥ | cittāvarjanakarmakaḥ || ħŕ$Jǚɷx Text A-chi 
4.4.4.1ˤ˧(Ü�Ŧ��Ư˨ʃŁœǟƯ	) 
38 Ƨ÷½ˣText A 4.4.4.2ˤ˧ sparśaḥ kiṃkarmakaḥ | vedanāsaṃjñācetanānāṃ saṃniśrayadānakarmakaḥ || ħŕ
$JǚɷˣText A-chi 4.4.4.2ˤ˧(ɲ��Ư˨ʃß�Ť�ŘŴ�ǟƯ	) 
39 Ƨ÷½x Text A 4.4.4.3ˤ˧vedanā kiṃkarmikā | tr̥ṣṇotpādopekṣākarmikā || ħŕ$Jǚɷx Text A-chi 4.4.4.3ˤ˧
(ß��Ư˨ʃŧǳŴ�ǟƯ	) 
� ǚɷ6(ŧǳŴňǟƯ)x ŧ6ǳʍ6*GI�N4$�2�N7*H�2$Jˤ5ħŕ$JZb[]

ɽɷ7 sred pa skyed (skyed DC; skyes PNG) pa dang/ btang snyoms su 'jog pa'i las canˣʈŧNǳ# &J
�7*H��2˥Ɓ5ĝğ$J7*H�ND.D6ˤ24-0�I˥ĉ��Ȉʤ�ɼCHKJ˦�6

Ǟ5.�07Ƨʀȟ 1ȝȟ 1.3.2.2ȣÛǡ˦ 
40 Ƨ÷½ˣText A 4.4.4.4ˤ˧ saṃjñā kiṃkarmikā | ālambane cittacitrīkāravyavahārakarmikā || ħŕ$Jǚɷ
ˣText A-chi 4.4.4.4ˤ˧(Ť��Ư˨ʃƗŴȳ˥�œȀʍȘȘɳ�ǟƯ	)�
41 Ƨ÷½ˣText A 4.4.4.5ˤ˧ cetanā kiṃkarmikā | vitarkakāyavākkarmādisamutthānakarmikā || ħŕ$Jǚɷ
ˣText A-chi 4.4.4.5ˤ˧(Ř��Ư˨ʃȀʍĪ��ʒɽƯȠǟƯ	) 
� ǚɷ17(Ī�)24-0�J�˥VhWTf[]\SW]2Zb[]ɽɷ57(�)x *vicāraˤ5
ħŕ$Jɽ�ɫHK4�˦ 
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4.4 
4.4.1 
ïþ+ëƶŰěđLMþë� 

4.4.2 
KŤþ+ëƶŰÕÄķƲIª�Ƃ{�Â5ĠƄQÆþë�{ƍ 901b}{Ƭ 935b} 

4.4.3 
®þ+{Ã 480a}ëƶŰÕ�Ä¯�Ä,�Ä�ũ¿þë� 

4.4.4 
*Ëoþ+ëƶŰÜÄ.þë� 

4.4.5 
¼þ+ëƶŰÕŦŮÄŜƲé�úùƘƢĿ�þë� 

4.5 
gƴò�ƁŜ�Ĩ«ö23Õ+\Er�đŃƶįƴ}?{Ĥ 481a}îĭƲÕÄºƲõ�Ʋ�ľƲ

ţ�lr�đ�*Ëo�¼Õà¥rƲƧƘîĭÕG*r� 

                                                   
23 �ö�ƍƲÃƲƬƲTƵ�Ä�ĤƲ(T)ŶÛ¢�ģƳ 
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4.4˩�.6«K*˅ʡö6œŴ67*H�˪ 

4.4.1 

ƻ7�67*H�N4$6�˦ÉÆNǿƈ$J�2N7*H�2$J42˦ 
4.4.2 

Ëɰ7�67*H�N4$6�˦ŴȵNÇŐ��J�7�ʢČ�J�7(6sȿ6�%K

1D4�D62"0ȓğ"0�(6G�4ǯɰN�Ž,ȱ�J�2N7*H�2$J43˦ 
4.4.3 

ŗ7�67*H�N4$6�˦ʲƜʳ5M*-0˥Ⱦ�*�2i4"*�2iɽ-*�2

NɵŮ$J�2N7*H�2$J44˦ 
4.4.4 

lƋ÷7�67*H�N4$6�˦Ɵ6ŻIŴ�N4$�2�N7*H�2$J45˦ 
4.4.5 

Ū7�67*H�N4$6�˦ǿɳEɣÊN˥ƭǇiǕǑ5ʺ-0Ⱦĥ$J�2N7*H

�2$J46˦ 
4.5˩�.6«K*˅ʡö6œŴ6ǳʍˎù˪ 

î�˧�KH�Ș6ʡɣ"4�œ�Ŵ�ǋ736G�4¢Â6ħʇ2"06Ǧ�5ħ"0

ǳ#J6� ȡ˦�J˧(6ˋǺ5ŕ#0 ŧ˥Ȍ"0�JD6 ȓ˥ğ"*D6 ȼ˥ǣ"*D6˥

ɭĥ KJ=�D62��ò.6ħʇ2"06Ǧ�5ħ"0ǳ#J˦lƋ÷2Ū7ƢŊ6ħ

ʇ5ħ"0˥ǀI6D6ˣƻ˥Ëɰ˥ŗˤ7ˋƺ5Å6l.6ħʇ5ħ"0�ǳ#J�˦  

                                                   
42 Ƨ÷½ˣText A 4.4.5.1ˤ˧ chandaḥ kiṃkarmakaḥ | vīryārambhasaṃjananakarmakaḥ || ħŕ$JǚɷˣText 
A-chi 4.4.5.1ˤ˧(ƻ��Ư˨ʃȀÌǟƯ	) 
43 Ƨ÷½x Text A 4.4.5.2ˤ˧adhimokṣaḥ kiṃkarmakaḥ | guṇato doṣato nobhayato vālambanadhr̥tikarmakaḥ || ħ
ŕ$JǚɷˣText A-chi 4.4.5.2ˤ˧(Ëɰ��Ư˨ʃƗŴȳ˥�ŽÇŒ�ʢČǟƯ	) 
44 Ƨ÷½ˣText A 4.4.5.3ˤ˧ smr̥tiḥ kiṃkarmikā | ciracintitakr̥tabhāṣitasmaraṇānusmaraṇakarmikā || ħŕ$J
ǚɷˣText A-chi 4.4.5.3ˤ˧(ŗ��Ư˨ʃƗxŴŘ�Ŵ��ŴɿŮŗǟƯ	) 
45 Ƨ÷½ˣText A 4.4.5.4ˤ˧ samādhiḥ kiṃkarmakaḥ | jñānasaṃniśrayadānakarmakaḥ || ħŕ$JǚɷˣText 
A-chi 4.4.5.4ˤ˧(lƋ÷��Ư˨ʃƟŴ�ǟƯ	) 
46 Ƨ÷½x Text A 4.4.5.5ˤ˧ prajñā kiṃkarmikā | prapañcapracārasaṃkleśavyavadānānukūlasaṃtīraṇakarmikā || 
ħŕ$JǚɷˣText A-chi 4.4.5.5ˤ˧(Ū��Ư˨ʃƗųʀŴɣƭ�ǕǔʽˋƄǆǟƯ	) 
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Text C 
 

�;%/,H��594(������FD���� 
�"LA�NK�3@����)�+D 

 
� &<	������G6 

1R#M COText CP�Q#M B�.1
�Q�594(���7,(!"IJ>1,�
2,��.
�BG����E0'-�����FD�8C����OText CP�Q��+
DOText C-trP���R  

2R8C���
�Q&<	�:7���=*�$ �?
R  
D sDe dge edition, No. 4038, sems tsam, zhi. 
C Cone edition, No. 4005, sems tsam, zhi. 
P Peking edition, No. 5539, sems tsam, zi. 
N sNar thang edition, No. 4307, sems tsam, zi. 
G Golden edition, No. 3542, sems tsam, zi. 

 
� Editorial Policy 

1. sDe dge edition is used as the basic text.  
2. The division into paragraphs is editorial. 
3. Folio numbers of the editions are given at the beginning of each partition and in the () embedded 

in texts with abbreviations of each edition. e.g., ‘‘D4b2’’ means the text starts at folio 4b, line 2 in the 
sDe dge edition. 

4. The bsdu yigs occurred in N edition and G edition are not recorded. 
5. The indistinct uses of p and b, d and ng are not recorded. 
6. The alternative use of -gs and -ḍ or -ṭ in N and G editions are recorded. 

 
� Sigla and Abbreviations 

em. emended 
om. omitted in 
ill. illegible 
 
� Editorial Signs 

/ shad 
// gnyis shad 
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Text C 
�Part 1
 

 (D3b4�7, C3b5−4b7, P4a5−5b3, N4b7�5b5, G4b5−5b5) 

1.0 

sdom
1
 ni/  

dmigs dang mtshungs par ldan pa (N5a1) dang//
2
 gcig gi rkyen nyid gcig yin dang//

3
 

lhan cig dngos pos 'jug pa dang//
4
 (G4b6) kun nas nyon mongs

5
 ldog pa yin//

6
 (D3b5) 

mdor bsdu na kun gzhi rnam (P4a6) par shes pa'i 'jug pa ni
7
 rnam (C3b6) pa bzhis rnam par gzhag

8
 la/ 

(N5a2) ldog pa ni rnam pa gcig gis rnam par gzhag
9
 par rig par bya ste/  

'di lta ste/ dmigs pas 'jug pa rnam par gzhag pa dang/ (P4a7) (G5a1) mtshungs par ldan pas 'jug pa 

rnam par gzhag
10

 pa dang/ (D3b6) gcig gi rkyen
11

 nyid gcig yin pas 'jug pa (N5a3) rnam par gzhag
12

 pa 

dang/ lhan cig (C3b7) gi dngos pos 'jug pa rnam par gzhag
13

 pa ste/ (P4a8) rnam pa bzhi po de dag gis ni 

'jug pa rnam par gzhag
14

 (G5a2) la/ kun nas nyon mongs pa ldog pa rnam par gzhag
15

 pas ni ldog pa 

rnam par gzhag par rig (D3b7) par bya'o// (N5a4)  

1.1 

1.1.0 

de la dmigs pas 'jug pa rnam (P4b1) par gzhag
16

 pa gang zhe na/  

1.1.1 

1.1.1.0 

mdor bsdu na kun (C4a1) gzhi rnam par shes pa ni dmigs pa rnam pa gnyis kyis 'jug ste/ (G5a3) nang 

gi len pa rnam par rig pa dang/ phyi rol gyi snod rnam pa yongs su ma chad pa rnam par (P4b2) rig (N5a5) pas so//  

1.1.1.1 

de la nang gi len (D4a1) pa ni kun brtags pa'i ngo bo nyid la mngon par zhen pa'i (C4a2) bag chags 

dang rten dang dbang po'i gzugs so// de yang gzugs can gyi khams (G5a4) na'o//  

gzugs can ma yin pa (P4b3) na
17

 ni bag chags len pa kho (N5a6) nar zad do//
18

  

1.1.1.2 

de la phyi rol gyi snod rnam pa yongs su ma bcad pa (D4a2) rnam par rig pa ni kun gzhi rnam par 

shes pa nang gi len pa'i (C4a3) dmigs pa (P4b4) gang yin pa de nyid la brten nas/ rtag tu rgyun mi 'chad par 

(G5a5) 'jig rten dang snod kyi rgyun rnam par (N5a7) rig pa ste/  

1.1.1.3 

'di lta ste/ dper na mar me 'bar ba ni snying po dang snum gyi rgyus ni nang du 'jug par 'gyur la/ 

(D4a3) (P4b5) phyi rol du
19

 ni 'od 'byung bar byed pa bzhin du nang gi len pa'i dmigs pa (C4a4) dang/ phyi
20

 

rol gyi dmigs pa 'di la yang kun (G5a6) gzhi (N5b1) rnam par shes pa'i tshul de dang 'dra bar blta bar 

bya'o//  

                                                   
1 sdom DCPG; sdon N. 
2 // DCG; / PN. 
3 // DCG; / PN. 
4 // DCG; / PN. 
5 mongs DCNG; ill. P. 
6 // DCG; / PN. 
7 ni DCNG; ill. P. 
8 bzhag DCPNG; gzhag em. 
9 gzhag DC; bzhag PNG. 
10 gzhag DC; bzhag PNG. 
11 rkyen DPNG; ill. C. 
12 gzhag DC; bzhag PNG. 
13 gzhag DC; bzhag PNG. 
14 gzhag DC; bzhag PNG. 
15 gzhag DC; bzhag PNG. 
16 gzhag DC; bzhag PNG. 
17 na DC; om. PNG. 
18 // DCNG; // de la phyi rol gyi snod rnam pa kho nar zad do// P. 
19 du DC; tu PNG. 
20 phyi DCNG; ill. P. 
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Text C1Áȓ 
 

ɳPart 1 J`\ZȠ1ĵǛ,J`\ZȠ,ƳĜ�D>1/(�*ɴ 
1.0ɳǗțɴ 
KR`W2ɲ 

ĵǛ,ɰƳĜ�D>1,ɰ9�.B0aő1Ǜ�wő+�D�,,ɰ 
ºŖ1>1/A'*Ž©�D�,,1ɰɘţ�ɁƇ�D�,+�Dɱ 

ȆǏ�*ȏ�3ɰJ`\ZȠ1Ž©�D�,2È(1ũƳ/Ð)�*Ȓð�E*�DɱɁ

Ƈ�D�,2a(1ũƳ/Ð)�*Ȓð�E*�D,ƽBED8�+�Dɱ  
�.G&ɰĵǛ/A'*Ž©�D�,�Ȓð�E*�D�,ɰƳĜ�D>1/A'*Ž©

�D�,�Ȓð�E*�D�,ɰ�J`\ZȠ,ȱȠ2�9�.B0aő1Ǜ�wő+�D

�,/A'*Ž©�D�,�Ȓð�E*�D�,ɰ�A5ºŖ1>1/A'*Ž©�D�,

�Ȓð�E*�D�,+�Dɱ�EBÈ(1ũƳ/Ð)�*ɰŽ©�D�,�Ȓð�E*�

Dɱɘţ�ɁƇ�D�,�Ȓð�E*�D�,/Ð)�*ɰɁƇ�D�,�Ȓð�E*�D

,ƽBED8�+�Dɱ 
1.1ɳJ`\ZȠ1ĵǛɴ 
1.1.0 
"1k+ɰĵǛ/A'*Ž©�D�,�Ȓð�E*�D,2��,ȏ�.B3ɰ 

1.1.1 
1.1.1.0 
ȆǏ�*ȏ�3ɰJ`\ZȠ2pǄ1ĵǛ/A'*Ž©�Dɱ��.G&��1Ï¶HȘ

Ƞ�D�,,ɰÙ1�ŏ�E*�.�ũƳH>(Ç�gɌ�ɭŚĤ�ơ�DƖȨƮ.ƠÔɮ

HȘȠ�D�,/A'*�Ž©�D�,�+�Dɱ 
1.1.1.1 
"1k+ɰ�1Ï¶2ɰȻȐĵÏğ/÷�DÏƸ1Ǡŵ,ɰļCĵɭȰ�ɮ,Ť1ǲɭĪ

ȉūǫ1ƖȨƮ�Ð��ɮ+�D2ɱ;$ɰ�E2ŚǲƥɭƖȨƮ.ơêɢÎɰ�.G&ŭ

ƥ,ǲƥɮ1Ó¹+�Dɱ�

Ǝǲ�ƥ�1Ó¹2ɰ$%Ǡŵ,��Ï¶%�+�Dɱ�
1.1.1.2 
;$ɰÙ1�ŏ�E*�.�ũƳH>(Ç�gɌ�HȘȠ�D�,,2ɰJ`\ZȠ��

1Ï¶,��ĵǛH>(>1+�Cɰ9�.B0�1�J`\ZȠ�/�ļ�*ɰą/ɰɌ

ŏ.�ɰgɌ,�*1Ç31ƳǖHȘȠ�D�,+�Dɱ�
1.1.1.3 
"E2��3ɰƓ�*�DƋƊ2ɰǳ,Ź,��±É/A'*�/��*ƌCɰÙ/��

*�CH��A�/ɰ�1Ï¶HǛ�ɰÙ1>1HǛ�D�1�,/(�*>;$ɰJ`\

ZȠ1Ƚƞ2"E,ºũ+�D,Ȋõ�ED8�+�D4ɱ  
  

                                                   
1 lhan cig dngos po/ɍ�*ɰȃȣɳ1979: 70(n. 2)ɴ/AE3ɰĔ�1�+2 lhan cig gi dngos po,.
'*�Dɱ"1±ș2 sahabhāva,Ħð+�Dɱ��ǰȝ�1SYTVșȓ/2 sahabhāva2 lhan cig 
pa'i dngos po,ȓ��ED��ƾȘ+�Dɰ,��ɱ 
2 �ȻȐĵÏğ/÷�DÏƸ1Ǡŵ�/(�*2 Text B-trż 3³Ɛɱ�ļCĵ,Ť1ǲ�/(�*2
Text B 1.1.1.1, Text A 3.2.1, 3.2.2³Ɛɱ 
3 Schmithausenɳ1987ɲ391(n. 637)ɴ/AE3ɰ'jig rten dang snod1±ș2*loka-bhājanaɭ�1Ȅ¹ș
2�Ɵ�ȝ��ŝÍ�×ǨÍ�/ȈBEDɮ+�Dɱ*loka-bhājanaH 'jig rten dang snodɭgɌ,Çɮɰ
�.G&j�Ȅ¹șɭdvandvaɮ,�*ȓ��D12Țȓ+�Dɰ,��ɱ�$�'*ɰ�gɌ,�
*1Ç�,ȌɆ�$ɱ 
4 �1ō1 dmigs paH�Ǜ�D�,�,ȌɆ�$ɱ"1ƞƣ/(�*2ż 5³Ɛɱ 
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1.1.2 

dmigs pa de ni 'jig rten (P4b6) gyi mkhas
21

 pa rnams kyis kyang yongs su bcad
22

 par dka' ba'i phyir 

phra (D4a4) ba yin no//  

1.1.3 

dmigs pa de ni rtag tu yod pa yin te/ lan 'ga' (C4a5) gzhan du 'gyur (N5b2) la/ lan (G5b1) 'ga' gzhan du 

'gyur ba ma yin no// 'on kyang
23

 (P4b7) dang po pa'i len pa'i skad cig la brten nas/ ji srid 'tsho ba'i
24

 bar 

du rnam par
25

 rig pa ro gcig pas 'jug par 'gyur (D4a5) ro//  

1.1.4 

kun gzhi rnam par shes pa de ni dmigs pa (C4a6) la skad cig
26

 pa yin (N5b3) par blta bar bya ste/ (P4b8) 

(G5b2) skad cig pa'i rgyun gyi rgyud kyis 'jug pa yin gyi/ gcig pa nyid ni ma yin no//  

1.1.5 

kun gzhi rnam par shes pa de yang 'dod pa'i
27

 khams na ni rgyu chung ngu'i dmigs pa can du 

brjod (D4a6) par bya'o//  

gzugs kyi (P5a1) khams na ni rgyu chen por (N5b4) gyur pa'i (C4a7) dmigs pa can no//
28

 (G5b3)  

gzugs med pa'i khams na nam mkha' mtha' yas skye mched dang/ rnam shes mtha' yas skye 

mched na
29

 ni rgyu tshad med pa'i dmigs pa (P5a2) can no//  

ci yang med pa'i skye mched na ni rgyu phra
30

 ba'i (D4a7) dmigs pa can no//  

'du shes med (N5b5) 'du shes med min skye (C4b1) mched
31

 na ni rgyu shin (G5b4) tu phra ba'i dmigs pa 

can du blta bar bya'o//  

  

                                                   
21 mkhas DC; khams PNG. 
22 bcad CNG; gcad DP. 
23 kyang DCNG; ill. P. 
24 'tsho ba'i PNG; 'tsho'i DC. 
25 par PNG; par shes par DC. 
26 cig DPNG; tsig C. 
27 'dod pa'i DCNG; ill. P. 
28 // DCNG; / P. 
29 na DPNG; ill. C. 
30 phra DCPG; ill. N. 
31 mched DPNG; mtshed C. 
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1.1.2 
�1Ǜ�D�,25ɰgɌ1ŗǣ$&+��Ȉ��D�,�ɚ���BɰĘǑ+�Dɱ��

1.1.3 
�1Ǜ�D�,2ą/êÌ�D>1+�CɰŖ/aő/.'$CɰŖ/wő/.'$C�

D>1+2.�6ɱ���ɰ�Ï¶H�ÏDř 1¤ɂ�Bơ�*�DɑC;+ɰ4$�B

/ȘȠ�D�,/A'*Ž©�Dɱ 
1.1.4 
�1J`\ZȠ2ĵǛ/÷�*¤ɂƮ.>1+�D,Ȋõ�ED8�+�Dɱ¤ɂƮ.ž

E1Ⱥǖ/A'*Ž©�D>1+�D�ɰºa1>1+2.�ɱ 
1.1.5 
;$ɰJ`\ZȠ2ɰŭƥ/��*2ɰý��Ï¶7HĵǛ,�*>(,ț�ED8�+

�Dɱ�

ǲƥ/��*2ɰÛ��.'$Ï¶HĵǛ,�*>(ɱ�

Ǝǲƥ/��*ɰ�;$ɰ�ǆƎȳ�,ȠƎȳ�/��*2ɰƎɈ.Ï¶HĵǛ,�*>

(ɱ 
ƎĵŚ�/��*2ɰĘǑ.Ï¶HĵǛ,�*>(ɱ 
ɞĦɞɞĦ�/��*2ɰŧ=*ĘǑ.Ï¶HĵǛ,�*>(ɰ,Ȋõ�ED8�+�Dɱ 

  

                                                   
5�§1.1.2ɰ§1.1.3 1k1 dmigs pa de 2ɰȃȣɳ1979ɲ54ɴ+2�"1ķŅ÷Ȥ�ɰSchmithausen
ɳ1987ɲ91ɴ+2 “the object perceived by ālayavijñāna”ɭJ`\ZȠ/A'*ȘȠ�ED÷Ȥɮ,ƞȌ
�E*�Dɱ(;Cɰiǣ,> dmigs paH�ĵǛ�,ƞȌ�*�Dɱ���ɰText B-trż 5+ȶ8$
A�/ɰ�ĵǛ�,ƞȌ�DȌɆ2ɰ§1.1.2ɰ§1.1.3/2ɀƢ+�.�ɱ��
� dmigs pa2ɰ�ɭ÷ȤHɮȘȠ�D�,��©�Hȁ�Ó¹>�Dɱ�Ɵ�ȝ��ŇŸĹ�kŚě
Í�+2ɰŬ1A�/ɰJ`\ZȠ2Ï¶,ÇHȘȠ�D,���,�ȶ8BE*�D

ɭSchmithausenɳ1987ɲ393(n. 653)ɴ³Ɛɮɱƈȓ_SYTVșȓ2��E>�ȘȠ�D�,��©
�,�*ƞȌ�*�D�Bɰ��1 dmigs pa deH��1Ǜ�D�,�,ȓ�$ɱ�
ƈȓɭ651b19�22ɮɲ�ėŬɰŰkɰȟȠƯ»ěħȠɰǵþřªɰɏȩǥȠ»ěɱ�yŌɱƣŰȠ
ǫɗǧa�źǄèŌɰŒa�ŖɰǘÏ¶Ôɰǘe·ƽaɥÇÔɱ� 
ɭ	ȓ
;$ɰ"1k+ɰȟ�1Ƞ2<.ě_ħ_Ƞ,À3ED�ɰř>�E*�D>1,��ƌ�

B��.B3ɰJ`\ZȠ2ě,À3EDɱ.!.Bɰ�1Ƞ2�8*1ź1ǄèHɗǅ�D1+ɰ

�8*1Ŗ/��*ɰÏ¶,��÷ȤHǛ�ɰe·ƽ1ºa1ɥ1Ç,��÷ȤHǛ�Dɱɮ 
SYTVșȓɭD 182a4�6; P 189b3�5ɮ: de la rnam par shes pa de dag thams cad ni sems zhes kyang bya/ 

yid ces kyang bya/ rnam par shes pa zhes kyang bya ste/ kun gzhi rnam par shes pa ni dngos su na sems yin te/ 
'di ltar de ni sa bon thams cad kyis kun tu (tu P; du D) bsags shing nye bar bsags pa yin no// de yang dus rtag par 
len (len P; len pa'i D) rgyu la dmigs pa dang/ bye brag med par ram gcig tu snod la dmigs pa yin no//  
ɭ	ȓ
;$ɰ�EB�8*1Ƞ2ě,>��ɰħ,>��ɰȠ,>��ɱJ`\ZȠ2ñɔ/2ě

+�Dɱ�.G&ɰ"EɭJ`\ZȠɮ2�8*1Ǆè/A'*ǻǅ�EÕɊ�ED>1+�Dɱ;

$ɰ"E2ą/Ï¶HǛ�D>1ɰ�(®¡.�ɰ4$�B/ÇHǛ�D>1+�Dɱɮ 
6 ȃȣɳ1979ɲ54ɴ2ɰlan 'ga' gzhan du 'gyur la/ lan 'ga' gzhan du 'gyur ba ma yin noHɰ��DÓ¹/2
Ø¬�D�ɰ�DÓ¹/2Ø¬�.�1+�D�,ƞȌ�*�Dɱ"�*ɰ"1ƞȌ/Ð)�*ɰȃ

ȣɳ1979ɲ72(n. 18)ɴ2ɰƜàȓ1�ƎċŖɰƎȡŔ�,ųȲ�D,ɰƵȞȓ1ő��ôcSYTV
șȓ/ȴ�,ȌɆ�*�DɭText B-trż 6³Ɛɮɱ 
aőɰSchmithausenɳ1987ɲ392(n. 640)ɴ2ɰ�1aǍH “it is not now this, now that”ɭ"E2Ŗ/a
ő/.'$CɰŖ/wő/.'$C�D>1+2.�ɮ,ƞȌ�ɰ�1ō1�ôH�J`\ZȠ/A

'*ȘȠ�ED÷Ȥ2ą/�CɰØGD�,�.��ɭ“The object perceived by ālayavijñāna is always 
present and does not change”ɰSchmithausenɳ1987ɲ91ɴɮ,ȌɆ�*�Dɱ�1ƞȌ2Ɯàȓ/ȴ�ɱ
��+2ɰSchmithausenɳ1987ɴ1ƞȌ/Ð)�*ȌɆ�Dɱ 
7 ȃȣɳ1979ɲ27, 47(n. 19)ɴ2ɰrgyu H rgya ,ŋ=*ȜI+�DɱSchmithausenɳ1987ɲ392�393(n. 
647)ɴ/AD,ɰupādāna 2Ŗ�ɰrgyu �D�2 len rgyu ,ȓ�E*�Dɱ��+2ɰSchmithausen
ɳ1987ɴ1ľň/Ð)�*ȌɆ�Dɱ 
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1.1.6 

de ltar na dmigs pa rnam (P5a3) pa gnyis rnam par rig pa dang/ phra
32

 ba rnam par rig pa dang/ 'dra 

ba rnam par rig pa dang/ skad cig pa
33

 rnam par (D4b1) rig pa dang/ rgyu
34

 chung ngu'i
35

 (N5b6) dmigs pa 

rnam par rig pa dang/ rgyu chen por (C4b2) gyur
36

 pa'i dmigs (P5a4) (G5b5) pa rnam par rig pa dang/ rgyu 

tshad med pa'i dmigs pa rnam par rig pa dang/ rgyu phra ba'i dmigs pa rnam par rig pa dang/ rgyu shin 

tu
37

 phra ba'i dmigs pa rnam par rig
38

 pas (D4b2) kyang kun (N5b7) gzhi rnam par shes pa (P5a5) dmigs pas 

'jug
39

 pa rnam par gzhag
40

 par rig par (C4b3) bya'o// (G5b6)  

1.2 

1.2.0 

de la mtshungs par ldan pas 'jug pa rnam par gzhag
41

 pa gang zhe na/  

1.2.1 

'di la kun gzhi rnam par shes pa mtshungs
42

 par ldan pa
43

 na sems dang mtshungs (P5a6) par ldan 

pa (N6a1) kun tu 'gro (D4b3) ba lnga po yid la byed pa dang/ reg pa dang/ tshor ba dang/ 'du shes dang/ 

sems pa rnams (G6a1) dang mtshungs par (C4b4) ldan no//  

1.2.2 

chos de dag kyang rnam par smin par bsdus pa dang/ (P5a7) 'jig rten gyi mkhas pa rnams kyis 

kyang rtogs (N6a2) par dka' ba'i phyir phra ba dang/ gtan du
44

 dmigs pa (D4b4) gcig la mtshungs par
45

 'jug 

pa yin no// 

1.2.3 

sems (G6a2) las byung ba de dag las kyang
46

 kun gzhi rnam par shes pa (P5a8) dang mtshungs par 

(C4b5) ldan pa'i tshor ba gang yin pa de ni gcig tu sdug bsngal yang ma yin bde ba yang (N6a3) ma yin pa 

dang/ lung du ma bstan pa yin no//  

de nyid kyis de (D4b5) las gzhan pa'i
47

 sems las (G6a3) byung ba'i chos rnams (P5b1) kyang rnam par 

bshad pa yin no// 

1.2.4 

de ltar na sems las byung ba kun tu 'gro ba dang mtshungs (C4b6) par ldan pa dang rnam par smin 

par rigs 'dra ba dang (N6a4) mtshungs par ldan pa dang/ 'jug pa phra ba dang mtshungs par ldan (P5b2) pa 

dang/ (D4b6) dmigs pa (G6a4) gcig la mtshungs par 'jug pa dang mtshungs par ldan pa dang/ sdug bsngal 

yang ma yin
48

 bde ba yang ma yin pa dang mtshungs par ldan pa (C4b7) dang/ lung du ma bstan (N6a5) pa 

dang mtshungs par (P5b3) ldan pas kyang kun gzhi rnam par shes pa mtshungs par ldan (G6a5) pas 'jug pa 

rnam par (D4b7) gzhag
49

 par rig par bya'o// 

 

  

                                                   
32 phra DCNG; ill. P. 
33 pa DCPN; om. G. 
34 rgyu DC; om. PNG. 
35 ngu'i DCNG; ill. P. 
36 gyur DCPG; ill. N. 
37 tu DCNG; du P. 
38 rig DCPN; rigs G. 
39 'jug DPNG; 'dzug C. 
40 gzhag DC; bzhag PNG. 
41 gzhag DCN; bzhag PG. 
42 mtshungs DCN; tshungs PG. 
43 pa PNG; pas DC. 
44 du DCN; tu PG. 
45 par DCN; pa PG. 
46 kyang DC; om. PNG. 
47 pa'i DCNG; om. P. 
48 yang ma yin DCNG; yang ma yang ma yin P. 
49 gzhag DCN; bzhag PG. 
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1.1.6 
yc1A�/ɰpǄ1ĵǛ1ȘȠ�/Ð)�*>�ɰĘǑ.ȘȠ�/Ð)�*>�ɰɥ~

1ȘȠ�/Ð)�*>�ɰƻɌƮ.ȘȠ�/Ð)�*>�8ɰý��Ï¶HĵǛ,�DȘȠ

�/Ð)�*>�ɰÛ��.'$Ï¶HĵǛ,�DȘȠ�/Ð)�*>�ɰƎɈ.Ï¶Hĵ

Ǜ,�DȘȠ�/Ð)�*>�ɰĘǑ.Ï¶HĵǛ,�DȘȠ�/Ð)�*>�ɰŧ=*Ę

Ǒ.Ï¶HĵǛ,�DȘȠ/Ð)�*>ɰJ`\ZȠ�ĵǛ/A'*Ž©�D�,�Ȓð�

E*�D,ƽBED8�+�Dɱ�

1.2ɳJ`\ZȠ,ƳĜ�D>1ɴ 
1.2.0 
;$ɰƳĜ�D>1/A'*Ž©�D�,�Ȓð�E*�D,2��,ȏ�.B3ɰ 

1.2.1 
��+ɰJ`\ZȠ�ƳĜ�D�,/(�*ɰs(1ȻÌ�DěƳĜ�ź�+�D�ħ_

ȍ_¶_Ħ_Ğ,ƳĜ�Dɱ 
1.2.2 
"EB1�s(1�ź>;$ɰƪƒ/«Ň�E*�CɰgɌ1ŗǣ$&+��nƽ�ɚ�

�BɰĘǑ.>1+�Cɰą/ºa1ĵǛ/÷�*�/Ž©�D>1+�Dɱ�
1.2.3 
�EBěĵź1k/>;$ɰJ`\ZȠ,ƳĜ�D¶24$�BeǶeŨ+�CɰƎȑ+

�Dɱ 
9�.B0�E/A'*ɰ�EyÙ1�È(1�ěĵź>Ȍț�ED8�>1+�Dɱ 

1.2.4 
yc1A�/ɰȻÌ�Děĵ,ƳĜ�D�,ɰƪƒ/ɍ�*º�Ǆɥ,ƳĜ�D�,ɰĘ

Ǒ/Ž©�D>1,ƳĜ�D�,ɰºa1ĵǛ/÷�*Ǌ��Ž©�D>1,ƳĜ�D�,ɰ

eǶeŨ1>1,ƳĜ�D�,ɰ�A5Ǝȑ1>1,ƳĜ�D�,/Ð)�*>;$ɰJ`

\ZȠ�ƳĜ�D>1/A'*Ž©�D�,�Ȓð�E*�D,ƽBED8�+�Dɱ 
 

  

                                                   
8 ȃȣɳ1979ɲ55ɴ+2ɰphra ba rnam par rig paɰ'dra ba rnam par rig paɰskad cig pa rnam par rig paH
"E#Eɰ�ĘǑ.Ƞ¡��ɥ~1Ƞ¡��ƻɌƮȠ¡�,ȌɆ�*�Dɱ��+2ɰȃȣɳ1979ɴ
1ȌɆ/Ð)�*ȓ�ɱ 
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�Part 2
 

 (D37b4−42a4, C38a7−43a3, P40a1−44b1, N41a5−45b1, G46a4−52b1) 

2.0 

mkhas pa drug po 'di lta ste/ phung po la mkhas (P40a2) pa nas dbang po la (G46a5) mkhas pa'i (D37b5) 

bar du gang gsungs pa'i mkhas pa de dag gi rnam par gzhag pa (N41a6) ji lta bu yin par rig par bya zhe 

na/ sdom ni/  

ngo bo nyid dang don rnam
50

 (C38b1) dbye// go rims
51

 dang ni bsdu dang brten// 

2.1  

2.1.1 

2.1.1.0 

de la gzugs gang zhe na/  

2.1.1.1 

de ni rnam (P40a3) pa (G46a6) bcu gcig tu
52

 rig par bya ste/ mig la sogs pa reg bya'i mthar thug (D37b6) 

pa'i bar gyi skye mched bcu (N41a7) dang/ chos kyi skye mched du gtogs pa'i gzugs so//
53

  

2.1.1.2 

de yang mdor bsdu na 'byung ba (C38b2) dang 'byung ba las gyur pa ste/  

2.1.1.3 

thams cad (G46b1) kyang (P40a4) gzugs su rung ba'i mtshan nyid yin no//  

2.1.2 

2.1.2.0 

tshor ba gang zhe na/  

2.1.2.1 

de ni rnam pa drug tu blta bar bya
54

 ste/ mig dang/
55

 (D37b7) rna ba dang/ sna dang/
56

 (N41b1) lce 

dang/ lus dang/ yid kyi 'dus te reg pa las byung ba'o//
57

  

2.1.2.2 

2.1.2.2.1 

de
58

 yang rnam pa (G46b2) gsum dang rnam pa
59

 gnyis (C38b3) te/ lus kyi (P40a5) dang sems kyi'o// de 

la gzugs can la brten pa ni lus kyi'o// gzugs can ma yin pa la brten pa ni sems kyi'o// de ci'i (D38a1) phyir 

zhe na/ dbang
60

 po (N41b2) lnga po dag ni gzugs can yin pa'i (G46b3) phyir ro//  

2.1.2.2.2 

2.1.2.2.2.1 

gal te dbang po
61

 lnga po dag gzugs can yin (P40a6) pa'i phyir mig la (C38b4) sogs pa dbang po gzugs 

can rnams la brten pa'i tshor ba gang yin pa de lus kyi yin par gyur na/ 'o na ci'i phyir (D38a2) mig la 

sogs pa'i dbang po de dag (G46b4) lus kyi (N41b3) mtshan nyid kho na yin par mi 'gyur zhe na/ smras pa/ 

mtshan nyid (P40a7) mi 'dra ba'i phyir te/ 'di ltar de dag ni phan tshun (C38b5) mtshan nyid mi 'dra ba yin 

pa'i phyir ro//
62

  

  

                                                   
50 rnam PNG; rnams DC. 
51 rims DC; rim PNG. 
52 tu DCNG; du P. 
53 // DC; om. PNG. 
54 bya PNG; bya ba DC. 
55 / DCN; om. PG. 
56 / DCPG; om. N. 
57 // DCNG; / P. 
58 de DCNG; da P. 
59 pa DC; om. PNG. 
60 om. PNG; gal te dbang DC. 
61 po DCPG; pa N. 
62 // DCNG; / P. 
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ɳPart 2 Ǿ/ǎȹ�D�,/(�*ɴ 
2.0ɳǗțɴ 
�(1ǎȹ�D�,2Ŭ1A�+�Dɱ�.G&ɰǾ/(�*ǎȹ�D�,�BɰŤ/(

�*ǎȹ�D�,;++�D9ɱ�ț�/.'$�EB1ǎȹ�D�,1Ȓð2ã�.D>

1+�D,ƽBED8�.1�,ȏ�.B3ɰKR`W2ɲ 
ŝȨ,ħ¿�,�®¡�,�ɰɡƩ,«Ľ,ļCĵ+�D10ɱ 

2.1ɳǾ1ŝȨɴ 
2.1.1ɳǲǾ1ŝȨɴ 
2.1.1.0 
"1k+ɰǲɭƖȨɮ2��,��.B3ɰ 

2.1.1.1 
"E2¯aǄ,ƽBED8�+�Dɱ�.G&ɰƷ.-Hå=,�ɰȍȉ÷ȤHǒGC,

�DɌ1¯1�,ɰ�ħȠ1÷Ȥ,�*1�ź,���/«Ň�EDǲ+�Dɱ 
2.1.1.2 
;$ɰ"E2ȆǏ�*ȏ�3ɰ�È��ǐ,ɰ�È��ǐ�Bơ�$>1+�Dɱ 

2.1.1.3 
�8*>;$ƖȨ/ƳĜ���,ɭØÖɮ11,��ƗĚH>(>1+�Dɱ 

2.1.2ɳ¶Ǿ1ŝȨɴ 
2.1.2.0 
¶�Ǿ�2��,��.B3ɰ 

2.1.2.1 
"E2�Ǆ,Ȋõ�ED8�+�Dɱ�.G&ɰƷ_Ǥ_ɬ_ǯ_Ȱ_ħ1Łȍ�Bơ�

$>1+�Dɱ 
2.1.2.2 
2.1.2.2.1 
;$ɰ"E2bǄ+�C12ɰpǄ+�Dɱ�.G&Ȱ�1�¶�,ě1�¶�+�Dɱ"

1k+ɰƖȨƮ.>1/�ê�D>12Ȱ1�¶�+�DɱɞƖȨƮ.>1/�ê�D>1

2ě1�¶�+�Dɱ"E2�Ō.1�,��.E3ɰsŤɭƷ_Ǥ_ɬ_ǯ_Ȱɮ2ƖȨ

Ʈ.>1+�D�Bɱ 
2.1.2.2.2 
2.1.2.2.2.1 
>�ɰsŤ2ƖȨƮ.>1+�D�BɰƷ.-1ƖȨƮ.Ť/�ê�D¶��+�Eɰ"

E2Ȱ1�¶�+�D�,/.'$,��.B3ɰ+2ɰ-��*"EBƷ.-1Ť2$%

Ȱ�Ť�1ƗĚH>(>1+�D�,/.B.�1�ɰ,Ã�.B3ɰǋ�Dɱƪ.DƗĚ

H>(>1+�D�Bɱ�.G&ɰ"EBɭƷ.-1Ťɮ2Ƴr/ƪ.DƗĚH>(>1+

�D�Bɱ 
  

                                                   
9 Text B-trż 7³Ɛɱ 
10 Text B 2.0³Ɛɱ 
11 gzugs su rung ba2 rūpaṇaɭǲ/ƳĜ���,ɮ1ȓș,Ǣ�BEDɱrūpaṇa/(�*2 Text B-trż
10³Ɛɱ 
12 �bǄ+�C�,��ȑȶ2ƈȓ/2ȈBE.�ɱ��+2bǄ1�ô/(�*Ȍț�*�.��ɰ
aǱƮ/2ɰǶɰŨɰeǶeŨ�Ǣ�BEDɱ 
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2.1.2.2.2.2 

gal te mtshan nyid mi 'dra ba
63

 yin na mtshan nyid mi 'dra ba'i (G46b5) phyir lus (D38a3) kyi mtshan 

nyid ma yin pas/ des
64

 (N41b4) na de la brten pa'i tshor ba gang yin pa de yang rgyu de gnyis (P40a8) kyis 

na lus kyi ma yin par mi 'gyur ram zhe na/ smras pa/ (C38b6) de las gzhan pa'i dbang po gzugs can 

rnams ni lus las tha (G46b6) mi dad pa'i phyir de la nye bar gdags pa la nyes pa med do// (D38a4) 

2.1.2.2.2.3 

gal te tha mi dad pas (N41b5) nyes pa med na de lta na yid kyang (P40b1) lus las tha mi dad par 'byung 

bas des na yid la brten pa'i tshor ba gang (C38b7) yin pa de yang lus kyi yin par 'gyur bas (G47a1) de'i phyir 

lus kyi tshor ba kho nar 'gyur gyi sems kyi ni ma yin par 'gyur ro zhe na/
65

 smras pa/ lus ni dbang po 

(D38a5) gzugs (N41b6) can (P40b2) rnams las gtan tha dad pa ma yin la/ yid ni de lta ma yin pas nyes pa med 

de/ (G47a2) 'di ltar (C39a1) gzugs med par skyes pa'i sems can rnams la lus las tha dad pa'i yid kyi rnam par 

shes pa 'byung bar 'gyur bas de'i phyir dbang po lnga dang (P40b3) ldan pa'i tshor ba ni (N41b7) lus (D38a6) 

kyi kho na zhes bya la/
66

 yid kyi 'ba' zhig sems (G47a3) kyi zhes bya'o//  

2.1.2.2.2.4 

de lta bas na (C39a2) tshor ba ni mdor bsdu na/ lus kyi dang sems kyi yin la  

2.1.2.3 

thams cad kyang myong ba'i mtshan nyid yin no//  

2.1.3 

2.1.3.0 

'du shes gang zhe na/  

2.1.3.1 

de yang snga (P40b4) ma bzhin du rnam pa drug go//  

2.1.3.2 

2.1.3.2.1 

de yang (N42a1) drug ste
67

 mtshan ma (D38a7) dang (G47a4) bcas pa'i 'du shes
68

 dang/ mtshan ma med 

pa'i 'du shes dang/ (C39a3) chung ngu'i 'du shes dang/ chen por gyur pa'i 'du shes dang/ tshad med pa'i 

'du shes dang/ ci yang med pa'i (P40b5) 'du shes so//
69

  

2.1.3.2.2 

de yang mdor bsdu na (N42a2) 'jig rten pa'i
70

 (G47a5) dang 'jig rten las 'das pa'i'o// 

2.1.3.2.3 

de (D38b1) la chung ngu'i 'du shes ni 'dod pa na spyod pa'i'o// chen por gyur pa'i (C39a4) 'du shes ni 

gzugs na spyod pa'i'o// tshad med pa'i 'du shes ni nam mkha' (P40b6) dang rnam shes mtha' yas skye 

mched na spyod (G47a6) pa'i'o// ci (N42a3) yang med pa'i 'du shes ni ci yang med pa'i skye mched na spyod 

pa'i ste/ de dag (D38b2) thams cad ni mtshan ma dang bcas pa'i 'du (C39a5) shes yin no//  

mtshan ma med pa'i 'du shes ni srid pa'i rtse mo'i (P40b7) 'du shes (G47b1) gang yin pa dang 'jig rten 

las 'das pa slob pa dang/ (N42a4) mi slob pa'i thams cad de  

2.1.3.3 

thams cad kyang kun tu
71

 shes par byed pa'i mtshan nyid yin no//  

2.1.4 

2.1.4.0 

'du byed (D38b3) rnams gang zhe na/
72

 (C39a6) 

2.1.4.1 

de dag kyang snga ma kho na bzhin du rnam pa (G47b2) drug go//  

  

                                                   
63 ba PNG; ba'i phyir DC. 
64 des DCNG; ill. P. 
65 / PNG; om. DC. 
66 bya la/ DC; bya ba la PNG. 
67 drug ste PNG; 'di lta ste/ DC. cf.: ���� (Text B 2.1.3.2.1) 
68 shes DCPN; shes ma G. 
69 so// DC; dang/ PNG. 
70 pa'i DC; pa PNG. 
71 tu PNG; du DC. 
72 / DPNG; om. C. 
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2.1.2.2.2.2 
>�ɰƪ.DƗĚH>(>1+�D.B3ɰƪ.DƗĚH>(>1+�D�BɰȰ�Ť�

1ƗĚH>(>1+2.�1+ɰ"E/Ð)�*ɰ"EɭŤɮ/�ê�D¶��+�Eɰ"

E>ɰ�1p(1ƞƣ/Ð)�*ɰȰ1�¶�+2.��,/.B.�1�ɰ,Ã�.B3ɰ

ǋ�Dɱ"EɭȰŤɮyÙ1ƖȨƮ.Ť2ɰȰ��BəE*�.��Bɰ"EɭȰ�ɮ/Ð

)�*zț�D�,/2ȼß�.�ɱ 
2.1.2.2.2.3 
>�ɰəE*�.��Bɰȼß�.�,��.B3ɰºũ/ɰħ>Ȱ��BəE�Ž©�

D1+ɰħ/�ê�D¶��+�Eɰ"E>Ȱ1�¶�+�D�,/.Dɱ"E@�ɰ$%

Ȱ1¶1<��Cɰě1�¶�2"�+.��,/.D+�F�ɰ,ȏ�.B3ɰǋ�Dɱ

Ȱ�2ƖȨƮ.�ǐ�BŸ�*əE$>1+2.��ɰħ2"�+.�>1+�D�Bɰȼ

ß2.�ɱ.!.BɰƎǲ�ƥ�/ơ;EDŚĤ/2ɰȰ��BəE$ħȠ�ơ�D+�F

�ɱ"E@�ɰsŤ,ƳĜ�D¶29�.B0Ȱ1�¶�,��ɰħ1�¶�1<2ě1

�¶�,��1+�Dɱ 
2.1.2.2.2.4 
�$�'*ɰ¶2ȆǏ�*ȏ�3ɰȰ1�¶�,ě1�¶�+�Dɱ 

2.1.2.3 
�8*>;$Ǔɦ�D�,,��ƗĚH>(>1+�Dɱ 

2.1.3ɳĦǾ1ŝȨɴ 
2.1.3.0 
Ħ�Ǿ�,2��,ȏ�.B3ɰ 

2.1.3.1 
"E>¥,ºũ/ɰ�Ǆ�,Ȋõ�ED8��+�Dɱ 

2.1.3.2 
2.1.3.2.1 
;$ɰ"E2Ŭ1A�/+�Dɱ�.G&ɰŚƳ1Ħ,ɰƎƳ1Ħ,ɰƙý.Ħ,ɰĊÛ

.Ħ,ɰƎɈ.DĦ,ɰƎĵŚ1Ħ+�Dɱ 
2.1.3.2.2 
;$ɰ"E2ȆǏ�*ȏ�3ɰgɌ1�Ħ�,ɰ�gɌ1�Ħ�+�Dɱ 

2.1.3.2.3 
"1k+ɰƙý.Ħ,2ɰŭ�ƥ�/��*Ȁ©�Dǣ1�Ħ�+�DɱĊÛ.Ħ,2ɰ

Ǝǲ�ƥ�/��*Ȁ©�Dǣ1�Ħ�+�DɱƎɈ.DĦ,2ɰǆ�Ǝȳ��,ȠƎȳ�

/��*Ȁ©�Dǣ1�Ħ�+�DɱƎĵŚ1Ħ,2ɰƎĵŚ�/��*Ȁ©�Dǣ1

�Ħ�+�Dɱ"EB�8*2ŚƳ1Ħ+�Dɱ 
ƎƳ1Ħ,2ɰ"E2ŚɠɭɞĦɞɞĦ�ɮ1Ħ+�Cɰ�A5�gɌ1Śë,Ǝë1�

8*1�Ħ�+�Dɱ 
2.1.3.3 
�8*>;$ȁȤ� D�,,��ƗĚH>(>1+�Dɱ 

2.1.4ɳȀǾ1ŝȨɴ 
2.1.4.0 
ȟȀ,2��,ȏ�.B3ɰ 

2.1.4.1 
"EB>;$;�/¥,ºũ/ɰ�Ǆ�,Ȋõ�ED8��+�Dɱ 
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2.1.4.2 

de yang (P40b8) 'di lta ste
73

 yul dang mthun par byed pa dang/
74

 de dang phrad
75

 par bya ba dang/ 

de dang bral
76

 bar (N42a5) bya ba dang/ kun nas nyon mongs pa dang/ las
77

 kun tu
78

 blang bar bya ba 

dang/ sems kyis dbang bsgyur bar
79

 (D38b4) bya ba'i (G47b3) phyir (C39a7) sems mngon par 'du byed pa (P41a1) 

rnam pa lngar
80

 blta bar bya'o//  

2.1.4.3 

'du byed rnams ni mdor bsdu na dge ba dang mi dge ba dang lung du ma bstan pa dag ste/
81

  (N42a6) 

2.1.4.4 

thams cad kyang mngon par 'du byed pa'i mtshan nyid yin no//  

2.1.5 

2.1.5.0 

rnam par shes pa (G47b4) gang zhe na/  

2.1.5.1 

de ni rnam pa (P41a2) drug (C39b1) tu blta bar (D38b5) bya ste/ mig gi rnam par shes pa nas yid kyi 

rnam par shes pa'i bar te/ de ni rnam par shes pa'i ngo bo nyid kyi dbye ba yin no//
82

 

2.1.5.2 

2.1.5.2.1 

gzhan (N42a7) yang dbye
83

 ba rnam pa gsum yod par blta
84

 bar bya (G47b5) ste/ myong ba'i dbye ba 

dang dmigs pa la
85

 (P41a3) mtshan mar 'dzin (C39b2) pa'i dbye ba dang/
86

 (D38b6) gnas skabs kyi dbye ba'o//  

2.1.5.2.2 

de la myong ba'i dbye ba ni rnam pa gsum mo// dmigs pa la mtshan mar 'dzin
87

 pa'i dbye ba ni 

rnam pa (N42b1) drug go// gnas (G47b6) skabs kyi dbye ba ni rnam pa gsum mo//  

2.1.5.3 

dbye ba de dag gcig tu bsdus na (P41a4) rnam par shes pa'i (C39b3) ngo bo nyid rnam pa bco brgyad 

(D38b7) du 'gyur te/  

2.1.6 

de ni phung po rnams kyi ngo bo nyid yin no//  

2.2 

2.2.0 

de la phung po'i don ni gang ci'i phyir na phung po (G48a1) rnam par gzhag
88

 pa yongs su bstan ce 

na/ (N42b2)  

2.2.1 

gzugs gang yin pa ci yang rung ste/ 'das pa dang/ ma 'ongs (P41a5) pa dang/ da ltar byung ba nas 

(C39b4) thag ring ba dang/ nye ba'i bar dang/
89

 (D39a1) gzugs ji lta ba bzhin du
90

 rnam par (G48a2) shes pa'i 

bar du yang de bzhin te/  

de dag gcig tu bsdus pa ni rnam pa thams cad du bsdus pa yin pa'i (N42b3) phyir bsdus pa'i don ni 

phung po'i don to//  

                                                   
73 ste DCNG; ill. P. 
74 / DPNG; // C. 
75 phrad DPNG; ill. C. 
76 bral DC; 'bral PNG. 
77 las DCNG; lus P. 
78 tu PNG; du DC. 
79 bar DCNG; ba P. 
80 lngar DCN; sngar PG. 
81 / N; om. DCPG. 
82 // DCNG; / P. 
83 dbye DPNG; dphye C. 
84 blta DCNG; lta P. 
85 la DC; las PNG. 
86 / DC; om. PNG. 
87 'dzin DCPG; 'jin N. 
88 gzhag DC; bzhag PNG. 
89 / DC; om. PNG. 
90 du DC; om. PNG. 
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2.1.4.2 
;$ɰ"E2Ŭ1A�/+�Dɱ�.G&ɰ÷Ȥ/ɀĜ� D�,,ɰ"Eɭ÷Ȥɮ,ǔ

¹�ED8��,,ɰ"Eɭ÷Ȥɮ�B�ə�ED8��,,ɰɘţ,Ŧ�ÏBED8��

,,ɰě/A'*ŊɄ�ED8��,,/A'*ɰěH�©� D�,2sǄ+�D,Ȋõ

�ED8�+�Dɱ 
2.1.4.3 
ȟȀ2ȆǏ�*ȏ�3ɰÄ,eÄ,Ǝȑ1>1+�Dɱ 

2.1.4.4 
�8*>;$�©� D�,,��ƗĚH>(>1+�Dɱ  

2.1.5ɳȠǾ1ŝȨɴ 
2.1.5.0 
Ƞ�Ǿ�,2��,ȏ�.B3ɰ 

2.1.5.1 
"E2�Ǆ,Ȋõ�ED8�+�Dɱ�.G&ɰƷȠ�BħȠ;++�Cɰ"E2Ƞ

�Ǿ�1ŝȨ1®¡+�Dɱ 
2.1.5.2 
2.1.5.2.1 
�B/;$ɰbǄ1®¡��D,Ȋõ�ED8�+�Dɱ�.G&ɰǓɦ�D�,1®¡

,ɰĵǛ/÷�*Ƴ,�*Ŀ�D�,1®¡,ɰ�Ƴ1®¡+�Dɱ 
2.1.5.2.2 
"1k+ɰǓɦ�D�,1®¡2bǄ+�DɱĵǛ/÷�*Ƴ,�*Ŀ�D�,1®¡2

�Ǆ+�Dɱ�Ƴ1®¡2bǄ+�Dɱ 
2.1.5.3 
"EB1®¡HǗĽ�D,ɰȠ1ŝȨ2¯�Ǆ/.Dɱ 

2.1.6ɳ;,=ɴ 
yc2ȟǾ1ŝȨ+�Dɱ 

2.2ɳǾ1ħ¿ɴ 
2.2.0 
;$ɰǾ1ħ¿2�.1�ɱ�1$=/ȟǾHȒð�D�,Hƿ�1�,ȏ�.B3ɰ 

2.2.1 
ǲ+�D>12ã�.D>1+�'*>ɰ�.G&ɰȼ²�1ǲ�_ŜŞ�1ǲ�_ƝÌ

�1ǲ��Bɰȿ��ǲ�_ȴ��ǲ�;+�,��1�,ɰǲ,ºũ/ɰ�¶�B�Ƞ;

+>"�+�Dɱ 
"EBHǗĽ�D>12ɰ�8*1�Ǿ1�Ǆɥ/��*ɗǅ�ED>1+�D1+ɰɗ

ǅ�ED>11ħ¿2Ǿ1ħ¿+�Dɱ 
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2.2.2 

yang phung (P41a6) po de dag ni bdag nyid sna (C39b5) tshogs mang po yin pa'i phyir (D39a2) 'du byed 

tsam ste/
91

 (G48a3) de las don gzhan pa'i bdag med par yongs su bstan pa'i phyir phung po rnam par 

gzhag par
92

 rig par bya'o//  

2.3 

2.3.1 

2.3.1.0 

de la gzugs kyi phung po'i (N42b4) rab tu dbye ba gang zhe na/  

2.3.1.1 

2.3.1.1.0 

de ni rnam pa drug tu blta
93

 bar bya ste/ (P41a7) dngos po dang mtshan (C39b6) nyid dang/
94

 (G48a4) 

rnam par shes pa (D39a3) gnas pa dang
95

 mi gnas pa dang/ rnam par shes pa las dben
96

 pa dang mi dben 

pa dang/ 'du shes kyi spyod yul dang mtha'o//  

2.3.1.1.1 

de la gzugs kyi dngos (N42b5) po ni gzugs gang yin pa ci yang rung ste/ (P41a8) de thams cad (G48a5) 

'byung ba chen po (C39b7) bzhi dag dang 'byung ba chen po bzhi dag
97

 rgyur byas (D39a4) pa'o//  

2.3.1.1.2 

2.3.1.1.2.1 

de la gzugs kyi rang gi mtshan nyid ni mdor bsdu na dang ba dang/ dang ba'i gzung ba dang/ yid 

kyi gzung ba'i gzugs so//  

2.3.1.1.2.2 

spyi'i mtshan nyid ni gzugs su rung ba'i (N42b6) mtshan nyid do// (P41b1)  

2.3.1.1.3 

2.3.1.1.3.1 

2.3.1.1.3.1.1 

de la (G48a6) rnam (C40a1) par shes pa gnas pa dang mi gnas pa ni zin pa'i gzugs gang yin (D39a5) pa de 

ni rnam par shes pa gnas pa zhes bya ste/  

2.3.1.1.3.1.2 

de yang rnam par shes pa dang 'dres pa grub pa dang bde ba gcig pa'i don gyis
98

 'jug pa gang yin 

pa dang/ (C40a2) tshor (G48b1) ba (P41b2) rnams skye (N42b7) ba'i rten
99

 du gyur pa gang yin pa'o//  

2.3.1.1.3.2 

de las bzlog pa ni ma zin pa yin par rig par bya'o//
100

 

2.3.1.1.4 

2.3.1.1.4.1 

de la rnam par shes pa (D39a6) las dben pa dang mi dben pa ni rnam par shes pa las mi dben pa'i 

gzugs gang yin pa de ni mtshungs (G48b2) pa zhes (C40a3) bya ste/ (P41b3) rnam par shes pa dang mtshungs 

par don (N43a1) la 'jug pa nyid kyi phyir ro//
101

  

2.3.1.1.4.2 

rnam par shes pa las dben pa'i gzugs gang yin pa de ni de dag dang mtshungs pa zhes bya ste 

(D39a7) rang gi rgyud
102

 dang mtshungs par rjes su 'jug pa (G48b3) nyid kyi phyir ro//  

  

                                                   
91 / DC; om. PNG. 
92 gzhag par DCN; bzhag par G; om. P. 
93 blta DCNG; ill. P. 
94 / DC; om. PNG. 
95 om. DCPG; / N. 
96 dben DCNG; ill. P. 
97 dang 'byung ba chen po bzhi dag DC; om. PNG. 
98 gyis DC; gyi PNG. 
99 rten PNG; don DC. 
100 bya'o// DC; bya/ PNG. 
101 // DCNG; / P. 
102 rgyud DCNG; rgyu P. 
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2.2.2 
;$ɰ"EBȟǾ2ɰũ�+Ú�1ŝȨH>(>1+�D1+ɰ�ȟ�Ȁ/ȼ��13ɰ�

$�'*ɰ9�1ħ¿1ƎĳğH>(>1,�*ƿ�$=/ɰǾHȒð�D�1+�D�,

ƽBED8�+�Dɱ 
2.3ɳǾ1®¡ɴ 
2.3.1ɳǲǾ1®¡ɴ 
2.3.1.0 
;$ɰǲǾ1®¡2��,��.B3ɰ 

2.3.1.1 
2.3.1.1.0 
"E2�Ǆ,Ȋõ�ED8�+�Dɱ�.G&ɰñȨ,ɰƗĚ,ɰȠ��ê�D>1,�

ê�.�>1,ɰȠ�BəE*�D>1,əE*�.�>1,ɰĦ1Ž©ɢÎ,ɰɔɑ+�

Dɱ 
2.3.1.1.1 
"1k+ɰǲ1ñȨ,2ɰǲ+�D>12ã�.D>1+�'*>ɰ�8*�È�ǐ,ɰ

È�ǐH±É,�D>1+�Dɱ 
2.3.1.1.2 
2.3.1.1.2.1 
;$ɰǲ1ËŚ1ƗĚ,2ɰȆǏ�*ȏ�3ɰƄſ.>1ɭsŤɮ,ɰƄſ.>11÷Ȥ

,ɰħ1÷Ȥ$Dǲɭź�ĵŇǲɮ+�D14ɱ 
2.3.1.1.2.2 
�ȹ1ƗĚ,2ɰƖȨ/ƳĜ���,ɭØÖɮ,��ƗĚ+�Dɱ 

2.3.1.1.3 
2.3.1.1.3.1 
2.3.1.1.3.1.1 
;$ɰȠ��ê�D>1_�ê�.�>1,2ɰÏBE*�Dǲ��+�Eɰ"E2Ƞ�

�ê�D>1,��ɱ 
2.3.1.1.3.1.2 
;$ɰ"E2ɰȠ,ƃ¹�*�D>1ɰ��A5�ºa1Ĳþ,íŨH>(>1,�*Ž

©�D>1+�Cɰȟ�1¶Hơ�� D�,1ļCĵ,.'$>1+�Dɱ 
2.3.1.1.3.2 
"E,ȷ1>12ɰÏBE*�.��ǲ�+�D,ƽBED8�+�Dɱ 

2.3.1.1.4 
2.3.1.1.4.1 
;$ɰȠ�BəE*�D>1_əE*�.�>1,2ɰȠ�BəE*�.�ǲɭsŤɮ�

�+�Eɰ"E2�ɥ~�$�ǲ��,��ɱ.!.BɰȠ,ɥ~�$>1,�*ɰ÷Ȥ/

÷�*Ž©�D>1+�D�Bɱ 
2.3.1.1.4.2 
Ƞ�BəE*�DǲɭsŤɮ��+�Eɰ"E2�"EB�ǭ��,ɥ~�$�ǲ��,

��ɱ.!.BɰǭƳǖ,ɥ~�$>1,�*Ǖǖ�*Ž©�D>1+�D�B15ɱ 
  

                                                   
13 �1aǍ2ɰƈȓ+2�ƣȟǾÂŚǄǄ»ğȟȀ�ɭȟǾ2$%ũ�.»ǃHğȨ,�*>(ȟȀ
+�D1+ɮ,.'*�D�ɰ�»ğȟȀ�,��ȁƝ2ȌɆ�Êɚ+�DɱaőɰSYTVșȓ+

2�"EBȟǾ2ɰũ�+Ú�1ŝȨH>(>1+�D1+ɰ�ȟ�Ȁ/ȼ���,.'*�Cɰƈ

ȓ,1ƳȾ�Ú�ȈBEɰħ¿>��Ʈ/eœƼ+�Dɱ��+2SYTVșȓHȸșƮ/ȓ�$ɱ 
14 Text B-trż 9ɰż 15³Ɛɱ 
15 �ɥ~�$�ǲ��,�"E�ǭ��,ɥ~�$�ǲ��/(�*2ɰText B-trż 16³Ɛɱ 
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2.3.1.1.5 

2.3.1.1.5.0 

de la 'du (C40a4) shes (P41b4) kyi spyod yul ni 'du shes gsum (N43a2) po 'di dag ni gzugs la dmigs pa 

yin te/  

2.3.1.1.5.1 

2.3.1.1.5.1.0 

gzugs kyi 'du shes dang/ thogs pa'i 'du shes dang/ sna tshogs kyi 'du shes so//  

2.3.1.1.5.1.1 

gzugs kyang mtshan
103

 nyid (D39b1) (G48b4) gsum ste snang ba dang bcas pa'i (P41b5) mtshan nyid (C40a5) 

dang/ yul gnod pa'i mtshan nyid dang/
104

 rgyas (N43a3) par gnas pa'i mtshan nyid de/ de dag kyang go 

rims bzhin du 'du shes gsum po de
105

 dag gi
106

 spyod yul du
107

 gyur pa yin par blta bar (G48b5) bya'o//  

de la sngon po la sogs pa'i kha dog (D39b2) (P41b6) 'dzin par byed pa ni (C40a6) gzugs kyi 'du shes so// 

'gro ba thogs pa 'dzin par (N43a4) byed pa ni thogs pa'i 'du shes so// bud med dang/ skyes pa dang/ khang 

khyim dang/ zhing la sogs par nye bar (G48b6) 'dogs pa
108

 'dzin par byed pa ni sna tshogs kyi (P41b7) 'du 

shes te/  

2.3.1.1.5.2 

de ni 'du shes kyi spyod (D39b3) yul gyi (C40a7) rab tu dbye ba yin no//  

2.3.1.1.6 

2.3.1.1.6.1 

de la gzugs kyi mtha' ni (N43a5) mdor bsdu na gzugs
109

 rnam pa gnyis te/ khams 'og ma dang
110

 

khams bar mar gtogs pa ste/ (G49a1) 'dod pa na spyod pa dang/ gzugs na spyod pa'o// (P41b8) 

2.3.1.1.6.2 

de la gzugs med pa rnams na ni
111

 las kyi dbang gis (C40b1) grub pa nyid la
112

 (D39b4) brten nas 

gzugs med pa zhes bya bar zad de/ (N43a6) snyoms par 'jug pa'i dbang (G49a2) la
113

 brten nas ni ma yin te/ 

'di ltar de la snyoms par 'jug pas mngon par 'du bya ba mngon
114

 du gyur (P42a1) pa las thams cad na 

gzugs kyi rnam pa la dbang ba (C40b2) dmigs pa'i phyir te de yang snyoms par (D39b5) 'jug pa'i
115

 gzugs 

cha phra ba zhes bya'o//  

2.3.2 

2.3.2.0 

de la (G49a3) tshor (N43a7) ba'i phung po'i
116

 rab tu dbye ba gang zhe na/  

2.3.2.1 

2.3.2.1.0 

de ni rnam pa lngar blta bar (P42a2) bya ste/ dngos po dang/ mtshan nyid dang/ rab tu skye ba dang 

nye bar brtags
117

 pa dang/ nges par 'byung ba'o//  

2.3.2.1.1 

de la tshor (C40b3) ba'i phung po'i dngos po ni myong ba nyid dang/ (D39b6) myong (G49a4) ba'i gnas 

dang mthun (N43b1) pa'i chos rnams so//  

  

                                                   
103 mtshan DCPG; mchan N. 
104 / DCPG; // N. 
105 de DC; om. PNG. 
106 gi DCPN; gis G. 
107 du DCPN; tu G. 
108 pa DPN; par CG. 
109 gzugs DC; om. PNG. 
110 om. DCPG; / N. 
111 pa rnams na ni DCNG; ill. P. 
112 la DC; las PNG. 
113 la DC; las PNG. 
114 par 'du bya ba mngon DC; om. PNG. 
115 pa'i DCNG; ill. P. 
116 po'i PNG; po DC. 
117 brtags DC; btags PNG. 
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2.3.1.1.5 
2.3.1.1.5.0 
;$ɰĦ1Ž©ɢÎ,2ɰŬ1b(1Ħ2ǲ/÷�*Ǜ�D>1+�Dɱ 

2.3.1.1.5.1 
2.3.1.1.5.1.0 
�.G&ɰǲ1Ħ,ɰĺȍ1�D>11Ħ,ɰɘÚ.>11Ħ+�Dɱ 

2.3.1.1.5.1.1 
ǲ>;$ɰb(1ƗĚ��Dɱ�.G&ɰ�H|�ƗĚ,ɰÓĵHä�DƗĚ,ɰɗǅ�

E$>1,�*,-;DƗĚ+�Dɱ"EB�b(1ƗĚ�>;$ɡŬ/ɰb(1Ħ1Ž©

ɢÎ,.'$>1+�D,Ȋõ�ED8�+�Dɱ 
;$ɰɛ.-1ǲđHķĿ�D>12ǲ1Ħ+�Dɱ©�?ĺȍ1�D>1HķĿ�D>

12ĺȍ1�D>11Ħ+�Dɱá_Ƥɰóā_Ʀ.-/÷�*zțHķĿ�D>12ɘÚ

.>11Ħ+�Dɱ 
2.3.1.1.5.2 
yc2Ħ1Ž©ɢÎ1®¡+�Dɱ 

2.3.1.1.6 
2.3.1.1.6.1 
;$ɰǲ1ɔɑ,2ɰȆǏ�*ȏ�3ɰpǄ1ǲ��Dɱ�.G&ɰd1ƥ�/Ă�D>

1�,kɌ1ƥ/Ă�D>1+�Dɱ�.G&�ɡŬ/�ɰŭ�ƥ�/��*Ȁ©�Dǣ,ɰ

ǲ�ƥ�/��*Ȁ©�Dǣ+�Dɱ 
2.3.1.1.6.2 
;$ɰƎǲ�ƥ�/2ɰ$%Ŧ1¦/A'*ĖBE$>11</Ð)�*ɰƎǲ,»x�

D%�+�CɰɜĮ1¦/Ð)�*+2.�ɱ�.G&ɰ"1Ó¹ɰɜĮ/A'*.�ED

8�>1�ƝE$�,/A'*ɰ�8*/��*ɰǲ1Ǆɥ/ɍ�*ǭÌHĖD�Bɱ�E

>;$ĘǑ.ɜĮ1ǲ,»x�Dɱ 
2.3.2ɳ¶Ǿ1®¡ɴ 
2.3.2.0 
;$ɰ¶Ǿ1®¡2��,��.B3ɰ 

2.3.2.1 
2.3.2.1.0 
"E2sǄ,Ȋõ�ED8�+�Dɱ�.G&ɰñȨ,ɰƗĚ,ɰơȫ,ɰȗ��Ȋõ�

ED8��,,ɰ�ə+�Dɱ 
2.3.2.1.1 
"1k+ɰ¶Ǿ1ñȨ,2ɰ9�.B0Ǔɦ,ɰǓɦ1ļCĵ/ƳĜ��ȟź+�Dɱ 
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2.3.2.1.2 

2.3.2.1.2.0 

2.3.2.1.2.1 

de la rang gi mtshan nyid (P42a3) ni bde ba dang/ sdug bsngal ba dang/ sdug bsngal ba
118

 yang ma 

yin bde ba yang ma yin pa'i tshor ba'o//  

2.3.2.1.2.2 

de la tshor ba'i phung po'i spyi'i mtshan nyid ni bde (C40b4) ba'i tshor ba ni 'gyur (G49a5) ba'i sdug 

bsngal nyid kyis sdug bsngal (D39b7) ba dang/
119

 sdug (N43b2) bsngal (P42a4) gyi tshor ba ni sdug bsngal 

gyi
120

 sdug bsngal nyid kyis sdug bsngal ba dang/ sdug bsngal yang ma yin bde ba yang ma yin pa'i 

tshor ba ni 'du byed kyi sdug bsngal nyid kyis sdug (G49a6) bsngal ba'i dbang du (C40b5) mdzad nas/ gang 

ci tshor ba
121

 yang rung ste/
122

 (P42a5) de
123

 'dir sdug bsngal (N43b3) ba'o
124

 (D40a1) zhes bya ba'o//  

2.3.2.1.3 

2.3.2.1.3.0 

de la rab tu skye ba ni reg pa bcu drug las tshor ba rnams 'byung bar 'gyur ba ste/  

2.3.2.1.3.1 

'di lta ste/ mig dang/ rna ba dang/ sna dang/ lce dang/
125

 (G49b1) lus dang/ yid kyi
126

 'dus te reg pa 

(C40b6) rnams dang/ thogs (P42a6) pa'i 'dus te reg pa dang/ tshig bla dags (D40a2) (N43b4) kyi 'dus te reg pa 

dang/ bde ba'i tshor ba dang mthun pa'i 'dus te reg pa dang/ sdug bsngal gyi tshor ba dang
127

 mthun
128

 

pa'i 'dus te reg pa (G49b2) dang/ sdug bsngal yang ma yin bde ba yang ma yin pa'i (P42a7) tshor ba (C40b7) 

dang mthun pa'i 'dus te reg pa dang/ rjes su chags (N43b5) pa'i 'dus te reg (D40a3) pa dang/ khong khro ba'i 

'dus te reg pa dang/ rig pa'i 'dus te reg pa dang/ ma rig pa'i 'dus te (G49b3) reg pa dang/ rig pa yang ma 

yin ma rig pa yang ma (P42a8) yin pa'i 'dus te reg pa las so//  

2.3.2.1.3.2 

de la (C41a1) yul 'dzin par byed pa nyid la
129

 brten
130

 nas (N43b6) ni 'dus te reg pa drug po rnams 

dang/ (D40a4) thogs pa'i 'dus te reg pa rnam par gzhag go// yul (G49b4) la rnam par rtog pa nyid la
131

 

brten
132

 nas ni tshig (P42b1) bla dags
133

 kyi 'dus te reg pa gcig tu
134

 rnam par gzhag
135

 go// yul (C41a2) 

myong bar byed pa nyid la
136

 brten nas ni bde ba la (N43b7) sogs pa'i tshor ba dang mthun pa'i 'dus te reg 

pa gsum (D40a5) rnam par (G49b5) gzhag
137

 go// kun nas nyon mongs pa dang/
138

 rnam par (P42b2) byang ba 

nyid la
139

 brten nas ni rjes su chags pa dang/ khong khro ba dang/ ma rig pa'i 'dus (C41a3) te reg pa 

rnams dang/ rig pa dang/ rig pa (N44a1) yang ma yin ma rig pa yang ma yin pa'i 'dus te (G49b6) reg pa dag 

rnam par (D40a6) gzhag par rig par (P42b3) bya ste/  

  

                                                   
118 ba DC; om. PNG. 
119 / DPNG; om. C. 
120 gyi DCPG; gyis N. 
121 ba DCN; om. PG. 
122 / P; om. DCNG. 
123 de PNG; de ni DC. 
124 om. PNG; // DC. 
125 / DCNG; ill. P. 
126 kyi DCPG; kyis N. 
127 om. DC; / PNG. 
128 mthun DCNG; thun P. 
129 la DC; las PNG. 
130 brten DCPN; brten pa G. 
131 la DC; las PNG. 
132 brten DPNG; brtan C. 
133 dags DPNG; dges C. 
134 tu DCN; du PG. 
135 gzhag DCPG; bzhag N. 
136 la DC; las PNG. 
137 gzhag DCPG; bzhag N. 
138 / DC; om. PNG. 
139 la DC; las PNG. 
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2.3.2.1.2 
2.3.2.1.2.0 
2.3.2.1.2.1 
;$ɰ�¶Ǿ1�ËŚ1ƗĚ,2ɰŨ�¶�_Ƕ�¶�_eǶeŨ¶+�Dɱ 

2.3.2.1.2.2 
;$ɰ¶Ǿ1�ȹ1ƗĚ,2ɰŨ¶2ɰÖǶɭØÖ�D,��Ƕɮğ/A'*Ƕ�+�D

,��1�,ɰǶ¶2ɰǶǶɭǶƫ,��Ƕɮğ/A'*Ƕ�+�D,��1�,ɰeǶe

Ũ¶2ɰȀǶɭĐĲ�E$>1,��Ƕɮğ/A'*Ƕ+�D,��ƌ/�*ɰ�gú2�

�¶+�D>12ã�.D>1+�'*>ɰ"E2��+2Ƕ+�D�,��1+�Dɱ 
2.3.2.1.3 
2.3.2.1.3.0 
;$ɰơȫ,2ɰ¯�1Łȍ�Bɰȟ�1¶�ơ�D�,/.Dɱ 

2.3.2.1.3.1 
�.G&ɰƷ_Ǥ_ɬ_ǯ_Ȱ_ħ1Łȍ,ɰ�sŤ/Ă�D�ĺȍ1�D>11Łȍ,ɰ

�ħ/Ă�D�xf�E$¡»1ŁȍɭÕșȍɮ16,ɰŨ¶/ƳĜ��Łȍ,ɰǶ¶/ƳĜ

��Łȍ,ɰeǶeŨ¶/ƳĜ��Łȍ,ɰƅĩ1Łȍ,ɰƹĠ1Łȍ,ɰœɭƽɮ1Łȍ

,ɰƎœ1Łȍ,ɰœ+>.�Ǝœ+>.�>11Łȍ�B�ơ�D�,�+�Dɱ 
2.3.2.1.3.2 
"1k+ɰ9�.B0÷ȤHķĿ�D�,/Ð)�*ɰ�Ʒ�Bħ;+1��(1Łȍ,ɰ

ĺȍ1�DŁȍHȒð�Dɱ9�.B0÷ȤH®¡�D�,/Ð)�*ɰxf�E$¡»1

ŁȍɭÕșȍɮHa(,�*Ȓð�Dɱ9�.B0÷ȤHǓɦ� D�,/Ð)�*ɰŨ.

-1¶/ƳĜ��b(1ŁȍHȒð�Dɱ9�.B0ɘţ_Ƅſ/Ð)�*ɰƅĩ_ƹĠ_

Ǝœ1Łȍ,ɰœ_œ+>.�Ǝœ+>.�>11ŁȍHȒð�D,ƽBED8�+�Dɱ 
  

                                                   
16 tshig bla dags (=dwags) kyi 'dus te reg paɭ*adhivacana(saṃ)sparśaɰÕșȍɮ/(�*2 Text B-trż 17
³Ɛɱ 
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2.3.2.1.3.3 

de ni tshor ba rnams kyi rab tu skye ba'i rab tu
140

 dbye ba yin no//  

2.3.2.1.4 

2.3.2.1.4.1 

mdo las de nas bcom ldan 'das nyag gcig (C41a4) dben par gshegs te/ nang (N44a2) du yang dag 'jog la 

bzhugs
141

 pa na/ thugs la thugs kyis
142

 (G50a1) yongs su rtog pa 'di lta bu byung ste/ (D40a7) (P42b4) tshor ba 

ni gang/
143

 tshor ba kun 'byung ba ni gang/
144

 tshor ba 'gog pa ni gang/
145

 tshor ba kun 'byung bar 'gyur 

ba'i lam ni gang/ tshor ba 'gog par 'gyur ba'i lam ni (C41a5) gang/ tshor ba ro myang ba ni (N44a3) gang/ 

(G50a2) nyes dmigs ni gang/ nges par 'byung ba ni gang yin snyam nas de (P42b5) 'di snyam du (D40b1)  

dgongs te/ tshor ba ni gsum po 'di dag yin te/ bde ba dang sdug bsngal ba dang/ sdug (C41a6) bsngal 

yang ma yin bde ba yang ma yin pa'o// reg pa (G50a3) kun 'byung bas tshor ba (N44a4) kun 'byung ba'o// 

reg pa 'gag
146

 pas tshor ba 'gag go// (P42b6) tshor ba la
147

 mngon par dga' ba dang/
148

 mngon (D40b2) par 

brjod pa dang/ lhag par chags pa dang/ lhag par chags shing (C41a7) gnas pa gang yin pa 'di ni tshor
149

 ba kun 

(G50a4) 'byung bar 'gyur ba'i lam yin no// tshor ba (N44a5) la mngon
150

 par dga' ba med pa dang/ mngon (P42b7) 

par mi brjod pa dang/ lhag par chags pa med
151

 pa dang/ lhag par (D40b3) chags shing mi gnas pa gang yin pa 

'di ni tshor ba 'gog par (C41b1) 'gyur (G50a5) ba'i lam yin no// tshor ba la
152

 brten te/ bde ba skye ba dang/ (N44a6) 

yid bde ba skye ba gang yin pa 'di (P42b8) ni tshor ba'i ro myang ba yin no// tshor ba mi rtag
153

 pa dang/ sdug 

bsngal ba dang 'gyur ba'i chos can gang yin pa (D40b4) 'di ni tshor ba'i nyes (G50a6) dmigs yin no// tshor (C41b2) 

ba la 'dun pa'i 'dod chags 'dul ba dang/ 'dun pa'i (N44a7) 'dod chags spong (P43a1) ba dang/ 'dun pa'i 'dod chags 

las yang dag par 'da' ba gang yin pa 'di ni tshor ba las nges par 'byung ba (G50b1) yin no zhes gsungs pa ni 

  

                                                   
140 rab tu DC; om. PNG. 
141 bzhugs DC; zhugs PNG. 
142 kyi PNG; kyis DC. 
143 / PNG; om. DC. 
144 / em.; om. DCPNG. 
145 tshor ba 'gog pa ni gang/ DC; om. PNG. 
146 'gag PNG; 'gags DC. 
147 la DC; om. PNG. 
148 / DC; om. PNG. 
149 'di ni tshor DCNG; ill. P. 
150 mngon DPNG; mngen C. 
151 med DCNG; mad P. 
152 la DC; las PNG. 
153 rtag DCPN; rtags G. 
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2.3.2.1.3.3 
yc2ȟ�1¶1ơȫ1®¡+�Dɱ 

2.3.2.1.4 
2.3.2.1.4.1 
Ǔ�/ɲ"EŌ/ɰgú4,C2ɋɜ.�Óĵ�/Ȁ'*ɰɕE$�,�F�/���/

.'$Ĕɰ�ě/��*ɰ�ě1ĞǢ�Ŭ1A�/ơ�$ɱ�Ī¶,2��ɱĪ¶�ɗ¹�

D�,,2��ɱĪ¶HƇ�D�,,2��ɱĪ¶�ɗ¹�D�,/ü�Ƚ,2��ɱĪ¶

HƇ�D�,/ü�Ƚ,2��ɱĪ¶H¿G�8��,,2��ɱ�Ī¶1�ġ�,2��ɱ

�Ī¶�B��ə�D�,,2���,Ǣ�$ĔɰĒ2Ŭ1>1Hě/��*�Ǣ�/.'

$ɱ�Ī¶,2Ŭ1bǄ+�Dɱ�.G&ɰŨ,ɰǶ,ɰeǶeŨ+�DɱŁȍ�ɗ¹�D

�,/A'*Ī¶�ɗ¹�D�,���D�ɱŁȍ�Ƈ�D�,/A'*Ī¶�Ƈ�DɱĪ

¶/÷�*ɰĩŨ�D�,_�ȏș+�ȁƝ�D�,_ĩƸ�D�,_ËÏ�D�,ɰ"E

2Ī¶�ɗ¹�D�,/ü�Ƚ+�DɱĪ¶/÷�*ɰĩŨH>$.��,_�ȏș+�ȁ

Ɲ�.��,_ĩƸH>$.��,_ËÏ�.��,ɰ"E2Ī¶HƇ�D�,/ü�Ƚ+

�DɱĪ¶/Ð)�*ɰŨ�ơ�D�,_Å�ơ�D�,ɰ"E2Ī¶H¿G�8��,+

�DɱĪ¶�Ǝą_Ƕ_Øƪ�DğȨH>(>1�+�D�ɰ"E2Ī¶1ġ�+�DɱĪ

¶/÷�*ɰŭŶ�D,��ȥŭHĸ£�D�,_ŭŶ�D,��ȥŭHŏ(�,_ŭŶ�D

,��ȥŭHȬ�D�,ɰ"E2Ī¶�B�ə�D�,+�D�,ɰ�ț�/.'$�,2ɰ 
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de la nye bar brtag (D40b5) pa'i rab tu dbye ba ni (C41b3) zhes bya ba la sogs pa'i tshig (P43a2) gis rnam par 

bshad de/ 

de la (N44b1) nye bar brtag pa'i rab tu dbye ba ni tshor ba rnam pa brgyad po dag la tshor ba nye 

bar brtag
154

 pa (G50b2) yang dag par rdzogs pa'i sangs rgyas thams cad las
155

 byung la 'di lta ste tshor ba 

rnams ni du/ tshor ba rnams (D40b6) (C41b4) kyi (P43a3) kun 'byung ba ni gang/ tshor ba rnams kyi 'gog pa ni 

gang/ (N44b2) tshor ba rnams kyi
156

 kun 'byung bar 'gyur ba'i lam ni (G50b3) gang/ tshor ba rnams 'gog par 

'gyur ba'i lam ni gang/ tshor ba rnams kyi
157

 ro myang ba ni gang/ nyes dmigs ni gang/ (P43a4) nges par 

(C41b5) 'byung ba ni gang zhes bya ba
158

 (D40b7) ste/ de la de ltar nye bar rtog pa na yang dag (N44b3) par 

rtogs
159

 pa'i
160

 tshor ba ni (G50b4) gsum po 'di dag yin no// reg pa kun 'byung bas tshor ba kun 'byung 

ngo zhes bya ba
161

 rgyas par ji
162

 skad mdo las gsungs pa bzhin rnam (P43a5) par dbye bar rig par (C41b6) 

bya'o//  

  

                                                   
154 brtag DCPG; brtags N. 
155 las DC; la PNG. 
156 kyi DC; kyis PNG. 
157 kyi DC; kyis PNG. 
158 ba DC; om. PNG. 
159 rtogs DCPG; rtog N. 
160 pa'i DC; pa ni PNG. 
161 bya ba DC; om. PNG. 
162 ji DCNG; ill. P. 
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�;$ɰȗ��Ȋõ�ED8��,1®¡,2�q�1ȏœ/A'*œB�/�$17ɱ 
;$ɰȗ��Ȋõ�ED8��,1®¡,2ɰ�Ǆ1Ī¶/��*Ī¶�ȗ��Ȋõ�E

D8��,2�8*1ůǊȉ/A'*ȀGE*�Dɱ"E2�.G&ɰȟ�1Ī¶2ĉ(�ɰ

ȟ�1Ī¶1ɗ¹2��ɰȟ�1Ī¶1ƁƇ2��ɰȟ�1Ī¶1ɗ¹�D�,,.DȽ2

��ɰȟ�1Ī¶1Ƈ�D�,,.DȽ2��ɰȟ�1Ī¶1¿G�8��,2��ɰġ�

2��ɰ�ə2��ɰ,���,+�Dɱ;$ɰ�1A�/Ȋõ�D,�ɰů��Ȋõ�E

$Ī¶,2ɲ�1b(ɭŨ_Ƕ_eǶeŨɮ+�DɱŁȍ�ɗ¹�D�,/A'*Ī¶�ɗ

¹�D,ɰȗ��2Ǔ�/�ț�/.'$ȹCɰɥ¡���D�,ƽBED8�+�Dɱ 

                                                   
17 �1aŲǸ2ɰ¥Ĕ1ōǬ�Bƀ�$eǭƏ.ȑȶ+�Cɰƈȓ,>÷Ĝ�*�.��ɰȑȶ�ô
2ɰdȑ1ɏ½Ǔ�,9:ºũ+�D�,�ƾȘ+�DɱŬ1ŲǸ1Ȍț/2ºǓ�1čƢ,Ǣ�B

EDɃ���Cɰƈȓ1Ȗďǌĵ>ºǓ�1ōȏ,aǮ�*�DɭÝé+ȁȑɮɱ�$�'*ɰSY

TVșȓ1�1ŲǸ2ɰǓț1��Hƿ�$=/ń��E$·ǫğ��Dɱ  
�ɘɏ½�17.475 Ǔɭ121b27�c12ɮɲ�ƔŖgú¾ȟųhɱŴçÿã�ŜĲ�ŖɰƛaɝǿǁĞĞ
ĥɰ�ãŕȋȋõȟ¶ɱq�ƍ¶ɱq�¶ɗɱq�¶Ƈɱq�¶ɗȽȯɱq�¶ƇȽȯɱq�¶¿ɱ

q�¶ġɱq�¶əɱãŕȋõɱŚb¶ɱŪ¶ɰǶ¶ɰeǶeŪ¶ɱȎɗŕ¶ɗɱȎƇŕ¶Ƈɱǵ

Œ¶ĩŪ_ȢŮ_ţǺ_Ñ�ɰŕ»¶ɗȽȯɱǵŒ¶eĩŪ_ȢŮ_ţǺ_Ñ�ɰŕ»¶ƇȽȯɱ

ǵ¶ÉǘơŪ_Åɰŕ»¶¿ɱǵ¶Ǝą_ȡŔźɰŕ»¶ġɱǵŒ¶Őŭȥ_ȭŭȥɰŕ»¶əɱ

ɭƨɮãŴçÿ�ɰãŕČť�ɰŴƉŻƀ�ɰȵǞȵìŃ�ɰȵɂȵƕĀ�ɰȵǹ�ɰ´ĳɇȵō�ɰ

ŜĲ�ŖĞĥȋõȟ¶tėãŕɱ�ɭ	ȓ
"1Ŗɰgú2ųh$&/�Ŭ1A�/�¾�$ɱŴç

ÿãŞ2Ĳv�*�.�Ŗɰ4,C+ɜ�.,�F+ƺĦ1ĞǢH�ɰŬ1A�.ȊõH�*ȟ�

1¶HȊõ�$ɱ�¶,2��ɱ¶1ɗ¹,2��ɱ¶1ƁƇ,2��ɱ¶1ɗ¹71Ƚ1ȯ,2

��ɱ¶1ƁƇ71Ƚ1ȯ,2��ɱ¶1¿,2��ɱ¶1ġ�,2��ɱ¶HəED�,,2�

�ɱ��"�*�Ŭ1A�/Ȋõ�$ɱ�b(1¶��Dɱ��.G&�Ũ¶_Ƕ¶_eǶeŨ¶

+�Dɱȍ1ɗ¹2¶1ɗ¹+�Dɱȍ1ƁƇ2¶1ƁƇ+�Dɱ¶/÷�*ĩŨ�D_ȧÆ�

D_ĩƸ�D_ËÏ�DÓ¹ɰ¶1ɗ¹71Ƚ1ȯ,»x�Dɱ¶/÷�*ĩŨ�.�_ȧÆ�.

�_ĩƸ�.�_ËÏ�.�Ó¹ɰ¶1ƁƇ71Ƚ1ȯ,»x�Dɱ¶,��ÉǛ�BŨ_Å�ơ

�DÓ¹ɰ¶1¿,»x�Dɱ¶2Ǝą_Øƪ�Dź+�DÓ¹ɰ¶1ġ�,»x�Dɱ¶/÷�

*ɰŭŶ,ȥCHŏ&ɰŭŶ,ȥCHȬȭ�$Ó¹ɰ¶1əED�,,»x�Dɱ�ɭƨɮŴçÿ

v,ºũ/ɰ�1A�/ɰČťɭÿťɮvɰŴƆŻƀɭŴǰƀɮvɰȵǞȵìŃɭĻƧìɮvɰȵɂ

ȵƕĀɭĻɂ½ƕĀɮvɰȵǹvɰ�A5ĳɰɆȵōv2ɰĲv�*�.�Ŗɰȟ�1¶HĞǢ�Ȋ

õ�D�,>ºũ+�Dɱɮ 
O^[TQ_XL`Z1÷ĜǓ�+2ɰȊõl�2Ƿǽ1Ɇȵ,.'*�D�ɰȊõ�ô2ɏ½,

9:º�+�DɱPubbeñāṇam (SN 36.24. Vol. 4, p. 233, 13−24)ɲpubbe me bhikkhave sambodhā 
anabhisambuddhassa bodhisattasseva sato etad ahosi. katamā nu kho vedanā, katamo vedanāsamudayo 
katamā vedanāsamudayagāminī paṭipadā, katamo vedanānirodho katamā vedanānirodhagāminī 
patipadā, ko vedanāya assādo ko ādīnavo kiṃ nissaraṇan ti. tassa mayham bhikkhave etad ahosi. tisso 
imā vedanā sukhā vedanā dukkhā vedanā adukkhamasukhā vedanā, imā vuccanti vedanā, 
phassamudayā vedanāsamudayo, taṇhā vedanāsamudayagāminī paṭipadā, *pe, yo vedanāya 
chandarāgavinayo chandarāgapahānam idaṃ vedanāya **nissaraṇan ti. ɭ*pe 1ƴƨ�ô2 Bhikkhu 
(SN 36.23. Vol. 4, p. 233, 4�9): “phassanirodhā vedanānirodho/ ayam eva ariyo aṭṭhaṅgiko maggo 
vedanānirodhagāminī paṭipadā seyyathīdaṃ sammādiṭṭhi, pe, sammāsamādhi, yaṃ vedanam paṭicca uppajjati 
sukhaṃ somanassam ayaṃ vedanāya assādo, yā vedanā aniccā dukkhā vipariṇāmadhammā ayam 
vedanāya ādīnavo,” ;$ɰ**±ō1 nissaraṇantiH nissaraṇan ti/ŋ=$ɱɮɭ	ȓ
ųh$&Aɰǂ
2ůǊȉ�D¥/ɰ;�/ůǊȉ�*�.�Ƿǽ+�'$,�ɰŬ1A�.�Ǣ���ȫ�'$ɱ

��'$�¶,2��ɱ¶1ɗ¹,2��ɱ¶1ɗ¹/ü�Ƚ,2��ɱ¶1ƁƇ,2��ɱ¶1

ƁƇ/ü�Ƚ,2��ɱ¶/2ɰ¿2��ɰġ�2��ɰ�ə2���,ɱųh$&Aɰ9�.B

0ǂ/2Ŭ1A�.�Ǣ���ȫ�'$ɱ��EBb(1¶��DɱŨ¶_Ƕ¶_eǶeŨ¶ɰ�

EB2¶,À3EDɱȍ1ɗ¹�Bɰ¶1ɗ¹��Dɱƅĩ2¶1ɗ¹/ü�Ƚ+�Dɱ*kƨɱ¶
/÷�*ɰŭŶ,ȥCHĸ£�D�,_ŭŶ,ȥCHŏ(�,ɰ"E2¶1�ə+�D�,ɱɭ*
�kƨ�1ƴƨ�ôɲ�ȍ1ƁƇ�Bɰ¶1ƁƇ��Dɱ9�.B0�1�ŊǦȽ2¶1ƁƇ/ü�

Ƚ+�Dɱ"E2Ŭ1A�+�DɱůȈɰkƨɰůð+�Dɱ¶/A'*Ũ_Å�ơ�Dɰ"E2¶

1¿+�Dɱ¶2Ǝą_Ƕ_Øƪ�DğȨH>(>1+�Dɰ"E2¶1ġ�+�Dɱ�ɮ 
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2.3.2.1.4.2 

tshor ba nye bar brtag pa rnam pa brgyad po de (D41a1) dag kyang rang gi mtshan
163

 nyid (G50b5) nye 

bar brtag (N44b4) pa dang/ tshe 'di la 'byung ba'i rgyu nye bar brtag pa dang/ de 'gog par
164

 nye bar brtag 

pa dang/ tshe phyi ma la 'byung ba'i (P43a6) rgyu nye bar brtag pa dang/ de 'gog pa la nye bar (C41b7) 

brtag pa dang/ de gnyi ga la 'byung ba'i rgyu (D41a2) nye (G50b6) bar brtag pa dang/ de gnyi ga la 'byung 

ba 'gog (N44b5) pa nye bar brtag pa dang/ rnam par byang ba nye bar brtag pa yongs su bstan par (P43a7) 

blta bar bya ste/  

2.3.2.1.4.3 

de ni mdo
165

 bsdu na nye bar brtag pa'i rab tu dbye ba yin no//  

2.3.2.1.5 

de la tshor (C42a1) ba (G51a1) rnams kyi nges par 'byung ba ni 'di
166

 lta ste/ yid mi bde (D41a3) ba'i 

dbang po las nges
167

 par 'byung (N44b6) ba ni bsam
168

 gtan dang po'o// sdug bsngal (P43a8) gyi
169

 dbang po 

las nges
170

 par 'byung ba ni bsam gtan gnyis pa'o// yid bde (G51a2) ba'i dbang (C42a2) po las nges par 

'byung ba ni bsam gtan gsum pa'o// bde ba'i dbang po las nges par 'byung ba ni bsam (D41a4) gtan bzhi 

pa'o// (P43b1) (N44b7) btang snyoms kyi dbang po
171

 las nges par 'byung ba ni mtshan ma med pa'i dbyings 

te/ de ni tshor ba'i (G51a3) phung po'i nges par 'byung ba'i rab tu (C42a3) dbye ba yin no// 

2.3.3 

2.3.3.0 

de la 'du shes kyi phung po'i rab tu dbye ba gang zhe na/  

2.3.3.1 

2.3.3.1.0 

de yang rnam pa lngar blta bar bya (P43b2) ste/ dngos po (D41a5) dang/ (N45a1) mtshan nyid dang/ 

phyin ci log dang/ phyin ci ma log pa dang/ yongs su gcod
172

 (G51a4) pa'o//  

2.3.3.1.1 

de la 'du shes kyi
173

 phung po'i dngos po ni dmigs pa la (C42a4) mtshan mar 'dzin pa dang/ de'i gnas 

lta bu'i chos rnams so// (P43b3)  

2.3.3.1.2 

2.3.3.1.2.1 

de la rang gi mtshan nyid ni snga (N45a2) ma bzhin du rnam pa drug tu blta bar bya'o//  (D41a6)  

2.3.3.1.2.2 

de la
174

 spyi'i mtshan nyid ni kun tu
175

 shes (G51a5) par byed pa'i mtshan nyid de/  

2.3.3.1.2.3 

de ni mtshan nyid kyi rab tu dbye ba yin no// 

  

                                                   
163 mtshan DCN; tshan PG. 
164 par DC; pa PNG. 
165 mdo DC; mdor PNG. 
166 'di DCNG; ill. P. 
167 nges DPNG; ill. C. 
168 bsam DPNG; ill. C. 
169 gyi DCN; kyi PG. 
170 nges DPNG; ngas C. 
171 po DCNG; pe P. 
172 gcod em.; spyod DCPNG. cf.: §2.3.3.1.5.0. 
173 kyi DCNG; byi P. 
174 de la D; de'i PNG. 
175 tu PNG; du DC. 
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2.3.2.1.4.2 
;$ɰ"EB�Ǆ1ɰĪ¶�ȗ��Ȋõ�ED8��,2ɰ�Ī¶1�ËŚ1ƗĚ�ȗ�

�Ȋõ�ED8��,ɰƝg/ơȫ�D�Ī¶�1±É�ȗ��Ȋõ�ED8��,ɰ"E

ɭƝg/ơȫ�DĪ¶ɮ�Ƈ�D�,/��*ȗ��Ȋõ�ED8��,ɰŞg/ơȫ�D

�Ī¶�1±É�ȗ��Ȋõ�ED8��,ɰ"EɭŞg/ơȫ�DĪ¶ɮ�Ƈ�D�,/

��*ȗ��Ȋõ�ED8��,ɰ�Ɲg,Şg1�iő/ơȫ�D�Ī¶�1±É�ȗ�

�Ȋõ�ED8��,ɰ�Ɲg,Şg1�iő/ơȫ�D�Ī¶��Ƈ�D�,�ȗ��Ȋ

õ�ED8��,ɰ�A5Ƅſ�ȗ��Ȋõ�ED8��,Hƿ�*�D,Ȋõ�ED8�

+�Dɱ 
2.3.2.1.4.3 
"E2ɰǓōHȆǏ�*ɰȗ��Ȋõ�ED8��,1®¡+�Dɱ 

2.3.2.1.5 
;$ɰȟ�1Ī¶1�ə,2�.G&ɰįŤHəED�,2 ǀ+�DɱǶŤHəED�

,2pǀ+�DɱÅŤHəED�,2bǀ+�DɱŨŤHəED�,2Èǀ+�DɱŀŤH

əED�,2ƎƳ1ɢÎ+�Dɱyc2¶Ǿ1�ə1®¡+�D18ɱ 
2.3.3ɳĦǾ1®¡ɴ 
2.3.3.0 
;$ɰĦǾ1®¡2��,��.B3ɰ  

2.3.3.1 
2.3.3.1.0 
"E>sǄ,Ȋõ�ED8�+�Dɱ�.G&ɰñȨ,ɰƗĚ,ɰɤ�,ɰeɤ�,ɰƾ

ð�D�,+�Dɱ 
2.3.3.1.1 
"1k+ɰĦǾ1ñȨ,2ɰĵǛ/��DƗĚHĿ�D�,,ɰ"EɭĿ�D�,ɮ1ļ

Cĵ/ƳĜ��ȟź+�Dɱ 
2.3.3.1.2 
2.3.3.1.2.1 
;$ɰËŚ1ƗĚ,2ɰ¥,ºũ/ɰ�ŚƳ1Ħ.-1��Ǆ,Ȋõ�ED8�+�Dɱ 

2.3.3.1.2.2 
;$ɰ�ȹ1ƗĚ,2ɰȁȤ� D�,,��ƗĚ+�Dɱ 

2.3.3.1.2.3 
�E2ƗĚ1®¡+�Dɱ 

  

                                                   
18 įŤ.-1sŤɰ�A5sŤ,ǀð1Ųɒ,1÷Ĝɍ�/(�*2 Text B-trż 20³Ɛɱ 
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2.3.3.1.3 

2.3.3.1.3.1 

2.3.3.1.3.1.1 

de la phyin ci log (C42a5) gi rab tu dbye ba ni byis pa mi (P43b4) mkhas pa ma rig pa dang ldan pa 

tshul bzhin ma yin pa yid la byed (N45a3) pa/ dmigs pa mi rtag pa la rtag go zhes (G51a6) mtshan mar (D41a7) 

'dzin
176

 pa 'byung ba ste/ de ni de'i 'du shes phyin ci log yin no// mi rtag pa la rtag pa ji lta ba bzhin du 

(C42a6) sdug (P43b5) bsngal ba la bde ba dang/ mi sdug pa la sdug pa dang/ bdag med pa la bdag tu 

mtshan mar (N45a4) 'dzin pa
177

 yang de (G51b1) bzhin no//  

2.3.3.1.3.1.2 

'du shes phyin ci log de yang khyim pa rnams (D41b1) la ni sems phyin ci log tu 'gyur ro// rab tu 

byung ba de dag kha cig
178

 (P43b6) la (C42a7) ni lta ba phyin ci log tu 'gyur te/  

2.3.3.1.3.1.3 

de ltar na de ni phyin ci log gi rab tu dbye ba yin no//  

2.3.3.1.3.2 

2.3.3.1.3.2.0 

'du shes phyin
179

 (G51b2) ci (N45a5) log rnams
180

 kyi rnam grangs gzhan yang 

2.3.3.1.3.2.1 

dngos po bzhi po de dag la log par mtshan
181

 mar 'dzin
182

 pa gang yin pa (D41b2) de ni 'du shes 

phyin (P43b7) ci log yin no//  

2.3.3.1.3.2.2 

yul de la (C42b1) de ltar kun tu shes pa'i kun tu 'dod chags gang yin pa de ni sems (G51b3) phyin ci 

log yin no//  

2.3.3.1.3.2.3 

phyin ci log (N45a6) gi dngos po de nyid la de ltar kun tu shes shing de ltar lhag par chags pa'i 

mngon par zhen
183

 pa dang/ (P43b8) 'dod pa dang/ ston pa dang/ rnam par 'jog pa (D41b3) gang yin pa de ni 

lta (C42b2) ba phyin ci log yin no//
184

  

2.3.3.1.4 

de la (G51b4) phyin
185

 ci
186

 ma log pa'i rab tu dbye ba ni/ mdzangs pa mkhas (N45a7) pa rig pa dang 

ldan pa tshul bzhin yid la byed pa dmigs pa mi rtag pa (P44a1) la mi rtag pa dang/ sdug bsngal ba
187

 la 

sdug bsngal ba dang/ mi sdug pa la mi sdug pa dang/ bdag med pa la (D41b4) bdag (C42b3) med (G51b5) do 

zhes yang dag par mtshan mar 'dzin pa 'byung
188

 ba gang yin pa ste/ de ni (N45b1) de'i 'du (P44a2) shes 

phyin ci ma log pa dang/ sems phyin ci ma log pa dang/ lta ba phyin ci ma log pa yang yin te/ de ltar 

na de ni phyin ci ma log pa'i rab tu dbye ba yin no// (G51b6)  

2.3.3.1.5 

2.3.3.1.5.0 

de la yongs su gcod
189

 (D41b5) (C42b4) pa'i rab tu dbye ba ni lnga po 'di dag ni 'du shes kyi yongs 

(P44a3) su gcod pa yin te/ (N45b2) yul yongs su gcod
*
 pa dang/ myong ba yongs su gcod

*
 pa dang/ brda 

yongs su gcod
*
 pa dang/ log par yongs su gcod

*
 pa dang/ bden pa'i (G52a1) don yongs su gcod

*
 pa'o//  

  

                                                   
176 'dzin DPNG; 'jin C. 
177 pa DPNG; pa ma C. 
178 cig DCNG; ill. P. 
179 phyin DCPG; pyin N. 
180 rnams DPNG; rna nams C. 
181 mtshan DCNG; ill. P. 
182 'dzin DCPG; 'jin N. 
183 zhen DCNG; ill. P. 
184 // CPNG; / D. 
185 phyin DPG; pyin CN. 
186 ci DPNG; om. C. 
187 ba DC; om. PNG. 
188 'byung PNG; la 'gyur DC. 
189 gcod DC; spyod PNG. Also the gcod with a “*” mark below. 
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2.3.3.1.3 
2.3.3.1.3.1 
2.3.3.1.3.1.1 
;$ɰɤ�1®¡,2ɰƎœHŚ�DĨ�.�Þ2eãƞ/�ħ�ɰƎą1ĵǛHą�+

�D,ɰƗĚHĿ�D�,�ơ�Dɱ�E2"1ǣ1Ħ1ɤ�+�DɱƎąHą��,�

D�A�/ɰǶHŨɰeſHƄſɰƎĳHĳ+�D,ɰƗĚHĿ�D�,>ºũ+�Dɱ 
2.3.3.1.3.1.2 
;$ɰ"1Ħ1ɤ�2ɰȟ�1Ìóǣ1Ó¹2ě1ɤ�,.DɱaɃ1�óǣ1Ó¹2Ȉ

Ȍ1ɤ�,.Dɱ 
2.3.3.1.3.1.3 
yc1A�/ɰ�E2ɤ�1®¡+�Dɱ 

2.3.3.1.3.2 
2.3.3.1.3.2.0 
Ħ1ɤ�19�1®¡>��D�ɱ 

2.3.3.1.3.2.1 
"EBÈ(1oɭƎą_Ƕ_eſ_Ǝĳɮ/÷�*ɰȚ'*ƗĚHĿ�D�,��+�Eɰ

"E2Ħ1ɤ�+�Dɱ 
2.3.3.1.3.2.2 
"1÷Ȥ/÷�*ɰ�1A�/ȘȠ�D�,1ȥĩ��+�Eɰ"E2ě1ɤ�+�Dɱ 

2.3.3.1.3.2.3 
9�.B0"1ɤ�1o/÷�*ɰ"1ȹCɭɤ��$ȹCɮȘȠ�ɰ"1ȹCĩƸ�*

�Dǣ1ÏƸ�D�,,ɰĶȘ�D�,,ɰțƿ�D�,,ɰȒð�D�,��+�Eɰ"

E2ȈȌ1ɤ�+�Dɱ 
2.3.3.1.4 
;$ɰeɤ�1®¡,2ɰœHŚ�Dɰŗĭ1�Dǩœ.ǣ2ãƞ/�ħ�ɰƎą1ĵǛ

HƎąɰǶHǶɰeſHeſɰƎĳHƎĳ+�D,ɰů��ƗĚHĿ�D�,��+�Eɰ

�E2"1ǣ1Ħ1eɤ�ɰě1eɤ�ɰȈȌ1eɤ�+>�Dɱyc1A�/ɰ�E2e

ɤ�1®¡+�Dɱ 
2.3.3.1.5 
2.3.3.1.5.0 
;$ɰƾð�D�,1®¡,2ɰŬ1s(2Ħ1ƾð�D�,+�Dɱ�.G&ɰ÷ȤH

ƾð�D�,ɰǓɦHƾð�D�,ɰ»ǃɭbrdaɮHƾð�D�,ɰȚ'*ƾð�D�,ɰ
Ƶñ1>1Hƾð�D�,+�Dɱ 
  



	� I� 
�	� Text C 

 272 

2.3.3.1.5.1 

2.3.3.1.5.1.1 

de la yul la (C42b5) mtshan ma (D41b6) dang/ mngon rtags su 'dzin
190

 (P44a4) pa ni yul yongs su gcod
*
 

pa yin no//  

2.3.3.1.5.1.2 

yul las nges (N45b3) par 'byung ba'i tshor ba 'dzin pa ni myong ba yongs su gcod
*
 pa yin no//  

2.3.3.1.5.1.3 

bdag (G52a2) gam gzhan dag la ming
191

 ni 'di zhes bya/ rigs
192

 ni 'di zhes bya/ rus ni 'di zhes bya
193

 

zhes (C42b6) bya ba la sogs
194

 (D41b7) pa'i (P44a5) tha snyad
195

 du 'dzin pa ni brda yongs su gcod pa yin no//  

2.3.3.1.5.1.4 

yul la phyin ci log tu 'dzin pa ni log par yongs su gcod pa yin no//  

2.3.3.1.5.1.5 

yul la phyin ci (G52a3) ma log par 'dzin pa ni
196

 bden pa'i don yongs (N45b4) su gcod pa yin te/  

2.3.3.1.5.2 

de ltar na
197

 de ni 'du shes kyi (P44a6) phung po'i (C42b7) yongs su gcod pa'i rab tu (D42a1) dbye ba yin 

no//  

2.3.4 

2.3.4.0 

de la 'du byed kyi phung po'i rab tu dbye ba gang zhe na/  

2.3.4.1 

2.3.4.1.0 

de yang rnam pa lngar (N45b5) blta bar bya ste/ yul (G52a4) dang/ gnas skabs dang/ kun nas nyon 

mongs pa dang/ rnam par byang ba dang/ mngon (P44a7) par 'du byed
198

 pa'o//  

2.3.4.1.1 

de la yul ni sems (D42a2) pa'i (C43a1) tshogs drug po rnams 'du byed nyid du rnam par gzhag pa yin 

no//  

2.3.4.1.2 

de la gnas skabs ni skye ba (G52a5) dang rga ba la (N45b6) sogs pa sems dang mi ldan pa'i 'du byed 

rnams kyi rnam par gzhag
199

 pa ste/ de ni (P44a8) gnas skabs kyis
200

 rab tu phye ba yin pa'i phyir ro//  

2.3.4.1.3 

de la (C43a2) kun nas nyon mongs pa ni 'du byed (D42a3) kun nas nyon mongs
201

 par byed pa'i nyon 

(G52a6) mongs pa dang/ nye ba'i nyon mongs pa rnams kyi rnam par (N45b7) gzhag pa yin no// 

2.3.4.1.4 

de la rnam par byang ba ni dad pa la (P44b1) sogs pa rnam par byang bar byed pa'i chos rnams 

kyi
202

 rnam par gzhag pa yin (C43a3) no//  

2.3.4.1.5 

de la mngon par 'du byed pa ni (G52b1) yul dang mthun par byed
203

 pa (D42a4) zhes bya ba la sogs pa 

mngon par 'du byed pa rnam pa lnga ste/ snga ma bzhin du blta bar (N46a1) bya'o//  

 

  

                                                   
190 'dzin DCNG; ill. P. 
191 ming DCNG; ill. P. 
192 rigs DCPG; riḍ N. 
193 om. DCPG; / N. 
194 sogs DCP; soḍ NG. 
195 pa'i tha snyad DCNG; ill. P. 
196 pa ni DC; pa'i PNG. 
197 na DC; om. PNG. 
198 byed DCNG; ill. P. 
199 gzhag DCPG; bzhag N. 
200 kyis DC; kyi PNG. 
201 mongs DCNG; mos P. 
202 rnams kyi DC; om. PNG. 
203 byed DCNG; byad P. 
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2.3.3.1.5.1 
2.3.3.1.5.1.1 
"1k+ɰ÷Ȥ/÷�*ɰƗĚ,pŬƮ.�ƗĚ�HĿ�D�,2÷ȤHƾð�D�,+

�Dɱ 
2.3.3.1.5.1.2 
÷Ȥ�Bơ�DĪ¶HĿ�D�,2ǓɦHƾð�D�,+�Dɱ 

2.3.3.1.5.1.3 
ǭ_w/÷�*ɰ�»2�E,����Ǆɥ2�E,����Ǆæ2�E,���,��

.-1ȏșȁƝHĿ�D�,2»ǃHƾð�D�,+�Dɱ 
2.3.3.1.5.1.4 
÷ȤHɤ��*Ŀ�D�,2Ț'*ƾð�D�,+�Dɱ 

2.3.3.1.5.1.5 
÷ȤHɤ� �/Ŀ�D�,2Ƶñ1>1Hƾð�D�,+�Dɱ 

2.3.3.1.5.2 
yc1A�/ɰ�E2ĦǾ1ƾð�D�,1®¡+�Dɱ 

2.3.4ɳȀǾ1®¡ɴ 
2.3.4.0 
;$ɰȀǾ1®¡2��,��.B3ɰ 

2.3.4.1 
2.3.4.1.0 
"E>sǄ,Ȋõ�ED8�+�Dɱ�.G&ɰ÷Ȥ,ɰ�Ƴ,ɰɘţ,ɰƄſ,ɰ�©

� D�,+�Dɱ 
2.3.4.1.1 
"1k+ɰ÷Ȥ,2ɰ�(1Ğ1ɗ¹ɭ�ĞȰɮHȀ"1>1,�*Ȓð�D�,+�Dɱ 

2.3.4.1.2 
;$ɰ�Ƴ,2ɰơ_ǡ.-ɰěeƳĜȀ1Ȓð+�Dɱ"E2�Ƴ/A'*®¡�E$

>1+�D�Bɱ 
2.3.4.1.3 
;$ɰɘţ,2ɰȀHŷ�ƑĢ,ɓƑĢ1Ȓð+�Dɱ 

2.3.4.1.4 
;$ɰƄſ,2ɰ�.-�1�ȟ�1ſ¬�Dź1Ȓð+�Dɱ 

2.3.4.1.5 
;$ɰ�©� D�,,2ɰ÷Ȥ/ɀĜ� D�,,��.-ɰsǄ1�©� D�,+

�Cɰ¥,ºũ/Ȋõ�ED8�+�Dɱ 
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�Part 3
 

 (D56a4−57b4, C57b7−59b1, P59a3−60b5, N61b3−63a5, G71a2−73a2) 

3.0 

3.0.1 

gzugs kyis bsdus (P59a4) pa'i chos rnams las du zhig ni dbang por gyur pa dag yin/ du zhig ni 

spyod yul du gyur pa dag yin zhe na/ smras pa/ lnga ni dbang por gyur pa dag (C58a1) yin la/ drug ni 

spyod yul du gyur pa dag yin (G71a3) par rig (D56a5) par bya'o//
204

 (N61b4)  

3.0.2 

de la dbang por
205

 (P59a5) gyur pa rnams kyi spyod yul du gyur pa dag ji ltar na spyod yul yin zhe 

na/ de ni 'di
206

 lta ste/ sa'i dngos gzhir de la 
(
mig kyang

207)
 yongs su ma nyams la zhes bya ba la sogs 

(C58a2) pa rgya cher bstan pa (G71a4) yin no//  

3.1 

3.1.1 

3.1.1.0 

de la rgyu dus na dbang po yongs su (N61b5) nyams (P59a6) pa (D56a6) dang/
208

 yongs su ma nyams par 

brjod par
209

 bya zhe na/ smras pa/ 

3.1.1.1 

3.1.1.1.1 

rgyu gnyis kyis te/ dman par gyur pa dang/ thams cad kyi thams cad du nyams pas so//  

3.1.1.1.2 

de las bzlog (G71a5) pas ni yongs su ma nyams par (C58a3) brjod par bya'o// 

3.1.2 

3.1.2.0 

gzhan yang (P59a7) mdor (N61b6) bsdu na rgyu bzhis dbang po rnams 'gyur bar (D56a7) blta bar bya ste/  

3.1.2.1 

phyi rol gyi rkyen las skye ba ni 'di lta ste/ phan 'dogs pa dang/ gnod par
210

 byed pa'i yul la yongs 

su longs (G71a6) spyod pa dag dang/ yul dang phan 'dogs pa pha rol (C58a4) gyi (P59a8) gnod pa dag gis 

'gyur (N61b7) bar byed pa'o//  

3.1.2.2 

nang gi rkyen las skye ba ni 'di lta ste/ so so'i nang gi (D56b1) tshul bzhin ma yin pa yid la byed pa 

las skyes pa'i 'dod chags kyis kun nas dkris pa (G71b1) la sogs pa kun nas nyon mongs pa rnams (P59b1) 

dang/ tshul bzhin yid la (C58a5) byed pa las skyes (N62a1) pa'i snyoms par 'jug pa la
211

 sogs pas
212

 'gyur bar 

byed pa'o//  

3.1.2.3 

las kyi rkyen las skye ba ni 'di lta ste/ (D56b2) sngon gyi
213

 las kyi dbang gis gzugs sdug pa dang mi 

(G71b2) sdug pa la sogs pas 'gyur (P59b2) bar byed pa'o//  

3.1.2.4 

ngo bo nyid las (N62a2) 'gyur ba skye ba ni (C58a6) 'di lta ste/ dbang po de dag nyid kyi mtshan nyid 

tha dad pas 'gyur bar byed pa'o//  

  

                                                   
204 // DCPG; / N. 
205 por DPNG; par C. 
206 'di DCNG; ill. P. 
207 mig kyang NG; mig gyang P; dmigs kyang DC. cf.: tatra cakṣuḥ paribhinnaṃ bhavati (Text A 1.2.1); de la 
mig kyang yongs su ma nyams pa dang (Text A-tib 1.2.1) 
208 / NG; om. DCP. 
209 par DPNG; ill. C. 
210 par DC; pa PNG. 
211 la DC; om. PNG. 
212 pas DNG; pa'i P; pa la C. 
213 gyi DCPN; gyis G. 
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ɳPart 3 Ƞ1ơȫ/(�*ɴ 
3.0ɳǲ/«Ň�EDȟź1�ɥɴ 
3.0.1 
ǲɭƖȨɮ/A'*«Ň�EDȟź1k/ɰĉ(�Ť,.'$>1+�Cɰĉ(�Ž©ɢ

Î,.'$>1+�D1�,ȏ�.B3ɰǋ�Dɱs(2Ť,.'$>1+�Cɰ�(2Ž

©ɢÎ,.'$>1+�D,ƽBED8�+�Dɱ 
3.0.2 
"1k+ɰŤ,.'$>11Ž©ɢÎ,.'$>1�ã�/�*Ž©ɢÎ+�D1�,ȏ

�.B3ɰ"E2�.G&ɰ�ŝÍ��/��*ɰ�;$ɰƷ>ÖE*�B��q�ɰȗ�

�ț�$>1+�Dɱ 
3.1ɳŤ/(�*ɴ 
3.1.1ɳŤ1Ö,eÖɴ 
3.1.1.0 
;$ɰĉ(1±É/A'*ɰŤ�ÖE*�D�,,ɰ�Ť��ÖE*�.��,,ț�E

D8�.1�,ȏ�.B3ɰǋ�Dɱ 
3.1.1.1 
3.1.1.1.1 
p(1±É/A'*ɰ�.G&ɰȂĎ/.'$�,,ɰî�/ÖE*�D�,/A'*

�Ť�ÖE*�D�,,ț�ED8��+�Dɱ 
3.1.1.1.2 
"E,ƪ.D�,/A'*2ɰ�Ť��ÖE*�.�,ț�ED8�+�Dɱ 

3.1.2ɳŤ1Øƪɴ 
3.1.2.0 
�B/ɰȆǏ�*ȏ�3ɰÈ(1±É/A'*�s�Ť�Øƪ�D,Ȋõ�ED8�+�

Dɱ 
3.1.2.1 
�.G&ɰÙƮ.Ǜ�Bơȫ�D�Øƪ�2�.G&ɰȟ�1ɰ�ŤH�¢Ʊ�D�D�

2�ŤH�ņò�D÷ȤH¶Ƣ�D�,�/A'*�ɰ;$ɰ÷Ȥ,¢Ʊ�D>1Hɰwǣ

/ACņò�D�,/A'*�ŤH�Øƪ� Dɱ 
3.1.2.2 
�Ʈ.Ǜ�Bơȫ�D�Øƪ�2�.G&ɰ"E#E1�Ʈ.eãƞ�ħ�Bơ�$ȥ/

A'*ǜGC(�E*�D>1.-,��ȟ�1ɘţ�/A'*�ɰ;$ɰãƞ�ħ�Bơ

�$ɜĮɭsnyoms par 'jug paɮ.-/A'*�ŤH�Øƪ� Dɱ 
3.1.2.3 
Ŧ1Ǜ�Bơȫ�D�Øƪ�2�.G&ɰ¥1Ŧ1¦/ADǈɪ_Ʌɐ1Ȱ�ɭgzugsɮ
.-/A'*�ŤH�Øƪ� D19ɱ 
3.1.2.4 
ǭ�/Ð)�Øƪ��B�ơȫ�D�Øƪ�2�.G&ɰ"EB1Ťǭ�1ƗĚ1®¡/

A'*�ŤH�Øƪ� Dɱ 
  

                                                   
19 ƈȓ+2�ĪĖǈů	ɅɐǊ�ɭǈů_Ʌɐ.-HĪĖ�D�,ɮ,.'*�D�ɰSYTVșȓ
/2�ĪĖ�/÷Ĝ�Dș�ȈBE.�ɱ 
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3.1.3 

3.1.3.0 

yid kyi dbang po'i yongs su nyams pa rnam pa dur blta bar bya zhe na/
214

 (D56b3) smras pa/ 

3.1.3.1 

3.1.3.1.0 

rnam pa bzhi ste/ (P59b3) (G71b3)  

3.1.3.1.1 

sgrib pas byas pa ni 'di lta ste/ sgrib pa (N62a3) lnga po dag
215

 las gang yang rung bas sems sgrib pa 

las
216

 so//  

3.1.3.1.2 

g.yeng (C58a7) bas byas pa ni 'di lta ste/
217

 gdon gyis brlams pa la sogs pas sems g.yeng bar byas pa 

las so//  

3.1.3.1.3 

ma thob (P59b4) pas byas pa ni 'di lta ste/ (D56b4) bsam (G71b4) gtan dang (N62a4) gzugs med pa'i yon tan 

khyad par can ma thob pa'i sems de la 
(
rtsol bar

218)
 byed pa las so//  

3.1.3.1.4 

ma byang bas byas (C58b1) pa ni 'di lta ste/ thos
219

 pa dang bzo la sogs pa la
220

 yongs su byang bar 

(P59b5) ma byas pa'i sems las so//  

3.2 

3.2.1 

3.2.1.0 

gzugs la (G71b5) sogs pa (N62a5) yul rnams dbang po (D56b5) rnams la ji ltar snang bar 'gyur zhe na/ 

smras pa/ 

3.2.1.1 

gzugs ni mig dang ma phrad par snang bar 'gyur ro// ha cang
221

 cha phra ba ma yin (C58b2) pa 

snang bar 'gyur ro// (P59b6) bstan du yod pa snang bar 'gyur ro// ma bsgribs
222

 pa snang bar 'gyur (G71b6) 

ro// (N62a6) snang ba dang bcas par
223

 snang bar 'gyur ro// ha cang
224

 (D56b6) bskal pa ma yin pa snang bar 

'gyur ro// spyod yul na gnas pa snang bar 'gyur ro//  

gzhan yang la la'i (P59b7) mig la ni (C58b3) mun khrod na yang gzugs snang bar 'gyur ro//  

3.2.1.2 

sgra ni rna ba dang ma phrad pa (G72a1) dang/ bsgribs (N62a7) pa dang/ ma bsgribs pa dang/ snang ba 

dang/ mun khrod dang/ ha cang cha phra ba ma (D56b7) yin pa dang/ ha cang bskal pa ma yin pa dang/ 

spyod yul (P59b8) na gnas pa grag
225

 par 'gyur ro//  

3.2.1.3 

dri dang ro dang (C58b4) reg bya rnams ni rang rang (G72a2) gi dbang po rnams dang
226

 phrad pa 

dang/ spyod yul (N62b1) na gnas pa dag spyod yul du 'gyur ro//  

3.2.1.4 

lha'i mig la ni
227

 gzugs bstan du yod pa dang/ bsgribs (D57a1) pa dang/ mun khrod na (P60a1) 'dug pa 

dang/ bskal pa dang/ spyod yul na gnas pa yang snang bar (C58b5) 'gyur ro// (G72a3)  

3.2.1.5 

'phags pa'i shes rab kyi mig la ni gzugs rnam pa (N62b2) thams cad spyod yul du 'gyur ro// 

                                                   
214 / CPNG; om. D. 
215 dag DC; dang PNG. 
216 las DCPG; la N. 
217 / PNG; om. DC. 
218 rtsol bar DC; sogs par PNG. 
219 thos DC; thob PNG. 
220 la DCPG; las N. 
221 cang DC; chang PNG. 
222 bsgribs DCN; sgribs PG. 
223 par DC; pa PNG. 
224 cang DC; chang PNG. 
225 grag DPNG; grags C. 
226 dang DC; om. PNG. 
227 la ni DC; om. PNG. 
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3.1.3ɳħŤ1Öɴ 
3.1.3.0 
ħŤ1Ö2�Ǆɥ,Ȋõ�ED8�.1�,ȏ�.B3ɰǋ�Dɱ 

3.1.3.1 
3.1.3.1.0 
ÈǄɥ�,Ȋõ�ED8�+�D�ɱ�.G&ɰ 

3.1.3.1.1 
Ǽ/A'*.�ED�ħŤ1Ö�2�.G&ɰsǼ1k1-E�a(/A'*ěHȇ��

,/A'*+�Dɱ  
3.1.3.1.2 
mE/A'*.�ED�ħŤ1Ö�2�.G&ɰɧɨ/İ�E$.-1�,/A'*ě�

m�E$�,/A'*+�Dɱ 
3.1.3.1.3 
ŜȔĖ/A'*.�ED�ħŤ1Ö�2�.G&ɰ�ǲƥ1È�ǀ?Ǝǲ�ƥ1ð�1�

E$§ęH>(>1HȔĖ�*�.�"1ě/��*ɰ�Ǝƞ/�*�¨¦�*�ǀðH�

�D�,/A'*+�Dɱ 
3.1.3.1.4 
eƒǚ/A'*.�ED�ħŤ1Ö�2�.G&ɰǪǨ,ăĄ.-/Ĭƒ�*�.�ě/

A'*+�Dɱ 
3.2ɳ÷Ȥ/(�*ɴ 
3.2.1ɳ÷Ȥ1Ɲ¥ɴ 
3.2.1.0 
ǲ.-1ȟ÷Ȥ2ȟ�1Ť/��*ã�/�*ɣƝ�D1�,ȏ�.B3ɰǋ�Dɱ 

3.2.1.1 
ǲ2ɰƷ,Łȍ�*�.�Ó¹ɰɣƝ�Dɱŧ=*ĘǑ+2.�>1�ɣƝ�Dɱƿ��

,�+�D>1�ɣƝ�Dɱä�BE*�.�>1�ɣƝ�Dɱ���DÓ¹ɰɣƝ�Dɱ

ŧ=*ȿ�əE*�D1+2.�>1�ɣƝ�DɱŽ©ɢÎ/êÌ�D>1ɭgnas paɮ�
ɣƝ�Dɱ 
�B/ɰ�DǄ1Ʒ/2ɰŘɎ1k/>ǲ�ɣƝ�D20ɱ 

3.2.1.2 
ɟ×2ɰǤ,Łȍ�*�.�>1��Ǩ��D�ɱä�BE*�D>1��Ǩ��D�ɱ

ä�BE*�.�>1��Ǩ��D�ɱ����DÓ¹ɰǨ��D�ɱŘɎ�1k/ɰǨ�

�D�ɱŧ=*ĘǑ+2.�>1��Ǩ��D�ɱŧ=*ȿ�əE*�D1+2.�>1

��Ǩ��D�ɱŽ©ɢÎ/êÌ�D>1�Ǩ��Dɱ 
3.2.1.3 
/��_¿_ȍȉ÷Ȥ2ɰ"E#E1Ť,Łȍ�*�D>1��Ž©ɢÎ/.D�ɱŽ©

ɢÎ/êÌ�D>1�Ž©ɢÎ/.Dɱ 
3.2.1.4 
ÜƷ1Ó¹2ɰƿ��,�+�Dǲ��ɣƝ�D�ɱä�BE*�D>1��ɣƝ�D�ɱ

ŘɎ1k/�D>1��ɣƝ�D�ɱȿ�əE*�D>1��ɣƝ�D�ɱŽ©ɢÎ/êÌ

�D>1>ɣƝ�Dɱ 
3.2.1.5 
Ǧ.DĭƷ1Ó¹2ɰ�8*1Ǆɥ1ǲ�Ž©ɢÎ/.Dɱ 

  

                                                   
20 Text B-trż 26³Ɛɱ 
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3.2.2 

3.2.2.0 

sa'i dngos gzhir spyod yul rnam pa (P60a2) drug ces (D57a2) gang smras pa de'i rab tu dbye ba gang 

zhe na/ 'di lta ste/ gnas dang/
228

 mtshan nyid dang/ phyogs dang/
229

 dus dang/
230

 (G72a4) gsal ba dang/
231

 

(C58b6) mi gsal ba dang/ phyogs gcig dang/ (N62b3) dngos po thams cad 'dzin pa ste/  

3.2.2.1 

de la dang po ni sems (P60a3) can gyi 'jig rten du gtogs pa dang/ snod kyi (D57a3) 'jig rten du gtogs 

pa'i gzugs so//
232

  

3.2.2.2 

3.2.2.2.0 

gnyis pa ni ngo bo nyid rnam pa gsum (G72a5) gyis ngo bo nyid kyi bye brag las te/ mtshan (C58b7) 

nyid kyi bye brag dang/ (N62b4) bya ba'i bye brag dang/ gnas skabs kyi (P60a4) bye brag gis so//  

3.2.2.2.1 

de la gzugs kyi mtshan nyid kyi bye brag ni 'di yin te/ sngon po dang/
233

 (D57a4) ser po dang/ dmar 

po dang/ dkar po zhes bya ba (G72a6) rgya cher bstan pa'o//  

de la bya ba'i bye brag ni 'di lta ste/ rnam par rig (N62b5) (C59a1) byed dang/ rnam par rig (P60a5) byed 

ma yin pa sdom pa dang/ sdom pa ma yin pa dang/ sdom pa yang ma yin sdom pa ma yin pa yang ma 

yin par
234

 bsdus pa dag yin par (D57a5) blta bar bya'o//
235

 (G72b1)  

de la gnas skabs kyi bye brag ni 'di lta ste/ yid du 'ong ba dang/ yid du (N62b6) mi (P60a6) 'ong ba 

dang/
236

 (C59a2) btang snyoms kyi
237

 gnas lta bu dag yin par blta bar bya'o//  

3.2.2.2.2 

de la sgra rnams ni mtshan nyid kyi bye brag ni zin pa'i 'byung ba chen po'i rgyu
238

 las byung ba 

rnams dang/ (G72b2) ma (D57a6) zin pa'i 'byung ba chen po'i rgyu las byung ba rnams dang/ (P60a7) zin pa 

dang/ (N62b7) ma zin pa'i 'byung ba chen po'i rgyu las (C59a3) byung ba rnams so//  

bya ba'i bye brag ni dag gi rnam par rig byed do//  

gnas skabs kyi bye brag ni snga ma bzhin du blta bar bya'o//
239

  

3.2.2.2.3 

de la (G72b3) dri rnams kyi
240

 mtshan nyid kyi bye brag (D57a7) ni rtsa ba (P60a8) dang sdong bu dang/ 

shun pa dang/ (N63a1) snying po dang/ lo ma dang/ me tog dang/
241

 'bras bu'i dri dag go//  

dri dang ro dang reg bya rnams la (C59a4) bya ba'i bye brag ni med do//  

de dag gi gnas skabs kyi bye brag ni snga ma bzhin (G72b4) du blta bar bya'o//  

3.2.2.2.4 

de la ro'i (P60b1) mtshan nyid kyi bye (N63a2) brag ni kha ba
242

 la (D57b1) sogs pa ste snga ma bzhin du 

blta bar bya'o//  

3.2.2.2.5 

reg bya'i mtshan nyid kyi bye brag kyang rnam pa du ma ste snga ma bzhin du blta bar bya'o// 
(C59a5)  

3.2.2.3 

de la spyod yul gsum pa ni shar dang lho dang nub (G72b5) dang byang la sogs pa'i (P60b2) phyogs 

rnams yin par (N63a3) rig par bya'o//  

                                                   
228 / DC; om. PNG. 
229 / em.; om. DCPNG. 
230 / PNG; om. DC. 
231 / DPNG; om. C. 
232 // DCPG; / N. 
233 / CPNG; om. D. 
234 pa yang ma yin sdom pa ma yin pa yang ma yin par DPNG; ill. C. 
235 // DCPN; / G. 
236 / DPNG; om. C. 
237 kyi DCPG; ill. N. 
238 rgyu DPNG; rgya C. 
239 // DPNG; / C. 
240 kyi DCNG; gyi P. 
241 / PNG; om. DC. 
242 ba DPNG; ma C. 
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3.2.2ɳŽ©ɢÎ1®¡ɴ 
3.2.2.0 
�ŝÍ��/��*�Ǆ1Ž©ɢÎ,ȶ8$�ɰ"1®¡2ã�.D>1.1�,ȏ�.

B3ɰ��Ǆ1Ž©ɢÎ2��.G&ɰļCĵ_ƗĚ_ő¼_ŖɌ_œƼ?eœƼ_aɃ?

��1ƖoHĿ�D�,+�Dɱ 
3.2.2.1 
"1k+ɰř 1>12ɰŚĤgɌ/Ă�D�ǲ�,ɰÇgɌ/Ă�Dǲ+�Dɱ 

3.2.2.2 
3.2.2.2.0 
ǉp1>12ɰbǄ1ŝȨ/ADŝȨ1®¡/Ð)�ɱ�.G&ɰƗĚ1®¡,ɰ�Ƣ1

®¡,ɰ�Ƴ1®¡,/AD>1+�Dɱ 
3.2.2.2.1 
"1k+ɰǲ1ƗĚ1®¡2Ŭ1A�+�Dɱ�.G&ɰɛ_ɫ_Ȫ_ƭ,ȗ��ȶ8B

E$>1+�Dɱ 
;$ɰ�Ƣ1®¡2�.G&ɰȁ��E$>1_ȁ��E.�>1�,�ɰē�ɭÄ.D

Ȁƍɮ_ɞē�ɭģ��Ȁƍɮ_ē�+>.�eē�+>.�>1/«Ň�E*�D>1+

�D,Ȋõ�ED8�+�Dɱ 
;$ɰ�Ƴ1®¡2�.G&ɰâ;��>1_â;��.�>1_ŀ/ƳĜ��>1

ɭbtang snyoms kyi gnas lta buɮ+�D,Ȋõ�ED8�+�Dɱ 
3.2.2.2.2 
;$ɰȟ�1ɟ×2ɰƗĚ1®¡2�ě_ěĵ/A'*�ÏBE*�D�ǐ,��±É�

Bơ�$>1,ɰÏBE*�.��ǐ,��±É�Bơ�$>1,ɰÏBE*�D��ǐ�

,ÏBE*�.��ǐ�1iő�,��±É�Bơ�$>1,+�Dɱ 
�Ƣ1®¡2ɰȏǹ,��ȁ��E$>1+�Dɱ 
�Ƴ1®¡2¥ɭǲ1Ó¹ɮ,ºũ/Ȋõ�ED8�+�Dɱ 

3.2.2.2.3 
;$ɰȟ�1/��1ƗĚ1®¡2ɰŤ_ć_ư_ñ_ǹ_Ǵ_š1/��+�Dɱ 
/��_¿_ȍȉ÷Ȥ/��*ɰ�Ƣ1®¡2.�ɱ 
"EB1�Ƴ1®¡2¥,ºũ/Ȋõ�ED8�+�Dɱ 

3.2.2.2.4 
;$ɰ¿1ƗĚ1®¡2ɰǶ�.-+�Cɰ¥,ºũ/Ȋõ�ED8�+�Dɱ 

3.2.2.2.5 
ȍȉ÷Ȥ1ƗĚ1®¡>;$ÚǄ+�Cɰ¥,ºũ/Ȋõ�ED8�+�Dɱ 

3.2.2.3 
;$ɰǉb1Ž©ɢÎ2ɰş°ȅ­.-1ő¼+�D,ƽBED8�+�Dɱ 
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3.2.2.4 

de la bzhi pa ni 'das pa dang/ ma 'ongs (D57b2) pa dang/ da ltar byung ba'i bye brag las blta bar 

bya'o//  

3.2.2.5 

de la lnga pa ni yang dag pa dang yang dag pa ma yin par (C59a6) gzung
243

 ba'i bye brag las blta 

(G72b6) bar bya'o// (P60b3)  

3.2.2.6 

de la drug pa ni phyogs gcig dang/ (N63a4) dngos po mtha' dag 'dzin pa'i bye brag las blta bar bya 

ste/  

3.2.3 

de
244

 ltar de lta bu dang mthun (D57b3) pa de ni gzugs can rnams kyi yul rnams
245

 snang bar 'gyur 

ba'i bye brag yin par rig par bya'o//  (C59a7) 

3.3 

de dang (P60b4) (G73a1) 'byung ba yid la byed pa gang yin zhe na/ gnas (N63a5) yongs su ma nyams pa 

de dang yul snang ba dang phrad pa de dang/ des sems kyi
246

 'jug pa mngon par grub pa gang yin pa 

ste/ 

3.4 

de (D57b4) ltar de lta bu dang mthun
247

 pa de ni gzugs (G73a2) can rnams
248

 kyi (P60b5) phung po'i 

spyod yul bsam pa yin (C59b1) par blta bar bya'o//  

 

�Part 4
 

 (D58b5−59b4, C60b3−61b2, P61b7−62b5, N64b1−65b1, G74b1−75b3) 

4.0 

4.0.1 

rnam par shes pa 'byung ba na (N64b2) sems las byung ba'i chos (D58b6) kun tu 'gro ba du 'byung zhe 

na/ smras pa lnga ste/
249

 yid la byed pa dang/ reg
250

 (G74b2) pa dang/ tshor ba dang/ 'du shes dang/ sems 

pa'o//  (P61b8) 

4.0.2 

kun tu 'gro ba ma yin pa du 'byung zhe (C60b4) na/ smras pa/ kun tu 'gro ba
251

 ma yin pa ni mang 

mod kyi (N64b3) gtso bo ni lnga ste/ 'di lta
252

 ste/ 'dun pa dang/ mos pa dang/ dran pa dang/ ting nge 

(D58b7) 'dzin dang/ shes rab bo// (G74b3)  

4.1 

4.1.1 

yid la byed pa gang zhe na/ sems kyi (P62a1) rtsol ba gang yin pa'o// 

4.1.2 

reg pa gang zhe na/ gsum 'dus pa las (C60b5) don 'dzin pa gang yin pa'o// (N64b4)  

4.1.3 

tshor ba gang zhe na/ gsum 'dus pa las don so sor myong ba gang yin pa'o//  

  

                                                   
243 gzung DC; bzung PNG. 
244 de DPNG; da C. 
245 rnams DC; rnam pa PNG. 
246 kyi DC; can gyi PNG. 
247 mthun DCNG; mbrun P. 
248 rnams DCPG; rnis N. 
249 smras pa lnga ste/ PNG; smras pa/ lnga ste DC. 
250 reg DCNG; rig P. 
251 ba DCPG; ill. N. 
252 lnga ste/ 'di lta DCNG; ill. P. 
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3.2.2.4 
;$ɰǉÈ1>12ɰȼ²_ŜŞ_ƝÌ1®¡/A'*Ȋõ�ED8�+�Dɱ 

3.2.2.5 
;$ɰǉs1>12ɰůƾ/�Ŀ�BE$>1�?ɰeůƾ/Ŀ�BE$>11®¡/A

'*Ȋõ�ED8�+�Dɱ 
3.2.2.6 
;$ɰǉ�1>12ɰaɃ�HĿ�D�,�?ɰ��1ƖoHĿ�D�,1®¡/A'*

Ȋõ�ED8�+�Dɱ 
3.2.3ɳ;,=ɴ 
yc1A�.>1/ƳĜ��>12ɰȟ�1ƖȨƮ.>1ɭgzugs canɮ+�D÷Ȥ�ɣƝ
�D®¡+�D,ƽBED8�+�Dɱ 
3.3ɳǫơ�ħ/(�*ɴ 
�"E,�/ơ�D�ħ�,2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰ"1ÖE*�.�ļCĵɭĪ

ïɮ,ɰ"1ɣƝ,ǔ¹�$÷Ȥ,ɰ"E/A'*ɰěH¼�D�,ɭ�ħɮ�č�ȫ��

ED�,+�Dɱ�

3.4ɳǗĽɴ 
yc1A�.>1/ƳĜ��>12ɰȟ�1ƖȨƮ.>1+�DǾ1Ž©ɢÎHĞĥ�D

�,+�D,Ȋõ�ED8�+�Dɱ�
 

ɳPart 4 s(1ȻÌ�Děĵ,s(1�E$ɞȻÌ1ěĵ/(�*ɴ 
4.0ɳǗțɴ 
4.0.1 
Ƞ�ơ�DŖɰȻÌ�Dɭkun tu 'gro baɮěĵź���(ơ�D1�,ȏ�.B3ɰǋ�
Dɱs(ɱ�.G&ɰ�ħ,ɰȍ,ɰ¶,ɰĦ,ɰĞ,+�Dɱ 
4.0.2 
ɞȻÌ1�ěĵź����(ơ�D1�,ȏ�.B3ɰǋ�DɱɞȻÌ1�ěĵź�2Ú

�+�D�E->ɰ�E$>12s(ɱ�.G&ɰŬ1A�+�Dɱŭ,ɰªȌ,ɰĝ,ɰ

bŉÍ,ɰĭ,+�Dɱ 
4.1ɳs(1ȻÌ�Děĵ1ðǟɴ 
4.1.1 
�ħ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰě1§Ƣ+�D21ɱ 

4.1.2 
ȍ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰb(ɭĪïɰ÷ȤɰȠɮ�ǔ¹�D�,/Ð)�*ɰo

ŢɭdonɮHĿ�Dɭ'dzin paɮ�,+�D22ɱ 
4.1.3 
¶2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰb(�ǔ¹�D�,/Ð)�*ɰoŢɭdonɮH"E#
E/Ǔɦ�D�,+�D23ɱ 
                                                   
21 sȻȀ,s¡ÔHțœ�D�ŝÍ��1÷ĜǌĵɭO^PN]TVșUMPV�A5SYTVșȓɮ
2yd1,�Cɱ�

� ŝÍ� (Text A 4.4.2.1)ɲmanaskāraḥ katamaḥ | cetasa ābhogaḥ || ÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 
4.4.2.1)ɲyid la byed pa gang zhe na/ sems kyi 'jug pa'o// 
� ŇŸĹ�1ðǟō/��D rtsol baɭ§Ƣɰ¨¦ɮ>�3�3 ābhoga1ȓș,�*Ƣ�BEDɱ  
22 ŝÍ� (Text A 4.4.2.2)ɲsparśaḥ katamaḥ | trikasaṃnipātaḥ || ÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 
4.4.2.2)ɲreg (reg PNG; rig DC) pa gang zhe na/ gsum 'dus pa'o// 
� don 'dzin pa 1 donɭ*arthaɮ2ȌɆ�Êɚ+�Dɱ�ŝÍ�kħÍ�,�ŚûŚ}Í�1ɍȺ�D
țœ/ƐB�*ɰ��+2�oŢ�,ȌɆ�$ɱȗ��2ŝȝǉ 1Ǉǉ 1.2.3.2Ǎ³Ɛɱ 
23 ŝÍ� (Text A 4.4.2.3)ɲvedanā katamā | anubhavanā || ÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 4.4.2.3)ɲtshor 
ba gang zhe na/ (/ PNG; om. DC) myong ba'o//  
� don so sor myong ba1 don/(�*ɰcȑ1ȍ1ðǟōH³Ɛ�*ɰ�oŢ�,ȌɆ�$ɱȗ��
2ŝȝǉ 1Ǉǉ 1.3.2.1Ǎ³Ɛɱ 
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4.1.4 

'du shes gang zhe na/ (G74b4) gsum 'dus (P62a2) pa nyid (D59a1) las dmigs par 'dogs pa la brdar 'dzin pa 

gang yin pa ste/ de yang rjes su sad pa dang/ tha snyad (C60b6) bag la nyal ba'o// de (N64b5) la rjes su sad 

pa ni 'di lta ste/ lha dang mi tha snyad la mkhas pa rnams kyi'o// tha snyad bgal (G74b5) nyal ba ni (P62a3) 

'di lta ste/ byis pa tha (D59a2) snyad la mi mkhas pa rnams dang/ tha na ri dwags
253

 dang bya rnams 

kyi'o//  

4.1.5 

sems pa gang zhe na/ gsum 'dus pa (C60b7) las dmigs (N64b6) pa de la tshor ba dang/ phrad pa dang/ 
'bral254 ba'i phyir255 sems mngon par (G74b6) 'du byed pa gang yin (P62a4) pa'o//  

4.2 

4.2.1 

'dun pa gang zhe na/ yul de dang de la de'i rjes su 'gro ba (D59a3) dang/ de 'dod pa nyid gang yin 

pa'o//  

4.2.2 

mos pa gang zhe na/ yul de dang de la de'i rjes su (C61a1) 'gro ba (N64b7) dang/ de la nges par 'dzin
256

 

'dod pa gang yin pa'o// (G75a1)  

4.2.3 

dran pa gang zhe na/ yul (P62a5) de dang de la de'i
257

 rjes su 'gro ba dang/
258

 mngon par brjod
259

 pa 

nyid gang yin pa'o//  

4.2.4 

ting nge 'dzin gang (D59a4) zhe na/ yul de dang de la de'i rjes su 'gro ba dang/ (C61a2) nges par sems 

pa (N65a1) la brten nas sems rtse gcig
260

 (G75a2) pa gang yin pa'o//  

  

                                                   
253 dwags DCP; dags NG. 
254 'bral DPNG; 'brul C. 
255 phyir DPNG; ill. C. 
256 'dzin DPNG; 'jin C. 
257 de la de'i DCG; de'i PN. 
258 / DPNG; om. C. 
259 brjod DCPG; ill. N. 
260 gcig DPNG; kcig C. 
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4.1.4 
Ħ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰº��b(�ǔ¹�D�,/Ð)�*ɰĵǛ/÷�*ɰ

zț/��*»ǃ,�*Ŀ�D�,ɭdmigs par 'dogs pa la brdar 'dzin paɮ+�Dɱ�B/"
E2ɰƽȉ/ɓ�>1,ɰȏșHɓƶ,�D>1,+�Dɱ"1k+ɰƽȉ/ɓ�>1,2ɰ

Ŭ1A�+�Dɱȏș/Òǫ.Üu,u1�Ħ�+�DɱȏșHɓƶ,�D>1,2ɰŬ1

A�+�Dɱȏț/Òǫ+.�Ĉ�,ɰ.��ƚ?ɩ1�Ħ�+�D24ɱ 
4.1.5 
Ğ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰb(�ǔ¹�D�,/Ð)�*ɰ"1ĵǛ/÷�*ɰĪ

¶�D�,ɰǔ¹�D�,ɰ;$2�ə�D�,/A'*ɰěH�©� D�,+�D25ɱ 
4.2ɳs(1�E$ɞȻÌ1ěĵ1ðǟɴ 
4.2.1 
ŭ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰ¸�1÷Ȥ/÷�*ɰ"Eɭ÷Ȥɮ/�$��ɰ"EH

ŭ�D�,"1>1+�D26ɱ 
4.2.2 
ªȌ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰ¸�1÷Ȥ/÷�*ɰ"Eɭ÷Ȥɮ/�$��ɰ"E

/÷�*ƾȘ�*ŕȘ�D�,+�D27ɱ 
4.2.3 
ĝ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰ¸�1÷Ȥ/÷�*ɰ"Eɭ÷Ȥɮ/�$��ɰȏ�´

6�,"1>1+�D28ɱ 
4.2.4 
bŉÍ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰ¸�1÷Ȥ/÷�*ɰ"Eɭ÷Ȥɮ/�$��ɰȗ

��Ǣõ�D�,/Ð)�ɰě1ùa+�D29ɱ 
                                                   
24 ŝÍ�  (Text A 4.4.2.4)ɲsaṃjñā katamā | saṃjānanā || ÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 4.4.2.4)ɲ'du 
shes gang zhe na/ kun shes pa'o// 
25 ŝÍ� (Text A 4.4.2.5)ɲcetanā katamā | cittābhisaṃskāraḥ || ÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 
4.4.2.5)ɲsems pa gang zhe na/ sems mngon par 'du byed pa'o// (// DPNG; / C)  
26 ŝÍ� (Text A 4.4.3.1)ɲchandaḥ katamaḥ | yad īpsite vastuni tatra tatra tadanugā kartukāmatā || ÷Ĝ�D
SYTVșȓ (Text A-tib 4.4.3.1)ɲ'dun ('dun PNG; 'dus DC) pa gang zhe na/ gang 'dod pa'i dngos po de dang 
de la de'i rjes su 'gro zhing byed 'dod pa'o// 
�ŭ��B�ĭ�;+1sź/ɍ�Dțœō+2ɰde'i rjes su 'gro ba,��ȁƝ��ȹ�*Ƣ�B
E*�Dɱ;$ɰż 26
30 /ƿ�A�/ɰº�ȁƝ2SYTVșȓ�ŝÍ��1÷Ĝǌĵ/>ȈB
EDɱde'i rjes su 'gro ba1k1 de2÷ȤHľ�,Ǣ�BEDɭ��3ŭ1țœōɲ�ŭ2��,��
.B3ɰŭ�$Ɩo+�D>1"E#E/÷�*ɰ"Eɭŭ�$Ɩo+�D>1ɮ/�$�'*ɰ�

A�,ŭ�D�,+�D�ɮɱaőɰƈȓ1÷Ĝǌĵ+2�ɖȮ��D�2�ɖɡȮ¼�,.'*�

Cɰde/÷Ĝ�Dș2ȈBE.�ɱText B-trż 32³Ɛɱ 
27 ŝÍ� (Text A 4.4.3.2)ɲadhimokṣaḥ katamaḥ | yan niścite vastuni tatra tatra tadanugāvadhāraṇabhaktiḥ || 
÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 4.4.3.2)ɲmos pa gang zhe na/ gang nges pa'i dngos po de dang de la de'i 
rjes su 'gro zhing nges par 'dzin nus pa'o//  
28 ŝÍ� (Text A 4.4.3.3)ɲsmr̥tiḥ katamā | yat saṃstute vastuni tatra tatra tadanugābhilapanā || ÷Ĝ�DSY
TVșȓ (Text A-tib 4.4.3.3)ɲdran pa gang zhe na/ gang 'dris pa'i dngos (dngos DPNG; ill. C) po de dang de 
la de'i rjes su 'gro zhing mngon par brjod pa'o// 
29 ŝÍ� (Text A 4.4.3.4)ɲsamādhiḥ katamaḥ | yat parīkṣye vastuni tatra tatra tadanugam 
upanidhyānasaṃniśritaṃ cittaikāgryaṃ || ÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 4.4.3.4)ɲting nge 'dzin ('dzin 
DCPG; ill. N) gang zhe na/ gang brtag pa'i dngos po de dang de la de'i rjes su 'gro zhing nges par sems pa la 
brten nas sems rtse (rtse DCPG; ill. N) gcig pa'o// 
� �ŝÍ��,1÷Ɛ�Bɰ�ŇŸĹ��k1 nges par sems pa la brten nas sems rtse gcig pa1±ō2
upanidhyānasaṃniśritaṃ cittaikāgryaṃ+�D,łð�EDɱO^PN]TVUMPV2�ȗ��Ǣõ�
D�,/A'*�ê�E*�Dɰě1øa+�D�,ȌɆ�D�,�+�Dɱ�.G&ɰě1øa2

ȗ��Ǣõ�D�,1ļCĵ+�Dɰ,�E*�Dɱƈȓ>ɰ�ȗ��Ǣõ�D�,1ļCĵ+�D

ěaÔğɭě1øaɮ,���,+�D�ɭ�ƍöĮ�ěaÔğ�Text B 4.2.4ɮ,ɰɥ~�$ƞȌH
ƿ�*�Dɱ�E/÷�*ɰSYTVșȓ2ɰ�ȗ��Ǣõ�D�,/Ð)�ɰě1ùa+�D�,ɰ

Ƴµ�D�êɍ�Hƿ�*�Dɱ 
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4.2.5 

shes rab gang zhe na/ (P62a6) yul de dang de la de'i rjes su 'gro ba dang/ chos rnams rab tu 'byed pa 

gang yin pa ste/ de yang rigs pas bskyed
261

 pa dang/ (D59a5) rigs
262

 pa ma (N65a2) yin pas bskyed (C61a3) pa 

dang/ rigs pa yang ma yin rigs pa ma (G75a3) yin pa yang ma yin pas bskyed
263

 (P62a7) pa'o//  

4.3 

4.3.1 

de la yid la byed pa las gang dang ldan zhe na/ smras
264

 pa/ dmigs pa la sems
265

 gtod pa'i las can 

yin no//  

4.3.2 

reg
266

 pa las gang dang ldan (N65a3) zhe na/ tshor ba (D59a6) dang/ (C61a4) 'du shes dang/ sems pa 

rnams kyi rten
267

 byed (G75a4) pa'i las can yin no//  (P62a8) 

4.3.3 

tshor ba las gang dang ldan zhe na/ sred pa skyed
268

 pa dang/ btang snyoms su 'jog pa'i las can 

yin no// 

4.3.4 

'du shes las gang dang ldan zhe na/ (N65a4) dmigs pa la sems kyis (C61a5) mtshan mar 'dzin pa dang/ 

(D59a7) tha snyad (G75a5) 'dogs pa'i las can yin no// (P62b1) 

4.3.5 

sems pa las gang dang ldan zhe na/ rnam par rtog pa dang/ lus dang ngag gi las kun nas slong ba'i 

las can yin no//  

  

                                                   
261 bskyed DPNG; ill. C. 
262 rigs CPNG; regs D. 
263 bskyed DCPG; ill. N. 
264 / smras DPNG; bsmras C. 
265 sems DCNG; sams P. 
266 reg DPNG; rig C. 
267 rten DC; brten PNG. 
268 skyed DC; skyes PNG. 
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4.2.5 
ĭ2��,ȏ�.B3ɰ"E2ɰ¸�1÷Ȥ/÷�*ɰ"Eɭ÷Ȥɮ/�$��ɰȟźH

�Š�D�,+�Dɱ"E2;$ɰȽƞ//A'*ơ�$>1,ɰȽƞ+.�>1/A'*

ơ�$>1,ɰȽƞ+>.�ɰȽƞ+.�>1+>.�>1/A'*ơ�$>1+�D30ɱ 
4.3ɳs(1ȻÌ�Děĵ12$B�ɴ 
4.3.1 
;$ɰ�ħ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰǋ�DɱĵǛ/÷�*ɰěH��D

2$B�H>(>1+�D31ɱ 
4.3.2 
ȍ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰ¶_Ħ_Ğ1ļCĵH.�2$B�H>(>

1+�D32ɱ 
4.3.3 
¶2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰȥĩHơ�� D�2$B��,ɰŀɭĆɜ

.Ƙīɮ/íð�D2$B�H>(>1+�D33ɱ 
4.3.4 
Ħ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰĵǛ/÷�*ɰě/A'*ƗĚɭmtshan maɮ
,�*Ŀ�D�2$B��,ɰȏșȁƝHzȒ�Dɭ'dogs paɮ2$B�H>(>1+�D34ɱ 
4.3.5 
Ğ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰûɭĞǢɮ,ɰȰ�Ŧ�_șŦHƬ©�D2

$B�H>(>1+�D35ɱ 
  

                                                   
30 ŝÍ� (Text A 4.4.3.5)ɲprajñā katamā | yat parīkṣya eva vastuni tatra tatra tadanugo dharmāṇāṃ 
pravicayaḥ | yogavihitato vāyogavihitato vā naiva yogavihitato nāyogavihitataḥ || ÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text 
A-tib 4.4.3.5)ɲshes rab gang zhe na/ gang brtag pa'i dngos po nyid de dang de la de'i rjes su 'gro zhing/ chos 
rnams la rab tu rnam (rnam DCNG; ill. P) par 'byed pa ste/ (/ DCPG; // // N) rigs pas bskyed pa 'am/ rigs pa ma 
yin pas bskyed pa 'am/ rigs pas bskyed (bskyed DCNG; ill. P) pa yang ma yin rigs (yin rigs DC; yin/ rig PNG) 
pa (pa DPNG; pa yang C) ma yin pas bskyed pa yang ma yin pa'o// 
31 ŝÍ� (Text A 4.4.4.1)ɲtatra manaskāraḥ kiṃkarmakaḥ | cittāvarjanakarmakaḥ || ÷Ĝ�DSYTVșȓ 
(Text A-tib 4.4.4.1)ɲde la yid la byed pa las ci byed ce na/ sems gtod pa'i las byed do//  
32 ŝÍ� (Text A 4.4.4.2)ɲsparśaḥ kiṃkarmakaḥ | vedanāsaṃjñācetanānāṃ saṃniśrayadānakarmakaḥ ||  ÷Ĝ
�DSYTVșȓ (Text A-tib 4.4.4.2)ɲreg pa las ci byed ce na/ tshor (tshor DCPG; ill. N) ba dang/ (/ DCN; 
om. PG) 'du shes dang/ sems pa rnams (rnams DCNG; ill. P) kyi gnas sbyin pa'i las byed do//  
33 ŝÍ� (Text A 4.4.4.3)ɲvedanā kiṃkarmikā | tr̥ṣṇotpādopekṣākarmikā || ÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-
tib 4.4.4.3)ɲtshor ba las ci byed ce na/ sred (sred PNG; srid D; sri C) pa skye ba dang/ btang snyoms su 'jog 
pa'i las byed do//  
� ƈȓ,1ƳȾ/(�*2 Text B-trż 39ɰ�A5ŝȝǉ 1 Ǉǉ 1.3.2.2Ǎ³Ɛɱ�
34 ŝÍ� (Text A 4.4.4.4)ɲsaṃjñā kiṃkarmikā | ālambane cittacitrīkāravyavahārakarmikā || ÷Ĝ�DSYT
Vșȓ (Text A-tib 4.4.4.4)ɲ'du shes las ci byed ce na/ dmigs pa la sems mtshan mar 'dzin pa'i tha snyad kyi 
las byed do//  
35 ŝÍ� (Text A 4.4.4.5)ɲcetanā kiṃkarmikā | vitarkakāyavākkarmādisamutthānakarmikā || ÷Ĝ�DSYT
Vșȓ (Text A-tib 4.4.4.5)ɲsems pa las ci byed ce na/ rtog pa dang/ (/ DPNG; om. C) lus dang (dang PNG; 
dang/ DC) ngag gi las (las DC; om. PNG) la sogs pa slong ba'i las byed do//  
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4.4 

4.4.1 

'dun pa las gang dang (N65a5) ldan zhe na/ brtson 'grus rtsom
269

 pa (C61a6) skyed pa'i las can yin no// 
(G75a6)  

4.4.2 

mos pa las gang (D59b1, P62b2) dang ldan zhe na/ dmigs pa la
270

 yon tan nam/ skyon nam/ gnyi ga ma 

yin pa la mos pa'i las can yin no//  

4.4.3 

dran pa las gang dang ldan zhe na/ yun (N65a6) ring po nas bsams pa dang/ byas
271

 pa dang/ (C61a7) 

smras pa dran pa rjes su dran (G75b1) par
272

 byed (P62b3) pa'i las can yin no//  

4.4.4 

ting nge 'dzin las (D59b2) gang dang ldan
273

 zhe na/ shes pa'i rten byed pa'i las can yin no//  

4.4.5 

shes rab las gang dang ldan zhe na/ spros pa dang/ (N65a7) rgyu ba dang/
274

 kun nas nyon mongs pa 

dang/ rnam par (C61b1) byang ba dang/ rjes (G75b2) su mthun par (P62b4) kun
275

 tu rtog pa'i las can yin no//  

4.5 

kun tu 'gro
276

 ba ma yin pa gang dag (D59b3) yin pa de
277

 dag dngos po so sor nges pa gang la skye 

bar 'gyur zhe
278

 na/ smras pa/ rnam pa (N65b1) bzhi po
279

 'dod pa dang/ nges pa dang/ 'dris pa dang/ nye 

bar brtags pa la (G75b3) go rims (P62b5) bzhin du
280

 ste/ de la ting
281

 (C61b2) nge 'dzin dang shes rab ni tha 

ma la'o// lhag ma rnams ni go rims bzhin
282

 du gong ma (D59b4) gsum la'o//  

 

 

 

                                                   
269 rtsom DPNG; ill. C. 
270 pa la DPNG; pa'i C. 
271 byas PNG; byams DC. 
272 par DPNG; pa rjes su dran par C. 
273 ldan DPNG; ldar C. 
274 / DPNG; om. C. 
275 kun DPNG; ill. C. 
276 'gro DPNG; ill. C. 
277 de DCNG; om. P. 
278 zhe DPNG; zha C. 
279 po DPNG; ill. C. 
280 du DPNG; de C. 
281 ting DPNG; teng C. 
282 bzhin DPNG; ill. C. 
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4.4ɳs(1�E$ɞȻÌ1ěĵ12$B�ɴ 
4.4.1 
ŭ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰ¨¦HƬ©�D�,Hơȫ� D2$B�H

>(>1+�D36ɱ 
4.4.2 
ªȌ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰĵǛH§ę�D�2ȼß�D�2"1iǣ

1��E+>.�>1,�*ƾ��D2$B�H>(>1+�D37ɱ 
4.4.3 
ĝ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰɊŖɌ/G$'*ɰǢ�$�,_Ȁ'$�

,_ș'$�,Hȑı�D�?�Ğ�� D2$B�H>(>1+�D38ɱ 
4.4.4 
bŉÍ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰŗ1ļCĵH.�2$B�H>(>1+

�D39ɱ 
4.4.5 
ĭ2�12$B�H>(1�,ȏ�.B3ɰĴȝɭspros paɮ,ɰ©�ɭrgyu baɮ,ɰɘ
ţ,ɰƄƂ,/ĕ'*�¡�D2$B�H>(>1+�D40ɱ 
4.5ɳs(1�E$ɞȻÌ1ěĵ1ơȫɢÎɴ 
"EB1ɞȻÌ1�ěĵź�2ɰã�.D¡�/ɑð�E$Ɩo/÷�*ơȫ�D1�,

ȏ�.B3ɰǋ�DɱÈ(1Ǆɥɰ��.G&ɰ�ś;E$>1ɰƾð�E$>1ɰǠƒ�

E$>1ɰȗ��Ȋõ�E$>1/÷�*ɡŬ/�ơȫ�D�ɱ"1k+ɰbŉÍ,ĭ2ř

Ĕ1>1ɭȗ��Ȋõ�E$>1ɮ/÷�*�ơȫ�D�ɱűC1>1ɭŭɰªȌɰĝɮ2

ɡŬ/ɰ¥1b(/÷�*�ơȫ�D�ɱ 
 
 

                                                   
36 ŝÍ� (Text A 4.4.5.1)ɲchandaḥ kiṃkarmakaḥ | vīryārambhasaṃjananakarmakaḥ || ÷Ĝ�DSYTVș
ȓ (Text A-tib 4.4.5.1)ɲ'dun pa las ci byed ce na/ brtson 'grus rtsom pa skyed pa'i las byed do//  
� brtson 'grus rtsom pa skyed pa2�¨¦HƬ©�D�,Hơȫ� D�,ȌɆ�ĖD�ɰħ¿Ʈ/?
?eǭƏ+�Dɱ�ŝÍ��,÷Ɛ�*<D,ɰ�1aǍ/Ȗď�DO^PN]TV±ō2

vīryārambhasaṃjanana- ,��Ȅ¹ș,.'*�Dɱ�1Ȅ¹ș2�¨¦?{*Hơ�� D�,>Ȍ
Ɇ+�DɱSYTVșȓ1 brtson 'grus rtsom pa2ɰaǱ/2�ƲƮșɯ©�»ȕ�Hȁ�,Ǣ�BE
D�ɰO^PN]TV±ō-�C/ɰbrtson 'grus (*vīrya) , rtsom pa (*ārambha) �jǝ�E*�D·
ǫğ>�Dɱ��+2SYTVșȓHȸșƮ/ȓ�$ɱ 
37 ŝÍ� (Text A 4.4.5.2)ɲadhimokṣaḥ kiṃkarmakaḥ | guṇato doṣato nobhayato vālambanadhr̥tikarmakaḥ ||  
÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 4.4.5.2)ɲmos pa las ci byed ce na/ yon tan (tan DCNG; ten P) nam nyes 
pa 'am/ gnyi ga ma yin pas dmigs pa la dga' bar byed pa'i las byed do//  
38 ŝÍ� (Text A 4.4.5.3)ɲsmr̥tiḥ kiṃkarmikā | ciracintitakr̥tabhāṣitasmaraṇānusmaraṇakarmikā ||  ÷Ĝ�D
SYTVșȓ (Text A-tib 4.4.5.3)ɲdran pa las ci byed ce na/ yun ring po nas bsams pa dang/ byas pa dang/ 
smras pa dang/ dran pa las rjes su dran pa'i las byed do//  
39 ŝÍ� (Text A 4.4.5.4)ɲsamādhiḥ kiṃkarmakaḥ | jñānasaṃniśrayadānakarmakaḥ || ÷Ĝ�DSYTVș
ȓ (Text A-tib 4.4.5.4)ɲting nge 'dzin las ci byed ce na/ ye shes kyi gnas sbyin pa'i las byed do//  
40 ŝÍ� (Text A 4.4.5.5)ɲprajñā kiṃkarmikā | prapañcapracārasaṃkleśavyavadānānukūlasaṃtīraṇakarmikā || 
÷Ĝ�DSYTVșȓ (Text A-tib 4.4.5.5)ɲshes rab las ci byed ce na/ spros pa rgyu ba dang/ kun nas nyon 
mongs pa dang/ rnam par byang ba dang/ mthun pa la spyod pa'i las byed do// (// DCNG; / P)  
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